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この報告書は,日 本自転車振 興会か ら競輪 収益 の

一 部であ る機械工業振 興資金 の補助 を受 けて昭和

48年 度 に実施 した 「社会開発 シス テムに関す る

調 査研究」 の一環 として と りまとめた もので あ り

ます。
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近年,科 学 技 術 の進 歩 は まこ とにめ ざましく,な か で も情 報処 理 や電 子 工 学技 術

に お い ては,と くに著 しい もの が あ りま す。

一方 ,国 民 の間 には 福祉 向 上 に対 す る期 待 が ます ます強 ま り,こ れ と と もに こ

れ ら科 学 技 術 の進 歩 を直 接,国 民 の 福祉 に役 立 て よ う とす る機 運 も高 ま って まい

りま し た。

こ う した情 勢 か ら,当 財 団 で は,か ね て情 報処 理技 術の 立 場 か ら公 共 性 の 高 い

シ ステ ムの 開 発 あ るい は これ に関 す る調 査 研究 をす す めて ま い りま し た が,昭 和

48年 度 に お き ま して は この う ち,国 民 の 健 康 に密 接 な 関 わ りを もつ 医 療 の分 野 へ

の 適用 に つ い て 調 査研 究 を 実施 い た しま した 。

本 報 告 書 は そ の 成 果 の一 環 と して と りま とめ た もので あ ります 。

この成 果 が,今 後 わが 国 に お け る医療 の シ ス テム化 へ 寄 与 し,ひ い ては 国民 の

医療 サ ー ビス向 上 に貢 献 し得 ます よ う,念 願 す る次第 で あ ります 。

お わ りに,こ の 調 査研 究 の 実施 に あ た り,ご 協 力 賜 りま し た各 位 に深 く感 謝 の

意 を表 します 。

{ー 昭和49年6月

財団法人 日本情報処理開発セ ンタ

会 長 中 島 征 帆
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第1章 北 海道宗谷地区現地調査

1宗 谷 の地域 概 況

L1宗 谷 地区 の 概 況

1.1,1位 置 お よび範 囲

こ の 調 査 の対 象地 区 で あ る宗 谷 支 庁管 内 は、 北海道 の 最北 部 に位 置 し、 東部 はオ ホー

ツ ク海 に、 西部 は 日本海 に、 そ して南 部 は 留萌 ・上川北 部 お よび遠紋 圏に 接 してお り、 ま

た北 部は宗 谷 海峡 を隔て て ソ ビエ ト領 サハ リンを望ん でい る。

そ して、当 地区 西部 には約20Krnの 海 を隔 て て、利尻 島(183K㎡)・ 礼 文 島 〔82

K㎡)が ある。

宗 谷地 区 は、 稚 内市 お よび8町1村 に よって構成 され、 総面積4,07'7K㎡)の 広 が り

を もつ。

表1-1地 区 内市 町村 の面積
(単 位Km2)

市町村名 面 積 市町村名 面 積 市町村名 面 積

稚 内 市 768.03 枝 幸 町 509.51 利 尻 町 74.93

猿 払 村 588.47 歌 登 町 620.89 東利 尻 町 107.87

浜 頓別 町 401.89 豊 富 町 524.47 計 4,076.52

中頓別 町 398.49 礼 文 町 81.97

(宗谷広域市町村圏振興計画書 より)

パ1/1t)▲42」43[44145

図1-1宗 谷 地区 の位 置
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(宗谷広域市町村圏振興計画書より)図
1-2市 町 村 区 分
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7

1.1.2自 然的条 件

地 勢 と しては 、 中央 部 を北 見 山脈 がほぼ 南北 に走 っ て お り、 これ らは標 高 が100～

400m内 外 の もの が多 く、 一 般 に丘陵 性 で あ るが、 中 にや や 高い 山(ホ ロヌプ リ山839

m.斑 文岳761m、 ピ ンネ シ リ岳704m)も 見 られ る。 主 要 河川 は、 日本 海 へ流 れ る

声問 川 、天 塩川 へ注 ぐサ ロベ ツ川 、 オ ホー ソク 海へ 流 れ る頓別 川 、猿 骨川 、 猿払 川 等 が あ

る が、 い つれ も低 平野 に お い て蛇 行 し、 そ の流域 は 広大 なサ ロペ ソ原 野 、 頓別 原野 、猿 払

原 野 等 を形成 して い る。

気象 につ い ては 、 広大 な面積 を有 してい るた め、 ところに よ り気象 条 件 が異 なる が、 夏

は概 して涼 し く最 高 気温 が30℃ を超 え るのは オホ ー ソク 海側 の 南部 地 区 に限 定 され る
。

'
冬 は 日本海 側 で は、 対 馬海 流 の影 響 に より一20℃ 以 下 に なる こ とは ない が、 オ ホー ツク

海 側 で は流氷 の影 響 もあ って、 最 低気 温 一30℃ 以 下 が記録 され る。

オ ホ ー ツク海 側 は 最高 最 低気 温 の差 が大 き く、 日照 時 間 が多 い の に対 し、 日本 海 側は 降

水量 が 多 く、風 も強 い。1月 の平 均気温 は 一5.8℃ 、 最 低気 温 は 一8℃ で、Ll」間 部 であ る

道 北内 陸 部 の名 寄 、旭川 方面 に比 べ る と温 暖 で あ る。 積雪 量 は約70ρ ηであ る。 全般 的 に

日照 時 間 が少 な く、降 水 量 が多 いた め、耕 地性 農 業 よ り も、酪 農 に有利 な条 件 とな って い

る。
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図1-3宗 谷 地 区 地 勢図

表1-2地 区 内 の 気 象

亀
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、

年

気 圧

平均

気 温(℃)
温度

平均

(%)

降 水(%) 風(m/s)
日 照

(時間)

日照 率

(%)平均
臼官取

回 最低
24時
'間 最

大

総量
最多

風向

瞬間最大
平均

風速 風向

S30 1,011.6 6.7 290 一13 .7 77 138ユ 11510.2 SSW 22.7 N 5.5 1,504.5 32

35 LO12.3 6D 29.4 一13 ,8 74 41.8 1,103.6 30.1 S 5.0 1,744.8 38

40 1009.9 6.1 26.4 一12 .6 78
、

102.5 1,571.8 27.7 NNE 4.3 1,491.1 36

45 1,011.5 63 28.2 －IL5 77 155.5 1β090 35.0 S 5.6 L589.7 42

(宗谷広域市町村圏振興計画書より)
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1.1.3社 会的 ・経 済的 条 件

ω 沿 革

天IE18年(15go年)に 北 海道 が 蝦 夷地 と して松 前藩 に属 し、 ソウや場 所 と名

付け られ、漁 場 の開 発 に よっ て拓 か れ たの が始 め であ る。

明治30年11月 、郡 役 所制 度 が廃 止 され て宗 谷 支庁 が 設置 され 、 こ こ が宗 谷 、、枝

幸 、利尻 、 礼 文 を管 轄 した。 そ の後 町 村 の離合 が何 度 か 行 なわ れ昭和24年4月 には、

稚 内 が市制 を施 行 した。

(2)人 口

昭和45年 国勢 調査 に よる と、宗 谷 支庁 管 内 の総人 口は 、11g,024人 とな っ て

お り、市部54,493人 、町 村 部64,531人 で あ る。 人 口密 度 はK㎡ あた り、 市部

71人 、 町村 部20入 とな って い る。

昭 和30年 以 降 の入 口推 移 をみ ると、35年 を ピー ク に全 体 と して 漸 次減 少傾 向 を

示 して お り、 市町 村 別 では 稚 内 市 は増 加傾 向 を示 す が、町 村 に おい ては農 業 就業 人 口

等 の流 出に よ り減 少 傾 向 とな っ てい る。

世帯 数 に おい て は、 全 国 的趨 勢 と同 様 、世帯 の細 分化 、核 家 族化 の傾 向 が著 し く、

昭 和35年 か ら昭和45年 ま での10年 間 に おい て、 人 口11,878入 の減 少に対 し、

世 帯 数は3,735の 増 加 を示 し、 昭和45年 での平均 家 族成 員 は39人 で ある。

年 令 構成 も、全 国推 移 同 様 に幼 年 人 口は 減少 し、老 令人 口は増 加 の 傾 向 とな っ てい

る。 また、 男子20～34才 ま で の勤 労層 が 少 ない形 とな って い る。

1
老1

令1

人1

1口1

-1

生1

85以 上 l

l昭 和45年

l

l

l

l

l

80～84

75～79

70～74

65～69

60～64

55～59

50～54 1
1 45～49 1

40～44 1産

ll回 35～39 同1
人1

30～34

口1
25～29

1 20～24 1
1 15～19 1

1 10～14 1可
《1
口1

5～9 1

`11、`,幽
0～4

1_、11、`一
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(宗谷広域市町村圏振興計寄書 より)

図1-4男 女 別 ・年 令 別 人 口 構 成
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表1-:≧ 人 口 推 移

ぷ ご昭和3{}年 〔A) 昭末日35年(B) 昭 和411イ ド(G) 昭和45年(D) ㈹/刷 ⑰/ω ㈹/幻

全 国
入

89276.0{10
入

93,419,000
人

98,275,000
人

113,265,000
%

104.64
%

日0.08
%

126.87

北 海 道 ω 4,773,087 5,039,162 5」71.8{}0 5,184,287 105.57 108.35 108.61

宗 谷 地 区 ㈹ 128,506

「

130,905 125,693 ll9,024 10L87 97.81

L}}

92.62

㈲/ω% 2.69 2.59 24:ハ 2.30 一 一 一

表1-4年 令 別 人 口 の 推 移

年 別

年令別

昭 和30年 昭 和35年 昭 和40年 昭 和45』 年 昭和30年=100

人 員 o//O 人 員 % 人 員 % 人 員 % 35年 40年 4s年

幼 少 人 口 491890 38.8 48,597 37.1 41,658 33.2 34,187 28.7 97.4 83.5 68.5

,15～24

萎 ・25～34
n35～54、

55～59

23,980

19,845

23,178

3,628

55.0

22,118

2L605

25,734

3,996

56」

20,564

20,559

28,776

4,411

59.1

20,108

18,633

31PO9

・1,465

62.4 ∫04.o io5.2 lo5,i

老 令 人 口 7,985 6.2 8,855 6.8 9,725 7.プ 10,622 8.9 IIα9 12L8 {33.θ

言1' 128,506 100.0 130,905 100.0 125,693 100.0 119,024 100.0 101.9 97.8 92.6

表1-5市 町 村 の 面 積 、 人 口 及 人 口 密 度

区 分

市町村名
面 積{Kη つ 人 口{人) 人 口 密度(1価 当 ・入) 備 考

稚 内.市 768.03 5・1.493 70.95

猿 払 村 588.47 4,818 8」9

浜 頓 別 町 401.89 7,130 17マ4

中 頓 別 町 398.49 5,395 13.S4

枝 幸 .町 509.51 101708 21.02

歌 登 町 620.89 5,048 8.13

田 富 町 524.47 8,662 16.S2

礼 文 町 81.97 7,535 91.92

利 尻 町 74.93 7,553 100.80

東 利 尻 町 107.87 7,682 7L22

計 4,076.52 119,024 29.20

表1-6人 口 の 自 然 ・社 会 増 減 の 推 移

区分

地域別

昭 和 ・1↓」 年 i昭 和42年 昭 和 ・13年

自 然 社 会 言1 自 然 社 会 計
'自 然

社 会 計

市 部 779 296 1,075 812 240 1,052 800 300 1,100

町 村 部 663 △3 ,543 〈2.88{, 635 △5,821 △5,186 597
.

△3」6】 △2,564

計' い142 △31247 △L805 1.4.17 △5,S81 △u34 L397 △2,861 △L464

＼ 区分
地・疋男・＼ ・

昭 和44年 聞 手ll45年 昭 千li46年

自 然 社 会 剤 自 然 社、 会 計 自 然 社 会
←

副1

市'部 65.1 /N6:タ9 15 7(,5 △768 △63 846 △445 .401

町 村 部 54】 △2.5】9 ∧L978 428 △'u71 △3,743 363 △1,480 △L117

言1 川95 〈3 .158 〈1.963 |,133 △4,939 △3,806 1,209 △L925 △716

(宗 谷広域市町村圏振興計画田より)
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(3)交 通

これ ま での交 通 は 、主要 輸送 幹 線 であ る鉄道 に依 存 していた が 、近 年 の モ 一 夕 リゼ

ー シ ・ン の普及 に よ り
、逐 次 自動 車 に よる輸送 体制 へ と移行 しつ つ あ り、 今後 ともそ

の傾 向 が強 ま る もの と見 込 まれ る。

当地 区の 自動 車 普及 状況 は、 全 国 の人 口対全 車数 比5.3人 に 対 し、7,8人 と必

ず しも高 くな い。 道路 状 況 は、 総 延長2,660Kinと なっ てお り、 舗装 率 は国道 につ い

て は66%で あ るが、 市町 村 道 を含 め る と10.4%と な り、 これ に 対 し、全 国 では

18.3%で あ る。 ここで道路 整 備 状 況 を この 地域 の 人 口密度 を考慮 して、 全 国 と比 較 し

てみ るため 、

道 路 総 延 長(㎞)

地 区 面積(IGn2)× 人 口密度(人/Knt2)

を考 え る と、 全国 では1,023,646⑭/{(3.7×105Kni2)×280人/Kni2}

=0 .00988に 対 し、宗 谷地 区 では2660/(4077×29)=0.0225と 当地 区 では、

全 国 に比べ てlKm2内 で住 民1人 当 全 国 の2.3倍 弱の 道路 を保 有 して い る こ とに な り、

道 路 の普及率 は高 い とい え る。

当地 区 にお け る特有 な問 題 と して は 、積 雪寒 冷 に対処 す る凍 結 防止 、維 持管 理 お よ

び 除雪 等 に多 額 の費用 が必 要 な こ とで ある。

鉄 道網 につ い ては 、稚 内 を終 点 とす る宗 谷本線 、 天 北線 お よび興浜 北 線 の三 線 が域

内 を縦 断 して、 骨格 をな してお り、道 央、 中央へ の幹 線交通 体 系 で ある ばか りで な く、

貨 物 の大量 高 速輸 送 手段 と して、そ の 果 す役 割 は大 きい。

稚 内港 は商 港 と しての機 能 充実 を図 る と ともに、取 扱貨 物量 の 増 加 に対 応 して整 備

が 促進 され てい る。 また、 枝幸 港 は道 東 一道 北 のオ ホー ソク海 に おけ る中継 港 とな っ

て い る。 近 年 、 離 島 との間 に高速 フ ェ リーが就 航 し、観 光 と と もに 島民 の足 と して役

立 ってい る。

また、稚 内空港 は道 央 お よび 離島 空路 の結 節点 と して施 設 の 拡充 が 行 な われ 、札幌

と空路45分 で結 ん でい る。
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^
. 図1-5鉄 道k－ よ び 国 道

b

(4)通 信

情報 交 換 の媒体 と して電話 の需要 は 拡 大 してい る が、市街地 に おい ては 加入 積 滞 を

かか え て いる。一 方 農漁 村 におい ては 、 有 線放 送 か ら集 団加入式 へ さ,らに地 域集 団

加入 電話 へ と通話 方式 が近 代 化 され て い るが、 ま だ十 分 な普及 をみ た とは いえ ない。

宗 谷 地区 内 には 、 自動 交換 に よる電報 電 話局 が4局 あ るが、 そ の他 は手 動交 換方 式

に 上る委 託 電 話局 に依 存 してい る状 態 であ る。

一7一
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(宗谷広域市町村圏振興計画書 より)

図1-6通 信 施 設 現 況

(5)産 業

当地 区 の 産業 構 造 は、第1次 産業 入 口35.8%、 第2次 が24.4%、 第3次 が

39.8%と 全 国 と大 きな差 はな い が、 水産 漁 業従 事者 が22.7%を 占め 、製 造業 中

の水 産 加工 従事 者 を加え る と、水 産 関係 の比 重 が か な り大 きい ことがわ か る。 漁獲

高 は40万 トンに達 し、 全 国漁 獲 高 の991万 トンと対比 す る と、 か なb大 きな比

重 を 占め て い る。

農 業 につ いて は、 気候 、 土壌 等 の条 件 に よ り、酪 農 へ の専業 化 が進 行 して お り、

現 状 では農 業1,669戸 に対 し、 牧畜2,224戸 となっ てい る。 生産 額 では、農 作

物286百 万円 に対 し、畜 産5、763百 万 円 で あ る。
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水 産 業 ・ 漁 業

12,600人

サ ー ビス 業

8,288入

総 数

56,841人

卸 小 売 業 建 設 業

iう,058人7、027

適 嵩 ・適

製 造 業

6.49]人

(45年 国調 市町村集計 概 要 よ り)

図1-7産 業 分 類 別 就 業 者 数

へ

b 農業生産額

ト
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鰭

〃

、
、

5,763,000千 円

85… 千Fl

= .

て

㍑ ∵房
1耕㍑

種1㌧

力 ・.㌶ ㌧.

、.`

〃

図1-8生 産 概 況(1)
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卸 売 業1y.901、410千 円

/lll|1111 一 物微 汐

多_重 垂 垂㌃一 ㌶i蠣 レ
卸 1L 繊維品卸

機械器具田1
鉱物 ・金属機械卸

ぺ

ノ」、 売 業26,940.320「 臼F[]

/////∠

食 飲 料 品 小 売 そ の 他 の 小 売
家具 ・建具

什器 小売

織物 ・衣服
身のまわり
品 小 売

自動車 ・自 各種
転車荷物等 商品
の 小 売 小売

/

/

飲 食 店2.089、690千 円

理 南仲立業

360,350千 円

図1-8

総 額48.931,420千 円

(45午 献 統計調査より)

生 産 概 況 ②

/

ケ

(6)公 共 施 設

近年 、住 民 の生活 は都 市化 、 多様 化 へ と変 化 しつ つあ るが、 当地 区 は これ ま で地域

の後進 性 を克 服 す るた めの産 業基 盤 の 整備 が緊要 な課題 とさ れて い たた め、産 業 部 門

へ の 投 資が 多 く、生 活環 境へ の投 資は 少 なか った。

上水 道 につ いて は、上 水道 施設 の あ る ものは10市 町村 中3市 町 で あ り、 上水道施

設 のな い ところが2町 、 そ の他 は簡 易水 道 に頼 っ てい る状 態 で あ る。

教 育 施設 につ い ては、 管 内 には 大学 、 各種 学 校 、特 殊学 校 は存 在 せず 、 小 中学 校 の

約95%が へ き地 指定校 となっ て い る。

医療 ・公衆 衛 生施設 に つい ては 、稚 内 保 健所 が1か 所 で宗 谷地 区大 体 を管 轄 し、全

地区 へ 十 分手 が とどか ない状 態 で あ る。 病院 は稚 内 市 は別 と して、各 町 村 に 一 つづつ

あ るが、受 持 ち地 域 の広 さ、 診療 科 目等 を考慮 す る と全 く不 十 分 な状 態 とな って いる。

また・老人ホー・等の厚生勧 ヒ施設等もあ勃 整・ズいるとはば ない・

!/

1・2
.猿払 村 の 概 況/'.、

/
1,2,1位 置 お よび範 囲/

当調 査 の焦 点 の一 つ で ある猿 払村 は北海 道 の最 北部 、宗 谷支 庁 のほ ぼ 中央 に位置 し、西

一10一
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は山岳 を境 に豊 富町 と接 し、 南は幌延 町 と浜頓 別町 に、 北は 稚 内市 に隣 接 して い る。区 域

は東北 部 に接 す る オホー ツク海 に沿 っ て長 さ約70Km、 巾約40Krnで 、 面積 は588Km2

で あ る。 交 通距 離 と しては、 札幌 ま で鉄路329Km、 急 行 で6時 間 の距 離 で あ る。

1.2.2自 然 条 件

猿 払村 はオ ホー ツク海 に面 し、 北見 山脈 を分水 界 とす る東斜 面 に あ り、 海 に向 って 次第

準平 原化 した丘陵 性 台地(標 高20～80m)か ら海 岸段 丘 へ と移 行 し低平 地海 岸砂 丘 を

もっ て汀線 に至 って い る。

海 岸線 は33Krn、 お おむね 砂 丘状 を 呈 して い る。

そ の間 に、猿 払 川 、 カ リベ ッ川 等 概 ね6水 系 あ っ て、す べ てが北 東流 してオ ホ ー ツク海

に直 角 に注い でい るが一 般 に流 速 は緩慢 で蛇 行 して いる。

気 象は積 雪 寒冷 地帯 に属 し、 夏期 は冷 涼 で雨量 は秋 に多 く、冬 期 は寒 冷 で11月 中旬 か

ら4月 ま で雪 が あ り、1月 か ら3月 ま では流 氷 に よ り海 は結氷 す る。

夏 の最高 気 温 は28℃ 内外 で あ るの に 対 し、冬 の最 低 気温 は一30℃ 近 くな る。 雨量 は

月平均 にす る と100rm内 外 で、 か な り少 ない。

▲

礼 岳

▲

利尻岳 て='

＼ 　<'

▲
角三

▲

▲
岳駒知

▲

ポ ロヌプ リ山

図1-9猿 払 村 地 勢

、
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表1-7猿 払 村 気 象 概 況

気 温(℃) 降 水 量 励 最 深積
年 次

平 均 最 高 最 低 最 大極 総 量 雪 量㎞)

昭 和41 4.5 27.0 一23 .0 67 L431 135

42 4.4 28.5 一29 .0 38 1,018 115

43 4.9 28.5 一29 .5 40 951 130

44 3.2 28.0 一30
.6 45 1,115 116

45 4.0 28.2 一26 .5 144 1,290 165

46 4.4 27.4 一27 .9 65 1,112 120

"叫

β

(北海道気象月報より)

1.2.3社 会 的 、経 済 的条 件

(1)沿 革

猿 払 村 の起 源 は 、 大正11年 に 天北線 が稚 内 ま で開通 し、人 口が 急増 した ことに よ

り、 宗谷 村 か ら独 立 し、2級 町 村制 を施行 した こ とに 始 ま る。 これ よ り、 帆立 貝を は

じめ とす る漁 業 、採炭 事 業 等 を中心 に発展 した が、 近年 の過 疎化 現 象 と、 昭和41年

42年 と相 次 ぐ炭 針の 閉山 に より入 口が激 減 し、 その後 も若干 の減 少傾 向 に あ る。

(2)入 口

人 口総数 は 昭和47年4月 現 在 で4、407人 、対 前年度 増 加率 は 一6.0%で ある。

当村 の人 口は 、昭 和30年 の8,871人 を頂点 と して昭和35年 以 降急 速 に減 少 して

い るが 、 これ は 開拓 農 業 、漁 業 の深刻 な不況 に もとつ く離 村 がそ の 原 因 となっ てお り、、

更 に炭鉱 の閉 山が 減 少傾 向 を強 め た。 人 口構成 は、9才 未 満 人 口が 減 少 して ゆ くと と

もに15才 ～34才 の労働 若年 人 口が 少 ない ひ よ うたん型 とな っ てい る。

(3)交 通

村 の 中心 を国鉄 天北 線 が走 り、住 民 の主 たる交 通機 関 とな っ てい るほ か、 海岸 沿 い

に国道238号 線 が通 っ て お り、 これ に道 道、 村道 が連 絡 して い る。 国道 には 宗谷 バ

スが通 ってい るが一 日一 往 復 の み、国 鉄天北 線 の鈍 行 列車 は約2時 間 に一本 であ る。

自動 車の 普及 につ い て は、原 動 機 付 自転 車 を含 め て約900台 で、 当村 の世帯 数

1,019に 相 対 す る と、一 世帯 当 り0.88台 で あ り、 乗用 車 お よび 貨 物車 のみ では一

世帯 あた り0.42台 で あ る。

道路 状況 は 総 延長285Kmva対 し、舗装 率 は25%で ある。

(4)通 信

近年 、通 信 ・連 絡 の手段 は、 郵便 、電 報 か ら電 話へ と急速 に移 行 して きてい る が、

猿 払 村 に おい ては ま だ、 自動 交 換機 に よる電 話局 が 開設 され て お らず、 委託 電話局 が
●
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4局 あ るのみ で ある。 加 入台 数 は全 村 で233台 その他 地域 団体 加入 組 合電 話 が233

台 あ る。 これ を世帯 数 に相 対 す る と、一 世帯 当 り0.46台 とな る。 現 状 と し.ては、 普

通電話 の 需要 が極め て高 いほ か 、市 街地 におけ る公衆電 話 につ い ての要 望 が強 い。

P
.

・4

凡 例

○ 電報電話局

o 委託電話局

吻 地域集団電話

纏 有 線 放 送

σ

鬼志Si局
o

㌶
o

浅芽野局

吻
浜頓別局

頓別局

(宗谷広域市町村圏振興計画書より)

図110猿 払 村 通 信 施 設 現 況

」

5)産 業 の 現 状

猿 払 村 の産 業構 造は就業翻 か らみる と、 第1次 産 業 は39.O%、 第2次28・8%・

第3次32.2%と 第1次 産 業 の優 勢 な状態 とな ってい る。

第1次 産業 の うち農 業 に つい て は、耕作 農 家戸 数は現 在1種 兼 業含 め て201戸 で

あ り、 全 体数 は減 少傾 向 に あ るが、7.5ha以 上の規 模 の もの は増加 傾向,にあ り、農:

業 経 営 の大 型化 がみ られ る。 作 付構成 では牧 草 が95%を しめ、 次 い で馬 鈴薯 が1.2'

%、 て ん菜0.4%と なっ てい る。

牧 畜農 家 は 現在176戸 で、 総 数は 減少 傾向 で あるが 、飼 育 頭数 は全体 と して増 加

して お り、 一 戸当 りの 頭数 も増 加 してい る。 一 戸平均 飼 育頭 数 は15.8頭 で ある。

漁業 につ い ては 、 漁 港 を2港 有 してい るが 、冬期 は結 氷 す る こと もあ.って、 操業 度.

は極 め て低 い。 生産 高 の推 移 をみ る と、昭和37年 ～40年 ま では 「いか 」 が主体 を
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な し、 「さけ 」 、 「ます」 がそ れ に続 い てい た が、41年 ～43年 には 「毛 が に」 、

「さけ」 、 「た こ」 の 順 に変 っ て きて いる。漁 獲金額 は年 に よ り豊 凶 の差 が大 き く、

きわめ て不 安 定 な状 態 に ある。

林 業 に つい ては 、当 村 の71,3%を 山林 が占 め てい るが 、 その うち国 有林44.9%

社 有 林50,0%で 、計94,995は 村民以 外 の地 区 に 占有 され て お り、村 民 の収入 に は

つ なが らなL(○

産 業 別 生産 額 では、 農業4億1千9百 万 円、 漁業2億 円 、林 業1億9千5百 万 円、

鉱業1億3千5百 万 円で ある。

猿 払村 の工 業 としては 、製材 と水産 加工 の二 種 が主 た る もの で ある が、 その基 盤 は

極 め て脆 弱 で あ り、唯 一 の企 業 の製材 工場 や漁業 組 合 の経 営 に よる水産 加工場 は、 第

1次 産 業 生産 物 の第1次 加工 を行な っ て いる にす ぎず 、製 造業 就 業者 数 は全村 で123

入 で ある。

'(
6)公 共 施 設

へ き地 に お い ては、 産 業基 盤整 備 の影 に 隠れ て、 公 共施 設 の充 実 が立 遅 れ が ちで あ

るが 、当村 に お ける学 校 に つい ては 、 小学 校lo校 、 中学 校6校 ある が、 小 中学 校 あ

わせ て1校 当 り平均 生徒数 は56名 で あ り、1学 校 生徒数4名 の と ころ もある。 この

ため 、特 科 教員 や特別 教室 が不 足 な状 態 とな っ てい る。 ま た生徒 は 遠距 離 通 学 を余 儀

な くさ れて い る状 態 に あ る。

上水 道 は昭 和40年 か ら簡易水 道 へ移 行 しつ つ あ り、現 在 の 普及 率 は55%で ある。

市 街地 に も引 き続 き設 置 が 必要 なほ か、 既設 設 備 の改修 も必要 となっ てい る。排 水 溝

の 整備 状況 は極 めて不 完 全 で あ る。

そ の他 福 祉施 設 と しては保 育所が5ケ 所 あ り、 医療 施 設 と して は、 医師1名 に よる

国保 病院 と、週1日 国保病 院 の 医師 が 巡回 す るへ き地 診療 所 が あ るの み で、住 民 の 不

安 は大 きい。

(7)財 政

猿払 村 の 歳入 額 は 昭和47年 度 で、 概数5億4百 万円 で あるが、 この うち地方 交付

税 が46,1%、 道 支 出金 が22,0%、 国庫 支 出金4,4%と72,5%が 特定 財 源 に依 存

してい る。 村税 は8.6%で あ る。

歳 出の 内訳 では農 林水 産 費 が35.9%、 総務 費が23,4%と な ってい る。 また、教

育 費は12.3%、 民 生費 が6.2%、 土 木費 が6.6%と なって い る。

この よ うに 、農 林 、水 産 業 の維 持 ない しは振 興 に大 きな部分 が とられ てい る状態 で

あ る。
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w

亀.

そ

の
他

の
内

訳

地 方 譲 与税 ・,2230・3%

自動 車 取得 税 交付 金4,2300・8%

国有 提 供 施設 等 所 在

市町 村 助 成交 付 金8220・2%

交 通 安 全 対策 特 別 交付 金82

財産 収 入3,0800・6%

繰 越 金2,0000・4%

分担金負担金

村 税

43,428

8.6%

歳 入 地 方交 付 税

503,897千 円232,543

100%46・1%

総 務 費

118,047

23.4%

歳 出

503,8'97『 二円

100%

農 林水 産 業 費

180,668

道 支 出 金

111,084

22.0%

公 債 費

32,594

6、5%

金

商 工 費3,5230.7%

予 備 費5000.1%

図1-11猿 払 村 昭和47年 度 一般 会 計 当初予 算(猿 払 村 要 覧 よ り)

」

2宗 谷地 区におけ る健康 と医療 の概況

2.1宗 谷 地区 にお け る 医療 ニー ズの 特 色

2.1.1人 口動 態 統計 か ら見 た特 色(表1-9、 図1-14参 照)

人 口集 団 の規 模 や 性、年 令 に つい ての 構成 は他 の地 域 との間に お け る転入 、 転 出 に よる

社変 動 のほ か、 そ の構成 員 か らの 出生、 死亡 に よっ て 、 さ らに婚姻 や離婚 に よる配 偶 者集
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団 の大 きさ や、周 産期 、 乳児 死 亡率 に よる 自然 変動 に よって も大 き く影響 を受 げ る。

以 下人 口動 態統 計 の主 要 指数 に つい て概 観 す る。

(1)出 生率 ・死 亡率 ・自然 増 加率

いず れ も全 国平 均、 北 海道 平 均 よ り低 位 で あ る。

(a)出 生 率

全 国平 均(19.2)、 道 平 均(18,1)に 対 し管 内平 均(16.7)は 顕著 な差が ある と

言 え る。 これ を市 町村 別 に 見 る と、稚 内 市(19.8)、 浜 頓別 町(19,0)、 枝幸 町(1

8.0)町 が高 位 に ある一 方、 利 尻町(9.2)を 筆 頭 に猿払 村(12.4)、 歌 登町(12.0)

豊 富町(12.3)、 礼 文 町(13.6)、 東 利尻 町(12.3)と 全 国、 道平 均 に比べ5～6

割 と著 し く下 まわ って い る。

これは全 国 的 に過 疎地 区 の傾 向 と して 見 られる もの で、大都 市 へ の青年 層 を 中心 とした

人 口の 集 中 に伴 い、年 令構 成 が変 化 し、 出 生率 が低 下 した ため と考 え られ 、管 内 に おい て

も人 口集 中部 と過 疎 部 では は っ きbし た差 が あ る。 〔図1-12、 図1-13参 照)。

(b)死 亡 率

全 国平均(6.6)、 道平 均(5.9)に 対 し、 管内 平 均(5.5)は 低位 で あ る。詳 細 につ

い ては死 因 の項 で検討 す る。

(c)人 口 増 加 率

低 出生率 をそ の ま ま反 映 した形 で、 全 国平 均(12.6)、 道 平 均(12.1)、 より も低

率(11.3)で ある。

(2)低 体重 児率 ・乳児 死亡 率 ・新 生児 死 亡率

.母 子 衛 生 に対 す る関心 の高 ま りは 、 母体 の健 康 状 態、 栄 養摂取 状 態 、養 育条 件 等 の改善

を通 じて低 体重児 率 、 乳児 死亡 率 、 新 生児 死亡 率 の 低下 に現 われ る。 ま た間接 的 に はそ の

地 域 の衛 生 状態 の 良否 、生 活水 準 を反映 す る指標 の一 つ とも考 え られ る。

上記3指 標 を全 国平 均 、道平 均 と比 較 してみ る といずれ も低 率 となっ て お り、 この限 り

では 医療過 疎 に起 因 す る傾向 は見 当 らない 。

しか し管 内 に おい て も稚 内市 内 と利 尻 町、 礼 文町 、猿 払 村等 では医 療環 境 に大 きな差 が

あ り、 詳細 な検 討 を加 え てみ る必要 が あ る。

(3)周 産期 死亡 率 〔後期 死産 率 、1週 未満 周産 期死 亡率)

周産 期死 亡 は、 母体 の健康 状 態 に 強 く作用 さ れ、後期 死 産率 、1週 未 満周 産 期死 亡率 を

総 合 的 に観 察 し、 母子 衛 生 上の 指標 と した もの で あ る。 これ は 医学 の進 歩 に よって生存 期

間 が 比較 的長 い 乳児死 亡 が 改善 され て来 る と、 乳 児死 亡対 策 の視 点 が 出産 を 中心 と した も

のに 向げ られ て来 た 時 に問題 とな る指標 で ある。

全 国平均 、 道平 均 と比較 して これ らの指 標 を見 る と、 周産期 死亡 率 につ い ては 全 国平 均

を下廻 っ てい る もの の 、後期 死 産 率 が高 い こ とは死産 率 が高 い こ と(全 国 平 均 の約2倍)

と併せ て問題 であ る。 死亡 原 因 につ い て詳 細 に検討 を要 す る。
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(4)死 産 率(自 然死 産率 、ノ＼]二死産率)

死 産率 は全 国 の約2倍 、人 工 死産 率 につ い ては2倍 以 上 となって い る。 これ は乳 児死 亡

率 が 全国平 均 以 下 とい うこ とを考 え併 せ る とその背 景 をふ くめ て詳細 に検討 す る必要 が あ

る 。
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(46年 北海道 統計 書 より)

図1-12宗 谷管 内 の男女 別 年

令 別人 口構 成

図1-13全 国 男女 別年 令

別人口構成
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表1-8人 目お よび 出};:数の推移(市 町村 別)

』昭 和
30年 昭和35年 昭和40年 昭 和45年

⑧/ω ◎/ω ⑪/ω

区 分

市町村名 入口ω 世帯数 人口⑱ 世帯数 人口◎ 世帯数 人口⑪ 世帯数

稚 内 市 44,751 8345 51,113 11,268 51,539 12β01 54493 15,221 114.2 115.2 12L8

猿 払 村 8β71 1,661 8319 L735 7450 L734 4,818 LI86 93.4 840 54.3

浜 頓 別 町 8231 1476 8074 1,606 7027 1,829 7,130 1β97 98.1 963 86.6

中頓 別 町 7β66 1,385 71375 1,466 6413 1456 5,395 1,315 100.1 87ユ 73.2

枝 幸 町 lL511 2D77 11,910 2469 1L401 2,714 10,708 2,814 103.5 ggo 930

歌 登 町 6,916 1233 6β28 1252 5055 1,347 5ρ48 1250 95.8 86」 73D

豊 富 町 9,727 1,853 9,595 1β60 8071 1,943 8β62 2ρ45 986 92.2 89.1

礼 文 町 9β74 1579 8795 1β96 8β74 1,620 7β35 1,655 89.1 848 763

利 尻 町 10ρ25 1,677 9ρ36 1,728 8403 1,717 7,553 1,589 90.1 83.8 75.3

東 利 尻 町 11234 1,806 10D57 1,798 9260 1,656 7β82 1,541 895 824 684

計 128506 23D92 130,902 26,778 127,693 28β17 119ρ24 30,513 1019 994 92.6

'哨

の

(46年 北海道 統 計 書 よ り)

(5)婚 姻 ・離婚

婚姻 率 は全 国平 均1α5に 対 し、管 内 平 均8 .9と 低率 で あ る。

離婚 率 は逆 に全 国 平均O.99に 対 し、1.02と 高 い。
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表1-9人 口 動 態 総 覧(率)t保 健 所 別 北 海 道

昭和46年

出生率 死亡率
自 然
増加率

低体重
児 率

乳 児
死亡率

新生児
死亡率

周 産期 死 亡 率
(出 生千対)

死 産 率
(出 産千対) 婚姻率 離婚率

保 健 所

(勾 輯 暢 鞠 鵠 鞠 総数 後期
死産

生後1
週未満 総数 自然 人工 晶) ・朝)

全 国 19.2 6.6 12.6 62.9 12.4 8.2 20.4 14.1 6.3 6L4 39.3 22.1 10.5 0.99

全 道 18ユ 5.9 12.1 60.6 13.2 8.4 19.0 12.4 6.5
'

90.8 41.1 49.7 10.4 1.50

稚 内 保 健 所 16.7 5.5 11.3 63.7 10.6 6.6 19.7 15.7 4.0 116.6 60.7 55.8 8.9 1.02

稚 内 市 19.8 4.4 15.4 64.6 8.3 4.6 16.6 15.7 0.9 137ユ 75.7 61.4 .11.0 L58

猿 払 村 12.4 6.1 6.3 52.6 一 一 35.1 35.1 一 65.6 49.2 16.4 5.9 0.22

浜 頓 別 町 19.0 5.7 13.3 8'2.7 15.0 15.0 30.1 15.0 15.0 101.4 54.1 47.3 10.0 0.71

中頓 別 町 16.2 6.7 9.4 83.3 23.8 23.8 23.8 1L9 11.9 45.5 22.7 22.7 9.0 0.58

枝 幸 町 18.0 6.4 11.6 77.7 10.4 5.2 25.9 20.7 5.2 110.6 4L5 69.1 9.3 1.31

歌 登 町 12.0 6.1 5.9 67.8 一 一 50.8 50.8 』
144.9 87.0 58.0 5.9 0.61

豊 富 町 12.3 5.1 7.2 74.8 9.3 一 一 一 一 77.6 43.1 34.5 7.6 0.69

礼 文 町 13.6 74 6.2 9.9 39.6 19.8 19.8 一 19.8 129.3 34.5 94.8 5.4 0.14

利 尻 町 9.2 6.5 2.7 72.5 一 一 一 一 一 4L7 13.9 27.8 39 0.13

東利 尻 町 12.3 7.6 4.7 21.7 10.9 10.9 32.6 21.7 10.9 51.5 30.9 20.6 5.5 0.13

(46年 北 海道 統 計書 よ り)



出 生 率

(人 口千対)

死 亡 率

(人 口千対)

自然増加率

(人 口千対)

低体重 児率

(出生千対)

乳 児死亡率

(出生千対)

新生児死亡率'

(出生千対)

周産期死亡率

(出生午対)
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図1-14人 目 動 態 総 覧(率)
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2.L2死 亡 統計 か ら見 た特 色

(1)主 要 死 因死亡 率 、死 亡 順位(図1-15参 照)'t'"'t

死 亡率 を管 内 全体 でみ る と全 国平 均 と比 して低 いが 、市 町村 別 に内訳 をみ る と、所謂 医

療 過疎 部 は 高率 を示 してい る。

ま た死 亡順 位 につい ては、 老 衰 と肺 炎 ・気 管 支 炎 が入 れか わ ってい るほか は全 国順位 と

同 じに なっ てい る。

死亡 率 に つい て内容 を検討 してみ る と、高 血 圧 性疾 患,不 慮 の事故,肺 炎 ・気 管支 炎 で

全 国、 道 平均 を上 まわ って い る。 特 に高血 圧性 疾患 につ い ては、 血圧 に関 す る住 民 の意 識

が 乏 しい とい う現 地 医師 の 指摘 もあ り、 低率 とは い うもの の、注意 す べ き事 項 と言 え よ う。

(a)市 町村別 死 亡 率(図1-16参 照)

死 亡 率 を市 町村 別 に見 る と、 人 口が集 中 し、 医療 機 関の 整 って いる稚 内市 内 は管 内 で最

低 で あ り、全 国平 均{656)に 比 して も相 当低 い(443)。 反 面、 利尻 ・礼 文 とい っ

た 離 島部 に あ っては そ れぞ れ(743、760)と 高率 で あ る。

(b)市 町 村 別 ・死 因別 死 亡率(図1-17参 照)

稚 内 市 内は 全般 に良好 と言 え るが、 礼文 ・・東利 尻 町 の悪 性新 生物、 浜頓 別 ・枝 幸 町に 代

表 され る 心疾 患、 礼 文 ・東利尻 町 の高 血 圧、 東利尻 町 の脳 血管疾患 ・老衰 等 、町 村別 に 顕

著 な傾 向 を示 してい る ものが あ る。

(2)伝 染 病死 亡 率(図1～18参 照)

しよ う紅熱 、麻 しん 、結核 、食 中毒 が 発生 してい る が、全 国平 均 ・道平 均 よ りも低 率 で

ある。'
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全 死 亡

全 結 核

悪性新生物

胃悪性新生物

(再掲)

心 疾 患

高血圧性疾患

脳血管疾患

肺炎・気管支炎

老衰(精神病)

不慮の事故

130

__139

8.5

烈

臼
田

2

1
1三

39.9
313

284

25.7
288

,㌫20.
75.4

117.7

109.7
99.1

Q

、孤

(46年 北 海 道 統 計 書 よpl)

図1-15死 亡 率(人 口10万 対)(主 要 死 因)
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(46年 北 海道 統 計 書 よb)

図1-16市 町 村別 死 亡率(人 口10万 対)(全 疾 患)

一23-t



全 結 核

全 国

宗谷管内

稚 内 市

猿 払 村 ㈲

浜頓別町(o)
中頓別町

枝 幸 町

歌 登 町

豊 富 町

礼 文 町

利 尻 町

8.5(10)

7.3.(4)

13.0

東利尻町

い内は実数

(0)

・192(1) 、

27.0(2)
(0)

・20 .4(1)

=

(0)

267(2)

づ

全 国

宗谷管内

稚 内 市
猿 払 村
浜頓別町

中頓別町

枝 幸 町
歌 登 町

豊 富 町

礼 文 町

利 尻 町

東利尻町

57ユ(4)

悪 性 新 生 物

80.6(44)
870(4)

115.4(6)

102D(5)
103.4(9)

106.7(8)

1622(12)

国

内

市

村

町

町
町

町

町

町

町

町

舗
内
払
翻

幸
警
良

品

全

宗

稚

猿

浜
中
校

歌

豊

礼

利

東

313(37)

29.3(16)

93(1)

28.6(2)

34.5(3)

13.3(1)

65.2(3)

胃 悪 性 新 生 物(再 掲)

(46年 北 海道 統計書 よ り)

図1-17(1)市 町 村 別 ・死 因 別 ・死 亡 率 、(人 口10万 対)
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全 国

宗谷管内

稚 内 市

猿 払 村

浜頓別町
中頓別町

枝 幸 町

歌 登 町

豊 富 町

礼 文 町

利 尻 町

東利尻町

82.0

75.4(88)

69.0(6)
67.6(5)

患

全 国

宗谷管内

稚 内 市

猿 払'村

浜頓別町

中頓別町

枝 幸 町

歌 登 町

豊 富 町

礼 文 町

利 尻 町

東利尻町

高 血 圧 性 疾 患

¶

b

全 国

宗谷管内

稚 内 市

猿 払 村

浜頓別町

中頓別町

枝 幸 町

歌 登 町

豊 富 町

礼 文 町

東利尻町

脳 血 管 疾 患

173.9(8)

171.4(12)

153.8(8)

149.5(16)

図1-17(2)市 町 村 別 ・死 因 別 ・死 亡 率(つ づ き)、(人 口10万 対)
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全 国

宗 谷 管内

稚 内 市

猿 払 村

力ξ|Ugl男[」田J'

中頓別 町

枝 幸 町

歌 登 町

豊 富 町

礼 文 町

利 尻 町

東利尻 町

28.4

28.8(34)

29.3(16)

2L7(1)

38.5(2}

37.4(4)

20.4(1)

34.5(3>

27.0(2)

400(3)

13.3(1)

肺 炎 ・ 気 管 支 炎 へ

'

全 国

宗谷管 内

稚 内 市

猿 払 村

浜頓別町

中頓別町

枝 幸 町

歌 登 町

豊 富 町

礼 文 町

利 尻 町

東利尻町

老 衰(除 精神病)

212(25)

18.3(10)

187(2)

204(1)

54.1(4)

80、0(6)

全 国

宗谷管内

稚 内 市

猿 払 村

浜頓別町

中頓別町

枝 幸 町

歌 登 町

豊 富 町

礼 文 町

利 尻 町

東利尻町

不 慮 の 事 故

40.7

45.7(54)

47.6(26)

429(3)

38.5(2)

56.1(6)

27.0(2)

13.3(1)

57.5(5)

81.6(4)

図1-17(3)市 町 村 別 ・死 因 別 ・死 亡率(つ づ き)(人 口10万 対)
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図1-18伝 染 病 死 亡 率 、(人 口10万 対)
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2.1.3患 者 統計 か ら見 た特 色

(1)結 核 患 者

イ 新 患 登 録

新 患 登録 は全 国平 均 よ り低 率 だ が、 感染 性 、 高年 全 層 の有病者 割 合 は全 国平 均 よりも高

率.であ る。

昭和47年 度 に おけ る結核 患 者 の新 登録 は表1-10に 示す ごと く174人 で、 入 口

10万 対 比 でみ る と、149.9(昭 和46年 度 全 国平 均151.4)と なっ てい る。

そ の うち感染 性 患者 の割 合 は29.3%(昭 和46年 度 全 国平 均22%)、 年 令階 層40

才以 上の 占め る害1」合 は60.3%(昭 和46年 度 全 国平 均57.7%)で あ る。

ちなみに道 内 に おい て結核 対策 の 進ん でい る市 町村 に あって は、2～3年 前 にす でに入

口10万 対 比 で100を 割 って お り、 また 感染 性 の 占 め る割 合 も20%を 下 まわ っ てい る。

表1-10～ 表1-13に 昭和47年 度 末 現 在の 新 患 お よび登録 患者数 の状 況 を示す。

ロ 結核 登録 患 者 の管理 状 況

登録 患 者 か ら見 た有病 率 では例年 低 め で あ り、昭 和47年 には全 道547.4に 対 し、 管

内 では429,8で あ る。

罹 患率 は全道 平 均 と大差 な く、 昭和47年 には 全道 平均19.2%に 対 し、 管 内 では29.3

%と な っ てい る。

指導 管理 の状 況 では、 管理 受 診率58%、 家族 受 診率37%、 家庭 訪 問率24%で あ り、

医療 放置 お よび 不 明の者 の数 が 全道 平 均 よ り若 干 多 くな って い る。

治療 状況 をみ る と、 入院 治療 者 の割 合 が高 い のが 特 徴 的 で、昭 和47年 で は全道 平均

23.9%に 対 し、管 内3L5%で あ り、通 院 は全道平 均65.4%に 対 し、 管 内57.3%と

な ってい る。

●

表110結 核 新 登 録 患 者数
(昭 和47年 末現 在)

頁 活 動 性 肺 結'核' T・

活 動 性

肺外結核
不 明 計感 染 性

非感染性
広汎空洞型 その他の感染性

0～4才 2 1 3

5～9 4 1 2 7

10～14 5 1 6

15～19 3 2 2 7

20～29 1 10 17 4 32

30～39 4 6 4 14

40～49 12 12 8 32

50～59 8 14 5 2 29

60～69 7 10 3 1 21

70～ 6 14 2 1 23

不 詳

計 1 50 86 31 6 174

〔稚 内保 健所 管 内概 況 より)
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表日1 結核登録患者数(年 令別)
(昭 和47年 末 現 在)

年 令

活 動 性 肺 結 核
活動性

肺 外

結 核

不 活

動 性

不 明 計
感 染 性

非 感

染 性広汎空
洞 型

そ の他 の

感 染 性'
計

0～4才 1 2 3 6

5～9 6 2 21 29

10～14 3 3 35 41

15～19 3 3 16 1 25 1 46

20～29 1 11 12 46 6 52 11 127・

30～39 2 4 6 33 11 97 23 170

40～49 1 21 22 61 24 】39 31 277

50～59 3 21 24 69 14 130 14 251

60～69 4 12 16 60 5 80 7 ▲68

70～ 11 11 38 4 43 5 101

不 詳

計 11 83 94 333 72 625 92 1,216

(稚 内保健所管内概況より)

表卜12結 核錘 鰭 数 瞭 法別)
(昭 和47年 末 現 在)

活 動 性 肺 結 核

活 動 性

肺外結核

不活動性 不 明 計
感 染 性

非感染性広 汎

空洞型

その他の

感染 性
計

入 院 9 54 63 79 15 157

在宅医療 2 27 29 209 48 286

医療 なし 2 2 35 5 625 13 680

不 明 10 4 79 93

計 11 83 94 333 72 625 92 L2]6

一29一
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表1-13肺 結 核 活 動 性感 染 性登 録 患者 数(昭 利47年 末 現在)

被用者保険 国民健康保険
生活保護法 結核予防法 その他 不 明 計

本人 家族 世帯主 その他

入 院 14 10 14 10 15 63

在宅医療 4 4 9 4 7 1 29

医療な し 2 2

不 明

計 18 14 25 14 22 1 94

(2)ガ ン 患 者

(稚内保健所管内概況より)

表1-14ガ ン患者 の状況(昭 和47年 末 現在)

患 者 数

(昭 和47年)
10万 対

全がん死亡に対
する胃がん死亡率

管 内 117人 983 36.1

全 道 一 109.7

全 国 一 117.7 44.2

(稚 内保 健 所管 内概 況 よ り)

本疾 患 に よる死 亡率 は統 計 上は全 国 お よび全道 に 比 して高 い とは い え ない。

(2,1,2死 亡統 計 か ら見た 特 色の 項 参照)

(3)歯 科 疾 患 につい て

管 内 におけ る虫 歯 の罹 患率 は表1-15の とお りで、 全道 お よび 全国 に比 べ高 くな って

い る。 ま た3才 を契 機 に急 速に 罹患 率 が 上昇 して い る。

表1-15虫 歯 罹患 率(昭 和47年)

虫 歯罹 患率(3才 児)

管 内60.9%

全 道87.3〃

全 国78.1〃

2 3 4 5

虫 歯 の ない者 44.2% 9.1 0 0

軽 症 33.7 22.4 9.0 5.8

中 症 17.9 52.5 46.8. 46.1

重 症 4.2 16.1 44.1 48.1

一30一
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(4)妊 婦 要精検 者所 見tC

妊 産婦 の うち、精 密検 診 を要 す る老 に つい て行な っ た検 診結 果を 下表1-16に 示す。

/表 …6妊 醐 の搬 離 診断受診繰 、昭和47鞭)
/

、

●

竈

■

∫

/

'

ノ

/
.
'

/
/

/

,ノ

ノ

発 見 疾 患 名 数

外 陰 腔 炎 9

妊 娠 悪 阻 8

貧 血 ・10

低 色 素 性 貧 血 4

切 迫 流 産 4

妊 娠 中 毒 症 23

静 脈 瘤 3

妊 娠 浮 腫 2

腎 臓 炎 2

高 血 圧 5

低 血 圧 1

骨 盤 不 均 衡 1
・

.

頸 管 ポ リ ー フ 1
、

急 性 膀 胱 炎 1

兼 湿 性 肋 膜 炎 1

羊 水 過 多 1

変 形 骨 盤 1

急 性 上 気 道 炎 1

便 秘 症 1

合 計 79

有 所 見 率 7.9%

(稚 内保健所管内概況 より)

(5)乳 児 健康 所 見

昭和47年 度 に管 内 で行 な った股 脱検 診 実施 状況 お よび精 密検 査の 結 果 を表1-17、

表1-18に 示す。
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炎1～17股 脱 検 診 実 施 状 況

.(昭和47年 度)

有所見

者 数
率

所 見 内 訳

先天性股
関節脱臼

股関節
亜脱臼

臼整形
成不全

その他

総 数 1,555 28 18 10 2 15

稚 内 市 789 14 1.8 3 2 8

猿 払 村 29 .

浜 頓 別 町 98 3 3.1 1 2

・

中 頓 別 町 74 4 5.4 2 2

枝 幸 町 164 3 1.8 2 1

歌 登 町 62

豊 富 町 107 3 2.8 2 1

礼 文 町 87
'

1 L2 1

利 尻 町 63

東 利 尻 町 82

(稚 内保健所管内概況より)

θ
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表1-18乳 児精 密 検査 受診 結果
(昭 禾047∠4三 度)

発 見 疾 患 名 数 備 考

先天股脱(含 亜脱)臼 盤

形 成 不 全 40

乳 児 湿 疹 6

先 天 性 筋 性 斜 頸 5

ヘ ル ニ ア 4

陰 の う 水 症 2

習 慣 性 斜 頸 2
,

先 天 性 心 疾 患 2 心室中隔欠損症

先 天 性 腸 閉 鎖 症 1 入院 手術

喘 息 性 気 管 支 炎 1

両掌 し よの紅班鱗 屑 1

脳 性 小 児 麻 ひ 1

乳 児 肝 炎 1

眼 結 膜 1

大 胆 量 顎 核 不 正 1

噴 門 弛 緩 症 1

上 気 道 炎 1

皮 膚 炎 1
・

左 内 友 足 1

発 育 障 害 1

合 計 73

有 所 見 事 30.5%

(稚内保健所管内概況 より)

(6)精 神 障 害 者

管 内に おけ る精 神 障害 者数 は 、表1-19に 示す ように、 全道平 均 に比 して や や少 ない

とは いえ、 最近 増 加 の傾 向を示 してい る。
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表1-19精 神 障 害者 登録 患 者 お よび新 登 録患 者数

(昭 和47年 末 現在)

管 内 全 道 管 内 新 登 録 患 者

全登録

囚

入 口

(㍗劉

人 口

(;oり

精 神

分裂症

ア ル コ ー

ル 中 毒

その他 計

昭和45年 836 7.0 8.2

46年 848 7.1 8.7 52 22 66 140

'

47年 893 7.5 一 33 37 73 143

」

4

〔稚内保健所管内概況 より)

精 神 障 害 者 を主 要 病 類 別 に み る と(表]-20)精 神 分 裂 症341名(32.8%)、 ア

ル コ ー ル 中毒 症125名(14 .8%)が 過 半 数 を 占 め て い る。 ま た ア ル コー ル 中 毒 患 者 は

増 加 の 兆 しを 見 せ て い る 。 〔表1-一 一19)
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表1-20 病 類 別 ・市 町 村 精 神 障 害 者 数

(昭 和47年 末現 在)

市町村名

障害者

総 数

1

精 神

分裂病

2

そ う う

つ 病

3

てん か

ん

4

自閉症

5

その他

の精神

病

脳 器 質性精 神 障害

10

神経症

11

精 神

薄 弱

中毒性精神障害

14

精 神

病質

15

そ の

他

6

老人性

7

梅毒性

8

外傷性

9

そ の他

12

ア ル コ

ー ノレ

13

そ の

他

計 893 341 57 148 2 16 43 14 3 9 96 31 119 4 7 3

稚 内 市 462 167 27 78 2 11 23 5 1 5 53 19' 60 3 5 3

猿 払 村 24 10 2 1 3 2 1

、
5

浜頓別町 41 14 5 8 1 3 3 7

中頓別町 46 18 2 12

・

2 . 1 4 1 6
ノ

枝 幸 町 87 28 9 16 1 4 1 2 8 2 15 1

歌 登 町 35 18 2 7 2 3 3

豊 富 町 51 20 3 ユ0

・

1 1 2 3 1 9 1

礼 文 町 45 23 3 5 1 1 8 4

利 尻 町 55 22 4 7 1 6 2 8 2 2 1

東利尻町 47 21 2 3 1 1 1 2 5 3 8

(稚 内保健所管内概況より)



(7)糖 尿 病 患 者

宗谷 管内 の 糖 尿病 患者 数 は、稚 内保 健所 の調 査 に よる と市内 だげ で医 療 機 関 で加療 中 の

者246名 とな ってhる ○

(8)高 山t圧症 の 患者 調 査 に つい て

管 内 の総 死亡 者 中 に 占め る成 人病 に よる死 亡 割合 が高 く、 稚内 保健 所 が昭和46年 に高

血圧患 者 の実態 調査 を行 な ってい る。 〔表1-21)

表1-21総 死亡 に 占め る成人 病 死 亡 の割合(昭 和
46年 度)

脳血管疾患 悪性新生物 心 疾 患 高血圧性疾患

管 内 23.0 15.1 14.8 5.7

全 道 23.8 17.0 13.4 2.9

(稚 内保健所管内概況より)

4

本調 査結 果 より、 次 の結 論 が得 られ て い る。

イ 折 角 患者 が発 見 され なが ら、 治療 ル ー トに継 続 しての りに くい。'

ロ 広 範 な宗 谷 の地 域 に散 在 してい る酪 農 家 の患 者 の発掘 と対 策 が 困難 で ある。

2.2宗 谷 地 区 の 医 療 の現 状

2.2.1医 療 資 源

(1)医 療 機 関 の状 況

宗 谷地 区 に おけ る各 種 の 医療機 関 の分 布 ・診 療科 目 お よび ベ ッ ド数 に関 して、図1-19

に まとめ て示 してい る、 同 図 から以 下 の こ とが指 摘 され る。

イ 医療 機 関が 稚 内 に集 中 して お り、同市 を除 い ては 各科 目が そ ろ ってい ない 。

ロ 各 町 村 に は 、公立 の 国保 病院 が各1ケ 所 に存在 してい るが 、猿払 村 等4町 村 には 内

科 しか な く外 科 は他 の市町 村 の施設 に頼 らざ る を得 ない 。

ハ 稚 内市 を除 い て、耳鼻 、眼科 等 は ま った く存 在 しない の で、宗 谷地 区 の住 民 は稚 内

市 に行 くか、各 寄 、旭 川 市等 の他 地 区 ま で通 わね ば な らない。

二 歯科 につ い て は 、各 市町村 に1ケ 所 は 存在 し、 礼文 町 等 では 出張 歯科 が あ り、巡 回

診 療 に近 い形 態 を とってい る ところ も ある。

これ等 の 医療 機 関 を設置 主体 別 にま とめ たの が表1-22で あ る。 これ よ り辺地 に おけ

る医療機 関 の性 格 と して次 の よ うな こ とが わ か る。

イ 宗 谷 地 区 に は 、私 立 の病 院 が皆無 で あ り、過疎 地 域 に おけ る私 立病 院 の経 営 が殆 ど

成 り立 ち得 な い こ とを物語 ってい る。
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ロ 診療 所 につ い て も、私 立 の ものは 稚末 市 を除 い て殆 ど な く、過 疎 度 の大 きい地域 程

公 立 化 し方 くては や っ てい げ ない ことが推 察 で きる。

ハ 歯科 診 療所 にお い ては 、稚 内市 以外 の町村 で もか な り私 立 の もの が み られ る。 これ

は歯科 に関 す る顕在 化 した医 療 ニ ー ズが高 く、 よって経 営 も成 り立 ち得 る こ とが考 え

られ る。

以 上 、述 べ て きた宗谷 地 区 内の 医療 施設 を全国 、全道 お よび 宗谷 地 区 の医 療 に関 す る上

位機 関 と 目され る 旭 川 、 札 幌 と比較 した のが表1-22で ある。 同素 か らは 、 次の こ と

が考 え られ る。

イ 病 院 の 人 口10万 対 に 関 して は、宗 谷地 区 は全国 平均 よ り高 くな ってい るが 、病 床

の10万 対 は 他 に 比 して著 し く低 い。 これは 図1-19に も上 げ てい る よ うにベ ッ ド

数 の 少 ない小 病院 が 大半 を 占め てい る こ とか ら も理 解 で きよ うnま た表1-23に も

み る よ うに 、人 口 に対 して病 床 数 は きわ めて少 ない 。

ロ ー般 診療 所 に つ い て も、人 口10万 対 で全 国 平均 の約 半分 で あ り、一般 診 療所 の 不

足 が 大 きい。 ま た、旭 川 市 に おい てす ら全国 平均 より少 ない点 が注 目 され る。

バ ー般 診療 所 と同様 に歯 科診 療所 は
、全 国平 均 の約半 分 で あ る。

二 全 国 レベ ル と全道 レベ ルを比 較 した場 合 も、 一般 診療 所 と歯科 診 療所 の人 口10万

対 は全 道 レベ ルが劣 って い る。

卜
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表1-22医 療 施 設(市 町 村 別)

S48/7

区 分

病 院 診 療 所 歯科診療所

助産所

国 公立 計 国 公立 私立
そ の
'他 計 公立 私立 計

稚 内 市 1 1 2 1 3' 13 3 20

」

5 5

'

猿 払 村 1 1 1 1 1 1

浜頓別町 1 1 1 1 2 1 1 }

中頓別町 1 1 1 1

枝 幸 町 1 1 4 2 6 1 1 2 2

歌 登 町 1 1 2 2 1 1

豊 富 町 1 1 2 2 1 1 1

礼 文 町 1 1 1 1 2 2

利 尻 町 1 1 1 1 3 3

東利尻町 1 1 1 1 1 1 1 1

合 計 1 10 11 1 15 16 4 36 6 13 19 5

(稚 内保健所管内概況より)
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表1-23 医 療 施 設

(HfilD46年 度)

(経 営主
体保健所別)

病 院 数

、

病 院 の 病 床 数 一般診療所数 歯科診療所数

総 数
率

錨 総 数

率

～鑑)
精神病床 結 核 らい病 伝染病 他 総 数

率

・篇 総 数

率

・繊

全 国 8ρ26 7.6 1,082,647 10310 253,462 165β88 13,217 22β43 627437 69,857 66.5 30,317 289

全 道 491 95 68,547 1,321.3 14,369 9940 一 1,459 42779 2,761 532 1,241 239

札 幌 89 8.5

.

f6,395 1.5596 4,516 1,622 一 132 10,125 911 74.3 356 33.9

旭 川 42 11.3 5,426 1.4574 853 718 一 82 3,773 178 47.8 94 25.2

稚 内

(宗 谷地区)
11 93 907 7680 72 176 一 68 591 41 34.7 18 15.2

(衛 生 統 言†より)

◆
」



◎

(2)医 療 関係 従 事者 、

医療 関係 従事 者 の宗 谷地 区 と他地 区 との比較 を表1-24.に ま.とめ て示 してい る。 これ

よ り次 の ことが わか る。

イ 医師 、歯 科 医 師及 び薬 剤 師 な どにつ い て、人 口10万 対 で全道 平 均 で は全 国 レベ ル

に比 して少 な い。

ロ 医師 につ い て宗谷 地 区平 均 で は、 全国 レベ ルの約%と か な り少 な く、 そ の中 で も猿

払村 は 、一番 低 く全 国 レベ ルの 約%で 人 口対10万 人 に21.7入 の割 合 とい う低 さで

ある。

歯 科 医師 に つ い てほぼ 同様 の こ とが言 え る。

ハ 保 健婦 につ い ては 、宗 谷地 区 にお いて は、保 健婦1人 当 りの人 口が5,805入 と、

か な り高 い。 また 、猿 払 等3町 村 には、保 健婦 が1入 もい ない 状況 で あ る。 ,t,・

二 医師、 保 健婦1人 当 りの カバ ーす る面積 が極 端 に広 い 。

表1-25に 、市 町村 別 の診 療 科 目毎 の 医療 関係従 事者 を、.表1-26に 病院 別 の 医療

関係 従 事 者 を示 してい る。

イ 各科 目が そ ろ って い るのは 稚 内市 の み で あ り、医師 数 お よび パ ラメデ ィ カルの数 か

ら して稚 内市 立 病 院 が 中核 とな ってい る。

ロ 内 科医 は 、全 市 町村 に存在 す るが、猿 払村 等5町 村 に は、各1名 しか お らず、 そ の

負担 は相 当大 きい と考 え られ る。

ハ 猿払 村 等4町 村 に は、 外科 医が お らず救 急 な どでは 、他 の市町 村 の外 科 医 の と ころ

まで行 か な くて は な らな い。
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表1-24医 療 関 係 従 事 者

(昭 和46年 度)()内 …… 〈昭和48年)

(住 所地
による
保険所別)

医 師 歯 科 医 師 薬剤師
就業届
出保健
婦

〃

助産婦

〃

看護婦

〃

准 看

〃

歯 科
衛生士

〃

歯 科
技工士

X線

技師

検査

技士

栄養

士

総 数
率

砕 。躍)
総 数

率

(↑。万劫
総 数

率
(鋪) 数 数 数 数 数 数 数 数 数

全 国 123,178 ll7.3 39218 373 83,246 79.3 14,276 27β11 132,992 153,606 6,973 3,246

全 道 5275 1017 1545 298 2924 56.4 841 LO75 7,362 8,142 568 172

一元

L幌 2」02 200.0 498 47.4 1,113 105.9 103 256 2923 1,725 212 62

旭 川 327 878 109 293 215 57.7 61 66 531 733 77 15

稚 内

(宗 谷地 区)

S46 S48 S46 S48 S46 S48 S46 S48 32

(31)
27.1

23

(20)
27

80

(78)

115

(114)

3

(4)
一 (15) (13) (13)

53 r45) 44.9 (38.2) 16 (18) 13.5
、052)

宗

谷

地

区

市

町

村

稚 内 市 29 (26) 53」 (44.1) 7 (6) 128 00.9) 17 31.1 9 」2 53 72 3 7 9 5

猿 払 村 2 (1) 43.5 (21.7) 一 (1) 一 (217) 一 一 2 5 1

F

浜頓別町 3 (3) 429 (429) 2 (2) 286 (286) 3 42.9 1 1 5 4 1 1 1

中頓別町
.

2 (2) :385 (385) 一 (1) 一 (192) 1 192 2 1 2 1 1

枝 幸 町 3 (2) 280 (18の 1 (2) 9.3 (186) 3 280 4 3 6 9 1 1

歌 登 町 3 (2) 61.2 (408) 1 (り 20.4 〔20.4) 1 20.4 1 1 2 3 1 1 1

:(1}富 町 3 (2) 34.5 (23) 1 (1) 日.5 (IL5) '2
23U 2 7 3 1 1

礼 文 町 3 (2) 40.5 (27) 1 (1) 13.5 (13.5) 1 13.5 1 1 1 1

利 尻 町 3 (2) 40.O (26.7) 2 (2) 26.7 (267) 2(1) 26.7 2 3 2 3 1 2 1 1

東利尻町 2 (2) 26.7 (267) 1 (1) 13.3 (13.3) 2 267 2 2 12 1 1

(衛 生統 計 、稚 内 保 健 所調 査 より)
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表1-25 市町村別の診療科目別医療関係従事者

(昭和48年)

科 目

地 区
内 外 整形 産 耳 小児 胆 歯

稚 内 市 15 4 2 2 1 1 .1 6

猿 払 村 1 1

浜 頓 別 町 1 1 1 2

中 頓 別 町 1 1 1

枝 幸 町 2 1 2

歌 登 町 1 1 1

豊 富 町 1 1 1

礼 文 町 2 1

利 尻 町 2 1

東 利 尻 町 2 2

合 計 28 9 2 2 1 2 1 18

(稚 内保 健所 調 査 よ り)

表1-26病 院 別 医 療 従 事 者 集 計(日 召末日
48年)

病院名 分 医師数 歯科医師 薬剤師 助産婦 看護婦 准看護婦 X線 技師

市 立稚 内病 院 9 4 7 42 67 数 名

国 立 稚 内(療) 2 1 12 13

猿 払 村 国民健康保険病院 1 3

浜 頓別 町 〃 3 1 4 5

中頓別 町 〃 1 1 五 2 2

枝 幸 町" 4 1 4 5

歌 登 町 〃 3 1 2 3

礼 文 町 〃 1 2

利 尻 町 〃 2 3 2

道 立 鬼 脇 1 1 3 10

豊 富 町 国民健康保険病院 2 1 6 4

合 計 29 豆 ll 7 78 116

一43一
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表1-27iに 宗 谷地 区 の健康 管 理 の機 能 の 中心 とな ってい る稚 内保 健所 の職 員 構成 につ

い て示 して い る。

同 保健 所 に おけ る調査 に よって以 下 の ことが 指摘 され て い る。

イ 職 員 の 充足 に つ い て

職 員 の平均年 令 は、37.7才 と なって い そ、年 令 構成 は 若 くな っ てい るが転 出 させ た あ

との転 入が伴 わな い た め人事 は停 滞 気味 にな って い る。 この ため 昇任 な どに よっ て転 出 し

た あ とが空 白に なっ て補 充 が で きな い まSに な ってい るため事 業 の執行 に支 障が 生 じて い

る。

ロ 検 査体 制 の強 化 につ い て

当所 の検 査 体制 は 、専 任 の衛 生検 査 技師2、 兼 任検 査 技師 に よって 運 営 され てい る が、

水質 汚染 防止 法 に基 づ く水 質 の 測 定 な ど新 し く増 加 した事 業 に充分 な対 応 が でき ない状 況

であ る。

ハ 保健 婦 の転 出につ い て

当所 では 、昨年 末2名 の保 健婦 転 出 が あっ た。 そ の 後1名 充 足 された ものの あ との補 充

の見通 しは た っ てい ない。 ま た、 当管 内 の 市町村 で も保 健婦 の転 出が相 つ ぎ、 そ の補 充 は

稚 内 市 を除 い て なされ て い ない。 医師 の不足 と ともに保健 婦 の不 足 は保 健 対策 上極 め て、

憂慮 すべ きこ となの で、 当面 を糊 塗 す る策 では あ るが、 栄養 士 を採 用 す る な どの方 法 に よ

る充足 が望 まれ る。 ・

表1-27稚 内保 健所 の職 員(昭 和48年 現 在)

職 種 別
現 員

本 所 支 所 と畜事務所

所 長(医 師) 1

次 長 ・ 支 所 長 1 1

歯 科 衛 生 士 1

エ ッ ク ス 線 技 師 2 1

栄 養 士 1 1

衛 生 検 査 技 師 3 1

獣 医 師 2 1 2

保健 婦 ・看 護 婦 10 ・2 駐 在4

薬 剤 師 2

統 計 技 術 者 1

予 防事 務 担 当 者 4 1

普 及事 務 担 当者 2

衛 生事 務 担 当者 3

狂犬病予防技術員 1

総務 事 務担 当 者 7 1

運 転 技 術 員 1

ボ イ ラ ー 技 士 1

計 42 9 2

(非 常勤 公務 補1・ 非 常勤 嘱 託1)
(稚 内保 健 所 調査 より)
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2.2,2医 療 サー ビス の実 態

(1)概 要

本 節 では、宗 谷地 区 で発 生 す る各 種 の医療 に関す るニー ズ とそれ をサ ー ビス す る医療 資

源 との 関連 につい て概 略記 述 す る。

表1-28に 、 三 ー ズ と資源 の 関係 を調査 結果 に基 づ いて示 してい る。 これ に よ り次 の

こ とが わか る。

イ す べ ての市町 村 で 自給 自足 で きる ものは 内科 お よび歯 科 の主 と して一 般 診療 関係 の み

で ある。

ロ 猿払 村 、礼 文町 、利 尻町 では外科 に関す る医療 資源 が な く、特 に救急 に おい て他 地域

の医 療機 関 に頼 らざ るを得 ない。

ハ 宗 谷地 区 の健 康 管理 は、 稚 内市 の保 健 所 が 中心 とな って行 な う。

二 耳 鼻 、眼 科関係 は、稚 内 市 の 医療機 関が 主 と して利用 され ている が、 宗谷 地 区 の南 部

で は、 名寄 市等 の医 療機 関 も利用 され てい る。

ホ 重 症 患 者 につ い ては、 旭 川 市 お よび札 幌 市 で扱 われ る ケースが殆 どで ある。

(2)医 療 サ ー ビス の実 態

(a).一 般 診 療

北海 道 の 行 なっ た無 医 地 区 調査(昭 和46年10月)に よる と、 合計357ケ 所 の無 医地

区 が道 内 に存 在 す る。 この うち宗 谷地 区 に は、 図1-20に 示 してい る よ うに23ケ 所 の

無 医地 区 が ある。

また 、過 疎地 域 対策 緊急 措置 法 に より過 疎地 域 に指 定 され た町村 は、猿払 村 等4町 村 に

のぼ る。

これ ら、無 医地 域 に対 して と られ て いる方 策 は、 次 の2つ である。

① 患 者 輸 送

毎 日数 回 、定 期的 に 国保 病院 等 と無 医地 区の 間 をマ イク ロバ ス等 に よって患 者 を輸 送 す

る もの で ある。23ケ 所 の無 医地 区 の うち18ケ 所 に お し(て、 この 方法 が と られ てい る。

医 療 資源 の乏 しい地 区 に おい ては、 巡 回診 療 よりも資源 の有効 利用 とい う観 点 か らこの方

法 が とられ てい るの で あ ろ う。

② 巡 回 診 療

年 に数 回 、医 師、 パ ラメデ ィカル でチ ー ム を作 り、 器材 を車 に搭 載 して 、 内科 問診 心

'電
、 血 圧、 尿等 の検査 お よび投 薬 の指導 を行 な うもの であ る。 医療 資源 が乏 しい ことに よ

り、 巡 回 が年 に数回 程 度 で あ るた め、診 療 よ りむ しろ健診 的 色彩が 強 く、 疾 病 が指摘 され

た 場合 は、 患者 輸送 のサ ー ビス もな く、 自分 で医療 機 関ま で通 わね ば な らな い。 ま た、 電

話 お よび 自動 車 の普及 率 は 、町村 の平均 に 比 して かな り低 いた め何 らかの方 策 を 必要 と し

てい るo
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8表1-2

使用する
SOurces

Needs

発 生 場 所

稚内市 猿払村 浜頓別町 中頓別町 枝幸町

'

歌登町

'

豊富町 礼文町
利 尻 町()

東素跣 町
名 寄 旭 川 札 幌

稚 内 市

◎ ・外
・眼

科
診

1

○重病 ◎ 重 病検
ii参

(カン)

猿 払 村

◎麻 科

縢
◎{内 科

歯 科
◎ 外 科(救急)

・

.

○耳 眼

○同 上 ◎ 同上

浜 頓 別 町
◎ 耳 ・眼

検 診
◎旙

1

○同 上 ◎同上

中 頓 別 町
◎ 耳・眼検 診 ◎旙

.

○同上 ◎同上

枝 幸 町
◎ 耳 ・眼検 診 ◎鱗

1

○同上 ◎同上

歌 登 町
◎ 耳 ・眼検 診 ◎麟 ○同上 ◎同上

豊 富 町
◎ 耳 ・眼

検 診
◎{㌶

'

◎同上

礼 文 町
◎ 外 科(救急)

検 診
」

◎1内 科
噛 科

1

◎同上

利 尻 町

東 利 尻 町

◎ 外 科
(救急)
検 診

◎瞬
1

◎同上

、
命

ー

込
Φ

ー
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〈1> 過疎地域対 策緊急措置法の規定に

より過疎地域に指定 されたrb町 村

図1-20 無 医 地 区 状 況(無 医地区調査表より)

里

O

豊

国

国

記



無 医 地 区 状 況(つ づき)

管
市 町 村 の 状 況 無 医 地 区 の 状 況

轄

保
財 政 他法律 部 人 口 産 業 電 話

(含 有
自動車

へ き地医療

対策対象地
健 市町村名 事 情 と の 名 称 落 形 態

線)の
の

域の設定方
所 % 関 係 数 入 普及率 普及率 法
名 % % 「

興 部 町 ,79 .2 秋 里 3 269 農 40 51 .⇔

紋別 〃 朝 日 2 136 〃 「 60 7i ⑯
〆.

雄 武 町 80 上 幌 内 1 302 牧 21 20 ㊥

西興部村
14.8

山 、 か
へ 中 藻 二 1 62 農 100 60 ⑯

:
〃

,r. 、

〃 上 藻 一 1 62 〃 100 23 ⑯

稚 内 市
へ
へ 一2 大 岬 3 646 漁 29 22 ㊥

〃
〃
へ 一4 東 浦 2 147 〃 12 5 ⑲

〃
〃
へ 一2 上 豊 別 2 227 農 4 32 ㊧

〃

・64 .5

〃
へ 一3 曙 1 65 〃 6 37 ⑯

〃
〃
へ 一4 夕 来 1 76 〃 2 85 ⑯

〃
〃
へ 一3 増 幅 2 242 〃 6 60

"⑲

、

浜頓別町 へ 、 か 仁 達 内 2 195 牧 76 12 ㊥

〃
,

〃 安 別 2 226 〃 70 10 ㊥

〃

,73 .8

〃 宇 曽 丹 3 361 〃 48 10
'㊥

〃 〃 宇 津 内 2 114 〃 29 3 .㊥'

.q

豊 富 町
山
へ 一3 豊 徳 2 408 農 52 46

'㊥

〃
〃
へ 一5 庄 内 4 343 〃 81 76 ,㊥

稚 内・ 〃
〃
へ 二3 瑞 穂 2 148 〃 92 8『9

'⇔

〃 ・80 .7
山 開 瀕 1 79 〃 88 88 ,(is

〃
〃
へ 一3 目 梨 別 4 411 〃 60 60

'⇔

〃
〃

有 明
、

1 84 〃 68 53 ,㊥

〃
〃
へ 一4 豊 幌 2 134 〃 113 27 ㊥

'

枝 幸'町 78.7
へ

上 音 標 1 120 〃 5 23 ⑯
、

中頓別町
へ

兵 安 2 225 〃 100 40
'⇔

〃

,82 .5
〃

小 頓 別 1 580 その他 3 20 .㊥
'

礼 文 町 92
へ 、 リ
へ 一5 須 古 頓 3 718 漁 8 10 ⇔

猿 払 村
86

山 、 豪
へ 、 か

豊 里 1 113 牧 18 18
'(㊥

、

〃 ・

」'

〃 猿 払 一 円 5 812 〃 50 8 ,㊥
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一 般 診 療 の うち特 に内科 関係 につ い ては 、各町 村 と も最 寄 りの公 立 の診療所 並 びに 国保

病 院 に おい てサ ー ビスが実 施 され てい る。 猿 払 村 の 国保病 院 お よび稚 内市の 上勇知 に あ る

道立 診療 所 に おけ る調査 結果 に基 い て以 下 に記す。

③ 猿 払 村 に おけ る状況

猿 払 村 に あ る医療 機 関 は、 先 に も述 べ た よ うに鬼 志別 の国 保病 院 と浅茅 野 のへ き地 診 療

所k・よび村 立 の歯科 診療 所 の3つ で ある。 国保 病 院 には、 昭和48年4月 に 内科の 医師

(40才 位)が1名 赴任 し、 毎週1回 は浅茅 野 の診 療 所 に も行 な ってい る。

イ 診 療 圏

猿払 村 全域 お よび稚 内市 東海岸

ロ 診 療 時 間

原 則 として9:00～16:00だ が、 実際 は夜間 と'日祭 日までに及 ぶ。

ハ 外 来

60入 ～80人/日 で、70%が 老 人、 残 りは 乳幼 児 で あ り高血 圧患者 が多 い。

二 入 院

32ベ ッ ド中12ベ ンドが使 用 中 で あ る。

ホ 検 査 関 係

X線 技 師 は い ない為 、 医師 が 行 な う(胸 部、 胃部)。 検 査 技師 は、数 ケ月 の トレーニング

を受 け た者(資 格 ナ シ)が 臨 時 で あた って お り下記 の ような医 療機 器 を用 いて別 紙 の よ う

な検 査 が行 なわ れ てい る。

主 な る医療 機 械

置

一

ル

波

燈

燈

計

壕

三

ゲ

ブ

か

短

揚

煮

亀

ト

キ

波

ン

・

周

レ

ブ

低

超

大

無

心

1

1

1

1

1

1

1

器

置

[

鏡

器

計

槽

や

離

装

九

重

水

動

ツ

分

・

微

卵

比

混

泳

〃

球

気

.
帯

電

水

引

血

電

吸

顕

ふ

光

冷

1

1

1

2

1

1

1

医師 の話 では、精 密 な検 査 を必要 とす る検 体(ジ フテ リヤ 等)は 、札 幌 の 臨床検 査 セ ン

ターへ 送 って い る との ことで あ った。

へ 患 者 輸 送

浅 茅野 と病 院 の間 をマ イク ロバ ス で1日3往 復行 な って お か 利 用状 況ぱ1回1-O名 位

で あ り、 か な り利 用率 が 高 い といえ る。

国保 病院 におけ る サー ビス状況 は 以 上の よ うな もの で あ り、診 療圏 、診 療 時間 お よび患

者数 と も1名 の医 師 に とっては 、 か な りのオ ーバ ー ロー ドに なって い る感 が あ る。 村 役場

の話 しでは、 この2年 間 に4回 医師 が変 わ って い る との こ とで あ り、現 在 の医 師 も2年 契
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生 化 学 検 査

碧 羅(
1)黄 疽 指 数(4～6)

2)HijmansvandenBergh

直接__間 接

3)TTT

4)ZTT

5)CCLF

6)ル ゴール反応 男

7)ハ イエム 女

8)コ バ ル ト反応(R3～R4)

申

氏
左

)号

込 受付日

男
女

生 化 学 検 査

t5)血 清蛋白分画

才 薯 嫉(
t)黄 疸 指 数(.4～6)ド ロ
2)HijansvandenBergh

報
氏
名)号

告 鮒 日
・ 男

女

直 接 間接15)血 清蛋白分画

3)TTT

4)ZTT

5)CCLF

6)ル ゴール反応 男

.フ)ハ イエム 女.

8)コ バル ト反 応(R3～R4)16)A/θ 比(1.2～1,8)

・・トランスア・ナーゼ{窪田1裂 召

10)コ リンエステ ラーゼ(0.8～1.1)△PH

11)ア ル カリフォ スファターゼ(1.5～4,0単 位)

12)コ レス テロール(150～25σ 叩/de)

13)BぷP50`(5%以 下)

45`(0)'

14)血 清蛋 白量(6.5～8.2%)『

そ の 他

.τ ルプ

:ζ ン.

グ ロ ブ リ ン1

α11α21β1γ1
一 一

'-

i

70. 5.4・ 6.8 7.0 12.5

!69.3 5.6 6.8 7.フ 12.

才

{
アル ブ
ミン.

グ ロ ブ リ ン

1α|α21γ

1 llll1

1ア0.5

169.3 巳:…1…:…巳19巳…:司

・)・ランスア・ナーゼ1{㌫ ㌶ 雫1

10)コ リンエステ ラー ゼ(0.8～1.1)

1

16)A/σ 比(1.2～1.8)

11)ア ル カ リフォ スファターゼ(1.5～4,0単 位)

12)コ レステ ロール(130～25♂9/de)

13)B8P30`(5%以 下)
・45`(0)

14)血 清 蛋白 歴(6.5～8.29/de)

そ の 他

計

÷
9

`
臨床血液検査

科 『 繰(

)

切
O

)

－

R

H

H
W

(

(

(
(

球

素

ト
球

型

板
間

ツリ

時

血
色

ク
血

液

小

ト

.

血

マ

赤

血

へ
白

血
血

出

)

力

車

号)薯

込

×104

%

%

分

型
×1『

秒

受付日
臨床血液検査 報

男女

10》 色素指

才

赤

血

科
名

"
ヵ

繰( 号)曇

告 受縮

血 球(R)

色 素(Hb)

男
女

O

)

－

H
W

(

(
ト
球

型

板

間

ツリ

時

ク
血

液

小

ト

血

マへ
白

血

血

出

)

)

)

)

)

5
4

5

6

7

x10410)色 素指数

%

%

¶ 分

・凝 ・ 時 間 僻

9γ血 液 像

分 秒

分 秒

'.
刀 ・EガiL,n

:Miκet.ぷt1ぷeg.1
丑ron

,

pL

0～1 3～5 /{/、 ・一・
`45

～55 50～45 4～7 /

i 1

型

X1ぴ

秒

秒

抄

本

… 固 持 間 際

9)血 液 像

分

分

8 E

1.ガ

!Ly。1κonpL

;Ml丑fet.ぷtl8eg1

0～1 ・司/!/1・ 一・i菊⇒ ・・司 ・一・i /
lii

.

}ll

:16

1}

(鬼 志 別 国保 ・病院 よ り)

図1-21 国保 病 院 での検 査 伝 票 例
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約 で ある との こと で あった。 そ の後 の対策 と しては 、育英 資金 を村 が 出 してい る医学 生 が

現 在 の医師 の後 を引 き継 ぐこ とに な っ てい るそ うであるが 、 これ も3年 契 約 とい うこ とで

あ り、村 の行政 に とって医師 の 確保 が重 要 な課題 となっ てい る。 医 療 サ ー ビス を受 け る住

民側 におい て も、 医 師 の確保 並 びに頻 繁 に変 わ る医師 の 問題 に関 して、 か な りの 不 安 を持

ってい る様 子 で あ る。

④ 上勇知 に おけ る状況

上勇 知 には、道 立 の診療 所 があ り、外 科 が専 門 で内科 の勉 強 をあ とか ら した とい う、

70才 に近 い医 師 が週2～3回 、稚 内 市 内か ら通 って来 てい る。 同 医師 は沼川 お よび 曲淵

の 診 療所 に も週1回 つつ 位 行 っ てい る との ことで あった。

上勇知 の診 療所 には、 看護 婦 が 常駐 してお り、 同医 師 は電 話、乗 用 車等 を活用 し、 か な

り機動 性 の あ る医療 活動 を行 な って い る。

イ 診 療 圏

上勇知 の診 療所 と しては 、 診療所 周 辺 の狭 い地域 で あるが 、同医 師 の診 療 圏 は、 沼 川 、

曲淵 等 かな り広 い。

ロ 診 療 時 間

8:00～16:00で あ り、 稚 内 市内 の 自宅 に戻 るの で、後 は電 話 で各 種 の指示 を行

な うこ と もある。

ハ 患 者

10入 ～30入/日 殆 ど老人 、 残 りは乳幼 児。

二 検 査 関 係

上勇知 には 、血 圧計 程 度 を除 いて は、検 査 機器 はな く沼 川 に はX線 生 化学 検 査 機 器 が

あ る との こ とであ った。

同医師 は、 もと も と外科 の出 身 で ある の で、 外科 的 な医療 サ ー ビス も住 民 は受 け る こと

が可 能 で あ るが、 歯科 に つ いて は稚 内 市 内の医 院 ま で通わ な くてはな らず(車 で40分 位)

またv予 約 も一 ケ月先 ま で一 杯 とい うこ と も しば しば ある との ことで あ っ た。

(b)救 急 診 療

救急 車 の装 備 状 況 は、 図1-19に も示 した よ うに稚 内市 と枝幸 町 に各1台 設置 され て

い るのみ であ り、 十 分 な状 況 とは言 え な い。 加 え て、救急 の うちそ の か な りの部 分 を占め

る外 科 関係 の医 療 資源 が、猿 払 村 、 礼文 町 、利尻 町 及 び東 利尻 町 に皆無 で あ る。 猿 払村 の

場合 は、浜醐 町 の国保 病院 または稚 内 市の 市立 病院 へ 車 で輸送 して処 置 してい るが、礼 文

町 等 におい ては 、 島の 為 、 自衛 隊 のヘ リコプタ ーお よび巡視 船 等に た よっ て お り、 そ の利

用状 況 は、 下記 の ように なっ てい る。

昭和46年 ヘ リコプ タ9件

tt巡 視 船2件

昭和47年 ヘ リコプ タ7件
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第1節 で もふ れ た よ うに、 島部 での 死亡 率 が平 野 部 に比 して高 い の も、 医療機 関 の不 足

のみ な らず、 輸送 上の 問題 もか な りある と推 定 さ れ る。

(c)健 康 管 理

保 健所 、保 健婦 、市 町村 自治体 お よび関連 医 療機 関 が そ れぞ れ分 担 協力 して行 なっ てい

る。

① 結 核 対 策

イ 実 施 方 法

現在 稚 内保 健所 にX線 検 診車 を1台 配置 し、 宗 谷 、 天塩管 内 の結核 検診 を巡回 で行 な っ

て い る。

要精 検 者 に対 しては、 最 寄 りの医療 機 関 で精 密検 査 を行 なっ てい る。

受診率 は住 民 の 仕事 の 関係 か ら天候 、季 節 に よっ て左右 され る。

ロ 予 防対 策 の徹 底

予 防 対策 を徹 底 さす た め、現 在保健 所 では次 の よ うな対策 を進め てい る。

・ 検 診 受診 率 の 向 上

市町 村 が 設定 した一 般住 民 検 診の 重 点地 域 に おい て も受診率 は100%に は 程 遠 く、所

期 の効 果 を 上げ て い な い。 これ は 市町村 の 結核 対 策 に対す る姿 勢 が毎年 同 じこ との繰 返 し

で、保 健 所 が機 械 を備 えつ け て レン トゲ ンを とって くれ るの で、 市町 村 は単 に受け れば よ

い とい っ た考 え が支配 的 な ため で ある。 結 核対 策 の主体 は保 健 所 で ある とい う市町村 職 員

の考 え 方 を先 ず取 り除 く ことが 必要 で あ り.担 当者 の研 修 な どを通 じ、 認識 を深 め る よ う

な方向 に進 め てい る。 ま た市 町村 に結 核対 策 推進 委 員 をお き、 地 域 の結核 対 策 推進 の母 体

とな る よ う市町 村 を指 導 す る考 えで ある。

・BCG接 種

BCGの 接種 効果 が高 い30才 までの年 令 階 層 に 対す る実 施 率 が低 い の で、乳幼 児 のク

リニ ック な どを通 じて接 種 効果 に つい て の理解 を深 め る考 え で あ る。

・ 高年 令 層 の検診 率 向 上

患 者 発 生率 の高 い40才 以 上の年 令階 層 の検 診率 を高 め るため 、 広報 、回 覧板 のみ で な

く、 対 象者 に個 人 通 知 す るな どの方 法 に よる徹 底 を図 る よ う市町 村 を指導 してい る。

・ 患 者 の フ ォ ロー ア ップ

精 密 検 査 の実 施率 は、 昭和47年 度 に おい て91%(昭 和46年 度70%)とkっ てい

て 向 上をみせ てい るが、要 治擦 者 の追跡 調 査 や検査 結果 、要 観 察者 の把 握 が十分 でな く、

事 後 に おけ る検 診 が 行 な われ て いない な どの 問題 が ある。

精 密検 診 を要 す る者全 員 が検 診 を受 け る よ う、 保 健婦 の訪 門指 導 を重 点的 に行 な うほか 、

適 格 な患者 管 理が で きる よ う、要 治擦 者 、要 観察 老 の 名簿 整 備 をす る よ う指導 してい る。

一52一
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② 予 防 接 種

イ 実 施 方 法

市 町村 自治体 がそ れぞ れ独 自に計 画 、実施 してい る。

猿 払村 を例 に とる と、 村 立 国保病 院 の 医師 と相談 し、 元看 護婦 の 応援 を求 めて各 部落 を

巡回 の形 で実施 して い る。1回 の予 防接 種 の巡 回 に約1週 間 を要 す る。 部落 民 へ の連絡 は

回覧 板 に よって 行 なわれ て い る。

予 防接 種 の 内容 としては 、百 日咳 、 ジフテ リア、破 傷 風 種痘 、 ポ リオ、 イン フル エン

ザ等 で あ る。

管 内予 防 接種 の実施 状 況 を表1-29、 表1-30に 示す。

表1-29予 防 接 種 状 況

(昭 和47年 度)

年 度
種 痘 百 、 ジ フ 、 破 傷 風 ポ リ オ

対象人員 実施人員 % 対象人員 実施人員 % 対象人員 実施人員 %

昭和45年 3,544 921 25.9 2,664 1,186 44.5 3,733 1,566 4L95

46年 5,225 1,259 24.0

47年

、

372 103 27.0 611 33b 54.0 3,073 2,207 71.81

(稚 内保健所管内概況より)

し

o

、'～
、

、 噛＼

、、
.

、 ＼
、
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切
』

一

義1-30結 核 検 診 成 績 一 覧 表 .
(昭 和47年 度)

人 口

対 象

人 口

一 般 住 民
高 校 小 中 学 校 生 徒

ソ反 ・BCG

o

重点地区間接 全地域間接 直 接 撮 影 の 結 果

間 接 間 接 ツ 反 BCGソ 反 BCG 受診数 受診率 受診数 受診率 対象数 撒 要医療 要観察
その他
の病院

稚 内 市 54439 25,270 1,890 1,250 1,943 5揚 7,123 2⊇ 300 295 15 25 3 2,377 8,570 7,673 L431

猿 払 村 4,818 2β23 138 95 141 309 851 30.1 27 19 8 6 0 0 700 699 89

浜頓男町 7,130 3,482 342 272 305 55.8 1,285 37D 39 39 5 9 0 0 1,087 L105 266

1・ト願 力町 5,390 2906 0 0 429 55.0 1,545 532 42 41 2 8 0 197 717 407 136

枝幸 町 10708 5098 638 198 204 40.5 2,285 44.8 80 78 3 6 8 344 1β42 L794 134

歌登 町 5ρ48 2206 235 142 172 34.4 L552 70.4 25 22 0 2 1 0 742 679 147

豊 富 町 8β62 4DO6 318 0 17 22.1

'

771 192 55 48 0 0 0 247 1,189 790 58

礼 文 町 7β35 3208 474 233 1ρ51 690 2,182 680 76 53 3 21 2 0 1,210 1,216 294

利 尻 町 7,553 4,802 432 105 1ρ35 980 2β00 58.3 132 120 1 21 6 365 964 977 22

東予1顕町 7β82 2925 392 133 684 690 2094 71.6 140
傷

119 2 12 3 0 1082 11106 22

合 計 119019 56,730 4β29 2428 5981 55.5 22488 396 916 834 39 147 23 9530 18ユ03 16,446 2,599

(稚 内保健所管内概況より)
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表1-31 管内市町村別予防接種実施状況の推移

市
町
村
別

年

度

別

種 別
'

種 痘 百、ジフ、破傷風(3種) ポ リ オ

対象人員 実施人員 % 対象人員 実施人員 % 対象人員 実施人員 %

稚

内

市

45 1,230 501 40.7 L778 747 42.0 1,800 L151 63.9

46 2,400 724 30.1 一 一 一 一 一 一

47 { 一 一 一 一 一 1,800 1,110 61」

猿

払

村

45 91 27 29.6 40 33 82.5 140 78 55.7

46 114 一 0 一 一 一 一 一 一

47 一 一 一 57 54 94.7 98 88 89.7

浜
頓
別
町

45 1,291 750 58.0 81 59 73.4 277 193 69.6

46 1,300 140 10.7 一 一 一 一 一
→

一

47 一 一 一 一 一 一 131 118 90.0

枝

幸

町

45 191 122 63.8 185 0 0 251 214 85.2

46 387 162 41.9 一 一 』 一 一 一

47 372 103 27.6 386 294 76.1 378 357 94.4

歌

登

町

45 83 78 93.9 93 68 73.6 162 150 92.5

46 118 一 0 一 』 一 一 一 一

47 一 一 一 一 』 一 50 33 66.0

中
頓
別
町

45 110 0 0 106 89 84.5 160 143 89.3

46 168 141 83.9 一 一 一

47 一 一 一 168 82 48.8 194 174 89.6

豊

富

町

45 127 0 0 120 83 69.7 190 133 70.0

46 214 一 0 一 一 一 一 一 一

47 一 一 一 『 一 一 一 一 一

利

尻

町

45 121 118 97.5 128 48 37.5 312 215 68.9

46 138 91 65.9 一 s、
、,一 一

47 141 141 100ご0

東
利
尻
町

45 130 一 0 一 一 一 261
「

193 73.9

46 184 一 0 一 一 一

47 一 一 一 一 一 一 171 138 80.7

礼

文

町

45 170 一 0 133 59 44.9 180 132 73.3

46 202 一 0 一 一 一 一 一 －
A

47 一 一 一 一 一 一 111 48

、

43.2

合

計

45 3,544 921 25.9 2,664 1,186 44.5 3,733 1,566 41.95

46 5,225 1,259 24.0

47
(5,938)

372 103

(1.82)
27.0

(2,700)
611 330

(1220)
540 3,073 2207 7L81

(注)()内 は 推定 対象数

(稚 内保健所管内概況 より)
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ロ 予防接種実施上の問題点

町 村 お よび医療 関係者 の 中 に、接 種 事 故 を恐 れ る あ ま りに、 熱 意 を示 さない ばか りか、

ま っ た く実 施 しな い例 もあ り、 これ が接 種率 の 低 下 を招 く大 きな原 因 となっ てい る。 保 健

所 では 町村 理事 者 拾 よび医 療 関係 者 の理 解 と協力 を求 め た と ころ、 漸次 実施 の機運 が醸 成

され つつ あ る。

③ ガ ン 対 策

イ 実 施 方 法

札 幌 の対 ガ ン協 会 が、検 診 車 で年1回 町村 の 巡回 検診 を行 っ てい る。(胃 ガ ン、 子 宮 ガ

ン)、 保 健所 はま った く関 知せ ず 、町 村役 場 を通 じて住 民 に広報 し、学 校 、農 協等 を実施

の場 と してい る。

ロ 要精検 者 の フ ォ ロー ア ・プ

要精 検 者 は、最 寄 の診 療所 で個別 に紹 介 され た 医療機 関 で精 密検 査 を受け る こ とに な っ

て お り、 多 くの場 合 旭川 、 札幌 まで2日 が か りで 出 向 くことに な る。(札 幌 の 対 ガ ン協会

紹介 機 関 で精 密検 査 が 受 け られ る。)し か し時 間 的 に も、 費用 の 面 で も住 民 の 負担 は 大 き

く、 結果 報 告、精 検 、 患者 収 容 を一貫 して実施 で きる体制 の整備 が望 まれ る。

④ 歯 科 対 策

保 健所 では2,3才 児 を重 点 に フ ソ素塗 布 事業 を実施 す るほ か 、保健 婦 活 動 等 に よ り、

母 親 学 級 、乳 児相 談 な どの機 会 を と らえ 、 口腔 衛 生 思想 の普及 に つ とめ て い る。

右

表1-32フ 。素塗 布実 施 状 況 調(昭 和47年 度)

'

＼ 対象数 実施数 実施率 摘 要

2才 児 1,226 733 59.8% 本 妻 には 、稚 内市 、 東利

尻町 は含 まれて い ない。
3才 児 930 503 54.1%

(稚 内保健所管内概況より)

⑤3才 児 検 診

管 内 におけ る3才 児検 診 の成 績 は 下表1-33に 示 す とお りで ある。

表1-333才 児検 診 の 実施 状況

＼ 対 象 数 実 施率 市部実施率 郡部実施率

昭和46年 49.9 57.7

47年 L997人 64.4 46.3 84.2

(稚 内保 健所 管 内概 況 よ り)
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昭和47年 度 に おい て郡 部 の実施 率 が 向 上 した こ とは、 個人 宛 に検 診 日開催 の通 知 を出

した町 村 が 前年 に 比 し増 加 した ことが 主原 因 との こ とで ある。 なお管 内 には 専 門 医が 少 ぷ

郡 部 に おけ る検診 は道 庁 よ りの 派遣 医 師 に よっ て維 持 され て い るのが 実情 であ る。

また 従来 保 健所 か ら町村 に対 し検 診 の結 果、得 られた情報 、 分析 結 果 の連 絡 が十 分 で な

か った の で、保 健 所 で は必要 情 報 を流 す な ど して事 後 の指導 を行 な う こと と して い る。

⑥ 母 子 健 康相 談

管 内町 村 に おけ る この種 の事業 は数年 前 まで は低調 であ った が、最 近 そ の相談 回 数 も漸

次増 加 の傾 向 に あ り、過 半 数 の市町 村 にお いては 、保 健婦 活動 の一 環 と して母子 健 康 セ ン

タ ー、福 祉会 館等 で月2回 以 上開 催す る よ うに な った。

妊 産婦 の健 康 相談 は、 豊 富町 におい て週2回 定 期 的に実 施 してお り、稚 内市 、枝 幸 町 に

おい ては、 母親学 級 と併 せ て実 施 され てい るが、 他の 町村 では実 施 さ れ てい な い。

なお妊 産婦 の健 康 診断 につ い ては 、以 前 の妊 娠 、 分娩 に異 常 のあ っ た者 に つい て年2回

以 内 で実 施 して い る。(表1-34参 照)

1.市 町 村別 受 診 状 況

表1-34妊 婦一 般健 康 診 断受診 状 況

市 町 村 名 受診延数 市 町 村 名 受診延数

稚 内 市

猿 払 村

浜 頓 別 町

中 頓 別 町

枝 幸 町

425

11

159

39

155

歌 登 町

豊 富 町

礼 文 町

利 尻 町

東 利 尻 町

47

64

25

51

22

合 計 998

2.医 療機関別受診状況

医 療機 関 名 受診延数 医療 機 関 名 受診延数

市 立 稚 内 病 院 342 和 田 医 院 1
.

浜頓別国保 病 院 165 相 浦 医 院 1

三 浦 医 院 107 市 立 札 幌 病 院 1

細谷産婦人科医院 105 山 田 医 院 1

菅 野 医 院 65 竹 林 医 院 1

豊 富町 国 保 病 院 51 矢 ケ 崎 医 院 1

中頓別町国保病 院 26 利尻 町 国保 病 院 56

枝幸 町 国 保 病 院 20 東利尻町国保 病 院 17

大 室 医 院 6 船 泊 国 保 病 院 18

鷲 塚 医 院 3 阿 部 医 院 7

笠 茂 医 院 2

市 立 名 寄 病 院 1

天 塩 国 保 病 院 1

合 計 998

管 内 医療 機 関 受 診 率 97.9%

(稚 内保健所管内概況より)

一57一



⑦fJ:-Ll:・訪 問 指導 につ い て'

本事業 につ い ては 、保 健 助産 婦 が配 置 され てい る市町村 と提 携 して実 施 してい るほ か、

開業 助 産婦 を委 嘱 す るな どの 方法 に よって実施 して い る(表1-35参 照)⊂、

開業 助産 婦 につ い ては、 高令 に伴 う活動 範 囲や技術 の問題 、 さ らに は 、業 務 に対 す る報

酬 が 少額 な ことな ど問題 が少 くない。

表1-35乳 児 精 密 検 査 受 診 状 況

1.市 町村 別受 診 状 況
〃

市 町 村 名 受診延数 市 町 村 名 受診延数

稚 内 市

猿 払 村

浜 頓 別 町

中 頓 別 町

枝 幸 町

85

6

10

35

25

歌 登 町

豊 富'町

礼 文 町

利 尻 町

東 利 尻 町

4

33

2

0

0

一

合 計 200

〉.医 療機関別受診状況

医療機 関 名 受診延数 医療 機 関 名 受診延数

:稚 内 市 立 病 院 64 旭 川 市 立 病 院 1

中頓別 国保 病 院 23 旭川 赤 十 字 病 院 1

浜頓 別 国 保 病 院 4 菅 野 医 院 6

本間 小 児 科 医 院 27 豊 富 町 国 保 病 院 13'

桜井整形外科医院 ゴ8

名 寄 市 立 病 院 30

北 大 病 院 5

森 山整形 外科医 院 3

登別厚生年 金病 院 1

幌延町立国保病院 1

粟 田 医 院 1

札 幌 医 大 病 院 1

札 幌 第 一 病 院 1

合 計 200

一

管 内 医療 機 関 受 診 率 77.5%

(稚 内保 健所 管 内概 況 より)
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⑧ 精 神 衛.生

最近 精 神障 害者 が増 加 の傾 向(分 裂症 ・アル コール 中毒 が過 半 を 占め てい る)に あ るた

め、保 健所 で は保 健婦 な どの関係 職員 の 技術 研 修 を実 施 す るほ か、 管 外の 研修 に もつ とめ

て参 加 す る ように して い る。

また 嘱託医 師 と も連 携 を とり、 保健 婦 が訪問 指 導 に当 って いる。

⑨ 糖 尿病 食事 相 談

管 内医療 機 関 に おけ る栄 養相談 は、 国立 療 養所 、 稚 内市 立病 院 で実施 され てい るの み で、

他 の町 村 で は、一 般 診 療時 に医 師 が注 意 してい る程度 で あ る。 これ は主 と して専門 の 栄 養,
'士

が配 置 さ れて い な い こ とに よる もの と考 え られ てい る。

した かっ て両機 関 を利用 して い ない糖尿 病 患者 は、十 分 な検 査 と栄養 指導 が受 け られ な

い でい る。

保健 所 では、 取 り敵 えず 稚 内 市 にお け る医療 機 関 と連携 を とって、昭和47年11月 よ

り食事 相 談 を開 始 した が、 結果 は 表1-36の 通 りであ る。

表1-36糖 尿 病 相談 事 業 実績

相談開設件数 指導実人員 指導延人員
訪 問 指 導

摘 要
回数 対象延人員

6回 30人 56人 2回 11人 S47,11開 設

(稚 内保健所管内概況より)

栄養相 談 に よって判 明 した 問題 点 を要約 す る とつ ぎの ように なる。

イ 高 令者 には病 識 の低 い者 が い る こ と、理解 に時 間 を要 す る者が 多い こと。

ロ 情報 過 多 に よ り、 いた ず らに不 安 に おび え、 食 生活 が制 限 よりは るか に低 く、栄養 障

害の 恐 れ さえ ある者 が い る こ と。

ハ 誤 った情 報(宗 教 的 な もの、民 間 療法 等)に よって不 合 理 な食事 コ ン トロール を して

い る者 が い る こと。

二 旅行 、長 期 に わ た る乗船 な ど、 業務 の都 合 に よ『り継 続 して食事 療 法 を維 持す る こ とが

困難 であ る こ と。

臼)コ ンサル テ ー シ ョン

① 保健 婦 と医 師,

調 査結果 に よる と保 健婦 と医師 の 問 の コ ミ ュニケ ー シ 。ンは、十 分な 状況 とは言 えず 、

従 って 医師 が保 健婦 に対 して コ ンサ ル テ ー シ 。ンは 殆 ど してはい ない よ うな状 態 であ る。

② 上 位 病 院

鬼志別 の 国保 病院 に と っては 、 上位病 院 と しては 、稚 内 市立 病院 お よび北 大 で ある。
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」二勇知 の場 合 は、 状 況 に応 じて稚 内 市立病 院 、旭 川 お よび札幌 の 病院 と使 い分 け てい る

との こ とで あった。

③ 診療 時 の コ ンサ ルテ ー シ ョン

上勇知 診 療所 、猿 払 村 国保 病 院共 医 師 が1名 で あ り、専 門外 お よび重症 愚 老 はそ の都 度

医師 の判 断 で適 当 な医療 機 関 へ転 送 して い る。

診 療 に際 して他 の 専門 医 の コンサ ルテ ー シ 。ン を受 げ るこ とは 少い よ うで ある。

④ 問 題 点`

医学 情 報 の入手 は もと よ り、患 者診 療 におけ る コンサ ル テ ー シ 。ンの体制 は極 め て不備

で、 医師 の 値入 的 問題 とさ れ てい る。

また、 上位 機 関 の収 容体 制 も不 明瞭 であ り、多 くの場 合医師 の紹 介 か 患者 の選択 に任 せ

て い るの が現 状 で あ る。 医 療 ネ ッ トワー クの確 立 、 上位機 関へ のル ー ト付 け ば医師 の孤 立

感 、患 者 の不安 感 を払 拭 し、 かつ複 数 の診 療 所 ・病 院 を訪 ず れ る ことに よっ て生ず る時間

的:経 済 的負 担 を軽 減す る 上で重 要 と考 え られる。

(e)衛 生 教 育

保 健所 、 市町村 の保健 婦 活動 を中心 に、 医師 、 助産婦 等 の協 力 の 下 に衛生教 育 に当 って

い る。主 要 業務 ど しては 下 記の もの が あ る。

。精 神 衛生 … …… 精 神障 害 者 の追跡 と して担 当医師 と連 絡 を と り、 患者 の観 察 ・指

導 を行 な う。

。結核予 防 … … … 登 録 患者 の観察 ・指導

。母子 健康 相 談 、訪 問 指導

。糖 尿 病 食事相 談

。慢性 疾 患 患者 の訪 問

糖尿 病 、 高血 圧症 患 者

。老 入 ク ラブの訪 問 、講 話

。一般 診療 を通 じての 衛 生教 育 〔高血 圧 に 関す る認 識普 及 等)

・役 場、保 健 所 の パ ン フ レ ッ トに よる 注意 の喚 起

保健 婦 の活動 は独 自の判 断 に基 づ い てお り、 医師 との 連携.活 動 結果 の臨床 面 へ の活 用

,は 十 分 なさ れて い な い。

主 な原 因 の1つ に医 師 、保 健 婦 の人材 不足 が あ り、保 健 婦 の いな い猿 払 村 等 に あ っては

保 健 所 に応 援 を求 め ては い る もの の、 十分 な活 動 とは言 い難 い よ うで あ る。

少 な い資源 を有 効 に活用 す るに当 って も、行政 機 関で積 極 的 に医師 、保 健 婦、 助 産婦 等 の

活動 の連携 を推進 すべ きで あ る。

保健 婦 の年令 構成 は25～35才 が 中心 であ り、6～7件/日 訪 問す る と翌 日の午 前 中

は事 務 作業(報 告書 の作 成)等 に当 て られ てい る。
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(f)卒Z麦 教 育

① 保 健 婦

管 内 の保健婦 に対 しては 、稚 内保 健所 で月1回 連絡協 議会 、研 修 を行 な って い る。(講

師 には 市立 病院 の医 師 を招 く。)

医 師 サ イ ドの意 見 と しては 、医 療過 疎 地 域 の保健 婦 に臨床 的 知識 と経 験 を望 む声 もあ り.

機器 シス テ ムの運 営 に当 って も十 分 考 え る必 要 が あ る。(例 、看護婦 の経験 を有す る保 健

婦)

② 医 師

専 門知 識の 吸収 は 雑誌 、 専 門書 、学 会 等 に よるが、複 数 の診療 所 を兼 ね る場 合、 夜 間往

診 、 急 患等 、拘 束 力が 強 く、 肉体 的、 精 神 的負 担 は大 きい。

大 学 病 院 とのつ なが り も距離 ・時間 的理 由 に より薄 らぎ、相談 相手 も居 ない状 況 では、

単 に専 門医学 知識 のみ な らず、 文化面 での 立 ち遅 れ感 は隠 せ ず、 医師 が定着 しな い原 因 の

1つ とな っ て いる。

また 、 研究 テ ー マ とな る ような重症 患者 は殆 ど中央(旭 川 ・札幌)の 大 病 院へ 行 くため

技 術 的 な研 鐙 も難 しい。

@管 理 ・ 運 営

① 医 療サ ー ビス の実施 スケ ジ ュー ル

医師 、保 健婦 の 不足 が 目立 ち、 既存 の施 設 も十 分活 用 で きない状況 で ある。(猿 払 村 の

国保 病 院 では 内科 医1名 で、32べ 。 ドの うち12名 が入 院 してい るが 、手 術 室 は現 在 ま

った く使用 され てい ない。 検 査技 師 、X線 技師 も有 資格者 は居 ない。

巡廻 診 療 も保健 所 が 中心 に年3～4回 行 な ってい るが、 ス タ 。フの 不足 か ら十分住 民 の

期 待 に応 え てい るか否 か疑 問 で あ る。

② 各 種 デ ー タの 整備

保 健 所 を 中心 に各種 統計 が作成 され て い るが 、末 端と)医療 機関(診 療 所)の 活 動 に反 映

されて い る か否 かは疑 問 で ある。

診療 所 で は疾 病 統計 は と られ てい ない ようで あ る。 「

③ 患 者輸 送軍

国 、道 よりの補 助 に よ り'、患者 輸 送 車 を配 置 し、 多い所 で6往 復運 行 し、 患者 の 通院 の

便 に供 してい る。

⑭ 資 材 購 入

猿払 村 国保 診療 所 では 年 間予 算 に より、薬 品 、 資材 の購入 を行な って い る。 器 資材 の品

目につい ては詳細 調査 で きな か ったが 、特 殊 検 査用 血清 の準備 等上位 機 関 の整 備状 況 が把

握 で きる ことは 必要 との ことで ある。
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3医 療機器システム設計への手 がか り

3.1宗 谷 支 庁teよ び 猿 払 村 等 で の 医 療 の 問 題 点

(1)全 般 的 問 題

北 海道 稚 内近 辺に おけ る道路 網 施設 は平野 型 とい う特 殊性 か ら大 変発 達 して お り、 そ の上

自家 用 車 の保 有 台数 もへ き地 の 水準 か ら見 れ ば多 い 方 で あ り、交 通 に 関 しては 比 較的 良い状

況 に ある。 その 様 な環 境 に あって、 調査 の一 環 と して行 な った住 民 の アン ケー ト内容 等 か ら

,察 す れ ば、 近所 に医 療機 関が あっ て も、 患者 は外 科手 術 等特 別 な場合 は 名寄 市、 旭川 市な ど

で の 治療 を受 け る こと を余 儀 な くされ てお り、住 民 は医療 に 対 して不 安 を感 じ てい る ζ とが

わか っ た。 医療 に関 す る問題点 を機 能別 に分 類 して以 一トの 節 で説 明 す るが、 そ の他 に医療 シ

ステ ム を この地域 に導 入す るに 当 って の問題 点 もある。

セ ンタ ー:セ ンタ ー の機能 を十 分 に はた す為 には総 合 医大 の 施 設 を利用 す る のが 賢明 で あ

ろ うが、 その条 件 を 満 たす場 所 と して 旭川 市 、 札幌市 が あげ られ る。 こ こで ど ちらを 選ぶか

は旭 川 医大 の 建設 状 況 、住 民 の希望 を十 分 に考慮 しな けれ ば な らない。

サテ ラ イ ト:宗 谷 支 庁北 部 のへ き地 を包 括 で き る都 市 と して稚 内 市が あ るが 、 南部 の住 民

の 目が北 の稚 内 を向か な い傾 向 が ある。,これ が 当地域 にシ ステ ム を導 入 した場 合 に ど う解 決

す るか とい う一 つ の 問題 点 で あ る。

ター ミナ ル:

・タ ー ミナル に設 置 す る端 末機 器 の機 能、 機 器 を操作 す る もの が保 健 婦 か患 者 自身 か 等の 問

題

・患 者 輸送 収 集 に 関 して、 開業 医 との かね あい を考 え ての最適 システ ム設計 の 問題

・以 上 を含 め て移 動 局 と固定局 の ネ 。 トワー クの 在 り方'

(2)一 般 診 療

a)住 民 側 か らの問 題 点、

・ 医 師数 の 不足

管 内 に おけ る医師 数 は昭和47年 度 末 現 在 で48人 とな っ てい る。 これを人 口1・0万 対 で

見 る と42.2と な り、全 国 の117.3、 全道 の101.7に 比べ て著 し く不 足 してい る。

・ 専 門 医の不 足

医 師 の絶 対 数 だけ でな く歯科 〉 外科 、耳 鼻 科 の各 専 門 医の 不足 もへ き地 医療 の 問題 を大 き

く して い る。 そ の た めへ き地住 民(猿 払 村)は 疾病 の種類 に 応 じて 名寄 市、 旭 川 市等 へ1日

が か りで 出か け るわけ で医 療効率 を著 しく悪 く してい る。

・ へ き地 であ るが ゆ えの 問題

管 内には27ケ 所 の無 医地区 が あ り、 その うち18地 区 は 冬期 に お け る交 通 の確保 が 困難

な地区 とな っ てい る。 日赤 、 厚生 連 な どの協 力を得 て 医療 の確 保 に力 を入 れ てい る よ うで あ

あるが 、 当 シス テ ム で どの よ うな解 決 法 を考 え るべ きで あ るか が問題 で あ る。
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・ 住 民 とへ き地 医 師間 の問題

へ き地 環 境 は後 述 す る理 由 か ら医 師 の長期 間 定住 を難 か し く し、 医師赴任 の 出入 りが激 し

く住 民 が 医師 に対 して信頼 感 を よせ るこ とを難 か しく してい る。ひ い ては住 民 と医 師 の意 志

疎通 が うま くいか ず 医師 の 出入 りを促す 悪循環 を作 る事 にな る。

・ 医療 機 関 の 不足

医師数 、パ ラメデ ィカル数 の不足 が原 因 とな って い るが、 一般 診 療所 の不 足 は その結 果 患

者 の サー ビスに 当 り患 者輸 送 の しめ る割 合 を高 く して い る。 これ はへ き地 患 者 の 中の大 部 分

が老 人 で ある事 を 考 え れば 問題 で あろ う.ま た 診 獅 が広 い地域 に点在す る事 徽 急 の場

合に問題 となり通信によ飢 何等かの補助を考えることが望まれる。

・ パ ラメデ ィカル の 不足

医師 のみ で な く、薬 剤 師、X線 技師 、検 査技 師 、 看護 婦、 保健 婦 の不 足 も問題 とな って い

る。 実 際 、猿 払 村 等3町 村 には保 健婦 が1人 もい な い状況 で あb,シ ステ ム設 計 に際 して考

慮 す べ き で ある。

b)医 師側 か らの問題 点、

・ 医 師 個人 の問題

へ き地 に医 師 が 長 く居付 か ない理 由 と して、 インタ ビュー等 の結果 か ら判 断 して見 る と、

医 師数 が 少 な く医師 個 人 と して の相談 相 手 が居 ない事 、へ き地 での愚老 がほ とん ど老 人 で医

師 に対 して の 理解 が得 にくい事 、札幌 等 の大 学 へ 勉強 をか ねて息 ぬ きに行 く事 もゆ るされ ず

へ き地 の娯 楽施 設 の貧 しい所 に 身体 を しば られ精 神 的 抑圧 を あ まん じて受 け なけれ ば な らな

ぽ 老人の繍 は多 く治る見込みのふ ものでありへき地の医鮪 馳 都 ホームの様木目

をていし、医師の医療に対する情熱をなくす事等があげられる。この ような問題を解決する

ため、ある期間義務的に医師をへき地に赴任 してもらうことが考えられる。また、都市 とへ

馳 間の交通 通 信を改良する等の糠 が考えられるが、この間齢 へ醜 医療の環境改善

の 日的 の大 きな部分 を しめ る もの で もあ り、 シ ステ ム を設 計 す る に当 り十分 検 討 を すべ き点

で あ る。

・ 医師 の 負担

広 い へ き地 を医師1人 で受 け 持 ち、 医 療の 全 責任 を負 って い るの で、へ き地 に常駐 す る医

師 はオ ーバ ー ロー ドに な りやす い。 また 、代 わ りの 医師 が 居 な いの で夜 間、 日曜 ・祭 日の 急

診にも応 じなければならず大変な仕事量である。試みに医師1入 の受け持ち面積 を猿払村と

稚内 市 につ い て掲 げ てみ る。

表1-37医 師 の 受 け 持 ち 面 積

地 域 医師 数 全 面 積 1人 当 り面積

稚 内 市 26名 768,03Km2 , 29.54K涜2

猿 払 村
L

1 588.47〃 588.47〃

(稚 内保 健所 管 内概 況 よ り)



・ 医療 の質 の低 下

医師 が広 いへ き地 を無 理 に カバ ー しな けれ ば な らず 、患者 輸送 バ スの 使 用 を した り、1日

に回 る往 診 の件 数 を制 限せ ざ るをえ ない こ と等診 療 行為 の質 の低 下 が問題 とな っ てい る。

・ 検体 検査 の問 題

猿 払村 の医 療機 関 では検 査技 師 の不足 か ら精 密検 査 を札幌 等 の大 学 へ依頼 す る事 が よ くあ

るが 、そ の検 査 結果 が 帰 って来 る ま で数 日 もか か り急性疾 患 の 愚老 の場合 には治 療 が遅 れ る

心 配 が ある。

(3)救 急 診 療

a)住 民 側 か らの 問題 点

・ 救急 体制 の不備

宗谷 地 区 に おけ る医師 の絶 対 的 な不 足 は、救 急体 制 の維 持 を も困難 に し、 救急 指定 医療 機

関 が ない 等の 事態 が 生 じてい る。 この為 ヘ リコプ タ ー、巡 視船 の 出動 な.どに よる救 援 等 が行

な われ てい る。

b)医 師 側 か らの問題 点

・ 救急 車等 の非 効 率 使用

近 くに頼 れ る医 療 機関 が ない こ とは、 住 民 の 医療 に対 す る無 知 もさ る事 な が ら、 少 しの発

熱,頭 痛 で も救 急車 を呼 ぶ 等 村 の救 急施 設 に頼 る傾 向が あ るの は住民 ア ンケ ー トか ら も察

せ られ る。 その ため 救急 車台 数 の少 ない へ き地 では非 効率 的使 用は 問 題 とい え る。

・ 日曜 ・祭 日の 急患

不 必要 な救 急が 多 く、時 間 外 診察 が頻 繁 に ある事 は 医師 の 負担 を大 き く し一 般 診 療 の場 合

と同様 重 要な 問題 とな って い る。 な ん らか の 方法 で医師 の長期 不 在 を可 能 とす る機 器 の 開発

が望 まれ る。

(4)健 康 管 理

a)住 民 側 か らの 問題 点

・ 健診 項 目種類 の不 足

猿 払 村 に おけ る住 民 アンケー トに よれ ば、集 団健 診 の項 目 として ガ ン検 診 、 婦人 科の検 診

を実施 してほ しい との 意見 が 多 か った 。 検 査項 目の 充 実は村 を健康 化 す る ため に行 なっ てほ

しい保 健 活動 の一 つ に あげ て い る。

・ 健 診結 果 の遅 れ

集 団健 診 を行 な う事 には十 分満 足 してい る よ うで あるが 、 た だ検 査 結果 が何 カ月 も遅 れ て

知 らされ る ことに は不満 が あっ た。

・ 事後検診の不備

集 団検 診 を行 な い要 治 擦 者 を発 見 して も、 そ の後 の治 療 は本人 に まかせ てお り検 診 した後

の追 跡調 査 、指導 を行 な っ て いな い。猿 払 村 住民 が精密 検 査 を受け るた め には札 幌 市 、旭川

市 へ1～2日 がかbで 出か け なけ れ ば な らず、 そ の負担 を軽減 す る方 法 を考 えな けれ ば な ら
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ない。 これ らの 問題 を解 決 す る ことで,高 年 令 層 の受 診率 を高め ること もで きる。

b)医 師側 か らの 問題 点

・ 母 子訪 問 指導

開業 助産 婦 の 高令 化 に伴 う活 動範 囲 や 技術 の低 下 、 さ らに業 務 に対す る報 酬 が 少額 な こ と

な ど問題 が多 くある。 ・

(5)コ ンサ ル テー シ ョン

・ コ ミュニ ケ ー シ 。ンの不 足

保 健 婦 の話 しでは 、多忙 なへ き地 の医師 と保 健 婦 間 の コ ミュニケー シ 。ンが う ま く行 なわ

れず 、又 各勧 計 珠 端 の医 繊 関 の活 動 に反映 され てい るか否 か疑 問 で ある らしい・保 健

婦の 収集 した情報 を効率 よ く医師 に伝 え るべ く事 務作 業 の 合理 化 お よび情 報処 理 場器 が必 要

ではな い かo、

'重 症 患者 の 収容体 制 が不完 全 .

重症 患 者 や救急 患 者 の転 送 、 上位 機 関へ の収 容体 制 が不 明瞭 で ある。 これ はへ き地 の医 師

への佳良の信酬 をな く源 因でもあ助 法を講 じなけれ熾 らない.鰍 策 として・上位

病院系列と通信回線等で連絡 し合 うシステムを作る事が考えられる。

(6)衛 生 教 育

a)役 場からの問題点(衛 生教育の不足)

宗谷支庁は南北に長 く伸びていて、庁舎の位置が北はずれにあることから保健所活動は種

々の制約をうけている。また寒冷な気象条件にあるので、夏期に集中的に実施する事を余儀

なくされる等予算および人的な面の問題 もあって、衛生教育に限らず十分な活動ができない

でいる。

b)住 民からの問題点(衛 生教育の不足)"

学生 ・生徒については保健教育等学校で十分知識を得 られるが年配の人は衛生関係の教育

を予防対策の一環として望んでいる。

c)医 師側からの問題(人 材の不足)

医師 としては、住民の医療知識、特に老人の医療知識が低い事から当然教育の必要性を感

じているようであるが、実際に保健教育を実施する場合には保健婦等の人材不足が大きな壁

となっている。TV自 動放映装置等の教育機器の開発が望ましい。

(7)卒 後 教 育

'保 健婦への教育

へき地の性格上、医療機関で実際に活動する場合、 あらゆる種類の業務を行なえなければ

役に立たない。従って保健婦には実務的経験および教育を必要とするが、医師の不足は育成

医療の面にも影響を与え、育成医療に従事できる医師がいないため、育成機関はあっても実

行できない状態にある。
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・ 医師 自身の 教 育

新薬 や医 療 に関 す る トビ 。ク ス等最 新 情報 の概略 は雑 誌紙 面 か らい くらか得 られる よ うで

あ るが、 へ き地 か ら離 れ られ ない医 師 のた め に は、大 学 等 とコ ミュニ ケー シ 。ン を持 て るシ

ステ ム機 器 が必 要 であ る。

(8)管 理 運 営

・ 医療 機 関 の赤 字経 営

公 立病 院 の経 営 は 、各 病院 と も赤 字経 営 とな って い て、そ の多 くは 一般 会 計 よ りの繰入 れ

に よって経 営 を維 持 してい るの が実 情 であ る。

赤 字 の大 きな原 因 は、 人件 費 に よる もので 医師 の確 保 及 び定着 をは か るた め に市町 村 が負

担 す る経 費 は莫 大 な もの とな って い て、実体 の と もな わぬ病 院 施 設 を維 持 し ようとす る市町

村 側 に も問題 は ある が 、 医療 の問題 は深 刻 に なって い る。
o

表1-38管 内 公 立 病院 経 営 状況
昭和46年 度

＼

総収益 繰入金 総費用 収 益
総費用

総収益

人 件

費 率

病 床

利用率

患 者1

人 当 り

収 入

100床
当医師数
看護婦数

稚 内 市 立

千 円

465,776

千 円

17,778

千 円

599769

千 円

△133093 129.7

%

72.2

%

74.9

円

3ρ35

人

,1:i

猿払村国保 46β87 8000 53437 △6750 114.4 78D 31.0 2328 11;

浜 頓別 町 〃 118258 128ρ29 △9771 108.5 59.3 99.9 2458 113

中 頓 別町 〃 91,520 6596 115ユ63 △23,643 76.6 61.6 81.8 2ρ93 ;;

枝 幸 町 〃 99315 7β54 107ρ93 △ η78 1140 540 42.0 3291 1;:;

歌 登 町 〃 96,286 9β48 95,406 880 ggo 107.3 2ユ86 1:!

豊 富町 〃 128391 16β82 130,492 △2ユ01 115.4 51.9 100.6 2342 ,lli

礼 文町 〃 39011 16,506 36β57 2ユ54 161.9 82.2 9.4 1553 11:1

利 尻 町 〃 122β77 15,759 132β63 △10,186 112D 448 74.3 2916
0畑

(稚 内 保 健所管 内概況 よ り)
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表1-39医 療従事者平均年令及び平均給与調べ

ウ

医 師 看 護 婦 准 看 護 婦

年令 給 与(月) 年令 給 与(月) 年令 給 与(月)

稚 内 市 立

才

32

円

458,150

才

33

円

70,000

才

28
、

円

52,000

猿 払 村国保 53 644,812 20 38,583

浜頓 別 町 〃 36 370,000 43 68,940 26 52,460

中頓 別 町 〃 51.3 486,666 36.7 57,657 24 49,700

枝 幸 町 〃 32 399,000 43 77,700 26 52,460

歌 登 町 〃 37 338ρ00 36 95,631 25 74,624

豊 富 町 〃 37 405,000 66,067 43,900

礼 文 町 〃 50.4 666,542 21.3 42,113

利 尻 町 〃 37.5 338,800 38.3 83,933 21.5 63,850

・ 町村 計 画 とシス テ ム導入 の問題 点

町村 独 自の地域 セ ン ター病 院 の設置 計画 が あ り、 この地域 にン ステ ム を持 っ て来 る場合 に

はそ の施 設 の利 用 の仕 方 が考 え られね ば な らな い。 ただ町村 の 利 害対 立 か ら先取 主義 で地域

医療 確保 の話 し合 い が な され ない まま、2つ の計 画 が平 行 して い る。

・ 南宗 谷 地域 にお け る病 院 改築 計画

(1)枝 幸町 国保 病 院 新築 計 画

計画 年 次 昭和48・49年 度 工事

工 事 費374,453千 円

構造規模

内訳{竺ぷ31::1:爵

鉄筋コンクリー ト

建 築 面 積

延 面 積

病 床 数

定 員

4階 建

759.84M2

2,787.47㎡

72床

医 師8名 、 歯 科 医 師2名 、 看 護 婦 ・准 看 護 婦18名

(2)浜 頓 別 町 国保 病院 新 築 計画

具 体 的計 画 と して提 出 され て いな い が、昭和50年 度 か ら年 次計画 に より新 築 の計画 を

有 す る。
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(参 考 資 料)

住 民 ア ンケニ ト(宗 谷 支庁)昭 和48年8月

1.重 い病 気 は何処 で 治療 す るか その 理 由

旭 川

∴ 鬼 志別

名 寄 良 い 先生 が い る

2・ 体の調子力嚇 し口㌣ れに相談するか

医 者

近所の人

3.風 邪頭痛その他 ちよっと熱が出たりした時

様子を見る

病院や診療所へ行 く

常備薬を飲む

4.交 通機関は何を使 うか

列 車

自家用車

徒 歩

救患時は自家用車、救急車、車をたのむ

、 医者戴 撚 便を感、た。、があ。か

急 病 ・ケ ガ・[=三三 コ 専 門医 不 足

病 院 う,ξい

1ケ渚 が不 在、 休 日

相 談 ごきit:1.・

・[iコ

ー68-一

4

かか る時 間(平 均)

30分

620分

10分

3

9
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`
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科
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鼻

児
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小

鰭

`
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`

7.集 団検診を受けた事があるか

1・[]巖

・「・い

8.検 診 の 内容 は

3

6

8

司
回 数 が 少 ない。

結果 が知 らされ ない。

ガ ンの検 査 が ない。

口
9.へ き地医療,無 医村に対する意見

近 ぐに診療所を設置

専門医の配置

交通費の免除

診療所開放回数をふやす

健康診断 を多くする

●

13

`

13

11

0

以上標本数10入

6

8
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32宗 谷 地 区 に おけ る医 療 の将来 構想

ここでは標題に関 して、宗谷広域圏振興協議会の構想を 「宗谷広域市町村圏振興計画書」

より抜粋 して以下に掲載する。

(1)基 本 的 施 策

(a)集 落の効率的編成

所 得 水 準の 向 上 と都 市化 の進展 に と もな い生 活水 準 の欲 求 は、 次第 に高度 化 、 多様 化 しつ

つ あ り、今 後生 活環 境 施設 の 効率 的配 置 をは か るに は、基 礎 的 単位 と して の集落 の再編 成 に

つ い て検討 を進 め なけ れ ば な らない。

本国 は、 次 の表 の とお り、 自然集 落92、 基 礎集 落70が 散 在 し、 各市町 村 にk・い ては各

集 落 に 公共施 設の 整備 を進 め てい るが、投 資効率 の確保 をは か りつつ、 合理 的 な配 置 計 画 を

推進 す る には 、農 ・漁 村 地域 におけ る集 落 の再 編 過程 を通 じて新た なコ ミュニテ ィの形成 を

は か る こ とが行 政 課 題 と して提 起 されて い る。

と くに広域 か つ過 疎 的傾 向 に あ る本 国域 は冬 期交 通 の確 保 と一定 生活 水 準 の享 受 を可 能 な

ら しめ るた め には,幹 線 交 通 体系 か ら隔 絶 してい る集 落 を重 点 に、地域 住 民 の意 向 を尊 重 し

つ つ国 、道 の財 政 援 助 措置 と市町 村財 政 を考 慮 して集 落 の集 約 化 を進 め る もの とす る。

圏域 の区 分 は 、概 ね次 の基 準 に よるo

自然集 落 … …… 景 観 的 に一 つの ま とま りを もっ て い る地 区 。

基 礎 集落 … …… 概 ね 小学 校ρ通 学 区域 で あって、 集 落2以 上の集 ま り、 ない しは幼児 ・

老 人 の徒 歩 限界 で、 半 径500m～1,000mの 区域。

地 区 圏… …… 概 ね 中学 校 の通学 区 域 で あって、 成 人 の徒 歩 限 界、半 径2,000m～4,000

肌の 区域 、 この 区域 内に は 中市街 地 を含 め る。

市町村 圏… …… 市町 村 の区域 。

広 域 圏… ・∵… 広 域 市町 村 の全域 。

表1-40市 街地 ・集落 の 現 況

市 町 村 名 自然集落 基礎集落 市 街 地 役場 所 在地

稚 内 市 17 10 1 稚 内 市

猿 払 村 4 8 一 鬼 志 別 村

浜 頓 別 町 9 8 一 浜 頓 別 町

中 頓 別 町 10 6 一 中 頓 別 町

枝 幸 町 1 9 1 枝 幸 町

歌 登 町 13 5 一 歌 登 町

豊 登 町 19 5 一 豊 富 町

礼 文 町 9 9 一 香 深 町

利 尻 町 4 4 一 沓 形 町

東 利 尻 町 6 6 一 鴛 泊 町

計 92 70 2
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(2)交 通通信網の整備.

交通通信網の整備は、情報化時代の先導的役割を果し、地域開発を進めるため(2珪石的な

条件をなす ものである。 パ

本圏域の交通体系の整備については拠点都市と隣接する町村を結ぶ主要幹線道路の整備に

より、時間、距離の短縮による市町村の連けいの緊'密化.産 業経済の発展、施設の効率的利

用 、教 育文 化 の 充実 、 生活 環 境 の整 備 お よび観 光 ルー トの開発 等 が 期笹 きる。

また道 路 整備 とあわせ て圏域 内 の港 湾整備 、空港 の新設 お よび現 空港 の整備 拡充 等 に よ り

中央 との交 流、 観光 利 用 な どの 推 進 を図 る。 一

さ らに、 経済 社会 の発 展 と変 化 に即 応 す るため交 通 体系 の 形成 と相 まっ て、情 報 の大 量 ・

高 速処 理 の必要 性 が 高 ま る もの と予 想 され る。 このた め通信 回 線増 設 に よる加入 電話 の促 進

を図 る と と もに 、 自動 ・即 時化 は も と より、 チ ー タ通信網 の整 備 を促 進 し㌧ 圏域 内の均 衡 あ

る発 展 と地域住 民 の 生 活基 盤 の確 立 をは か り、過 疎 地域 の解 消 を推 進す る。^一
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(a)Tii町 村 道 の 整 備 事 業 計 画

圏 域 内 の 道 路 延 長 は2,659.6Krnで あ り、 そ の 内容 は 、 国 道199.OKm(7.5%〉 道 々

582.3Km(21.9%)、 市 町 村 道1,878.3Km(70.6%)か らな り、 そ の 整 備 状 況 は 次

表 の と お・りで あ る 。

表1-41圏 域 内道 路 ・橋梁 の状況46年3月31日 現 在

道 道
国 道 市町村道 A計

区 分 口

計 主要道々 一 般道 々

㎞ ㎞ ㎞ ㎞ ㎞ ㎞

実 延 長 199.0 582.3 79.2 503.1 L878.3 2,659.6

道 改良済延長 155.2 285.3 57.3 228.0 206.2 646.9

舗装済延長 13L6 101.3 24.1 80.2 40.1 276.0

' % % % % % %

路 改 良 率 78.0 49.0 72.4 45.3 11.0 24.3

舗 装 率 66.1 17.9 30.4 15.9 2.1 10.4

橋 数 52 270 59 211 511 833

橋
永 久 橋 46 195 47 148 110

>

351

梁 % % % % % %

永 久 橋 率 96.1 59.6 88.7 77.8 26.2 42.1

本 圏域 内の道 路延 長 の70.6%は 市町 村道 であり、その整 備状 況 は 改良 、舗 装 ともに国 、道

道 に 比較 し、 著 し くお くれ てい る現況 に あ る。 圏域 に おけ る 中心 市街地 と集落 を結 ぶ道 路 、

市町 村 間 中心地 を連 絡 す る道路 、 あ るい は国道 、道 々を結 ぶ道路 、 公共 施 設 利用 道 路 そ の

他農 道 、幹線 林道 な どの基 幹 道路 とな る市町 村道 鉛 よび これ に関連 す る幹線 橋梁 につ いて も、

その ほ とん どを永 久橋 化 す る ような積 極 的 に整 備促 進 を図 る。

また 、都 市計 画 街路 につ い て も、 圏域 内通 過 交通 お よび発 生交 通 の増 大 が予 想 され る の で、

路面 の拡 巾、線 形 の改 良 をは か り、 さ らに歩道 等の 整備 を推 進 す る。

以 上の ことか ら圏 域 内 ネ ッ ト・ワー ク を形 成 す る市町 村道 の整備 を根 幹事 業 と して とり 上

げ る こ ととす る。

な ま堀 標年 次 に お い て、根 幹 事業 と して と り上げた 市町村 道 の整備 を完了 す る こ とに よ り、

次表 に示 す とk・り、 総延 長1,878.3Km、 改 良延長628.5㎞ 舗 装済 延 長424.9Kmと な り

基 準年 次 よ り改 良率22.5%、 舗 装率 で20.5%永 久橋率 につ い て も21.5%向 上す る こ と

に な る。
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表1-42市 町 村道 ・橋梁 整 備 計画 指標.

・

道路延長 改良済延長 舗装済延長 橋梁数 永久橋数 改良率 舗装率 永久橋率

基準年次
昭和45年 度

㎞

1,878.3

㎞

206.2

㎞

40.1

個

511

個

110

%

1LO

%

2.1

%

21.5

基準年次
昭和55年 度

L878.3 628.5 424.9 511 220 33.5 26.6 43.0

(b)港 湾 整備 事業 計 画

本 圏域 は 、重要 港湾 の稚 内 港 をは じめ 、地 方 港 湾 に沓形 、鴛 泊 、鬼脇 、香 深、 船 泊 、枝 幸

が ある。

これ ら港 湾 は、 流通 港湾 と して、地 域 の 産業 経 済 に果 す 役割 は極め て大 きい ことか ら整 備

拡 充 を 推進 しな ければ な らない。

海 上 輸送 の拠 点 港 と しての 重要 港 湾稚 内港 につ い ては、石 油配 分基 地、 木材 処 理施 設 の整

備 をは じめ、機 能 の 充実 をはか り、 利尻 ・礼文 両離 島 を は じめ、 地方港 湾 とも有機的 連 け い

を深 め つつ 、経 済 交 流 の規 模 を拡 大 し、 北 方経 済 圏 諸 国 との交 流 に ともな う大型 船 の往 来 に

対 処 す る施 設 の拡 充 を はか る。.

〔整 備事 業 〕

① 共 同処 理 システ ム

ア 施設 整 備 団体

稚 内 市、枝 幸 町 、東 利尻 町 、単 独 整備

イ 施 設利 用 対 象市町 村

圏域 内全 市 町村 を主 とす るが 、地 域 外 の広範 囲 にお よぶ。

ウ 規 模

国内 にお け る主要 食糧 供 給 お よび北 方 圏経 済交 流 拠 点港 と しての 稚内 港

oオ ホ ー ツク の 漁業 基地 として の枝幸 港 の整備'

。 離 島 との大 型 フ ェ リーの発着 基地 と しての 鴛泊 港 、香 深溝 の整 備

工 施設 の運 営、 管理

整 備す る 市町 村 に おい て運 営、 管 理

② 港 湾 施設 プ ログ ラム

昭 和47年 ～昭 和55年

(c)空 港 整備事 業 計画

近 年 に おけ る経 済 の 急激 な発 展 、 生活水 準 の 向上 に よ り中央 との交流 、観 光 な ど航 空機 の

利 用 は一 層 高 ま る こ とが予 測 され るの で、 空 港の 整 備促 進 を図 らなけれ ば な らな い。

圏 域 内 には、第2種 空港 の稚 内空 港 と第3種 空 港 の利 尻 空港 を有 してい る。
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稚 内空 港 につい ては、 稚 内 ・札幌 間1日2往 復、 利尻 空 港 に っい ては.夏 期間 、主'と して

観 光 便 と して就航 してい る。.

圏域 内 の利尻 、 礼 文 国定 公園 は 、国 立 公 園 に昇 格 す る こ とが見 込ま れ てい るた め、今 後 航

空機 の利 用が 急 速 に高 まる こ とが 予 測 さ れ るの で、 稚 内空港 お よび利 尻 空 港 を整 備 し、礼 文

島 に 空港 を新 設 す る。

〔整備 事 業 〕

① 共 同処 理 シス テ ム

ァ 施設 整備 団 体

礼 文町 、 東利 尻 町

イ 圏 域 内全 市町 村 を主 と して、圏 域 外 に もお よぶ。

ウ 規 模

(礼 文 空 港)

滑走 路1、=600MW=25M

誘 導 路、 道路 、駐 車場,タ ー ミナ ル ビル

(利 尻 空 港)

滑走 路 延長L・=600M拡 幅15M

駐 車場

工 施 設 の 運営 、 管 理

整備 する市 町 村 に お いて運 営管 理

② 設 置 プ ログ ラム

礼文 町 昭和48～49年 度

東利 尻 町 昭和47～50年 度

ω 交通 安 全 思想 の 普 及啓 発事 業 計画 一

モ 一 夕 リゼ ー シ ・ン の普 及 は、 社会 生活 活動 を拡 大 してい るが 、一 方 で交通 事故 の多発 を

もた らして い る。

特 に幼児 、学童 の事 故 増 加 に対 処 して安 全 を期 す ため 、圏 域 内幼 児、 学童 の 交通 安 全 思想

の高 揚 と歩 行規 則 の 体得 を図 る 目的 で交 通安 全 公 園 を設置 す る。

〔整 備 事業 〕

① 共 同処 理 システ ム

ァ 施 設設 置 団 体

稚 内市、 東利尻 町

イ 施 設 利 用対 象 市町 村

圏 域内各 市町 村 一

ウ 施 設 の管 理運 営

設 置 団体 が管 理 運 営 し、 広域 的 に利 用 を図 る。
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② 設置 プ ログ ラム

稚 内 市 昭和47年 度

東利尻 町 昭 和50～51年 度
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浜頓別
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歌登

図1-23交 通 通 信 ネ ッ トワ ー ク

(e)冬 期交通の確保

地助 麟 獺 と社会生活働 砿 域化悶 処す祉 は・冬鯛 陣 ける交通網の確保を

はかることが基礎的前提条件である。

とくに、本国域は本土ら劇 ヒの圏域である・とと解 糖 有の吹きだ袖 捲 じやすい自

然条件を有するため、孤立化と麟 の停瀧 克月反するには・蹴 雪体制の強化力蹴 の鍛

な課題となっている。

現在 醐 内主要鞠 交通路鯉 道抽 び道 ・とな・ているため・鱈 機働 の整備 増

強により、除排雪も硫 的睦 められている.し かレ ・れと脈絡する市町樋 についてぱ

未墾蒲の現況にあるので、各市町村ごと礁 械力の増擬 はかり滴 道担 び民間体佑[jと

有機的連けいを保ちつつ、除排雪の積極化をすすめる。
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図1-25福 祉 セ ン タ ー 広 域 ネ ッ トワ ー ク 図

(f)医 療施設の整備

本圏域内には公私立病院が13〔 総合病院1)公 立診療所19、 その他私立診療所を含め

ると一応の医療体制は確立され、 これまで各地域の医療更正に大きな役 目を果 してきた。

しか し、公立病院等における施設設備の内容 は、高度の医療に対応する機能が不充分であ

り現状では、施設の整備拡充が非常に困難であるため、医療機関を体系的に整備し、診療機

能を併合 した広域医療圏を確立する。

これがため、圏域内基幹的病院を中核医療センター として、 これを中心 とした各市町村の

医療機関を有機的に連けいするとともに医療施設の効率的整備並びに患者輸送の整備充実を

はかり圏内住民の健康管理の万全をはかる。

① 共同システム

現在の総合病院(稚 内市)を 更に整備充実 し、地方センター病院として位置づけ し、また

南宗谷、利尻ブロックにも中核病院を設置 し各地域病院と有機的な連けいのもとに効率的な

機能の整備をはかる。
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(医 療 施 設)

ア 医療施 設設 置 市町 村

圏 内各 市町村

イ 中核 医療 セ ン ターの設 置

稚 内 ブ ロ ッ ク ー 地 方 セ ンタ ー 病院

南宗 谷 プ ロ ック ー 地域 セ ン ター 病 院の 設置

利 礼 ブ ロ ッ ク ー 準地 域 セ ンター 病院 の 設置

ウ 医 療施 設 の整 備 市町 村

稚 内 市 、浜 頓別 町 、 ヰ頓 別町 、 枝幸 町 、歌 登 町 、豊 富 町、 礼文 町 、 東利 尻町

工 施 設 整備 規模

稚 内 市=市 立病 院(結 核 病棟 、整 形 病棟)

浜 頓別 町=国 民健 康 保険病 院(改 築)

鉄 筋 コ ンク リー ト2階 建2,310肌

中頓別 町=国 民 健 康保 険病 院(増 築)

鉄 筋 コン ク リー ト2階 建8,800㎡

枝 幸 町=国 民 健 康 保険 病院(改 築)

鉄筋 コ ンク リー ト3階 建L753.6㎡

歌 登 町=国 民 健 康 保 険病 院 〔増改 築)

豊 富 町=国 民健 康 保 険病 院(増 改 築)

礼 文 町=総 合 医療 セ ンタ ～(新 築)

豊 富 町=国 民 健康 保 険 病院(増 改 築)

礼 文 町=総 合 医療 セ ンタ ー(新 築)

診療 所(新 築)

東利尻 町=診 療所(改 築)

鉄 筋 コン ク リー ト2階 建650m'

(患 者 輸 送車)

ア 患 者 輸送 車購 入 市町 村

猿払 村 、 中頓別 町 、 歌登 町 、礼 文町 、利尻 町 、 東 利尻町

② 設 置 のプ ログ ラム

(医 療施 設)

ア 共 同処 理 実 施 年度

稚 内 市=昭 和51～55年 度

浜 頓別 町=昭 和49～50年 度

中頓別 町=昭 和53年 度

枝 幸 町=昭 和47～48年 度
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歌 登 町=昭 和48～51.年 度

豊 富 町=昭 和48年 度

礼 文 町 一昭 和50年 度

東利 尻町=昭 和48年 度

(患 者 輸送 車)

ア 共 同処 理 実施 年 度

猿 払 村=昭 和50年 度

中頓 別町=昭 和47年 度

歌 登 町=昭 和48年 度

礼 文 町 一昭和47～52年 度

東 利尻 町=昭 和51年 度

③ そ の 他

ア 医療施設の整備並びに患者輸送車の購入については、各市町村が整備 し管理運営する。

イ 救急医療についても、中核医療センターに併置し、脳神経外科などの充実をはか り地域

病院 との連携により医療体制の確立をはかる。

◎

　

寿 地脚

診療病院

23

ベ ツ

5

稚内市

o

㊨ センタ"

◎⑫

病院診鯖 ぷ
242】

‡
(設置地未定) ⇔

1

フへ

所療

9「
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3.3問 題 点 と 方 策

これ ま で に述 べ て きた北 海 道 宗谷地 区 にお・け る医療の 実 態調 査 等 に も とづ き、 そ こで摘 出

され た問題 点 に対 し どの よ うな 解 決の 方策 が考 え られるか とい うこ とは、一 つの 重要 な課 題

で ある。

そ こで試 み に、 それ ら問 題 点 を中心 に据 え て、 そ の要 因 と考 え られ る もの お よび 方策 を関

連 付 け てみ た もの が、 表1-43で あ る。

こ こ で区 分 の欄 に示 され てい るの は、 医 療機器 シス テ ムの7つ の機 能 の記 号 であ る。

当 然 この表 は これ以 上の詰 め が必 要 で あ り、 これ以 上 の方策 が考 え られ る ので あるが、 こ

こにみ る限 りに お い て も、 現 地 の医 療 の問題 点 に対 して 医療機 器 シス テ ムが役 立 ち うる各 種

のサ ー ビス が示 唆 され てい る。

●

6
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o。

]

～

o。

N

ー

o

要 因

医

師

不

足

パ ラメ デ ㌦

カ ル不旦

医療機器不

足

管理体制不

足

辺地的環境 一

表1-43 問 題 点 と 方 策

具 体 的 問 題 点

・外科 等 の救急 の 場合 とな り村 の

病 院 また は稚 内市 ま で行 か ねば

な らない。

・'科目が十 分 に そろ ってい ないた

め、 遠 〈ま で通院 しな くては な

らない。

・往 診 を受 け られ ない
。

〉時 間 的無医 に なる割 合 が高 い

・歯科 等が 混雑

・ひん ぱん に医 師 がか わる ので不

安

・受け持 ち人口および面積ぴ 非常口高

いo

・W『 外の科 目をサポー トしなければ

ならない。

'1日24時 間診療

・医学女[職を得 るための長期不在が不

可 能

・医 師確保 の為 に高 い コス トがか

か り村 の財政 を圧迫 す る。

・保控 婦 に よる指導 不充 分

・十分 な検 査 が うけ られな いの で

遠 くに行か ねばな らな い。

・正 式の 資 格 を持 たない検 査技 師

を使 うの を余 儀 な くされ てい る。

・検 体 検 査 の依 頼 を札幌 等 に しな

くては な らず、 時 間 ・コス トが

かか り手 続 が大 変。

・重症 患者 用 の収 容設 備 が ない た

め 治療 が遅 れ る。

・健診 結 果 の遅 れ と、 異 常時 の指

導 が欠如

・医 師 、保健 婦間 の コ ミュニケ ー

シ 。ン不足

・上位 機関 及び他 機 関 との連 ケイ

不 足 の為 の患 者転送 等 に おげ る

不 都合

・各 種 統計 が とられ ていず 管 理資

料 が不 備 で あ る。

・医 師 の子 弟教 育 等文 化的 孤 立感

が高 い。

区 分

㊥

⑥

⑯
曙

㊨

⑯⑳

◎⑳θ

㊨⑳

⑭◎

⇔

1=

④⑳

@

㊧

㊧

㊧

㊧⑯

⇔

⑳

■

▲

●

●▼

●

一

'

〆

1

●

一

⑳

方 策

・稚 内市立 病院 に 医療管制 セ ンタ

設置

病院 の 選定、 連絡

予 約

検 査 のスケ九 一ル

上位 、他 機関 との連 絡

・パ ラメ デ ィカル で補 う

・病 歴管 理(テLタ ハンクをサ テラ

イ トに設置)

・勤 務 スケジュールのバックアップ

・患 者 輸送車

・遠 隔診 断 シ ステ ム

・医学情 報提 供 システ ム(デ ー タ

バ ンク)

・巡 回 教 育(映 画 ・VTR)

・タベ ナル に簡易検 査装置

・サテ ラ イ トにお・け る検 査機器 の

充実

・サ テ ラ イ ト(市 立 病 院)の 収 容

体 制 の 充 実

・包 括 医 療 実 施 の 体 制(サ ポ ー ト

す る も の と して デ ー タ バ ン ク)

・デ ー タ 上の コ ミ ュ ニ ケ ー シ 。ン

体 制(デ ー タ バ ン ク)

・家族 を旭川 市に住 まわせ毎 日診

療 しな くて良い体制 にす る。





●
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(付 録)北 海道 宗 谷地 区 医療 関 連機 関 リス ト

Nα 種 類 機 関 名 所 在 地 備 考

1 地方自治体 宗 谷 支 庁 稚 内 市 大 黒

2 稚 内 市 役 所 稚 内 市 中 央

3 浜 頓 別 町 役 場 枝幸郡浜頓別

4 中 頓 別 町 役 場 枝 幸郡 中頓別

5 枝 幸 町 役 場 枝幸郡字本町

6 歌 登 町 役 場 枝幸郡 上幌別

7 豊 富 町 役 場 天 塩郡 豊富町

8 礼 文 町 役 場 礼文郡香深村

9 利 尻 町 役 場 矛1尻§蹄形字緑町

10 東 利 尻 町 役 場 矛1[尻郡鴛泊字港町

11 猿 払 村 役 場 宗谷郡 鬼志別

12 公 共 機 関 稚 内 労 動 基 準 監 督 署 稚 内 市 大 黒

13 稚 内 市 福 祉 事 務 所 〃 中 央

14 同 鷹 泊 出 張 所 東 利 尻 町 本

15 稚 内 社 会 保 険 事 務 所 稚 内 市 緑

16 小樽 検 疫 所 稚 内 出 張 所 〃 中央 ふ頭

17 稚 内 海 上 保 安 部 〃

㎡

18 電 々 公 社 稚 内 電 報 電 話 局 稚 内 市 中 央

19 鴛 泊 〃 東 利 尻 町 本

20 北見枝幸 〃 枝 幸 町 本

21 浜 頓別 〃 浜 頓 別 町 北

22 稚 内 統 制 電 話 中 継 所 稚 内 市 中 央

23 〃 無 線 〃 〃

24 ヤ ム 稚 内 中 継 所 〃 ヤ ム稚 内

25 浜 頓 別 電 話 中 継 所 浜 頓 別 町 北

26 上徳溺 雌域団体加入電話組合 歌登町上徳志別

27 共 栄 〃 〃 パンケナイ

28 毛 登 別 〃 〃 毛 登 別

29 志美字丹" 〃 志 美 宝丹

30 辺 毛 内" "辺 毛 内

31 幌 別 中央 〃 〃 幌 別 中央

32 本 幌 別 〃 〃 本 幌 別
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9

Nα 種 別 機 関 名 所 在 地 備 考

33 電 々 公 社 乙患部地域団体加入電話組合 枝 幸町 乙患部

34 風 烈 布 〃 〃 風 烈 布

35 山 臼 〃 〃 山 臼

36 ウ ス タ イベ 〃 〃 ウスタイベ

37 岡島徳志別 〃 〃 岡 島

38 問 牧 〃 〃 問 牧

39 目梨 泊 〃 〃 目梨 泊

40 芦 野 〃 猿 払 村 芦 野

41 小 石 〃 〃 小 石

42 浜鬼志別 〃 〃 浜鬼志別

43 狩 別 〃 〃 狩 別

44 浅茅野台地 〃 〃 台 地

45 旭 台 寿 〃 中頓別町 寿

46 上頓別岩手 〃 〃 上 頓別

47 上駒藤井豊泉 〃 〃 藤 井

48 微音知 〃 〃 敏 音 知

49 兵安神崎 〃 〃 兵 変

50 松 音 知 〃 〃 松 音 知

51 宇 曾丹 〃 浜頓別町宇曾丹

52 斜 内 〃 〃 斜 内

53 豊 寒 別 〃 〃 豊 寒 別

54 仁 達 内 〃 〃 仁 達 内

55 安別共和 〃 〃 安 別

56 下 頓 別 〃 〃 下 頓 別

「

57 消 防 署 稚 内 市 消 防 本 部 稚 内市 港

58 〃 消 防'署 〃'〃

59 〃 北 分 遣 所 〃 宝 来

60 "消 防団 第1分 団 〃 中 央

6ユ 〃 〃 第2〃 〃 宝 来

62 〃 〃 第3〃 〃 潮 見

63 〃 〃 第5〃 〃3条 通
卓

64 〃 〃 抜 海 〃
、

〃 抜 海

65 歌 登 消 防 団 詰 所 歌 登 町 上幌別 ・
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NO 種 類 機 関 名 所 在 地 備 考

66 消 防 署 鴛 泊 消 防 本 部 東 利 尻 町 栄

67 本 泊 消 防 団 〃 赤 泊

68 枝 幸 消 防 署 枝 幸 町 本

69 礼文 消防事 務組合 礼文支署 礼 文町 会所前

70 〃 分署 〃 船 泊

71 鬼 志 別 消 防 番 屋 猿 払村 鬼志別

72 稚内地区消防事務組合豊富支所 豊 富 町 東

73 浜 頓 別 町 消 防 団 浜 頓 別 町 南

74 〃 頓 別 分 団 〃 頓 別

75 警 察 署 稚 内 警 察 署 稚 内 市 中 央

・76 駅 前 警 察 官 派 出 所 〃 〃

77
'声 問

〃 〃 声 問

78 水 上 〃 〃 中 央

79 大 黒 〃 〃 大 黒

80 ノ シ ャ ッ プ 警 察 官 駐 在 所
.

"ノ シ ャ ッフ

81 歌 登 警 察 官 派 出 所 歌 登 町 上幌別

82 鴛 泊 〃 東 利 尻 町 港

83 鬼 志 別 〃 猿 払 村鬼志別

84 枝 幸 〃 枝 幸 町 本

85 乙 患 部 警 察 官 駐 在 所 〃 乙患 部

86 猿 払 〃 猿 払 村 猿 払

87 豊 富 〃 豊 富町 サ ロベ ツ

88 浜 頓 別 〃 浜 頓 別 町 南

89 自 衛 隊 稚 内 分 と ん 地 稚 内 布 恵比須

90 稚 内 防 衛 施 設 事 務 所 〃 潮 見

91 陸上自衛隊鬼志別演習所管理所 猿 払 村 鬼志別

92 自 衛 隊 旭 川 地 方 連 絡 部 枝 幸町 第2栄
枝 幸 駐 在 員 事 務 所

A
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ふ

宇

・NO 種類 機 関 名 所 在 地
.

学級数 教員数 職員数 用務員 生徒数 備 考

93 学校 上 増 幅 小学校 稚内市上増幌 1 ・2' 一 一
1

4

94 恵 北 〃 〃 恵 北 2 3 一 一
14

95 声 問 〃 〃 声 問 6 9 一 1 183

96 西 稚 内 〃 〃 ウ ェンナ イ 6
9

時 講1
1 1 165

97 増 幅 〃 〃 中増幌 3 4 一 一 26

98 稚 内 中央 〃 〃 宝 来 44(特2) 53 3 5 1β04

99 稚 内 東 〃 〃 潮 見 34 41 1 給 食26 1,378

100 稚 内 港 〃 〃 港 19(特1) 25 1 給 食2
3 755

101 稚 内 南 〃 〃 緑 32(綬D 40 1 6 1,180

102 歌 登 〃 歌登町上幌別 8 11 一
1 267

103 辺 毛 内 〃 〃 辺 毛 内 2 3 一 一 9

104 豊 沃 〃 〃=豊 沃 2 3 一 一 10

105 幌 別 中央 〃 〃幌 別 中央 3 4 一 1 31

106 上徳志別 〃 〃上徳志別 2
3

披 講1
一 一 8

107 志美 宇丹 〃 〃志美宇丹 3 5 一
1 43

1

2

3

4

5

6

教員数には校長、教頭を含む。

(特)は特殊学級で内数。

給食は給食婦で外数。

時講:時 間講師

披講:技 術講師

以下の頁においても同じ
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NO 種類 機 関 名 所 在 地 学 級 教 員 .職 員 用務員 生徒数 備 考

108 学校 樟1岡 小学校 稚 内市樺 岡 2
3

披 講1
一

1 14

109 沼 川 〃 〃 沼 川 5 7 一 1
給 食2

76

110 豊 別 〃 〃 豊 別 2 3 一 一 12

111 上 声 問 〃 〃 上 声問 2
3

技 講1
一 一 15

112 上 修 徳 〃 〃 天 興 3 4 一 1
給 食1

34

ll3 曲 渕 〃 〃 曲 渕 5 7' 一 1給 食
1 75

114 抜 海 〃 "按 司4 6
一 一 60

ll5 上 勇知 〃
1

〃 上 勇知:3 4披 講
1

一 1給 食
1 35

116 夕 来 〃 〃 抜 海 2
3

披 講1
一 一 8

117 更 喜 吉 内 〃 〃 声 問 2 3技 講
1

一 一 25

118 大 岬 〃 〃 大 岬 6 8 一 一 89

119 宗 谷 〃 〃 宗 谷 4 6 一
1 64

120 富 磯 〃 ㌘" 3 6 一
1 50

121 東 浦 〃 〃 〃 2 3 一 一 17

122 曙 〃 〃 曙 1
3技講
1

　 一 7

123 稚内西 中学校 〃 豊 浜 3 9 1 1 69

124 樺 岡 〃 〃 樺 岡 2 6技 講
1

一
1 8

125 沼 川 〃 〃 沼 川 3 8 一 一 71

126 豊 別 〃 〃 豊 別 2 5
一 一 14

127 上 修 徳 〃 〃 天 興 2 6 一 1給 食
1

14

128 曲 渕 〃 〃 曲 渕 3 7
一 一

55

129 抜 海 〃 〃 抜 海 3 8 一 二 45

130 上 勇知 〃 〃 上 勇知 3 8披 講
1

一 給食1 29

131 下 勇知 〃 〃 勇 知 2 5 一 一 12

132 夕 来 〃 〃 抜 海 2
3

技 講1
一 一

3

133 宗 谷 〃 〃 宗 谷 5 10 一 1 134 .

134 増 幌 〃 〃 増 幌 2 5 一 一 23

135 東 浦 〃 〃 宗 谷 2 6
技 講1

一 一 8

136 本幌別 小学校 歌登町上幌別 3 4
一

1 26

137 毛 登 別 〃 〃 毛登 別 2 3 一 一 13

138 大 奮 〃
〃

オフンタルマナ ィ 1 2
一 一 3

139 正 和 〃 〃 二 股 2 2 一 一 6

140 大 曲 〃 〃 大 曲 1
2

技 講1
一 一 8

141 歌 登 中 学 校 〃 上 幌別 6 11 1 一 180
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≡

NO 種類 機 関 名 所 在 地 学 級 教 員 職 員 用務員 生徒数 備 考

142 学校 幌別中央中学校 歌登町上幌別 2 6
一 一

13
、

143 志 義字丹 〃 〃 志英字丹 3 8 一
1 57

144 本 幌 別 〃 〃 上 幌 別 3 8 一
1 30

145 毛 登別 〃 〃 毛 登 別 2 6 一 一
14

146 大 曲 〃 〃 大 曲 1
4

披 講1
　 一 3

147 利 尻 小 学 校 東利尻町鬼脇 6 8 一 1 99

● 148 石 崎 〃 〃 石 崎 3 5
一 1 47

149 南 浜 〃 〃 南 浜 4 6 一
1 55

150 鯨 泊 〃 〃 鯨泊 3 4技 講
1

一 1

給食1
30 -

■

151 鬼 脇 中 学 校 〃 清 川 6 11
一 一 151

152 鴛 泊 小 学 校 〃 本 8 12 一 1
給食3

262

153 雄 志 志 内 〃 〃雄忠 志 内 5 7 一 1 76

154 本 泊 〃 〃 本 泊 6 8 一 一 109

155 音 標 〃 枝 幸町音標 5 7 一 一 95 s

156 乙忠 部 〃 〃 乙忠 部 5 7
一

1 76

157 風 烈 布 〃 〃 風烈 布 3 4 一 一
44

158 山 臼 〃 〃 山 臼 3 5
一 一 55
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NO 種類 機 関 名 所 在 地 学 級 教 員 職 員 用務員 生徒数 備 考

210 学校 庄 内 中 学 校 =豊富 町 豊 栄 3 8 一 一
36

211 沓 形 小 学 校 利尻町日の出 13(特D 17 1
1

給食4
354

212 新 湊 〃 〃 新 湊 3 5
一

1 55

213 仙 法 志 〃 〃 仙 法 志 6 8 一 一 ll7

214 久 遠 〃 〃 久 連 4 6
一

1 51

215 沓 形 中 学 校 〃 日 の 出 8(特1) 14 1
一 248

216 仙 法 志 〃 〃 仙 法志 3 7 一 一 82

217 久 遠 〃 〃 久 連 3 8 一 1 38

218 礼 文 小 学 校 礼 文 町香 深 6 9 一
1 188

219 尺 忍 〃
〃 知 床 6 8 一 1 80

220 香 深井 〃 〃 香 深井 3 5
一 一

●

51

221 内 路 〃 〃 内 路 3 5 一 1 44

222 元 地 〃 〃 元 地 3
5

技 講1
一 1 54

223 船 泊 〃 〃 大 備 6 8 一
1 127 「、

224 神 崎 〃 〃 浜 中 5 7
一

1 78

225 上 迫 〃 〃 上 泊 4 6
一 一 48

226 須 古 頓 〃 〃 須古 頓 3
4

披 講1
一 一 33

227 香 深 中 学 校 〃 香 深 6 11 一
1 216

228 内 路 〃 〃 内 路 3 8 一 一 36

229 船 泊 〃 〃 大 備 6 11
一

1 180

230 利 尻 高 校 利 尻 町 沓 形 9 25 3 1 382 道立

231 虚 言 〃』三己 田 豊 富 町
上サロベツ

6 15 2 1 249

L

道立

232 中 頓 別 高 校 中頓別町上駒 8

18

専 、時 講
3

2 1 211
町立
定 時 制

233 稚 内大 谷高校 稚 内 市 緑 15 時都 5 2 659 私立

234 開 明 小 学 校 浜頓別町開明 2
3

披講1
一 一 16

235 宇 曾丹 〃 〃 宇 曾丹 3 5
技講1

一 一 30 `

236 斜 内 〃 〃 斜 内 3 4
一 一 34

237 下 頓 別 〃 〃 下 頓 別 4 6 一
1 58

238 富 岡 〃 〃ボン仁達 内 3 4 一 一 25

239 豊 寒別 〃 〃 豊 寒 別 2 3 一 一 18

240 頓 別 〃 〃 頓 別 4 6
一 一

61

241 浜 頓 別 〃 〃 浜 頓別 12 16 1
一 471

242 下 頓 別 中学校 〃 高 砂 3 7 一 1 67
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Nα 種類 機 関 名 所 在 地 学 級 教 員 職 員 用務員 生徒数 備 考

243 学校 稚 内 中 学 校 稚 内市宝 来 29(特4) 46

時 講1
2 6給 食

1 LO80

244 〃 東 〃 〃 潮 見 18 32 1
3

給 食1
721

245 〃 南 〃 〃 緑
一

18 30 1
4

給 食1
741

246 鴛 泊 〃 東 利 尻町 栄 7 13 1
1

給 食3
250

247 鬼 志別 〃 猿払村鬼志別 3 9 1
1給 食
2 131

248 浜 猿払 〃 〃 浜猿 払 3 7 一 一 43

249 枝 幸 〃 枝 幸 町 栄 12(特 ∋ 23 2 1 432

250 浜 頓 別 〃 浜頓別町番外
地

9 17 1
一 317

52

251 稚 内 高 校 稚 内 市 栄 21 技 講1
専、時講

6 1 911 道立
定時制有

■ 11

52

252 稚 内商 工高校 〃 富 岡 18 時講1 5 1 750 道立
披講1

253 枝 幸 高 校 枝幸町第一栄 7 17 2 1 308
道立
定時制有

254 浜 頓 別 高 校
浜頓別町

緑 ケ丘
9

26

披講1時 講
1

3 1 389
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■

NO 種 類 機 関 名 所 在 地 備 考

255 学 校
札幌医科大学附属臨海
医 学 研 究 所 東 利 尻 町 港

.

・

256 宗 谷 編 物 研 究 所 稚 内 市 大 黒

257 高 橋 編 物 教 室 〃 宝 来

258 中 央 編 物 服 飾 学 院 〃 港

259 〃 宝 来 分 室 〃 宝 来

260 稚 内 フ ァ 。シ 。ン ドレ
ス メ ー ヵ 一 女 学 院

〃 〃

261 浜頓別洋装高等女学院 浜 頓 別 町 北

262 保 育 所 カ トリ。ク稚 内 愛児 園 稚 内 市 宝 来

263 市 立 曲 渕 保 育 園 〃 市 街

264 白 樺 保 育 園 〃 潮 見

265 中 央 〃 〃 港

266 ひ か り 幼 稚 園 〃 緑

267 富 士 見 〃 〃 富士 見

268 鈴 蘭 〃 〃 港
.

269 荻 見 〃 〃 荻 見

270 稚 内 〃 〃 宝 来

271 特 別 母 と 子 の 家 東利 尻 町野塚

272 母 と 子 の 家 〃 本 泊

273 鬼 脇 保 育 所 〃 鬼 脇

274 鴛 泊 〃 〃 本

275 沓 形 〃 利 尻町 日の 出

276 兜 沼 〃 豊 富 町 兜 沼

277 町 立 香 深" 礼 文 町 人 舟

278 礼 文 町母 と子 の 家 〃 大 備
'

279 鬼 志 別 保 育 所 猿払村鬼志別

280 浅 茅 野 〃 〃 浅 茅 野

281 歌 登 〃 歌 登 町 上幌別

282 町 立 〃 枝 幸町 第二栄

283 は ま な す 〃 カ 〃

284 小 額 別 〃 中頓別町小頓別

285 町 立 〃 〃182

286 浜 頓 別 〃 浜頓別町 南 ,'

287 緑 ケ 丘 〃 〃 緑 ケ丘

288 下 頓 別 〃 〃 下 頓別
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Nα 種 類 機 関 名 所 在 地 人 員 診療科目 備 考

289 保健所
・

稚.内 保 健 所 稚 内市 潮 見 42名 内(1)獣 医 ② 保 健 婦⑩ 技師(7)

事 務⑱ そ の 他(4)

290 同 利 尻町 支 所 利尻町 日の出 9名 獣医(1)保 健 婦(2)技 師(2)

事 務(3)そ の他(1)

291 病 院 国 立 稚 内 療 養 所 稚 内 市 28名 内 科、 外科 医師② 薬剤師(1)
(公立) ウ エ ン ナ イ

正看⑫ 准看⑬

べ 。ト(一 般26 、結74)

292 稚 内 市 立 病 院 〃 中 央 129名 内 、 外 、 整 医師⑨ 薬剤師(4)

産 、 耳 、 小 助 産 婦(7)正 看⑫

眼 准看(67)

べ 。ト(一 般208 、結46

精72、 伝15)

293 道 立 鬼 脇 病 院 東利尻町鬼脇 15名 内 科、 外科 内 科 医(1)薬 剤 師(1)

正 看(3)准 看⑩

ぺ 。 ト(一 般32)

294 東利尻町 国保病院 〃 栄 1名 内科 、 外科 内 科医(1)

べ 。 ト(一 般8)

295 〃 鬼脇歯科診療所 〃 鬼脇 1名 歯 科 出張診療

296 利 尻 町 国 保 病 院 利 尻 町 緑 7名 内 科 内 科医(2)正 看(2)

准看(3)

㌢

.

べ ・
.ト(一 般45、 伝8)

297 同 仙法志診療所 〃 本 1名 産 科 産科 医(1)

298 礼 文町 国 保 病 院 礼 文 町 船 泊 3名 内 科 内科 医(1)准 看(2)

べ 。 ト(一 般20)

299 〃 立香染診療所 〃 香 深 1名 内 科 内科 医(1)

300 豊 富町 国 保 病 院 豊 富 町 東 13名 内科 、 外科 内科 医(1)外 科医(1)

薬 剤 師(1)正 看(6)

准 看(4)べ 。ト(一 般58)

301 猿 払 村 〃 猿払村鬼志別 4名 内 科 内科 医(1)准 看(3)

べ 。 ト(一 般32 、伝10)

302 同 浅茅野診療所 〃 浅 茅 野 一 内 科 出張診療

303 猿払村立歯科 〃 〃 鬼 志別 1名 歯 科 歯科 医(1)
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宙

NO 種 類 機 関 名 所 在 地 人 員 診療科目 備 考

304 病 院 浜頓別町 国保病院 浜頓別町 13名 内科 、外 科 ,内科ω 外 科ω
(公 立) 浜 頓別

小児科 小 児(1)薬 剤 師(1)

正 看(4)准 看(5)
.

.

べ 。ト(一 般53、 伝1)

新築計画があるが具体

的でない

305 〃 町立歯科診療所 〃 大 通 1歯 科
1

歯 科(1)

306 中頓別町 国保病院 中頓別町 7名1内 科 、外 科 内科(1)歯 科(1)

中 頓別
歯 科 薬 剤 師(1)正 看(2)

准 看(2)

べ 。ト(一 般27、 結30)

307 歌 登 町 〃 歌登町上幌別 8名 内科 、 外科 内科(1)外 科(1)

小児科 薬 剤師(1)正 看②

准 看(3)

べ 。ト(一 般44、 伝10)

308 同 本幌別診療所 〃 本幌 別 一 内 科 出張診療

309 歌登町立歯科 〃 〃 上幌 別 一 歯 科 歯 科(1)

310 枝 幸 町 国 保 病 院 枝 幸 町 栄 13名 内 科 、 外科 内科(2)外 科(1)

小児科 薬 剤 師(1)

正 看(4)准 看(5)

ベ ット(一 般72 、伝16)

急救告示病院

31f 同 乙忠部分院 枝幸町乙患部

312 枝幸町立者標診療所 〃 音 標

313 "風 烈 布 〃 〃 風烈 布 タ

314 〃 山 臼 〃 〃 山 臼

315 病 院 合 田 医 院 稚内市恵比須

316
(私立)

尾 崎 〃 〃 中 央

317 . 菊 地 〃 〃 〃

318 高 橋 〃 〃 港

319 服 部 〃 〃 大 黒

320 牧 野 〃
〃 宝 来

321 森 〃 〃 大 黒
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NO 種 類 機 関 名 所 在 地 備 考

322 病 院 あ べ 内 科 稚 内 市 中 央
(私 立)

323 ほ ん ま小 児 科 医 院 〃 潮 見

324
・

さ くらい 整 形外 科 〃 〃 港

325 藤 野 〃 〃 〃 大 黒
、

326 佐 藤 眼 科 〃 中 央

327 田 中 歯 科 医 院 〃 〃

328 玉 井 〃 〃 〃

329 盆子 原 〃 〃 港

330 丸 山 〃 〃 中 央

331 山 田 〃 〃 〃

332 杉 中 〃 東 利 尻 町 栄

333 島 倉 歯 科 診 療 所 利尻 町 トン ナ イ

334 利 尻 〃 〃 緑

335 中 村 歯 科 医 院 枝 幸 町 幸

336 庄 司 〃 〃 豊 富 町 大 通

337 目 黒 〃 〃 浜 頓 別 町 北

338 細 谷 産 婦人 科医 院 稚 内 市 中 央
一

339 助 産 所 池 野 キ セ 稚 内市 ノシャ。プ

340 稲 川 悦 子 〃 恵 比 須

341 谷 口 タ ケ 〃 大 黒

342 浜 谷 キ ク ・ 〃 中 央

343 岩 木 は な 歌登町上幌別

344 内 田 ま つ よ 〃 〃

345 左 達 綾 子 東利尻町鬼脇

346 金 沢 助 産 所 利 尻 町 緑

347 礼 文 町 〃 礼 文 町
ヘ ウ ケ トンナ イ

348 高 橋 咲 枝 幸 町梅 ケ枝

349 野 口 助 産 婦 豊 富 町 西
.

350 吉 田 〃 中 頓別 町194

351 大 谷 と 美 浜 頓 別 町 南

352 整 骨 院 黒 田 整 骨 院 稚 内 市 中 央

353 田 中 〃 〃 大 黒
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354 整 骨 院 湯 浅 整 骨 院 歌 登町 上幌別

355 黒 田 整 骨 分 院
,)

枝 幸 町 幸

356 畠 山 整 骨 院 〃 本

357 黒 田 〃 豊 富 町 東

358 は り ・ 倉 本 治 療 院 稚 内 市 中 央

359
き ゅ う

あ ん ま 宮 田 〃 〃 宝 来

360 山 田 〃 〃 大 黒

361 阿 部 指 圧 〃 〃 中 央

362 さ こ う 〃 〃 〃 ・ 港

363 金 子 あ ん ま 術 〃 恵 比須

364 北 崎 ゆ き 〃 大 黒

365 高 田 義 忠 〃 中 央

366 山 田 、 力 蔵 〃 宝 来

367 山本 マ 。サ ー ジ治 療院 東 利 尻 町 栄

368 柏 木 あ ん ま 礼 文町 トンナ イ

369 来 馬 金 一 利 尻 町 泉

370 枝幸は り・指圧治療院 枝 幸 町 本

371 佐 藤 は り 灸 院 〃 幸
ψ

372 鈴木は り灸指圧治療院 豊 富 町 西

373 長 谷 川 あ ん ま 中頓 別 町本通

374 坂 下 治 療 院 浜 頓 別 町 北

・

375 薬 局 大 谷 薬 局 稚 内 市 栄

376 後 藤 〃 〃 中 央

377 品 田 〃 〃 〃

378 大 洋 〃 〃 〃

379 福 富 〃 〃 〃

380 み な み 〃 〃 宝 来

381 ラファエル" 〃 〃

382 稚 内 〃 〃 中 央
、

383 カ ブ トヤ 〃 〃 潮 見

384 大 阪 屋 薬 房 〃 中 央

385 大 洋 〃 〃 潮 見
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386 薬 局 東 洋 薬 房 稚 内 市 大 黒

387 〃 〃 支 店 〃 中 央

388 中 山 薬 房 〃 〃

389 乙 竹 薬 店 〃 声 問

390 国 鉄 ス トア 薬 品 部 〃 港

391 岩 田 薬 店 歌 登町 上幌別

392 福 岡 薬 局 東利尻町 本

393 菅 原 〃 〃 鬼 脇

394 鬼 志 別 薬 房 猿払村 鬼志別

395 〃 〃 支 店 〃 小 石

396 佐 伯.薬 店 利 尻 町 本

397 菅 原 薬 局 〃 日 の 出

398 茶 木 久 次 礼 文 町 トシナ イ

399 岩 津 薬 房 枝 幸 町第 二栄

400 小 竹 〃 〃 梅 ケ 枝

401 大 畑 薬 店 中頓 別 町2

402 工 藤 〃 〃18

403 槌 屋 〃 〃 小 頓 別

404 小 室 薬 局 豊 富 町 市 街

405 瀬 賀 〃 〃 〃

406 折 目 〃 浜 頓 別町大通

407 菊 地 薬 房 〃 〃
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408 公 民 館 山 臼 公 民 館 枝 幸 町 山 臼

409 本 泊 自 治 会 館 東 利尻 町本泊

410 青 少年 セ ンター 勤 労 青 少 年 ホ ー ム 稚 内 市 大 黒

411 青 少 年 会 館 〃 恵 比 須

412 道 北 青 年 の 家 〃 裏 山

413 礼 文 町 青少 年 会 館 礼 文 町 津 軽

414 福 祉 セ ン タ ー
志 義 字 丹 へ き 地
保 健 福 祉 館 歌登町志美宇丹

415 東利尻町保健福祉館 東 利 尻 町 本

416 浜 頓 別 町福 祉 セ ン ター 浜 頓 別町 頓別'

417 〃 別 館 〃 南

418 母 子 セ ン タ ー 母 子 健 康 セ ン タ ー 東 利 尻 町 栄

419 〃 枝 幸町 本

420 開 拓 婦 人 ホ ー ム 〃 風 烈 布

421 白 樺 児 童 館 稚 内 市 潮 見

422 緑 町 〃 〃 緑

423 研 修 セ ン タ ー 総 合 研 修 セ ン タ ー 東 利 尻 町 本

424 〃 利 尻町 富士 見

425 生 活改 善センター 生 活 改 善 セ ン タ ー 歌 登 町 上幌別
`

426 〃 枝 幸 町 本

'

427 老 人 ホ ー ム 富 士 見 園 稚 内 市富士見

428 寿 老 人 の 家 枝 幸町 梅 ケ枝

429 温 心 園 豊 富町 西豊 富

430 そ の 他 産 業 会 館 稚 内 市 中 央

431 労 働 会 館 〃 〃

432 市 民 体 育 館 〃 宝 来
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Nα 種 類 機 関 名 所 在 地

433 国 鉄 ◎稚 内 駅(宗 谷本線) 稚 内 市 運 行 本 数(1日)

434 ◎南稚内(〃) 〃
計 急行 普通

435 抜 海(〃) 〃
(宗谷本線)

436 勇 知(〃) 〃

稚 内→ 旭 川1147

437 兜 沼(〃) 豊 富 町

438 芦 川(〃) 〃
稚 内← 旭 川1046

439 徳 満(〃) 〃

440 ◎豊 富(〃) 〃

441 声 問(天 北 線) 稚 内 市

442 恵 北(〃) 〃

443 樺 岡(〃) 〃

444 沼 川(〃) 〃

445 曲 渕(グ) 〃

446 小 石(〃) 猿 払 村 (天 北 線)

447 ◎鬼志別(〃')
〃

448 芦 野(〃) 〃.

稚 内→ 音威子府918

449 猿 払(〃) 〃

450 浅茅野(〃) 〃
稚 内← 音威子府918

451 山 軽(〃) 浜 頓 別 町

452 ◎浜頓別(〃) 〃

453 下頓別(〃) 〃

454 ◎中頓別(〃) 中 頓 別 町

455 松音知(〃) 〃

456 敏音知(〃) 〃

457 上頓別(〃) 〃

459 ◎小頓別(〃) 〃

459 豊 牛(興 浜北線) 浜 頓別 町

460 斜 内(〃) 〃
(興浜北線)

461 目梨泊(〃) 枝 幸 町 枝 幸 → 浜頓別6-6

462 問 牧(〃) 〃

463 北見枝幸(〃) 〃
枝 幸← 浜頓別6-6

魍 ◎ は急行停 車駅
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Nα 種 類 機 関 名 所 在 地

464 ノミ ス 宗 谷 バ ス ㈱ 本 社 稚 内 市 中 央 宗 谷 パス運 行本 数(1日)

465 稚 内営 業 所 〃 潮 見

466 利 尻 〃 利 尻町 沓 形 大 岬 線 稚内→大岬4

467 香 深 〃 礼 文 町 香 深 稚内←大岬5

468 船 泊 〃 〃 船 泊

469 枝 幸 〃 枝 幸 町 本 ノシャップ線 稚 内 → ノシャップ17

470 歌 登 〃 歌登町上幌別 稚 内 ← ノシャ。ブ17

471 沿岸バス㈱豊富営業所 豊 富町 大 通

雄 武 線 北見枝幸→雄武5
F

472 タクシー 中 頓 別 ハ イ ヤ ー ㈱ 中頓 別町146 北見枝幸←雄武5

473
ハ イヤ ー

日 の丸 交 通 ㈱ 本 社 稚 内市 中央

474 抜海営業所 〃 抜 海 利 尻循環 線1右 廻 り、左 廻 り各6

475 近 布 〃 〃 富士 見

476 豊 富 ハ イ ヤ ー ㈱ 豊富町停車場 知 床 線 白浜→知床5

477 温 泉営業所 〃 温 泉場 白浜←知床5

478 兜 沼 〃 〃 兜 沼

479 北 都 ハ イ ヤ ー ㈱ 稚 内 市 中央 元 地 線 香深→元地3

480 鬼志別営業所 猿払村駅 前 香深←元地3

481 み な と ハ イ ヤ ー ㈱ 稚 内市 中央

482 南 営業所 〃 港

483 声 問 〃 〃 声 問

484 稚 内 タ ク シ ー ㈱ 〃 中 央

485 南 営 業 所 〃 大 黒 沿岸 パ ス運行 本 数(1日)

486 枝 幸 ハ イ ヤ ー ㈱ 枝 幸 町 本
}

1が
F

487 浜頓別営業所 浜頓別町大通 温 泉 線,豊 富→温泉8:c
・

488 歌 登 〃・ 歌登町上幌別 豊富←温泉81

489 利 尻 ハ イ ヤ ー ㈱ 利 尻 町沓 形
、1:

490 仙法志営業所 〃 仙 法 志 原生花園線 豊富→花園3 卜

491 富 士 ハ イ ヤ ー ㈱ 東利尻町見勝 豊富←花園3、

492 鴛 泊 営 業 所 〃 鴛 泊
～

493 香 深 礼 文 ハ イヤ ー㈱ 礼 文 町 香 深 ^「
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第2章 北海道宗谷地区医 療機器 システム

●

当地 区 の システ ム設 計 に あ た って は現 地 調 査に 基づ い て医療 上 の問題点解 決 に機 器 シス テムが

'どの よ うな形 で利用 で きるか を検討 した。

部分 的 に詳 細 な検 討 も行 な って い るため、 「1.シ ス テ ムの概 要」 と各 項 頁 の図表 に よ リシス

テ ムの概 要 を把 握 した上 で全体 を通 読 してい ただ け れ ば効 率 が よい と思 う。

医 療上 の問 題 は単 に機 器 を導入 したのみ で は解決 す る もので な く制度上 、運 営 上 多 く¢)解決 す

べ き問 題が残 さ れ て い る。 しか し、 各 種 機器 勺 シ ステ ム技 術 の活 用 が 有効 な手 段 で あ る こ と も事

実 で あ ろ う。 ・

本 シ ステ ム設計 は限 られ た時 間 で行 なったため、各 方面 の意 見 を十分反 映 した もの で もな く、 ま

た検 討 洩 れ も多 くあ る と思 う。 今 後 この種 の試 みが 積 み上 げ られ実 現 され る こ とを切 望 す る次第

で あ る。

1.シ ス テ ム の 概 要'

本 シ ステ ム設計 で は対 象地 域 を稚内保 健 所管 内 と し、(人 口約12万 、 世 帯 数 約3万)、 当

プ ロジ ェク トで志 向 してい る医 療機器 シス テ ムの導 入 を検 討 した。

設 計 の進 め方 と しては 、先 ず 地 域特 性 を把 握す る と共 に、現 行 医療 の問 題点 の解決 の 方法 と

して の機 器 システ ムを考 え た。 もちろん機 器 の 導 入 に よっ てす べ ての医療 問題 が解 消 す る もの

で は な く、機 器 システ ム に代 る他 の方 法 や、機 器 シス テ ム と併 行 して進 め るべ き諸 施 策が あ る

こ とは言 うまで もない。

この点 に関 しては 、機器 シス テ ムの導 入 が へ き地 医 療 の問 題解 決 に対 して どの程 度 の効果 を

もつか とい う観点 か ら評価 してい ただけ れ ば よい と考 え る。

1.1医 療 機 関 ・施 設

現 在稚 内 保健 所 管 内 で 医療 機関 が まが りな りに もそ ろ って い るのは稚 内市 の 中心部 で あ り、

他 の9町 村 に あ っては公 私 立 の病 院 、 診療 所 は あ る もの の、 医師1～2名 程 度 で 診 療科 目も一

内科 、外 科 を除 い てはほ とん ど皆 無 に等 しい状 態 で あ る。 また町村 内 に あ っ て も、 広 範 な地

域 に1～2の 医 療機 関が ある だけ で医 師数 そ の もの が 不足 してお り、 管内 にあ っては23カ

所 もの無 医地 区 を擁 す る結 果 とな って い る。

こ う した現 状 に対処 す るた め に医 師の 招 へ い、 医療機 関 の設立 等が 各町 村 も し ぐは道 庁 で

検 討 さ れ て い るが(医 療 施 設広 域 ネ 。 トワ ーク の整備 等)、 要 員、 財政 、 そ の他社 会的 諸 条

件 かち実 現 に至 ってい な い。

本 機 器 システ ムの設計 に あた っては、 現 状 の 医 療機 関 を ベ ー スに そ れ らの機 能 を充実 させ

る と共 に、 都 市部 の高 度 医療機 関 に よるバ ック ア ンプ、 管 内 医療機 関 の ネ ッ トワー ク化 を図

る ため の 中心 的機 関 の設定 、 住 民 と医 療 サ ー ビスの 接点 を増 す方策 と して の機 関 の設定 ・新
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設 を考 え、 これ らを合 わせ た医 療 の質的 向上 、 量的 拡 大 を検 討 した。

具 体的 には 高度 医療機 関 と してバ ツクアツフの 任 に あ た る セ ンタ ーを1ヵ 所(旭 川 医大 併 設)、

管 内 医療 の 中心的 役 割 を果 す サテ ラ イ トを1ヵ 所(稚 内市 立病 院 に併 設)、 既 存 の小 規 模 病

院 ・診 療所 を充 実 させ た 有 医 ター ミナ ル9ヵ 所 、 そ の下 位 に有 医 ター ミナル ま たは サテ ライ

ト医師 の指 導 の下 で看 護 婦 の常 駐 す る無 医 タニ ミナル23ヵ 所(新 設 を含 む)を 設置 し、 こ

れ らを通 信 回 線 や輸 送 ・搬送手 段 で結 ぶ こ とを考 え た。(図2-1参 照)

医 療 の実 施 に 当 っては これ らネ ッ トワー ク化 され た医療機 関 のそ れぞ れ の機 能 と連繋 に よ

っ て 一般 診療 、 救急 診 療 を中 心 に検 討 し、 併せ て健康 管 理 、 コ ンサ ル テ ー シ 。ン、 医 療従 事

者 に対 す る卒 後教 育、 住 民 に対 す る衛生教 育、 管 理運 営 の諸機 能 も考 慮 した。

なお、 稚内 市 中心 部 につ い ては 一応 医療機 関が そ ろ って い る もの とし、検 討 段階 では除外

した。

セン ター は高 度 医療 の実 施 と、 医 師 に対 す る専 門 的 な コンサ ル テ ー シ 。ン、 医療 従 事者 に

対 す る卒 後 教 育お よび情報 の集 中 処理 とい った観 点 か ら設 備 、人 的 資 源、 高 度 医学 研 究 を必

要 とす るた め に札幌 市 内 の大 学 病 院 や大 病 院 も対象に考えたが ・地 理 的条件 や 将 来計 画 を考 慮

して旭川 医大 に附 設 す る こ とに した。

サ テ ライ トは周辺 住 民 に対 して医 療 を行 なうことは もとより 地 域内 の 医 療 の中 心的 存 在 と し

て機 能 し、 重 症 患者 の入 院治 療、 縫 、活 動 に関 す る指 令 ・管 制 ・患 者収 容 、上 位 医療機 関

(セ ン ター)・ 関 連 医療機 関(公 立 ・私 立 病 院 ・診療所 等)・ 関連 諸機 関(消 防 本部 、 道庁 、

市 町 村 役 場 、 保健 所 、警 察 、 自衛 隊、 そ の他)と の 連繋 、 健 康 管理 、 住 民 に対 す る衛生

教 育、 下 位 医 療機 関(タ ー ミナ ル)に 対 す る コンサ ルテ ーシ 。ン、 人的 バ ック ア ップお よび

専 門科 目 に関 す る診 療 の実 施 を行 うこ とに した。 場 所 は 既存 の 医療 機 関 で総 合 病 院 の機 能 を

果 し得 る こ と、 関 連機 関 との関係 、 利 尻 ・礼文 島 との位 置 関係 を考 慮 し稚内 市 立 病 院 と した。

ター ミナ ルは町 村 内各 地 の 住 民 に対 す る 医療 の実 施 とい うことで、 既 存 の病 院 、 診療 所

(医 師1～2名 が ほ とん ど)を システムに組 み 込 み、 一 般 診 療、 救急 診 療 、住 民 に対 す る 衛生

教 育 に当 た らせ る こと とし、 重 症 患 者 、専 門科 目に 関す る患者 につ い ては サ テ ライ トや セ ン

タ ーの コ ン サル テ ー シ ョン ・バ ック ア ップが 得 られ る方 法 を考 え た。

ま た既 存 の診 療所 で 医 師 の巡 回 出張 診 療 が行 な われ てい る地 区 や、 無 医地 区 に対 しては、住

民 の医療 に対 す る エ ン トリーポ イン トを確立 す る こ とを 目的 と して、 移 動 に伴 う医師 ・住民

双 方 の時 間 的 ロス を排 す る ため 看 護婦 が 常駐 す る無 医 ター ミナル を設 定 した。 無 医 タ ー ミナ

ル では、 有 医 ター ミナル や サテ ラ イ トの医 師 との連 繋 の下 に 、 救急 患者 の受 付 け 、 軽 度 の

処 置 や指 導、 衛生 教 育 にあ た る こ とに な る。

有 医 タ ー ミナル は、 す べ て既 存機 関 で9ヵ 所 、 無 医 ター ミナルは 既設 新 設 合 わせ て23カ

所 とな って い る。 この うち住 民 が200名 以上 で最 寄 りの 医療機 関 まで車 で30分 以 上 を要

す る地 区(7ヵ 所)に つ い ては 遠 隔TV診 察 装置 を設置 し、 有 医 タ ー ミナ ル ま たは サ テ ライ

ト医師 に よる遠 隔診 察 を行 うこ と と した。(図2-2参 照)
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▼

さ らに、 これ ら固定 医療 施 設 に加 え て一般 診 療患 者 の通院 の便 を図 るた め の患 者 輸送 車、

専 門科 目(眼 科 、 皮 膚科 、 耳鼻 科、 歯科 等)の 診察 を実 施す る ため の巡 回 診療 車 、 救急 時 の

救急 車 、救 急船 、 ヘ リコ プタ ー、住 民 の健 康管理 を行 うため の健 診車 の導 入 も考 え た。

患者 輸送 車 は現 在 既 に運 用 され てい る地 区 もあ るが、 有医 ター ミナ ルや サ テ ラ イ トを 中心

に パ ス の運 行 と類 似 した形 態 で運 用 す る。

巡 回 診療 車 につ い ては専 門 医 を必要 とす るため サ テ ライ トを基 地 と して有 医 タ ー ミナル ま

たは無 医 タ ー ミナ ル に定 期 的 に 出向 き、 住 民 の診 療 ・治 療 に あ たる。 科 に よって は(た とえ

ば 歯科)数 日間滞 在 の形 態 も必 要 となる。

救急 車 につ い ては 消防本 部(署)(現 在 稚 内 消防 署 に1台 あ る)で 管理 ・運 用 を担 当 し、 サ

テ ラ イ トの 救急 指令 セ ン ター か ち の指 令 ・管 制 に よって救急 患者 の搬送 を行 う。

救急 船 に つい ては利 尻 ・礼 文 島 に配置 し、 患者 の海 上 輸送 に当 てる。 救急 発 生 時 は サテ ラ

イ トの 救急 指 令 セ ン ター より指 令 ・管 制 を行 な うが、 運 用 は 消防本 署又 は町 村 役場 が 当 る こ

ととす る。

ヘ リコプ ターに つ い ては 救 急 患者 ・重 症 患者 を 緊急 に山岳 部 、 野外、 海 上 、 離 島部 等 よ り

収容 した り、 中央(セ ンター等)の 高度 医療機 関 へ 輸送 す る必要 が 生 じた場 合 に救急 指 令 セ

ン ター より出動 を要 請 し、 指令 管 制 す る こ とに な る。 所 属 は 一応 セ ン ター とす るが、 現 在稚

内 市 内 には 自衛 隊 の基 地 が あ る こ と、 出動 頻 度が 少 ない こ とか ら判 断 して管 理 ・運 用 につ い

ては 自衛隊 に委託 す るのが 得 策 と考 え る。

上記 移動 施設 のほ か、 救急 時 には バ トカニや公 的機 関 の業務 用 乗用車 、 民 間 自家用 車 の活

用 も併 せ て行 うこ とに な る。

特 に 救急車 は稚 内 市 を除 い て皆無 で あ るた め、 本 シス テ ムで新 たに設 置 され る こ とも考 え

られ るが、 消 防行 政 の 一環 と して整 備 され る こ とを期 待 す る こ と と し、 未 導 入 の地 域 につ い

ては 公的 諸機 関、 民 間 自家 用 車 等 の活 用 に よる こ と と した。
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●

1.2導 入 す る 機 器 と 要 員

(1)セ ン ター

セ ン ター では 高度 医 療 の実 施 に あ た っ ては 既 存 の 病院 設備 、機器 を利用 す る こ と とす る

が 、特 に本 機器 システ ムの運 用上 必 要 な機 器 と してサ テ ラ イ トや ター ミナル の医 師 に対 し

て コ ンサル テ ー シ 。ンを行 うため 専 門医 を配 し(病 院 と兼務)、 双方 向 同 時通 話 装 置 、手

書 き書 画 伝 送装 置、 フ ァク シ ミリ等 を介 して情 報 の送受 を行 う。 また、 心電 図伝 送 装 置v

静 止 画伝 送 装置(X線 フイル ム の伝送)、 量 子 化画 像 伝送 装 置 に よ って具体的 な生 体 情報

に基 づ い た コ ンサ ルテ ー シ 。ンが行 なえ る よ うに す る。

重 症 患者 が発 生 した場 合は 緊急 に収容 で きる よ うに ヘ リコプ タお よび搭 載 医用 機器 、 無

線装 置 を配 備 してお く。

健 診の実 施 を サ ポー トす る ため に は 自動細 胞 診装置 を設置 し、管 内 で集 め られ た検 体 の

自動 ス ク リー ニ ン グ を行 う。

情報 処 理 は システ ムの開発 、 運 用 の 関係 か らセ ンタ ーに大 型電 子計 算 機 を設置 して で き

るだ け一 括 処理 す る と共 に、 医療 デー タバ ンク を作 成 して、 サ テ ライ ト、 ター ミナ ル か ら

調 合 せ齢 疏 じられ る体 制 を とる・ 医療 デ ー タバ ン クの内容 と しては 医学文 献 情報・

医薬 品情 報 、 患者 病 歴、 健 診 歴が あ る。 この うちア ナ ログ情報(心 電 、心 音等)や 画像 情

報 の蓄積 検 索 の た め には生 体 アナ ログ情報 リ トリーバ ル フ ァイル装置 、 イ メー ジ フ ァイル

装 置 、量 子化 画 像処 理 装置 、 マ イク ロフ ィル ム処 理 装置 、大 量 の情報 フ ァイ'ルを扱 う関係

か らCOM装 置 を設置 す る。
　

な お シ ステ ムの開発 と研 究用 にデ ー タバ ン ク入 出力 装置 、 医用情 報 入 出力 装置 、 自動問

診 端末 グ ラフ ィ ック/キ ャラク タ デ ィス プ レ イ装置 も設置 す る。

要 員 と しては サ テ ラ イ ト、 ター ミナル 医 師 に対 して コンサ ルテー シ 。ンに当 る専 門 医 の

ほ か、 若干 名 の パ ラメデ ィ カルス タ ッフ、 シス テ ムの 管理運 営 にあ た る管 理者 、 事 務 員、

シス テ ム の開発 ・運 営 にあ た る シス テ ムエ ン ジニア、 保 守員、 ヘ リコプ ター操 縦士 等 が配

さ れ る。

(2)サ テ ライ ト

サ テ ライ トは稚 内 市立 病 院 に併 設 さ れ る た め一般 の診 療機器 につ い ては 同病 院 の既 存設

備 を充実 して利用 す る こ と とす るが 、特 に システ ム構成 上必 要 な もの と しては健 診 検 査装

置 、健 診車 、 自動細 胞 診 の標 本作 成 装 置、 管 内ρ 検査 セ ン ター と して機 能 す る た め の検 体

処 理 装 置 、生 体情 報(心 電 図)解 析装 置 を設 置 す る。

セン ターや ター ミナ ル との情 報 交換 の ため には双 方 向 同時通 話装 置、 手 書 き書 画 伝送 装

置 、 ファ ク シ ミ リを置 く。 特 に セン ター の コ ンサ ル テ ー シ 。ンを受 け る際 に は静 止 画伝 送

装置 、 生 体 情 報(心 電 図)伝 送 装 置 を、 下 位 の無 医 タ ー ミナ ルに対 す る遠 隔 診察 を行 うた

め には 動画 伝送 装置(遠 隔TV診 察 用 カ メ ラモ ニ タ)を 設置 す る。

ま た救急 指 令 ・管 制 の件 に あた る ため 救急 指 令 装 置、 シス テム全 体 の通信 の 中枢 となる

一109一



関 係 か ら通 信 中継 施設 を設 け る。

情 報処 理 に つ い てはパ ッチ処理 を主 体 に行 う 目的 で 中小 型計 算 機 を導入 し病 歴、 健 診 の

詳細 なデ ー タ処 理、 レセ プ ト、 在庫 、経 理、 財 務 、人 事 給与 、 諸 統計 業務 の処 理 を行 う。

医 療 デ ー タ バ ン クへ の入 出力 や オ ン ライ ン処理 は 端末 のみ を設 置 しセ ン ター の大 型電 子

計 算 機 を利 用 す る。

移 動 、 搬送 機 器 と しては健 診 車、 診療 車、 患者 輸送 車 を配 置 す る。(救 急 車 は運 用 上 の

理 由 か ら隣接 消防署 に配 す る)

住 民の 衛生教 育用 の ため には 保健 教 育 用VTR装 置 を設置 し、健 診時、 一般 診 療時 の待

合 室等 で 利用 す る。

要 員 と しては ター ミナ ルの指 導 や 巡回 診 療、健 診車 に よる 巡回健 診、 ター ミナル 医師不

在 時 の派 遣等 の ため の医 師、 看 護 婦、 運転 手 、健 診用 ス タ ッフ、 シス テ ムエ ン ジニア、 オ

ペ レー タ ー、 保 守員、 救急 指令 セ ン ター の管 制官 等 を配 置 す る。

(3)有 医 ター ミナ ル

有 医 タ ー ミナ ルで は一 般 の 医療機 器 の ほか 分娩監 視 装置、 簡易 環境 分 析装 置 、 ポー タブ

ル 診療 ユ ニ ッ ト、 自動 問 診 端末 、X線 装 置、 簡 易検 体 検 査 装置 、 医用 情 報 入 出力 装置 を設

置 して患者 の 診療 時、 往 診時 に利 用 す る。上 位(セ ンタ ー、 サ テ ライ ト)の コ ンサル テー

シ 。ンを受 け る場 合 や下 位 の無 医 ター ミナル を指 導 す る場 合、
.または救急 指令 セ ン ター と

連 絡 を とるた め には 双方 向 同時 通話 装置 、手 書 き書 画伝 送 装置 、 フ ァク シ ミ リ、(移 動)

無 線装 置 を設置 す る。 コンサ ル テ ー シ 。ン を受け る場 合 には 状況 に より生 体情 報 収集 ・伝
　 ロ

送 装置 や静 止 画像 伝送 装 置 を使 用 す る。

ま た無 医 ター ミナ ルに対 してTV画 像 に よる遠 隔診 察 を行 うター ミナ ル にあ ってはTV

カ メ ラ ・モ ニ タを設置 し、 さ らに保 健教 育用 オrデ ィオ ヴ ィジ ェアル 装置 に よる住 民 の衛

生教 育 を行 う。

移動 施設 と しては 患者 輸 送車 を配 して患者 の通 院 の便 に供 す るほか、 救急 ・往 診時 の車

輌 も導 入 す る。

情 報処 理 は 端末 を設置 しセ ン ターの 大 型計 算機 とオ ン ラインで結 び 医療 デ ー タバ ンクへ

の 入出 力、 料 金計 算 等 を行 うが、 バ ッチ業 務 につ い ては サ テ ライ トへ 一括 処 理 を委 託 す る。

要 員 に つ い ては パ ラメデ ィカル ス タ ッフを若 干 名補 充 す る所 もあ ろ う。

(4)無 医 ター ミナル

無 医 ター ミナ ル に設置 す る機 器 と しては 簡単 な診療 機器 の ほ か 自動 問 診 端末 、 医用 情報

入 出力 装置 、 フ ァク シ ミリ、(移 動)無 線 装置 を設置 す る。 テ レ ビを介 して有 医 タ ー ミナ

ル や サテ ライ ト医 師 に よる遠隔 診察 を うけ る所 で はTVカ メ ラ ・モ ニタが必 要 とな る。

情 報 処理 は セン ター の大 型計算 機 とオ ン ライ ンで結 ん で の情 報 入 出 力 を行 うほ か、 パ ッ

チ処 理 に つ い ては サ テ ライ トで 一 括処 理 す る。

一110一



(5)通 信施設

上記各施設の設置機器のうち、特に情報の伝送を行 うためには公社回線の利用、広帯域

送受信装置、各種切 り換え装置、テレビによる遠隔診察を行 う場合には遠隔制御装置、同

伝送装置や同軸ケーブルの設置 ・敷設を考えた。

"

L3医 療 の 実 施 と機 器 シ ス テ ム

本 機 器 システ ムを利 用 した 医 療 の実 施 を患者 との 接点 で概 説 す るとつ ぎ の よ うに な る。

(1)一 般 診療

無 医 ター ミナル を訪 ず れ た 患者 は常駐 看 護 婦 に よって問 診(定 型的 な ものは 自動 問 診端

末 を使 用)を 受 け る。 看 護 婦 は 患者 を登 録(医 用 入 出力 端末 使 用)し た後 、 患者 の病状 を

把 握 の上、 有 医 ター ミナル(サ テ ラ イ ト)の 医師 を呼 び 出 し(双 方 向 同時 通話 装置 使用)

患 者 の病 状 を 伝え る。 遠 隔 診 察 用TVが 設 置 され てい る場 合 は 医師 と患者 が テ レ ビ面 接 し、

問 診を行 い、 直接 病状 の把 握 を行 う。 軽症 と判断 した場 合 は 看護 婦 に処 置 を指 示(手 書 き

書 画 伝送 装置 、 フ ァク シ ミ リ使 用)し 、 看 護婦 は指 示 に従 っ て処置 を行 う。 必 要 に応 じて

医 師は 簡単 な検 査 を指示(簡 易 検 体検 査 装置 使用)し 、 結 果 は 医師 に報 告 す る(双 方向同

時通話 装置、 手 書 き書 画 伝送 装 置 、 フ ァク シ ミ リ使 用)ポ

医師 に よる直 接 の診 断 ・治 療 を要 す る場 合は そ の 旨看 護 婦 に指 示 し、 有 医 ター ミナ ル ま

たは サテ ライ トを訪 問 さ せ るか往 診 を行 う(ポ ー タブ ル診 療 ユニ ソ ト)。 救 急 と判断 した

場 合は 医 師 ま たは 看護 婦 が 救急 指 令 セン タ ーに救急 要 請 を行 う。

有医 ター ミナ ルで は 医 師 に よ って直 接患 者 の診 察 ・治 療 が行 われ るが、 専 門外 の 患者 や

重 症患 者 の処 置 に つい ては 適 宜 他 の ター ミナル や サテ ラ イ ト、 セン ター の専 門 医 の コンサ

ル テー シ.ン が受 け られ る よ うにす る(双 方 向同 時 通話 装 置、手 書 き書画 伝送 装 置、 フ ァ

ク シ ミ リ使用)o

－般的 な検 査、X線 検 査 は 当該 ター ミナル で行 うが、 専 門的 な診 断 を必 要 とす る ものに

つ い ては上 位 機 関 の 医師 の診断 を仰 ぐ(心 電 図 伝送 装置、 静止 画 －X線 フ ィル ム ー伝 送装

置 を使 用)。

患者 登 録、 自動 問 診 に つ い ては無 医 ター ミナ ル に同 じ。

患者 病 歴、 健 診歴 、 医学 情 報 の必 要 な場 合 は セ ン ター の 医療 デ ー タバ ン ク に対 して検 索

を行 う(医 用 情報 入 出 力 装置 使 用)。 専 門外 の患者 や重 症 患者 につ い て は適 宜上 位 機 関 と

連 絡 して収 容 を依 頼 す る。 搬送 手 段 の手 配 や連 絡 の ため には 救急 指 令 セ ン ター に連絡 す る

(双 方 向同 時通 話 双置 、 手 書 き書 画 伝送 装 置、 フ ァク シ ミ リ、 相手 先 切換 装 置 使 用)

待合 い室 の患 者 に対 しては保 健 教 育用VTR装 置 を放 映 し衛生教 育 に役立 て る。

特殊 科 目(眼 科 、 皮膚 科 、 耳 鼻 科、 歯科 等)に つ い て は サテ ラ イ トか ら巡 回 診療車 を出

し、定 期的 診療 も行 う。
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(2)救 急 診療

患者 か らの電 話 に よる 救急要 請 、 無 医 ター ミナ ル、 有 医 ター ミナル か らの救急要 請 を う

け て救急 指 令 セ ン タ ーは 救急 車 ㈱ 、 ヘ リコ プ ター ま たは公 私的 乗用 車 の 有無 と収 容 医療

機 関 を確 認 ・決定 し、 救急 指 令 を出 す。 患者 の 病状 の把 握 は現 地 に到 着 後 で な い と不 明な

点 も多 い た め、収 容 が 完 了 す る までは 絶 えず 搬送 機 関 との交 信 が 必要 で あ る。 また災 害時

等 有 線が 使 用 で き ない場 合 、 無 線 装置 を使 用 して現 地、 無 医 ター ミナ ル、 有 医 タ ー ミナル、

セ ンターお よび 関 連 諸機 関 との連 絡 を行 う必要 が あ る。

医 療機 関 の状況(医 師 の在 ・不在 、 空 床状況 、手 術 の 可能 性)、 医療 器 資材(血 液 、血
ト

清 、ICU、CCU、 イン キ ュ ベー ター、 鉄 の肺、 等)の 所 在場 所 、'保有量 、 利用 可 能性

を把 握 してお き(救 急 医療 情報 フ ァ イル)、 必要 な手配 を行 う。

災害 時 等 多 数 の 傷 病者 が 発生 し、交通 、 通信 手 段 に支 障が あ る場 合 は 、 交通通 信 機 関 の

状 況 、 関連 諸 機 関 との連 絡 方法 を 明確 に してお き指 令 ・管 制 に あた る。 、

(3)健 康管 理

サ テ ラ イ トに健 診検 査 装 置 を設 置 し住 民 の健 診 を行 え る体 制 を とる と共 に、 保健 所 等 と

協 力 して健 診 車 に よる 巡 回健 診 を行 う。 健 診結 果 は サマ リー と して セ ンター の医療 デ ー タ

バ ン クに登 録 し、 住 民 の健 康管 理 に利用 す る。

(4)患 者 輸送 －L-一 ー一

住 民 が有 医 ター ミナ ルや サテ ラ イ トで外 来(通 院)診 療 を受 け る際 の交通 の便 を図 るた

め、 マ イク ロバ ス程 度 の患 者輸 送車 を運 行 す る。

2.宗 谷 地 区 の現 状 と問 題 点

現地調査で指摘されている宗谷地区の医療の現状と問題点を整理すると以下の事項があげら

れる。 一

2.1医 療 を と り ま く 自 然 ・社 会 環 境 一 ー一
＼

(1)自 然環 境

わが 国 の北 端 に位 置 し、 冬 に は 一10℃ ～-20℃ に な る厳 しい気 候 は 以下 の よ うな障

害 を もた らそ う。

① 新 参者(特 に 厳冬 に不 慣 れ な人)が 自然環 境 に順 応 す る の に時 間 がか か る ので 医療従

事 者 の確 保 等 に際 し大 きな制約 とな る。

② 機器 等 の メ ンテ ナ ン ス に よけ い な手 間や 費用 が か か る6

た とえば 、使 用 自動 車 に つい て は ス ノー.タイヤや チ ェー ンを装 備 す る必要 が あ る し、 自

営 で同 軸 ケ ー ブル を施 設 す る ような場 合 には そ の保 守 が 自然条件 の よい地 域 よ り大変 であ

るo
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■

③ 交 通機 関 運 行 の障害 となる。

通 常 よ りも所 用 時 間 もか か り、 危険 度 も高 い。 特 に 救急 等 に大 き く響 く可能性 が あ る。

② 社 会環 境

自然環 境 に 劣 らず 、 社 会環 境 も悪 い。

① 人 口 の減少

稚内 市 で は増 加傾 向 に あ るが 、 町 村 部 で は 人 口密 度20人/嬬 に もか かわ らず 減少 傾

向 に あ るの で 医療効 率 に大 きな影 響 を与 え る。

② 年 令 構成 的 に も老 令 人 口が増 加傾 向 に あ り、 老令 人 口 の増 大 は 医療需 要 の増 加 につ な

が るため 、 人 口密度 の減 少 とと もに医療 従 事者 に と っては 、 二 重 の負 担 とな る。

③ 交 通 機 関 も、 た とえば 、 猿払 村 の場 合 国道 にバ スが運 行 してい る ものの、1日1往 復

で あ る。 国 鉄 は鈍行 で約2時 間 に1本 とい う状 態 で あ る。 ま た、 乗用 車 の普 及率 は42%

ど ま りで あ る。

従 ウ て ・ 通 院 時 の足 の確 保 に問 題 を残 す。

特 に、 自家用 車 の ない約50%強 の世 帯 は ど うす るか。

救 急 時 の 搬 送 手 段 を ど う配置 す るか等 につ い て の対 策 を要 す る。

④ 通 信 関係 で た よ り となる電 話 の普 及率 も50%前 後 で普 及率が1桁 の部落 も多い現 状

に もか か わ らず、 個 々の世 帯 か ら本 システ ムのTSS、Cへ の通 信手 段 は電 話(特 に 緊急時)

とな るの で、普 及率 の低 い とこ ろでは そ の対 策 を考 え る必要 が ある。

⑤ 上下 水道 の普 及 も十 分 で ない の で、 水 質検 査等 の、 本来 な ら他機 関 の実 施 す べ き仕事

の負 担 も しな けれ ば な らな くな る可能 性 が あ る。

⑥ 宗 谷 地区 では 保健 所 は 稚 内1ヵ 所 だけ で あ るか ら、 通 常 の 医療行 為 の他 に保 健所 の役

割 も分 担 しなけ れば な らな い。

⑦ 市 町 村 の 財政 は 一般 的 にい って、 ほ とん どを地 方交 付 税 ・道支 出 金 ・国庫 支 出金 に依

存 して い る ので本 シス テ ムの経 費分 担 等 は ほ とん ど期 待 で きない。.

⑧ 医療 施 設 の整 備 も不 十分 で あ る(表2-1参 照)か ら、 既 存 の医 療 施設 を利 用 す るに

して もか な りの補強 が 必要 で あ る。

⑨ 厚 生福 祉 施 設 もほ とん どな いの で、 この面 の機 能 も要 求 され る可能 性が あ る。

⑩ 救急 時 の患 者 搬送 は公 共 の サ ー ビス に もか かわ らず 、 効 率等 を考 え る と、 個 人 の 善意

に依 存 す る場 合が 多 くな ろ う。 ・

2.2医 療 の 現 状 と問題 点

2.2.1医 療 資 源 にお け る問 題点

① 無 医地 区 与

稚内 保健 所 管 内 に は23ヵ 所 の無 医地 区 が あ り、 う ち半 数 の地 区 は冬 期 に お け る交 通 の
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確 保 が 困 難 とな って い る。

② 医 療 関係 従 事者

S.48/7現 在 の 管内 医 師数 は45名 、 歯科 医 師18名 で 全国 レベ ル に比 し1/2に 満

た な い。 しか もそ の大 半 が 稚 内 に集 中 して い る。

3町 村 につ い ては 保健 婦 ゼ ロで あ り、 薬剤 師、 助 産 婦、 看 護 婦、X線 技 師 、検 査 技 師等

の充 足 率 も全 国 レ ベル に比 し1/2以 下 で あ る と同時 に、 ぞ の大 半 が 稚内 市 に集 中 し、皆

無 の町 村 も存在 す る。

③ 医療機 関 の分 布

稚 内市 に集 中 し、 他 の町 村 は 国保 病 院 ・診 療所 を中心 に常 駐 医1～2名 又 は 巡 回 診療 の

形 態 を と って い る。

④ 医 療機 関 の種 類

総 合 病院 は 稚内 市 立 病 院の み で、 他 は 内科 ・外 科 を 中心 に単 科 目の 医療機 関 とな ってい

る。 この うち外科 の あ る町村 は 約半 分 、 小 児、 整形 、 産 、 耳 鼻、 眼、 皮 膚 等 の専 門科 目は

稚 内 市 を除 い てほ とん ど存在 しない。

⑤ 医 師 の移 動

町 村 の 招へ い対 策 に も拘 らず 、 医 師 の都 市部 へ の転 出、 後継 者 不在 現 象 が生 じてい る。

⑥ パ ラ メデ ィカル ス タ ッフの養 成

看 護 婦、 保健 婦、 検査 ・X線 技 師 が 不足 して い る。 看護 婦 に つい ては管 内 に 養成 機 関 を

有 してい るが 都 市部 へ の流 出が 多 く、 短 期 充 足が 困 難。

⑦ 設 備 ・機 器

既 存 の入 院病 棟 もス タ ッフの 不足 か ら閉 鎖 され、 手 術、 検 査設 備 も十 分 活 用 さ れ てい な

い病 院が ある。

■

2,2.2医 療実 施 上 の問 題 点

(1)一 般 診 療

(a)住 民側 か ら見 て

眼科 、 耳鼻科 、 皮 膚科 、 歯科 等 の専 門 医 不在 、 都 市部 へ の 一 日が か りの外 来 通 院、 通 院

特 に高令 慢 性 疾 患患 者 の通 院 時交 通 手 段、 軽症 で も時 間 ・距 離 を克服 して通 院 せね ば な ら

ない 不便 等 が あ る。

ま た、 医師 の交 代 頻度 が高 い と住 民 一医 師 間 の信 頼 関係 が 乏 しくな り、 他 の(上 位 の)

医療 機 関 との連繋 ル ー トもない 為 に、 機 関 の選択 、 通 院、 治 療 の継続 に当 っ て、 不満 ・不

安 感 が助 長 され る。

(b)医 師 側 か ら見 て

'広い 地 域 を医 療 の全 分 野 に 亘
って1,人 で1年 中、24時 間受 け持 つ こ とに な り、地 域へ

の拘 束力 が強 く精 神 ・肉体 両面 で オー バ ー ロー ドとな る。 他 か らの組 織 化 され た バ ッフ ァ
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ップは ほ とん ど望 め ない。

往 診、 巡 回診 療 を行 う際 、 時 間的 ロスが大 きい。

検 査 設備 ス タ 。フの不足 は 急性 疾 患 の際 に治療 の遅れ を招 く こ とが ある・

また 医学 情 報 の入手 、 研 修 の機 会 に乏 し く、知 識 ・技 術両面 で の質 的 低 下 が心 配 さ れ る。

② 救急 診 療'

(a)住 民側 か ら見 て

管 内 の救難 示機 関 時 無 で あ り、 医癬 制1への 五 八 リー ポ ィン トを閉 さされ て い る

現 状 は、 地 域 医師 が 不在 の時 の 不安 を 一層 大 き く してい る。

(b)医 師側 か ら見 て

救 急 体 制の 禰 庭 園 す る 儲 不安 は 、 救急車 の非効 率利 用(納 市 内)不 必要 斑 声1

外 、 夜間 淋 日診 療 や往 診依 撤 発 生 させ、 医師 の触 を 一層 大 き く してい る・ ま た・ 専

門斜 路 の舗 を略 し場 合、 他(上 位)機 関 へ の ・レー トつの 柵 で ない こ と・ 搬

・通信 手 段 が 不足 してい る こ と等 は 治 療 の質 的 低下 を 招い てい る。

救急診撤 必要な顯 材の雅 馴 、保管状況も不明瞭 ・とが多く・醐 離 在の医

師 で は患者 処理 に 困 る こ とが あ る。

5.医 療 機 器 シ ステ ム導 入の 必 要 性

前章では宗谷地区の自然的 ・社会的繊 特性の雌 と医療の実験 よび噸 的の分析を行・

た.。 れにもとづ厩 継 システ・の設計 を鰯 するに当り・ここでは櫟 システム導入の必

要性を要約 し体系的に整理する。

表,ゴ は前章のまとめともめ べきもので、宗谷地区の医療上の問題点とそ畷 因を分析

し調 醐 知 方策の手がかりを示 したものであ… 旭 よると・現地の白熱'社 会的地

域雛 はそれほど大刷 類 できないと考えた場合澗 題難 畷 因は・願 スタ・フ・医療

機器、管理㈱ の手鱈 蟻 の医願 源不足であ・と概 ・・とができ・・

医願 源不足醐 言すれば、住民にと・磁 要 とされる医嬬 要噛 して・医療サービスの

供給が行き届か・いという現象であ・・ したが ・て・の問題を解決するためには・li[」用 し得る

医願 源が挟 も顎 共に限 られたものであるとの前批 立ち(た だし多少の補充観 込める

ものとす・が)、 利肌 得・蟻 の技術す・わち医療のため臓 器システムを最大醐 活用す

る必要性を認識せねばならない。

機器システム導入の必要性は以下のようにまとめることができる。

① 宗谷地区の自然的 ・社会的地域特性から直劇 に生じる必要性 としては

イ.ひ とまとまりの医療体系としてカバーすべき面積(コ ミュニティ)が 広大であるため、

交通 ・通信等種々の連絡の拡充のために機器システムを導入する必要がある。

。.綱 冬期陸 匠 積雪舶 然競 が厳 しいため洛 醐 送手段の拡充を図ると共に・患

者や顕 微 体の鋤 ・魅 の腰 性を除射 る・うな・囎 を含樋 儲 酷 硬 結手
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表2-1医 療.ヒの問 題 点 と方 策 の手 が か り

要 因

.床

間

イ

星

イ
萎

‥
ロ

ぱ

'

,
二

・

一

フ

カ

"

び

鶏
…
医 療 機 器

イこ吐

管 卯 体 制

イぷ

1肺他的|'肖境 一

具 体 的 問 題 点

・外利 等の救急 の場 合とな り村の

病院父くよ稚内 山まで行 かねげな

らなレ、o

・利 目が1'分 にそ ろっていない為、

.遠くまで通院 しな くてはな らな

いo

・往診 を受け られ ない・
.

・時 間的 無医に なる割 合が高い,,

・1'蜥=1等が混雑

・ひんぱんに医師 がかわるので不

安

・受 け持 ち人ll及 び 面積が非常に

・(|∫門外の科 白をサポー トしなけ

川1.rな らない。

・|日241}.V-lll|i診療

・医学知 識 を得 るための長期 不在

イこ``1能
・医師確保の為 に高レ・コス トがか

か り村の財政 を圧迫 する。

・保健 婦に よる指導 不充分

・十分 な検 査が うげ'られないので

遠 くに行 かねぱ な らない。
・IE式 の資格 を持 たない検査技師

を使 うの を奈義 な くされている。
・検 体検査の依頼 を札幌 等に しな

くて仕 ならず、時 間、 コス トが

かか り、 手続が 大変
.屯 症患者用 の収容 設備がないた

め治療が遅れ る。

●健 診結果σ)遅れ と、 異常時の指

導 が欠如
・依摘fi、偵漣 婦}1川のコ ミっニ ケー

シ・、ン不足

・上位 機関及び他機 関 との連 ケイ

不足 の為の患 者転送 等にち・ける

イ:都合
'各 種統言じがとられ てレ・ず管理資

料 が不備であ るo
・医師の 了・弟教 育等 文化的 孤立感

が高 しぺ,
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・患者輸送車

.遠 隔診断 システ ム

.医 療情報提供 ンステム
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'巡 回教 育(映 画、VTR)
・ター ミナルに簡 易検査 装置
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段 を導 入 す る必 要 が あ る。

ハ.ひ と ま とま りの医 療体 系 と して カバ ーすべ き人 口 が多 い た め、そ れ らを統 合的 に取 扱 う

に は あ る種 の集 中管理 的 な医療 の運 用 体 制が 望 ま しく、 限 られ た人 的 資 源で これ を遂 行 す

るに は電 子計 算 機 等 の技 術 を導 入 す る必要 が あ る。

② 医 療 資 源 す なわ ち医療 を供 給 す る ため の資 源 を有効 に活 用 す る とい う 目的 か ら生 じ る必要

性 と しては

く人 的 資 源 の 有効 活 用 に属 す る もの と して 〉

イ.医 療 ス タ ッフ の偏 在性 す な わ ちそ れ らが 都市 地 区 に集 中 す る傾 向 を是正 す るた め に、 僻

地 に 居 て も最 新 の 医療知 識 を容 易 に 入手 した り、 都 市 地 区 の 医療 ス タ ッフ と緊密 な医 療上

の 連 絡 ・相 談 を 受け る こ とが で き る よ うにす る手 段 と して、 電話 連 絡以外 の高 度 医療 情報

を伝達 す る ため の機 器 シス テ ムを導 入 す る必 要 が あ る。

ロ.専 門 医、 一 般 医、 保 健 婦、 看 護婦 、 パ ラメ デ ィカル、 一 般職 員等 の 系列 か ら成 る 医療 ス

タ ッ フの 資源 を よ り有効 に活 用 す る た めに は、 そ れ ぞ れ の ス タ 。フが受 け 持 つ 仕 事 の質 を

最 適 化 す る こ とが 重要 であ り、 ス タ ッ フそ れぞ れ が持 つ能 力 を最大 限 に発 揮す る手 段 と し

て各 要 員 の手 足 とな る機 器 考ステ ムの導 入 が 必要 で、 そ の結 果 として、各 要 員 は そ の能 力

を フル に発揮 し、 業 務 を遂行 で き るこ とに な る。

ハ.専 門 医 の確 保 は将 来 も非 常 に困 難 で あ る と考 え ねば な らないので、 そ の た め に は専 門 医

が担 当地 区 に 居 な が らに して遠 隔地 の 患者 を診 察 した り、 一般 医 を指導 した りす る こ とと

が で きる機器 シス テ ム を導入 す るこ とが望 ま しい。

〈 医療機 器 の有 効活 用 に属 す る もの と して〉

二.現 存 す る 医療機 器 は ひ とつ の施設 に 固 有 の もの と して、 限 られ た数 の 患者 に しか利 用 で

き な い ものが 多 く、 また機 器 の高度 化 に伴 って価 格 は 上 昇 し、取 扱 いや 保 守 の ため にか な

り高度 な技 術 を必 要 とす る傾 向 に あ る こ とを認 め な けれ ば な らない。 した が って、 優 れ た

医 療機 器 を広 い地 域 の多 くの人 々が有 効 に利用 す る には、 医療機器 の手 足 とも言 うべ き機

能 た とえば検 査 デ ー タの入 力 や検 査結 果 の 出力が 遠 隔地 の患者 や医 師 に対 して も行 な え る

よ うな機 能 を も った機器 シ ステ ムの開 発 と導 入 が必 要 で あ る。

ホ.前 項 の 目的 を達 成す る も うひ とつ の手 段 と して、 医 療機 器 を小形 軽量 化 し、 そ れ 自体 を

携 帯 可 能 に す る こ と、 ま たは移 動 施設 に搭 載 して容 易 に利 用 者 の もとま で搬送 可能 にす る

こ とが 考 え られ、 そ の よ うな機器 シ ステ ムの 開発 と導 入 が必 要 で あ る。

③ 医 療 サ ー ビス を受 け る側 す なわ ち住 民 サ イ ドか らの必 要 性 としては

イ.医 療資 源 へ の 距離 が 遠 い地 域 に住 む 患者 に、 より短時 間に的確 な診断 と処 置 を提供 す る

ため に、 「遠 隔 診察 」 とか 「遠 隔検 査 」 とか呼 ば れ る形 態 の医療 サ ー ビスを 施 す ため の機

器 システ ムを導 入 す る必要 が あ る。

ロ.緊 急 時 に、 よ り迅 速か つ適確 な救急、医 療 サ ー ビスが 受 け られ る ように す る ため には 、

「救急 指 令 装置 」 等 で代 表 され る よ うな有 機 的各 種 連 絡 手 段 に よる広 域 に わ た る情 報 管理
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をす る ネ 。トワー クを 含む 機器 シス テ ムの 導 入が 必要 で あ る。

0

4.医 療 機 器 シ ス テ ム の 設 計

4.1設 計 に あ た っ て の 前 提 条 件

医 療機器 シ ステ ムの設計 に あ た っては つ ぎの前 提条件 をお く。

(1)医 療 資 源

(a)人 的 資 源
'

医 師 につ い ては 若干 名 の充 足 を可 とす る。 看 護 婦、 保健 婦、 技 師、 事務 員、 運 転 手 、電

子計 算 機技 術者 、各 種 装置 ・機 器 の オペ レー タ、 保 守 員等 につ い ては何 等 か の 方法 で 確保

で き る もの とす る。

但 し、 シス テ ム の設 計 にあ た っては、 現 状 の勤務 条件 を低下 させ ない こ と。

㈲ 医 療 施設

既 存 の医 療 施設 を ベー ス と し、 拡張 、充 実 が 可能 とす る。小 規 模 な もの に つい ては新設

も行 う。 既 開 発 の 医療 設 備 、機 器 に つい ては整備 され てい る もの とす るが、 不足 分 に つい

て は別 途充 足 す る。

(2)社 会的 条件

(a)生 活 圏、 交通 事情 、行 政

地 方 自治 体 等 に よ って各 種 開 発計 画 も立案 され てい るが、 一 応現 状 を前 提 とす る。

(b)通 信 事 情

通 信 施設 は本 シス テ ムで最 も大 き な技 術要 素 で あ る と共 に制約 条件 の1つ で あ る。 既存

の通 信 手 段 及び郵 政省 、電 々公 社 の計画 を踏 ま え た上 で改 良、 新 設 を考 え る。

(3)技 術 開 発 上 の条件

今 後5カ 年 内 に実 用 化 可能 で あ る こ とを1つ の メ ドとし、 有効 性 、経 済 性 を念 頭 に開発

機 器 の設 置 を行 う。

(4)そ の 他

医 療 の需給 の実 態、 社 会 的諸 条件 を認 識 した上 で、 実現 ・運 用 の可能 性 を考 慮 す る こと。

4.2シ ス テ ム 設 計 の 基 本 構 想

本 機器 シス テ 。で対 象 と して い る,つ の主要 機 能1)の うち、 宗 谷地 取 勒 ては 顕 在 イヒし

た 医療 需要 に対 処 す る ことを 中心 に一般 診療、 救急 診 療 を主 に、 機器 シス テ ムの設 計 を行 う。

なお構成 機 器 お よび 開発 費 の見 積 りは7機 能 を前 提 とす る。

1)一 般 診療、 救急 診 療、健 康管 理、 コ ンサル テ ー シ 。ン、 卒 後教 育、 住 民 に対 す る衛生

教 育、 管 理 ・運 営
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4.21宗 谷地 区 にお け る医 療 の考 え方

一般 診 療 と救急 診 療は 相 互 に補完 しあ って顕在 化 した医療 需要 に対 処 す る。

したが って 傷病 の 発生 形 態(傷 病 の種類 、 重 症度 、 処 置 の 緊急 度、 発 生 場所 、 日時 、.発

生原 因 等)と 搬 瀦 の実 施形 態(医 療 機 関 の種 類、 所 在場 所 ・数・ 診療 科 目・ 湯 江糊 ・

設 イ献 況 等 ば よび 社 会 的条 件(交 通、 通信 、行 政酬 ・生 活 様 式等)・ 自然 的 条件 に よ

って特 殊 ケー ス に対 す るバ ックア ップ機 能 を果 す 意味 で の救 急 診療 体制 が 考 え られ る。 当

機器 シス テ ムでは 医 療供 給 の最 終 目的 であ る 「い つ、 い か な る場所 に あ って も最 高 の医療

を最 も安 く供 給 す る」 こ とを念 頭 に、 医療実 施の サ ポ ー トと資 源の有 効活 用 を図 るため、

一般 診 療、 救急 診療 、社 会的 諸 条件 のいず れ に対 して も、 これ を与 件 と考 え る ので は な く、

可能 な限 り技 術 開 発 に よる改 善 を織 り込 む方 向 で検討 を行 う。

一・般 診 療 と救急 診 療 は地 域 の医 療 を考 え る上 で単 独 に検 討 す る ことは で きず、 相互 の補

完 関係 とそ 肪 が 成 り立 ・てい る社 会的 ・ 自然 的競 とを併 せ て考 え ね ぱ らない・

一般 診療 と救急 診療 の関係 を概 念 的 に示 す と図2-4の よ うにな る。

同 図 で は各 地域 の医 療 の実 態 に よ ってそ のパ タ ー ンが 決 まる。 したが って設 計対 象地域

の 医療 の実 態 を同 図 に基 づ い て定 量 的 に 把 握す る こ とが システ ムの設 計 ・評価 の上 で有効

と考え られ るが、 評価 方 式 につい ては他 に譲 る こ とに して、 宗 谷地 区 の シ ステ ム設計 にあ

た っては 、既 に のべ た よ うな(実 態 調 査 時 に得 られ た)問 題 点 を解 決 す る方 向 で検 討 す る。

ト
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一級縛 赦急・嬬の

でA""

医療需 …手

(一㈱5敗 急編)
編 鱒 ざ刀バす呑蜴合

㊥
傷 病 の煙 類

一級 謬 マツ7/viす7ben

注(、)一 躍 療救 急 診 療 の ・パ ー してい ・領 域 や形 態 は繊 の医嫉 態 に よ り異 な る・

本願 シ ステ 。のね らい は両 都 ・ ・て ・パー さ れ てい ・部 分 の質 的 向上 及 び 空 白

部 分 の縮小 に あ る。

(2)斜 線(カ バ ー)部 分 も厳 密 には濃 淡 が あ る。 ・

図2-4一 般 診療 と救急 診療 の関係
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4.2.2設 計 の主 眼点

宗 谷地 区 の機 器 シ ステ ムの設 計 に あ た って は 一般 診療 と救急 診療 に重 点 を置 い た。 導 入

す る施設(セ ン ター、 サ テ ライ ト、 ター ミナ ル、 移動 等)に つ い ては 前節 を参照 され た い。

(1)一 般 診療

(a)無 医 ター ミナル 設置 に よ る診 療 圏 の拡大 と効 率 化

看 護 婦常 駐、 医師 巡 回診療 の無 医 ター ミナル(TB)を 設置 し、通 信 手 段 に よる連 繋活

動 を考 え る。 これに よ り、 医療 に対 す る エ ン ト リーポ イン トの増加、 移 動 に伴 って発 生す

る時 間的 ロス の 防止(軽 症 ・慢 性 患 者 はTBで 処 置)が 図 られ 、 診療 の効率 が向 上 す る。

この際 診断(特 に重 症 度 の判 定)・ 指示 ・適 切 な処置 を行 うに必要 な情報 の種 類 や 通信

手 段 には 十分 な配 慮が 必 要 とな る。

㊨ 他機 関 との連 繋 に よる質的 向上

有 医 ター ミナルで の診 療 は1～2科 に限 られ て い る反 面、 傷 病 の種 類 は 多 岐 に亘 る。 専

門 外 患者 や 重症 患者 の 診療 が要 求 され た場 合、 他 の有 医 ター ミナルの 医師 や、 サ テ ライ ト、

セ ン ター の専 門 医 とス ム ーズ な連 繋 が とれ、 コ ンサル テ ー シ 。ンが受 け られ る こ とに よっ

て診 療 の質的 向上が 図 られ る。 地 域 の診 療 は複 数 の有 医 ター ミナルの組 み 合 せ とサ テ ラ イ

トや セン ター の バ ックア ップ に よ っては じめ て可 能 とな る。

(c)サ テ ラ イ トに よる バ ック ア ップ体 制 の確 立

有 医 タ ー ミナ ル医 師の 不在 時 に は、 一時 的 に(特 に救急 患 者 に対 して)代 わりの医師によ

る遠 隔診 察 を考 え 、場 合 に よ っては 臨時 に 医 師 を派遣 す る体 制 を確立 す る。

さ らに、 重 症 患者 の収容 や 検 査、 治 療 設備 、器 資材 の充実 と提供 を行 い、 医療 資 源 の効

率 的 活 用 とシ ステ ム化 を推進 させ る。

(d)移 動 系 施設 の導入

単 に通信 手 段 の み で な く、 患 者輸 送 車、 巡回 診 療車 、 ポー タ ブル診療 ユ ニ ッ トを導 入 し、

移 動 に伴 って発 生 す る時 間的 ロス の減 少 と医療 の量 的 質的 向 上 を実現 す る。

(e)医 療 実 施 の単位 と責 任

医 療実 施 に あ た っては 、 複数 の 無 医 タ ー ミナル と有 医 ター ミナルの組 み 合 せ を設 定 して

最 小 実 施単 位 とす る。 この こ とは 無 医 ター ミナ ル 一宿 医 ター ミナルに居 る患 者 に対 しての

医 療上 の責 任は 、 有 医 タ ー ミナル の 医師 にあ る こ とを意 味 す る。 また、 無 医 ター ミナ ルが ・

複数 の有 医 ター ミナルや サ テ ライ トと結 合 さ れ る こ とも考 え られ るが 、 所 管 す る有 医 ター

ミナ ルの 医 師が 不在 の場 合以 外 は、 所 管 有 医 タ ー ミナ ルの 医師 の判断 と責 任 で 他 の 有 医 タ

ー ミナル やサ テ ラ イ トと結 合す る もの とす る
。

有 医 タ ー ミナル医師 不 在時 の他機 関(有 医 ター ミナ ル ・サ テ ライ ト)か らの 遠 隔 診察 や

医 師 派遣 の際 の責 任 は診 療 に 当 る医 師 に あ るが 、 問 題 はむ しろ システ ムの 運 営上 に あ り、

他 の医 師 の代 行 時 にお け る診療 経過 記 録 の標 準 化 や、 無 医 タ ー ミナル の看 護 婦 との ス ムー

ズ な連繋 作 業 が で きる か否 かが 重要 に な る。 機 器 シス テ ムの設計 に当 って、 そ の運 用 形 態
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を 十分考 慮 しな けれ ば な らない。

② 救急 診 療

(a)救 急 指 令 セ ン ターの設 置

救急 指令 セ シ ター を設 置す る こ とに よ り、 救急 時 の 医療 に対 す る窓 口 とす る と同時 に、

救急、搬送 、 医 療機 関 、 関 連機 関へ の連 絡指 示 を行 う。(救 急 要 請 時 の通信 手 段 と しては電

話 が 主体 とな ろ う。)

(b)無 医 ター ミナル(TB)の 活 用

救急時 の応 急 処 置 の為 に無 医 ター ミナルが 近 くにあ る こ とは住 民か らみ て医療 に対 す る

エ ン トリー ポ イ ン トの確 保 と応急 処 置 、迅 速 な収容 の上 で極 め て重要 と考 え る。

(3)通 信 中継 ・管 制機 能 の確 立

情 報 の伝達 、 中継 、 管 制機 能 の確 立 に よ って複数 医 療機 関 お よび 関 連機 関 の円滑 な連 繋

活 動 を 目指 す。

中継 は サ テ ラ イ トの無 線 中継(救 急 指 令装 置)や セ ンタ ー の大 型計 算 機 を介 しての デー

タ通 信 、情 報 交換 を考 え る。

4.3シ ス テ ム の 種 類 と 構 成

4.3.1導 入 す る 施設 の種 類 と機 能

本 シス テ ムでは 以 下の種 類 の医 療 施設 を 導入 す る。

固 定 系(1)

① セ ン タ

(略 称C)

② サテ ライ ト

(略 称:S)

大学 病院 相当 の医療機 関 に併設 され、 高度 医療 に関 す る コ ンサ ルテ ー

シ.ン 及び 医療従 事者 に対 す る卒 後教 育 の任 に あ た る。 重 症 患者 につ

い ては、 隣設 の病院 と連 繋 して収 容 し、 高 度 専 門的 な治 療 を行 う。以

下Cで 表 わ す。

地 区 医療機 関 の中核 となる総 合 病 院 の機能 を充実 す る こ とに よって、

セ ンタ ーに依 頼 す る特 殊 な患 者 を除 き総 合的 な治 療 が行 え る医 療機関 。

下位 レベル の 医療機 関 に対 して人 的 、物 的 サ ポ ー トを行 うと同 時 に、

特 殊 診療科 目につ いて の コ ンサ ル テ ー シ 。ン、 重症 患 者 の収容 ・治療

を行 う。 また 救急 時 の患 者収 容 にあ た っては指 令 ・管 制機 能 を果 す。

地 区 の 医療 を総 合的 に推 進 す る機 関 で通 信上 の 中継 ・管 制機 能 も有す。

以 下Sと 称す。

③ 有医 ターミナル:医 師1～2名 が常 駐 す る病 院 ま たは 診 療所 で若 干 の 入院 ベ ッ ドを備 え

(略 称:TA) て い る。 内 科、 小 児科 、 外科 、 産 婦人 科 の うち、1～2科 目が あ り、

そ の他 の科 目の診療 は 他 の有 医 ター ミナル ま たはSに 依 存 す る。 以下

TAと 称 す る。
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④

(2)

①

②

③

④

⑤

⑥

無 医 タ ー ミ ナ ル:看 護 婦 ま たは保 健 婦 が常駐 し、TAま たはsの 医 師が 巡 い診療

(略 称:TB)を 行 う。 軽症 の患者 に対 しては所 管 のTAま たはSの 医 師 の指

示 に従 って簡 単 な処 置 を行 う。 患 者 の 一・時 的収 容 設備(休 養 室)

は あ るが、 入 院 設備 は備 え ていな い。 以 下TBと 称す る。

移 動 系

患 者 輸 送 車:一 般 診療 の た め医 療機 関 を訪 問 す る患 者 の交通 の便 に供 す るも

の で、 マ イ ク ロバ ス相 当 の車 。 町 村内 の乗降場 所 と医療機 関の

間 を時 刻 表 に よ って巡 回運 行す るo

巡 回 診 療 車:医 師 、看 護 婦～技 師等 医療 ス タ ッフが同 乗 し、 医 療器 資材 を搭

載 して定 期 的 に町 村 を巡 回 し、 耳 鼻科 、 眼科 、 歯科 等 専門 科 目

を 中心 と した診療 を行 う。 原則 と して患者搬 送 は 行 わ ない。 診

療 場所 は有 医 ター ミナ ルま たは無 医 ター ミナル とす る。

救 急 車(船):救 急 患者 を収容 す るため 傷病 発生 場所 か ら医療 機 関 ま で の患者

搬 送 ま た は 医療機 関 間 の患者 転送 に供 す る。

離 島 一 本 土 間 の場 合救急 船 の使 用 も考 え る。

救 急 処置 用器 資材 を搭 載 し状況 に よ り医師 も同 乗 す る。

ヘ リ コ プ タ ー1重 症 患者 、 救 急 患者 の収容 に供 す る。 車 輌運 行 不能 な場所(山

間 部 、 海上 、 離島 部 等)の 患者 を最 寄 りの 医 療機 関 へ 収容 する

場 合 や、 重症 患者 を セ ンターへ収 容 す る特 等 に利 用 す る。 救急

処 置 用器 資 材 を搭 載 し、場 合 に よ り医 師 も同 乗 す る。

そ の 他 の 搬 送 施 設:緊 急 の場 合 には業 務 用 ・自家 用 乗用 車、 パ トカー、 バ イ ク等 に

よ り患 者 の収 容、 医師 の往 診 を行 う。

ポータフツレ診 療ユニット:上 記 ① ～ ⑤ に搭載 して傷病発 生現 場 へ赴 き、 一 般 診療 、 救急 時

(一般診療用救急診療用)の 現地または搬送中の応急処置に使用拓 、
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表22各 施 設 の 機 能

機 能

o 住 民 の医 療 に対 す る窓 口 と して機 能 し、TA又 はSの

医 師 と連 絡 を と りなが ら、 医療 シス テ ムに対 す る患者

無 医 タ ー ミナ ル の受 入れ を行 う。

(TB) ○ TA(又 はS)の 医師 の 指示 に基 い て、定 常 的 な慢性

疾 患 の治療、 軽度 の処置 を行 う。

o 住 民 の衛生教 育、 健 診実 施 の ア レ ン ジ等 を行 う。

o 医師 が常 駐 してお り、傘 下TBの 全 域 の 診療 を行 う。

O 既存の国立の国保病院等を充実させ有効に活用する。

有 医 ター ミナル
O TBの パ ラメデ ィカル を介 して遠 隔 診察 巡 回 診療 を行

(TA)
0

うと共 に、 一般 診 療 を行 う。
・

救急 、 専 門科 目、 重 症 患 者 に つ いて はSの サ ポ ー トを

受 け る。

o 入 院 患者 も扱 う。

O TAで 手に負えない患者の収容
O TA(TB)に 対 し専 門科 目の遠 隔、 診察 、 巡回 診療、

コ ン サ ル テ ー シ ・ン を行 う。

サ テ ラ イ ト
o TA医 師 の人的 バ ックア ップ(休 暇 、学 会 出席等 の時)

(S)
o

O

救急 指 令 セ ン ター に よる 医療 シス テ ムの コン トロール

健 康 診断(健 康 施設、 健 診車)… ……地 区 全 域 の佳良

に対 して行 う。

o 住民に対する衛生教育
o パ ラ メデ ィカル の卒 後教 育

o 高度 は専 門分 野 につ い て、TA,Sの 医 師に対 してコ

セ ン タ ー ン サ ル テ ー シ ョ ン

(C) o TA,TBの 医師 に対 す る卒 後教 育

o 重症患者の収容

4.3.2シ ス テ ム の構成

設計 方 針に もとづ き以 下 に システ ムの全 体設 計 お よび各 施 設 の設 計 を行 う。

な お通 信 、情 報 処 理 に つ い ては、4.6通 信 システ ム、4.7情 報 処 理 シス テ ムで そ れぞ れ

体 系的 に検 討 す る。

(1)シ ステ ムの全 体 構成

セ ン タ ー、 サ テ ラ イ ト、 ター ミナ ル に必 要 な資 源お よび各 機 器 間 の接 続 関係 を表2-3
、

図2-5に 示 す。
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⑱

表2-3 各 レ ベ ル ご と の 必 要 資 源

H
N
㎝

人 的 資 源 建造 物 関係 医 療 機 器 通 信 関 係 映 像 機 器 情 報 処理 機 器 搬 送 機 器
通 信 機設 器一

置 人 台 台 台 ∠へ ム ユ 、

数 数 数 数 数 籔 薮 籔

。管理者 。総合病院の建屋内 ・ヘ リコプ タ搭載 医 1 。双方向同時通話装 {0 。ヘ リコプタ塔載 無 1 oイ メ ー ジ フ ァ イ ル 1 。大型計算機 1 Oヘ リ コプ タ 1

セ

医療 上管理 者
プnジ ェクト管理 者

1

1

設置 もしくは敷地
内に新設

療機器
。自動細胞診装置 1

置
∩心電図伝送装置

線装置 。生 体 ア ナ ・ グ情 報

リ ト リーーパ ル フ ァ

1 。高速大容量情報検

索装置
1

麟 闇用は)
・専門医 2 oヘ リポ ニ ト 。自動問診装置 1 ・手 書き1!}画伝送装 2 イ ル ・量子化画像処理装 1・_ 一'
oハ フ メ ァ{カ ル :ハ i萱 置ン

1
Oシ ステム ・エンジニア 30 oフ ーrク ン ミ リ 2 oCOM

タ
・`}膓務 職 員 5 ら静止画像伝送装置 1 。デ ー タ ・ パ ン ク入 2
・保守要員 3 (黒 白 ・カ ラー) 出力装蹄

|
oヘ リ コ プ ター 操縦 1 。データ通 信装 置 1 。医用情報人出力装 2
.{:

置
・グラフ∫。ク/キ ド 1

ラクターCRT

。一般医 3 ・そ の地 区の医療機 。健診検査装置 1 ・双方向同時通話装 6 ・救急指令装置 1 。保健教育用VTR 1 。小 型言t算機 1 。(救 急 車) 1
・看1護 婦

・・職 員 ・保 守 ・要 員

3

}8

関の建屋内もしく
は敷地内に新設

・検体処理装置
。自動細胞の標本作

1

}

置 '

・心・E図伝送装 置 1

・11・継 施設

,

1 。デー タ・パンク人

出 力用 端未装置

3 ・・(救 急船)

・健 診車
1

1
サ Oシ ステムオペレー ター 成' 。 手.Itきll}画 伝 送 装 1 。医療情 報入出 ノJ用 2 。診療車

テ
。救急指令管制官 2 ・小体情報解析装置 1 置 端末装置 ・患者輸送車 1
・車輌等運転 者' 2 。ポー タブル診療ユ 1 oフ,・ ク シ ミ リ 2

ラ 1 。健診 ニ ッ ト'
.

・静止1山i像伝送 装置 1
A

イ 1覆㌶ ・/
。医療機器増設 (黒 白 ・カラー 、

り動画像 伝送 装置
『ト .看 護婦2名 (黒 白 ・カ ラ ー)

欝i豹
∪デ ー タ通信 装置

。i日1∫化画 像伝送装

置

1

1

タ

・ 〔

oハ ラ メ ア ィカ ル u既設の医療関係施 ・分娩監視装置 1 ・双方向1同時通話 装 3 。広帯域(多 重)送 1 oテ レ ビ カ メラ ・モ 1 。医用情報入出力装 1 。簡易救急移動施設

|
。医師 1 畿内設置 。簡易環境分析装置 1 置 受信装置 三 夕(カ ラー) 置 。患者輸送庫 1

ミ
。検査技師' 1 ・ヘ リコプ タ着地場 。ポー タブル診療 ユ 1 ・手,腿,1}画 伝送 装 1 。移動無線装置 1 。保健 教育用 オーデ 1
。看護婦 3 所 ニ ッ ト 置 。遠隔制御装置 1 イオ ヴ ィ ジ.、 ア ル

フ 。運転 手 1 。健診実施場所 ・自動問診端末 1 ・心電図伝送装置 1 ・)制御情報 伝送装置 1 装置
9 ・簡 易iび庫 ・生体情報収集装置 1 oフrク シ ミ リ 1 。相手先切換装置 1

宥
・・簡 易検体検査装置 1 。静!卜.画像 伝送 装置 1 叫1継 施設 1
oX線 装置 1 ・動 由i像伝送 装置 1

A

唇 ・量刑blll撒`遊 猟; 1

23 。パ ラ ノ デ ィカ ル ・既設の医療関係施 。ポ一 夕ゾル診療 ユ 1 ・双方向同時通話・装 1 ・広帯域(多 重)送 oテ レ ビ カ メ ラ ・モ 1 。医用情報 人出 万苦 1 ・簡易瓶急移動施設 1
( ・医師 股肉設 置 もしくは ニ ソ ト 置 受信装置 三 夕(カ ラー) 置
遠 。看護婦又は保健婦 1 新設 ・rl動問 診端末 1 《)フ,・ ク シ ミ リ 1 。遠隔制御装置 1

.

タ 隔 ・ヘ リコプ タ着地場 。簡易検体検査装置 1 ・手 」:きlll画伝送装 1 ・制御情報伝送装置 1

|
T
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4.4各 施 設 の 設 計

4.4.1セ ン ターの 設計

(1)シ ス テ ムに要 求 さ れ る機 能

セ ン ター の設 計 に あ た っては つ ぎの機 能 が要 求 され る。

① サ テ ラ イ ト、 ター ミナ ル医 師 に対 して、 高度 医療 に つ い ての コン サル テ ー シ 。ン を行

う関 係 上 患者 情 報 の伝 送 を行 う。

シス テ ムに要 求 さ れ る主 要機 能 と しては 、 つ ぎの ものが あげ られ る。

イ.会 話 、 手 書 き書 画が 双 方 向 で行 え る こと。

ロ.少 量 の メモ、 診療 記 録 等 が送 受信 で きる こ と。
"、

ハ.患 者 の 生体 情報 と してつ ぎの もの が得 られ る こ と。

。心電 、 心 音等 のア ナ ログ情報

・X線 写 真 等 の イ メー ジ情報 の伝送

二.患 者 の健 診歴、 病歴 が 入手 で き る こ と(デ ィジタル、 ア ナ ログ情 報)

ホ.要 求 に より医薬 品情 報 、 症例 の提供 が 行 え る こ と。

② 重 症 患 者 の収 容、 高度 医療 の実 施 の た めに シス テ ムに要 求 され る機 能。

イ.患 者 収容 要請 が 受信 で きる こ と。

ロ.患 者 に関 す る情 報が 得 られ る こ と。(コ ンサ ルテ ー シ 。ン時 と同程 度 の もの)

ハ.救 急 搬送 ・収 容手 段 が用 意 され てい る こ と(ヘ リコ プタ ー、 ヘ リポ ー ト、搭 載 用 救 急

器 資 材 等)

二.高 度 医療 実 施 に必要 な設 備 ・装 置 ・器 具 ・資 材が 用 意 さ れ てい る こ と(既 存 の ものを

充 実活 用)

③ サ テ ライ ト ・タ ー ミナル の医 療 従 事 者 に対 す る卒 後教 育 を実 施 す る ため の シス テ ムに

要 求 され る主要 機 能。

イ.遠 隔地 のス タ ッフ の要求 に対 して迅速 に 医学情 報 を提 供 で きる こ と。

。文 献伝 送 、 録 音 ・録 画 に よる講義 等

ロ.教 材 の作 成 ・提 供 を行 う こ と。

④ 情 報 の処 理 や シス テ ムの運 営 に つい ては高 度 な機 器 ・装 置 を必 要 とす るた め、 操作 ・

保 守 上 サ テ ラ イ ト ・タ ー ミナ ルの業 務 を集 中 して行 う必要 が あ る。 このた め に シス テ ム

に要 求 され る主 要機 能 と しては、

イ.大 型電 子 計 算機 の設 置 に よ り、 住 民 の健 診 デ ー タ、 病歴(診 療 デ ー タ)、 各 種 医学 情

報 の 蓄 積 と 提 供 、 シス テ ムの管 理運 営 に関 す る情 報処 理 が行 え る こと。

ロ.イ メー ジ フ ァイル、 生 体 ア ナ ロ グ情 報 フ ァイ ルの蓄 積 と提供 が で きる こ と。

ハ.住 民衛生 教 育 用教 材 め作成 と提 供 に必要 な装 置 が あ る こ と。

二.サ テ ラ イ ト ・タ ー ミナ ルの機器 の状 況 を遠 隔 か ら検 査、 保 守 で き る こ と。
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⑤ セ ン タ ー に 設 置 さ れ る 機 器 の み で な く、 サ テ ラ イ ト ・タ ー ミ ナ ル 設 置 機 器 と の ハ ー ド

・ ソ フ ト ・運 用 面 で の イ ン タ ー フ ェ ー ス を と る こ と。

② セ ン タ ー の フ ロ ア ー プ ラ ン と必 要 な 資 源 前 記(1)の 要 求 機 能 に も とつ い て 設 計 した フ ロ

ア ブ ラ ンお よび 資 源 を 図2-6、2-7、 表2-4に 示 す 。

●
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表2-4セ ン タ ー 機 器 一 覧 表

■

、

部 屋 名 開発設置機器(各1式) 補 充 機 器 部屋面積

・救急指令装置(無 線 ・有線送受信) ・ボ イ ス レ コ ー ダ ー

救 急 指 令 室
・中継 装 置 ・同時 双 方向 通話 装置
・手書 き書 画伝 送装 置 ・フ ァク シ ミ リ

・イ ン ター フ ィン

・椅 子 20㎡

・管制 パ ネル

・同時双方向通話装置 ・手書 き書画伝 ・ イ ン タ ー フ ィ ン

送装置 ・机 ・椅 子

・フ ァ ク シ ミ リ(送 受 信)◆ デ ー タ パ

ン ク入 出 力装 置

コンサ レテーシ。ン室 ・医 用情 報入 出 力装置 ・グ ラ フ ィック 15㎡

/キ ャ ラ ク タ デ ィ ス プ レ イ
・量 子化 画像 処理 装置 ・静IL画 送受信

装置
・ヘリコプタ搭 載 医用 機器(同 無 線装 置)

λ握 力 ・イル
・COM装 置 岬 イクロフfル ム処理 装置 ・ インターフォン ・内 線電 話 12㎡

自動細 胞 診 室
・自動細胞診装置 ・ イン ターフ寸ン ・内 線電 話

・標 本 棚 ・机 ・椅r・
8㎡

.イ メー ジ フ ・rイ ル装 置 ●ア ナ ロ グ情 ・ マ イク ロフ ィル ム ピュア ー

千日 リ ト リ ー パ ル フ,ア イ ル ・インターフ λン ・内 線電 話

・デ ー タバン ク入 出力装 置 ・医用 情 報 ・電 子計 算機 室 モ ニ タTV

システ ム開 発室 入出力装置 ・机 ・椅 子 30㎡
・ グ ラ フ ィ ッ ク/キ ャ ラ ク タ デ ィ ス プ

レ イ ・自動問 診端 末
・X-Yプ ロ ッ タ ー ・ 切換 装 置

・大 型電 子計 算機 本 体(デ ュア ルブ ロ ・内 線電 話

セ 。サ ー) ・ITVカ メ ラ

・通信 処理 装置(2台)・ 変 復調 装置

・高速 大容 量情 報検 索 装置(デ ィスク)

電 子計 算機 窓 ・磁 気 テープ装置 ・ラインプリンタ装 置 150㎡

・カー ドパ ンチ ・ カー ド リー ダー(2台)

・紙テープ読取装置/せ ん孔装置 ・

・OMR/OCR
・ コ ン ソ ー ル デ ス ク ・

・磁 気 テー プキ ャビネ ッ ト

デ ー タ 保 管 室 ・磁 気 デ ィスクキ ャビネ ット 80㎡
・ カ ー ドキ ャ ビ ネ ッ ト

帳 票 作 成 室 、
・帳票分離機

& ・ 〃 切断 機 70㎡

消耗品保管倉庫 ・消耗品保管棚

事 務 室
休 養 室
パ ン チ 室

.更 衣
、帳 票 ファイル ロンカー

・机
、椅 子、応 接 セ.・ ト

● イ/タ ーフォン、 内 線 琶話
・カ ー ドせ ん 孔 機 ・

50㎡

通 信 設 備 室 ・無 線送受信設備 ・有線交換機 15㎡

そ の 他 ・ヘ リ コ プ ター ・ヘ リ ポ ー ト

白

合 計450㎡

通 路60ηf

総 £1510ni'
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4.4.2サ テ ライ トの設計

(1)シ ステ ムに要 求 され る機 能

サ テ ラ イ トの設計 に あ た って はつ ぎの機 能 が 要 求 され る。

① ター ミナル の医 師 に対 し、 専 門科 目に関 しコ ンサ ル テー シ 。ンを行 うた め の、 シ ス テ

ムに要 求 され る機 能。

イ.会 話 、 手書 き書 画が 双 方 向 で行 なえ る こ と。

ロ.少 量 の メモ、 診療 記録 等 が送 受 信 で き る こ と。

ハ.患 者 の 生体 情報 と してつ ぎの ものが 伝 送 で きる こ と。

。心 電 、心 音等 の ア ナ ログ情 報

・X線 写 真等 の イ メー ジ情 報

二.患 者 の健 診歴 、 病歴 が 入手 で きる こ と(デ ィジタル、 アナ ・グ情 報)

② ター ミナル か らの要 請 ・救急 要 請 に よ り重 症 愚老 の収 容 ・治療 を行 うため に要 求 され

る機 能。

イ.収 容 要 請 にあ た って ター ミナル、 救 急指 令 セ ン ター間 と音 声、手 書 き書 画 、 記 録 の伝

送 が行 なえ る こと。

ロ.重 症 患者 の収容 治 療 設備 、 装置 を十 分備 え て い る こ と。

③ 有 医 ター ミナル の 不足機 能 を補 う上 で要 求 さ れ る機 能。

イ.眼 ・耳鼻 ・皮 膚 ・歯科 等 専門 科 目の巡 回診 療 車

ロ.精 密 検 査、 特 殊 衛生 器 資 材 ・設 備 の保 存 と管理 、 提供 時 の搬送 手 段

④ 医療従 事 者 の教 育 の た め、 セ ン ターに 要 求 され る機 能

イ.オ ーデ ィオ/ビ デオ の講 義 が うけ られ る こ と。

ロ.セ ンター の医 療情 報 デ ー タバ ンク か らつ ぎの情 報検 索が行 な え る こ と。

。文 献 検 索 、医 薬 品情 報、 症 例 検 索(文 学、 図形 、 画像 で)

⑤ デ ー タ処理 機 能"j

健 診 デ ー タ、 診療 デー タセ ン ター計 算機 へ の 入力、 同 デ ー タを遠 隔 か ら検 索処 理 で き る

よ うな機 能 お よび有 医 ター ミナ ルデ ー タの 一括 処 理。 ・

⑥ 周 辺 の無 医 ター ミナル に対 する 遠 隔 診察 を行 うにあ た うては、 有 医 ター ミナル に おけ

る 遠隔 診察 と同 程度 の機能 が要 求 され る。

イ.会 話 、手 書 き書 画 が 双 方 向 で行 なえ る こ と。

ロ.少 量 の メモ、 診 療記 録 等 が送 受 信 で きる こと。

ハ.患 者 の健 診歴 、 病 歴が 入手 で きる こ と(セ ンター の デー タバ ン ク よ り文 字、 図形 、 画

像 形式 の もの)

⑦ 地 区住 民の健 康 管理 用 健 診車

⑧ 救急 機 能 を遂行 す る上 で要 求 され る機 能

イ.患 者 宅、 有 医 タ ー ミナ ル ・無 医 ター ミナ ル ・現 地、 救急車 ⑯ 、 ヘ リコ プ ター及 び 関
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連機 関 とイ∫線、 無 線 で 交信 で きる こと。

ロ.救 急 搬 送 手段 を 有 してい るこ と。

⑨ 地 区 の 通信 管 制機 能 を遂行 す る1iで 要 求 さ れ る機 能。'

イ.有 線 ・無 線 に よる 音 声 の交換 ・多人 数 同 時 双方 向通 話 機能 。

ロ.情 報 伝送(文 字 、図 形 、 画像)を 相手 に受信 で き る(自 動)ス イ 。チ ン グ機 能(端 末

よ りの ダ イ ヤル操 作 や メ ッセ ー ジ入 力に よ り)

⑩ 住 民 に対 す る衛 生教 育 を行 う上で 要求 され る機 能.

イ.オ ー デ ィオ/ビ デ オ装 置(VTR装 置)

⑪ シス テ ム の運 営 に当 っ て要 求 され る機 能.

イ.タ ー ミナ ル機 能 の巡 回保 守

(2)サ テ ラ イ トの フ ロア ー プ ラン ・必 要 な 資 源

前 記(1)の要 求機 能 に基 づ い て設 計 した フ ロア ー ブ ラ ンお よび資 源 を図2-8～ 図2-

12お よび表2-5に 示 す 。

●
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表25サ テ ライ ト機 器 覧 表

3F

3F

2F

2F.

2F

1F

lF

部 屋 名 設 置 機 器(各1式) 備'考

救 急 指 令

(管 制官)

双 方 向 同時通 話 装 置 、 手 書書 画伝 送 装 置、 救急指 令

装 置 、 デ ー タバ ンク入 出力 装置 ・

(無 線)中 継 装置 、 フ ゾク シ ミ リ、 多重送 受信 装 置

無 線機 器 、 回転 パ ラボ ラア ンテ ナ等

・サテ ライ トの中心

的 業 務(24稼 動)

}〔 通信 機 器 室 〕

一 般 診 察 室

(医 師)

双 方 向 同時通 話 装 置 、 静IL画 送 受 信 装 置、 医療 ファ

ク シ ミ リ送受 信 装 置、 量 子 化 画像 伝送 装置 、 医療 情

報 入 出 力装 置、 生 体 情 報収 集 伝送 装置 、 生 体 情報解

析 装 置、 デ ー タ バン ク入 出力 装置 、手 書 き書 画 伝送

装置 、 遠隔 診察 用 テ レ ビカ メラモ ニ タ

・救 急 指 令 の 判 断 お

よびTA,TBへ の

コ ン サ ル テ ー シ ョ

ン を 兼 ね る

総 合 健 診 室
簡易総合健診システム(健 診検査装置)
*(小 形)健 診車

健診車の基地業務を・

兼ねる

検 体 検 査 室 自動 細 胞 ス ク リー ニ ン グ装 置(標 本 作成)

.

・総合健診の検査業

務を兼ねる
・併設病院のを利用

することを原則

計 算 機 室 小形計算機(フ ァイル管理機能中心)

・レセ プ ト、 在庫 、

管理 フ ァイル
・大規 模 フ ァイルは

セ ンタで管 理
・健 診 の処理 が 中心

急 患 収 容 室
*患 者輸 送 車*診 療車(搭 載 用 医用機 器)

*救 急 車(ポ ーチ)*携 帯 診療 ユ ニ ッ ト

・救急患者の処置業

務を含む
・併設病院のを利用

を原則

病 歴 フ ァ イル室

カ ルテ、 健 診結 果表 、X線 フ ィル ム、 心 電 記 録紙 等

の原 始 デ ー タの フ ァイル(但 しこれ らは漸 次EDP

化 して セ ンタに集 中 フ ァイ ル させ る)

・保健 衛生教 育 の た

め の教 材 管理 も行

う。

そ の 他 の 室
受 付 、 待 合 ロ ビー

当 直 室、 保健 教 育用VTR装 置

・受診要領説明用

VTR

*移 動施設として別記
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、

4,4.3有 医 ター ミナ ル(TA)の 設計

(1)シ ステ ムに要 求 され る機 能

有医 ター ミナ ルの 設計 に あた っては つ ぎの機 能 が要 求 さ れ る。

① セ ン ター、 サ テ ラ イ ト医 師 の コンサ ル テー シ ョンを受 け る際 に要求 され る機 能

イ.会 話 ・手書 き書 画 が双 方 向 で行 なえ る こ と。

ロ.少 量 の メモ、 診療記 録 等 が 送受 信 で きる こ と。 一等

ハ.患 者 の生 体情 報 と して つ ぎ の ものが送 信 で きる こ と。.

。心電 、 心 音等 の ア ナ ロ グ情 報

。X線 写 真 、 フ ィル ム像

② 無 医 ター ミナル(TB)に 対 す る遠隔 診 察 を行 うため に必要 な機 能

イ.会 話、 手 書 き書 画 が 双方 向 で行 な え る こ と。

ロ.少 量 の メモ、 診療 記 録等 が 送 受信 で き る こと。

ハ.患 者 の生 体 情報 と してつ ぎの ものが 受信 で きる こ と。

。患者 とのTV面 接 、問 診

。心 電 ・心 音 等 の アナ ログ情 報 の解 析 結 果

・局 部 、 患部 の状況(傷 の具 合、 皮膚 等)や 検体 の形状 、 色彩

二.TB看 護 婦 の処 置 行為 が モ ニ タ リン グで きる こ と。

③ 来 院患者 の 診療 に あ た って要 求 され る機能

イ.患 者 の健 診デ ー タ、 病 歴等 が セ ン ター のデー タバ ンク に対 して入 出 力 で きる こ と。

ロ.医 薬 品 情報 、 症 例等 が セ ン ターの デ ー タバ ンク よ り検 索 で きる こ と。

ハ.往 診時手 段 、 ポ ータ ブル 診療 ユ ニ ッ トが 用意 され てい る こと。

④ 卒 後教 育 を受 け るに あ た って要 求 され る機 能

イ。 セ ン ターの デ ー タバ ンクか らの医学 情報 検 索(文 献 、 デー タ処 理 、 症 例 等 を文 字、 ア

ナ ログ図形 、写 真 、 録 音 講義 形 式 で うけ る な ど)が で きる こ と。

⑤ 住 民に対 す る衛生 教 育 に要 求 され る機能

●

衛生 教 育用 機 資 材(オ ーデ ィオ/ビ デ オ装置)

⑥ 救 急 時 に要 求 さ れ る機 能

イ.患 者 宅、 救急 指 令 セ ンター 、 サ テ ライ ト病院、 無 医 ター ミナ ル現 地 搬送 機 関 と有 線、

無 線 で交 信 で きる こ と。

ロ.救 急 用 ポー タブル 診療 ユ ニ 。 卜等 を備 え応急 処置 が で きる こ と。

(2)有 医 ター ミナ ル の フ ロア ー プ ラン ・必要 な資 源

前 記(1)の要求 機 能 に基 づ い て設計 した フ ロアー プ ラ ンお よび資 源 を図2-13、2-14、

表2-6に 示 す。!

一14】 一



一

二

N

－

纏
恩

㊥

陽
..口i

曙躍 査
X線 表直

情脇 連楠 装置

又又方向同口寄通 話 装置

一/驚
κし5rづグレ嫌 二1二二ー・ソト

ポ ータブル無 線 装 置

tニ ヲニ(Mテnvnrkkoよ び〕豆㈱|鮨 蚤イ寸)

変 縞蕉置

諦 置

図2-13有 医 タ ー ミ ナ ル(TA)透 視 図

時 、

制御晴蜘雌 置
本願 噸 直

謝細繊

鮪難 字

ひ



◆

で
イ縄6嫡 用

vイR

羅

黙

ぷ線嫌重

協 疏 鍋鶴

o

Mし i'6Auuc'一'

喩

[嫡 室1

救泡纏 ロ

〆

ホ物;レ糠.コ 勾 ト

糟 ル 灘 鞍 置

「描轍 噛 龍

装膓
ぴ ミ燈 花鶴

弓2さ鋤 送纈 、

約/'〃 〃ユ

図2-14有 医 タ ー ミ ナ ル(TA)平 面 図

一143一



3K…26イ 」医 タ ー ミナ ル(TA)機 器.覧 表

〔9ケ 所 〕

部 屋 名 置 機 器(各 一式) 備 考 部屋 の大 きさ

TVカ メ ラ、 モ ニ タ 、 動 画 伝 送 装 置 、 ・遠 隔TV診 察 装

遠 隔 診 察室 制後情報伝送装置、広帯域送受信装置、 置 一式 20㎡

遠隔制御装置、相手先切換装置等

双方向同時通話装置×2 ・ベ ッ ド
、 血 圧 計

手書 き書画伝送装置 聴診器等のひと

診 察 処置 室 生 体 情報 収 集 伝送 装 置(含 、 カセ ット とお りの診察機 書 、。㎡

デ 「 タ レ コーダ、 心 電計 等) 材を含む

フ ァク シ ミリ送 受 信 装置

問 診 コ ー ナ ー 自動問診端末
・セ ン タの コ ン ビ

5㎡
ユー タ で 制 御

(簡 易検体)検 査装置 ・X線 フ ィル ムの

検 査 室
簡易環境分析装置 小現像室も含む 15㎡

X線 装置

静止画送信装置

双方向同時通話装置 ・薬局業務や簡易

受 付 コ ー ナ ー 医用情報入出力装置 処置業務 も兼ね 10㎡

(医 薬品棚、書類棚、簡易処置台) る

保健教育用VTR

予 備 室 ポ ー タ ブ ル 診 療 ユ ニ ッ ト 10㎡

ポー タ ブル無 線 装 置

保健教育用VTR ・医 師巡 回用 乗用

そ の他 の室

鶴 ㌢㍊ ㌫ 入)
車を含む 80㎡

計 150㎡
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◆

4.4.4無 医 ター ミナ ル(TB)の 設計

(1)シ ステ ムに要 求 され る機能 と しては つ ぎの もの が あげ られるn

①TAの 医 師に よる遠 隔 診察 を うけ る際 に要求 さ れ る機 能

イ.会 話 、 手 書 き書 画 に よる双 方向 同時 交信 が で きる こ と。

ロ.少 量 の メモ、 診療 記録等 が 送 受信 で きる こと。

ハ.患 者生 体情 報 が 送信 で きる こと。

。医 師 とのTV面 接 ・問 診 に伴 う映 像 ・音 声情 報

。局部 ・患部 の状況(傷 の度 合、 皮膚 等)や 検 体 の色 状 、 色彩

二.医 師 に よる モ ニ タ リン グを うげ る為 に 処置 行 為 の映 像 が送信 で き る こ と。

ホ.簡 単 な処置 、 検 査 装置、 機 器 が用 意 され て い る こ と。

② 管 理 運 営 上要 求 され る機 能

サテ ライ ト又 は セ ンタ ー の電 子計 算 機 に 対 しつ ぎの情 報 の入出力 が で きる こ と。

。患 者登 録情 報

o診 療 記 録情 報

。料 金計算 用 デー タ

・管 理 用 情報

③ 卒 後教 育 を うけ る際 に要 求 され る機 能

イ.セ ンター の デー タバ ンク よ りつ ぎの情 報 の検 索が で きるこ と。

。文 献検 索

6症 例(文 字 、 図形 、 音 声)

④ 救 急 時 に救急 指 令 セ ン ター、 有 医 ター ミナル、 サ テ ライ ト、 救 急車 等 と有 線無 線 で交

信 で きる こ と。

ポー タ ブル な 診療 ユ ニ ソ ト等 に よ り簡単 な応 急 処置 が 行 なえる こ と。

(2)無 医 ター ミナ ルの フ ロ アー ・プ ラン ・必要 な資 源

前記(1)の要 求 機 能 に基 づ い て設計 した フ ロア ー プ ランお よび資源 を図2-15、2-16、

表2-7に 示 す 。
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表27無 医 ター ミナ ノし(TB)r遠 隔 テ レ ビ診 察 イ・Jき)機 器 一・覧 表

部 屋 名 設 置 機 器(各 ・式) 備 考 部 屋 の大 きさ

1)

遠 隔 診 察 コ ー ナ

テ レ ビカ メ ラ、モニター、動 画伝送 装 置

制 御情 報 伝送 装 置 、広 帯 域送 受信 装 置

・遠隔 テ レ ビ診察

装置(患 者 側) 15㎡

遠隔制御装置等 一式

自動問診端末

医用情報入出力装置

フ ァク シ ミ リ送 受信 装 置

診 療 室 手 套き書画伝送装置 30㎡

双方向同時通話装置

(ポ ー タ ブ ル)

生体情報収集伝送装置

簡易検体検査装置 ・医 薬品 のつ め替

(簡 易生化学分析装置、尿検査、血球 え等 を行 な う

検 、体 検 査 室 カ ウン タ、 試 薬等)、 15㎡

ポ ー タブ ル診療 ユニ ッ ト(生 体 情報 収

集装置お よび簡易応急処理装置を含む、

待 合 室 保健教育用VTR
25㎡

受 付 カル テ棚

薬 局 調剤台、医薬品棚 10㎡

病 歴 室 診 療 デ ー タ整理 棚 5㎡

休 養 室 ベ ッ ド 10㎡

車 庫
簡易救急移動施設

10㎡
ポ ー タブ ル無 線装 置

.

そ の 他 の 室 トイ レ、 当 直 室 、 書 庫 ・必要 に応 じてX

60㎡
線装置を設ける

一 計 180㎡

1)TB(遠 隔 診 察装 置 な しの無 医 タ ー ミナ ル)の 機 器 は これ を除 い た もの とす る。

〔16ケ 所 〕
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4.4.5移 勇力系(7)設言十

医療 資 源 の効 率的 活用 の見 地 か ら、 移動 式 の 施設 を 固定 系 に適 切に組 入 れ て シ ステ ム全

体 を有 機 的 に運 用 す る ことは、 極 め て重要 な こ とで あ る。 宗谷 地 区 は平 野 部が 多 い こ と、

カバ ーす べ き地 域 が比 較的広 面 積 に わた る こと など の特 徴 を もつ、 ま た冬 期 に は雪 で閉 ざ

され る辺地 もあ る ので、 雪 上車 な ど特殊 移 動 体 の利 用 も考 え ねば な らな い。

当地 区 にお け る移 動 系の利 用 は後 述45機 器 システ ムの配 置の項 ⑤ ～⑩ に て概 説 した通

りであ る が、 設計 に 当 り移 動 系 の種 類 とそ れ に搭載 が考 え られ る機 器 を表2-8の よ うに

準 備 した。 巡 回診 療車 の中 で最 も手 の こん だ もの と して、車 内で 一撮 診 療 を行 なえ る もの

の フ ロアプ ランの 一例 を図2-17に 掲 げ たが、 これ に類 す る もの は要 員 の問 題、 運 用 の

問 題 を慎重 に検 討 しなが ら実 験的 、 段 階的 に 現地 に 導入 す る のが 良策 と考 え られ る。
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[

◎

表2-8移 動 系 機 器 一 覧 表

移動体の名称 設 置 機 器 備 考
移動体の大 きさ

(概 算)

患 者 輸 送 車
ポー タブ ル無 線 装置

1.5×3η2

簡易応急処理装置

ポ ー タブ ル無 線装置 患者 お よび また

ヘ リ コ プ タ ー ポ ー タ ブ ル 診 療 ユ ニ ッ ト は医師 2㎡

簡易応急処理装置

救 急 車 ポ ータ ブル無 線 装 置

、

1.5×5η ↓

(救 急 船) 簡単応急処理装置

医 師 輸 送 用 ポ ー タ ブ ル 診 療 ユ ニ ッ ト 1.5×3硯

巡

歯科用装置機材

回
専 門 科 用

眼科 用 〃
2×4η ε

耳鼻科用 〃
診 ン

皮膚科用 〃

療

搭載用医用機器

車
車内一般診察用

生体情報収集伝送装置
2×6肌

ポ ー タ ブ ル 診 療 ユ ニ ッ ト

診察 用 ベ ッ ド

健 診 車
搭載用医用機器

2×8η2

生体情報収集装置

簡 易 移 動 体 ポ ー タブ ル無 線装 置

(バイク ・雪上 車 等) ポ ー タ ブ ル 診 療 ユ ニ ッ ト
0.5㎡

(ポ ー タ ブル 診療 ユニ ッ トは 救急用 医薬 品 を 含む)
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4.5シ ス テ ム の 配 置.

① セ ン ター(1ケ 所)… 旭川 医 大 に併 設

最 高 度 の医 療 が行 え、 十分 な研 究体 制 を備 え、 医療 従 事者 に対 す る卒 後 教 育、 高度 医療

にお け る コンサ ル テ ーシ 。ンの 任 を果 せ る 大学 病 院 に併設 する こ とが 望 ま しい
。 現 状 で こ

の機 能 を果 してい る のは 札幌 医大 、 北 大 医学 部等 で あ るが
、地 理的 条 件 か ら判 断 して現在

新 設 中 の旭 川 医大 に併 設 す る こ と とす る。

旭川 市内 に は総 合病 院 も相 当 あ り、十 分 そ の機 能 を果 し得 る と考 え る
。

② サ テ ライ ト(1ケ 所)… 稚 内 市 立 病院 に併 設

北 部 に つ い ては、 利 尻 ・礼 文 が あ る こ と、 そ の地 域 の医療 の中心 となる総 合 病院 とい う

点 か ら判断 して稚内 市立 病 院 の機 能 を強 化 して併 設す る。

南 部 につ い ては、現 在 名 寄、 旭川 市 内 の病 院が サ テ ライ ト相当 の機 能 を果 してい る
。 旭

川 市 に は セ ン ター を設置 す る関係 上 、 名 寄市 内 に もサテライ トを設 置 す る のが好 ま しい
。

(但 し今 回 の システ ム設計 で は 考え ない)

③ 有 医 ター ミナ ル(9ケ 所)… 既 存 の国 保 病院 、 診 療所 、 開業 医 院

医 師 の補 充が 困難 なので既 存 の国保 病 院、 診療所 、 開 業 医 をベ ー ス に考 え る。 検 査 設備 、

入 院設備 、 パ ラメデ ィカル の補 充 が必 要。

④ 無医・一・ナル(23ケ 所)… 既存の(緩)診 獅 お・び搬 既存の僻地診醐 、巡

回診療所 に設置 す る と共 に、 無 医地 区 につ い ては新 設 を行 う。

⑤ 患者 輸送 車(10台)… サ テ ラ イ ト及 び各 有 医 タ ー ミナル に配 置

既 存 の もの及 び新規 導入 を考 え国 道 を 中心 に運 行 す る。

⑥ 巡噸 車…⑫ 新設團 他
、}

サテ ライ トに配 置 し、 耳 鼻科 、 眼 科、 歯科等 特 殊 専門 科 目の 診療 を行 う
。

⑦ 救 急 車

現 体 制 下 では 稚 内 消防署 及 び各 町 村 の消 防隊 に配置 す るのが よい。 救急 隊員 の資質 に問

題 が あ る と考 え られ る ので、教 育 を行 う と同時 にサ テ ラ イ ト、 有 医 タ ー ミナ ルの 医 師 との

連 繋 した運 用 が大 切。

⑧ 救 急 船(2)… …利 尻 ・礼 文

利 尻、 礼 文 の町 村 役場 に所属 させ る。

⑨ ヘリコプター(1)…… 自衛隊

セ ン ターに 配置 す るのが好 ま しいが
、保 守維 持 費 、 出動 回 数等 効 率性 を考慮 して 自衛隊

に管理 運 営 を委 託 し、必要 時 に 出動 を要 請 す る。

⑩ ポー タ ブル 診療 ユ ニ 。 ト

イ.一 般 診 療用 … …サ テ ラ イ ト、 有 医 ター ミナ ノレに 配置

ロ.救 急 診療 用 … …救 急車 ヘ リコ プ タの基 地 、 有 医 お よび 無 医 ター ミナ ルに配 置

各 施 設 の具 体的 な配 置場 所 を図2-18に 示 す。
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4.6通 信 シ ス テ ム

4.6.1概 要

限 られ た通 信 資 源 を有 効 に利 用 し、 低 レベ ル の通 信 路 で もす ぐれ た 医療 情報 を伝 送 で き

る ように、 各機 器 を設計 す る こ とが 本 プ ロ ジ ェク トの ひ とつ の中心的 課 題 で は あ るが 、公

衆電 話 回 線だ け では ど うに もな らな い部 分 もか な りあ る と考え られ る。 もち ろん5年 先 ま

で の技 術 の発達 に よ り、 次 第 に狭 帯 域 で 高密 度 の情 報 が送 れ る こ とも期 待 で きるが 、現 時

点 で考 え て常 識的 な回 線 の利 用 をつ ぎ の よ うに分 類 し、 表2-9の よ うな対 応 を考 え た。
、

線回

線

話

線

線

線

画

矯

魍

朋

㎜

醐

公

特

専

専

広

①

②

③

④

⑤

(Tel)音 声、 手書 き書 画 、ECG等

D問 診制 御 等 低速 デ ー タ伝 送

1デ ー タバ ン ク とのデ ー タ伝送 、 静止 画像 等

Jフ ァク シ ミリ、 写 真 伝送 等 等

「試 行 サ ー ビス」 の利 用 も考 え られ るが、 一応 私 設 回 線 を設置

す る こ ととす る。

表2-9情 報 伝送 関 連機 器 装置 の グ レー ド分 け

伝 送 対 象 grade 回線の種類 伝 送 手 段

声 1 ①無線電話 音声通話(低 品質)

〃 2 ①有線電話 音声通話(高 品質)

ECG,PCG 3 ①電話回線 生体情報収集伝送装置

脈拍、体温、血圧

心電図(心 音図)

4

5

① 〃

① 〃

デ ィジ タル伝送(キ ー入 力){

波 形 伝送(心 電 図)

簡易自動問診 6 ② 〃 低速データ伝送

処方箋腹痛部位、地図 7 ① 〃 手書 き書画

カル テ 8 ④専用回線 簡 易 フ ァク シ ミ リ

X線 フ ィル ム 9 ③ 〃 静止画像伝送

既設電話回線お よび専用回線 10 ④ 〃 写真伝送

特別回線(私 設を考慮)蓮 11 ⑤特設回線 高解像度己像伝送

隔患者像
診

12 ⑤ 〃 動画画像伝送

検体徴 標
)

13 ⑤ 〃 カラ ー画像 伝送
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'

4.6.2遠 隔 テ レ ビ診察 と通 信 系

「遠隔 テ レ ビ診 察」 とい う医療 供給 の形 態 は本 プ ・ジ ェク トのひ とっの 焦点 とな ってい

るが 、そ の必 要 性 、効 果 、経 済性 、 実 施上 の問 題 点 につ い ては い ろい ろ と意見 の分 れ る と

ころで あ る。 そ こで我 々は、 通信 シス テ ム設計 に当 り 「遠 隔TV診 察 装置 」 の設置 基 準 と

もい うべ き考 え を ま とめ て か ら、 設計 作業 に と りか か るこ とに した。

① 無 医 ター ミナル の救済 を最 優 先 に考 え る。

② 遠 隔診察 に携わるのはナテライ ト また は有無 ター ミナル の医 師で あ る と し、 セ ン タ ーの

医 師に 遠隔 診察 を受 け る こ とは 一応 考 え な い。

③ 図2-19に 示 す よ うに、 遠 隔TV診 察 の必要 性 は、 患者 と医師 との時 間 距 離が 大 きく、

医 師へ の訪 問 も患者 宅 への 往診 も困難 な場 合 に生 まれ る もの と考 え、 交通 の便 が 良 い地 区

(一 応 車 で30分 以 内 とす る)は 、 遠隔 診 察 の対 象 か ら除 く'。

⑦

◎

の

@
訪 問 可 能

○
0
応 診 可 能

(訪問も往診も困難)
d_パ 二一 一 一 一 一遠

隔 診 察

⇔

(1!1)

@

◎
図2-19 遠隔テレビ診察の必要性(◎ に注目)

④ サ テ ライ トや有 医 ター ミナル か ら距 離が 隔 ってい る と ころ の無 医 タ ー ミナ ルほ ど重 視

す る。 す なわ ち遠 隔 診 察 の効 果 が よリク ロー ズ ァ ップさ れ る こと を考 慮 す る。

⑤ 人 口200人 以 下 の地 区 は、経 済性 の見地 か ら、 遠 隔 診察 の対 象 か ら除 く。

⑥ 以 上 の よ うに考 え る と、 遠 隔 診察 の送受 信 はつ ぎの4パ ター ン に なるが ・ そ れぞ れつ

ぎの ような必要 性 に 応え る こ とを重 点 に考 え る。 、

◎

◎

◎

(∋

TB-TA間

(患者)(医 師)

他地区 の

TB-TA間

(患者)(医 師)

他地 区の

TA-TA間

(患者)(医 師)

TA.S間

(患者)(医 師)

一般 的 医療 サ ー ビス

専 門 医不 足 の カバ ー

専 門 医 不足 の カガ ー

専 門 医不足 の カバ ー
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以 」二、 ①～ ⑥ の 条件 を基 に して宗 谷地 区 にお け る遠 隔 テ レ ビ診察 装置 を設置 す る とつ ぎ

の よ うに な る。

宗谷 管 内 す 友わ ちサ テ ラ イ トの設 置場 所 で あ る稚 内管 内 に設 置 す る無 医 タ ー ミナル は無

医地 区 名 に 対応 して23ケ 所 とな るが 、 そ の うち人 口200入 以 下 の地 区 を除 く と12ケ

所 とな る。 さ らにそ の うち30分 以 内 に車 でTAま たは サテ ラ イ トに到 達 で きるで あ ろ う

'地 区(大 岬
、'増幌 、 目梨 別、 小 頓 別 、 須 古頓)を 除 くと7ケ 所 とな る。(表2-10お よ

び図2-20参 照)

結 局 、 遠 隔テ レ ビ診察 装 置 の設 置 だ け につ い て地 図 上 に シ ェー マを描 くと図2-20の

ように な るo

,つ ぎに電 話 の普 及率 が50%以 内 の無 医地 区 につ い て考察 す る。 そ の分 布 は地 図上 では

図2-22の*印 の よ うに12'ケ 所 で あ る。 この うち、 遠 隔 テ レ ビ診察 装置 の 設置 の対 象

す な わ ち同 軸 ケー ブ ル の敷 設 の対 象 とな らない地 区 は、大 岬、 増幌 、 須 古 頓、 夕来、 豊幌 、

東 浦、 宇 津内 、 宇 曽丹 、 小 額別 、 上 音標 のloケ 所。 さ らに この うち交 通 の便 が 悪 い のは、

須 古頓(礼 文 島)、 夕来(稚 内地 区)、 上 音標(枝 幸 也 区)の3ケ 所 で ある。 結 論 と して、

この3ケ 所 は早急 に電 話 以 上 の回 線 の普 及が望 まれ る。

●
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■

宗谷(稚 内)地 区の無医地区状況一覧表表2-10

%蘭質
昔話電

一

二

二

一

一

一

[

祝状の区地医無

地
域
の
設
定
方
法へき地医療対策

対
象

③
⑯
⇔
③
⑯
⑬
⇔
⑯
⑧
⇔
⇔
⇔
③
㊥
⇔
㊥
働
③
⇔
⇔
働
⑧
⇔

ー

ー

ー

ー

ー

ー

〕

%自動車の普及率

2

5

2

7

5

0

2

0

0

3

6

6

9

8

0

3

7

3

0
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図2-20 遠隔テレビ診察装置の設置が望まれるところ(〔 コ

も 歌登

12ケ 所)

(実 線):同 軸 ケ ー ブル を設置(総 延 長 約100km
,10億)

(点 線):専 用 回 線 を設 置(総 延長 約300km)

(J規 格)
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■

4.6.3通 信 ネ ッ トワー クの設計

(1)本 機 器 シ ステ ムにお け る通 信 網

通 信 網 の機 能 図 を図2-21に 、 地理 上 の分 布 を図2-22に 示 す。 今 回 の シス テ ム設

計 では ネ 。 トワーク規 模 のお お よそ の 目安 を定 性 的 に 見 積 る ことを主 眼 に置 き、 常 識的 に

考 え られ る回 線 数 を図 中 に記 入 した。 実 際 の現地 詳 細 設 計 の段階 で、各 地 区毎 に回 線使用 』

頻度 を予 測 し、定 量 的 に回 線 網 を設計 す るこ とに な る。

D,1,J等 のデ ー タ伝送回 線 につ い ては いず れ も最 大 トラフ ィ。クを 見込 ん で 「終 日

使 用 」 を想定 した。5年 先 に この種 の回 線が この種 の地 区 に通 じるか否 か は、 現 時点 では

不 確 定 な要 素が 多 く、今 後 モ デ ル設置 予 定 の計 画 を固 め る段階 にお い て、地 方 公 共 団体 等

と寛 々公社 との折 衝 に待 つ ところが 大 きい。

図2-21で2重 線 で示 した7系 統 は遠 隔 診察 用 の回 線 であ る。 実 際 に どの よ うな実 装

の回 線 を敷設 す るか はつ ぎの事 項 が 明 らか に な って決定 さ れ るこ とに なる。 一

③ 機 器 の 詳細 設計 の方 で、 遠 隔診察 に必 要 な回 線 の質(帯 域幅 一 上b4MHz程 度か?、

下 り1MHz程 度 か?お よび雑 音許 容 値 一 上 り一40dB程 度 か?、 下 り一30dB程

度 か?)を 設定 す る こ と。

② この回 線 の質 を満 た す回 線技 術(同 軸 ケ ー ブ ルが必 要 か、 ペ アー ケー ブ ルで よい かお

よび 埋設 が 必要 か、架 設 で よい か)の 設計 を す る こ と。 この システ ム設 計 の段 階 では、 上

り(愚 老 の像 を送 る回線)と 下 り(医 師 の像 を送 る回 線)お よび 音 声通 話 を含 む 制御 回 線

をそ れぞ れ1回 線つ つ設 置 す る こ と とす る。

③ 距 離 との関係 で 中継 用増 幅器 等 の付 帯設 備 を ど うい う間 隔で 設 け る か の決定 。

この システ ム設 計 で は7系 統 のそ れぞ れ の長 さは つ ぎの通 りで あ る。

8km… … …1系 統

10km… ……3系 統

12たm… ……2系 統

13kπ … ……1系 統

(2)他 機 関 の通 信 網 との関 係

通 信 ネ ットワー ク の他 機 関 との結 合 や共 同 利用 の検 討 は システ ムの設 計 や運 用 上 重要 な

要 素 で あ る。 今 回 の シス テ ム設 計 で は この点 に関 してつ ぎの よ うな原 則 に立 った。

① 電 話 回 線 に よる他機 関 との 相互 連 絡 は、 回 線 の空 き時 間の有効 利 用 の見地 か ら も、第

2次 的 優先 レベ ル と して他 機 関 との他 目的 の通話 に も使 用 を許 す こ と とす る。
ノ

② この機 器 シス テ ム と他 機 関(航 空、 運 輸 、 消 防、 警 察 関係等)と の結 合 に 関 しては、 ソ

原 則 と して この 医療機 器 システ ムの中 央的 機 関 で あ る サ テ ライ ト、 セ ンタ ーを経 由 して、

緊急 時 の 相互利 用 を行 な うこ ととす る。'

③ 通 信 網 をは じめ各種 伝 送機 器 の共 同 利用 につ い ては 、法 律や行 政 の体 系 的調 整 と歩調

を合 せ て、 段 階的 に効率 的 利用 を考 え る こ と とす るが 、 モデル実験 段 階で は 一応 医療 機器
ノ
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システ ムは 独立 した もの と考 え る
。

④ 無 線 に関 しては、 電 波 の割 当 て認 可 に非 常 な困 難 が 予想 され るの で
、行 政 無 線等 の 整

備 拡 充 と相 ま っ て、 そ の 医療 へ の利 用 につ い て積極 的 な折 衝 をす る必 要 が あ ろ う
。
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4.7情 報 処 理 シ ス テ ム

'

4.7..1基 本 方 針

① セ ンタ ー設備 の充実 とオ ンラ イ ン化

ソ フ トウ ェアの開発 、 標 準 化、 運 営、 ハー ド ・ソ フ トの保 守は 高度 の技 術 者 を要求 す る。

一方 業 務 の種類 を検 討 す る と
、 医 療機 関 の規 模 に よ りデ ー タ量 に差 は あ る もの の、質 的 に

は大 差 ない。

したが って技 術者 の確 保 ・ 運営 の点 か らセ ン タ ーの機 能 を充実 させ、 サ テ ライ ト、 ター

ミナ ルは端 末 に よる利用 を 中心 に考 え る。 ま た 日常業 務 を円滑 に運 営 す るに は オ ン ラ イン

処理 を基 調 と した システ ムを設 計 す る。'

・ ② サテ ライ トに よる一括 処 理

詳細 デ ー タ、 大 量 デ ー タは 伝送 効 率 等 を考 慮 して管 内 ター ミナル の デ 〒 タ も合せ て サ テ

ラ イ トで一 括 バ ッ≠処 理 し、 セ ン ターの負 担 を軽減 す る。

③ 業 務 の振 り分 け

共通 ・標準 的 な もの は全 て セ ンタ ーで、 個 別 な もの は サ テ ラ イ トで処 理 す る。 ソ フ トウ

ェアの開 発 、作 成 は セン ターで行 う。

また セ ン ター の大 型 機 をTSS方 式等 で利用 す る こ とに より効率 的 利用 を図 る。

●

,

4.7.2ソ フ トウェア の開 発

(1)基 本 ソ フ トウェア の開発

基 本 ソ フ トウ ェア と して下記 の もの の開 発が 必 要 で あ る。

① タ スク マ ネ ジ メン トプ ロ グ ラム

セ ンター の大 型機 は 同 時 に極 め て多種 の業 務 を処 理 す る こ とにな る ので、 これ に応 じ ら

れ るだ け の タスク マ ネ ジ メン トプ ログ ラ ムの 開発 が 必要 となろ う。

② メ ッセー ジ集 配 信、 コ ミュニ ケ ー シ 。ン コ ン トロ ール プ ログ ラ ム

多 数 の端末 と同時 に デ ご タの伝 送 を行 うこ と、 コ ン ピュー ター を介 して他 の端末 に メ ッ

セー ジを送 る こ とが要 求 され る ため、 メ ッセ ー ジ集 配信 、 コ ミ ュニ ケー シ 。ン コン トロー

ル 方式 と プ ログ ラムの開 発 を行 う。

③ ネ ッ トワー ク制御 プ ・グ ラム

複雑 化 した ネ 。 トワー クの効 率 的 な制 御 と障害 時 の 迂 回伝達 等 の プ ログ ラム開 発 を行 う。

④ デ ー タ管 理 プ ログ ラム 、

広 範 な デ ー タの整 理 、 結 合、 機 密 保護 な ど を考 慮 した プ ・グ ラムの開 発 を行 う。 ま たX

大 な デ ー タを効 率 よ く蓄 積 、検 索す るた め、 各 種 フ ァイル装置 の効 果 的 な使 い 方が要 求 さ

れ る。
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(2)業 務 用 ソ フ トウ..ア の開 発

業 務 用 ソフ トウIL.ア と しては つ ぎの ものが あ る(表2-11参 照)。

① 文献検 索 プロ グ ラ ム

② 医薬 品 ・毒物 情 報検 索 プ ロ グ ラム

③ 病 歴 管 理 ・検 索 プ ログ ラ ム

④ 健 診 デLタ 処理 プ ログ ラ ム

⑤ 健 診 デー タ管理 ・検 索 プ ロ グ ラム

⑥ ア ナ ・ グ情 報検 索 プ ・グ ラ ム

⑦ イ メー ジ情 報検 索 プ ・グ ラ ム

⑧ 救 急 医療 情 報(検 索)プ ロ グ ラム

⑨ 患者 登録 料 金 計算 、 レセ プ ト作 成 プ ログ ラム

⑩ 在 庫 管理 ・補給 業 務 プ ログ ラ ム

⑪ 各 種 医 事 統計 プ ロ グ ラ ム

⑫ 調 査 研 究 用 プ ログ ラム

⑬ 自動 問 診 用 プ ロ グ ラム

⑭ そ の他 各 種 事務 計 算 、 病 院情 報 処理 ブ ・グ ラ ム

4.7.3業 務 の 内容 と運 用

情報 処 理業 務 の概要 を表2'-11に 示 す。 ま た使 用 され る フ ァイルの 関連 を図2-23

に示 す。

(1)文 献、 医薬 品、 毒物 情報 の処 理

文 献検 索、 医薬 品、 毒物 情報 の検 索 につ い ては セ ン ターで フ ァイル の作成 、 更新 を行 い、

サ テ ラ イ ト、 ター ミナ ルそ の他 利 用 者 が デ ー タバ ン ク入 出力 装置 や医用 情報 入 出 力 装置 よ

リオ ンラ イ ンサ ー ビス を受 け られ る よ うにす る。 た だ しあ る程 度時 間 を経過 した文 献 につ

い ては パ ッチ処 理 に す る こ とを考 え ファ イル媒 体 の効 率的 利 用 を考 え る。

(2)病 歴 、健 診 デ ー タの 処理

病歴 ・健 診歴 デ ー タ の検 索 につ い ては サ マ リーデ ー タを セ ンタ ーの オ ン ラ イン フ ァイル

に蓄積 し、 診 療時 に活 用 で きる よ うに す るが、 サ マ リー項 目 として何 を選定 する か に つい

て は今 後 の研 究 を待 たね ば な らない。

なお 時 間 を経過 した デ ー タや詳 細 なデ ー タに つ い てはCOM装 置 に よる マ イク ロフ ィル

ム化 を行 うな り、帳 票 と して フ ァイ ル してお く。

サ テ ライ トにお い ては健 診を行 うため健 診時 の デ ー タ処理 は同 施設 に設 置 す る 中 ・小型

機 に よる もの とす る。'

(3)ア ナ ログ、 イ メー ジ情報 の処理

病歴 、 健 診歴 デ ー タの中 には 必 ず しも文字 表 現 で ない心電 ・心 音 な どのア ナ ・グ情 報、
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'

X線 写真 フ ィル ムな どの イ メー ジ情 報 も含 まれ てい る。

これ ら も病 歴 、健 診歴 と同様 主 要 な ものに つ い ては セ ンター に フ ァ イル を も ち、 サ テ ラ

イ ト、 ター ミナル医 師 か らの要 求 に応 ず る体 制 を とる。 方 式的 には サ テ ラ イ トや タ ー ミナ

ルか らの オ ン ライン検 索要 求 が 可能 な ものとす る尤 検 索された アナログ、イメージ情報 は フ ァ

ク シ ミ リや静 止画 送 受信 装 置 また は郵 送 に よっ て要求 元へ 送 る こ とに す る。

(4)救 急 医療 情報 の処理

救急 医療 情 報 の検 索は主 と してサ テ ラ イ トの救急 指 令 セン タ ーか ら行 わ れ る。 情報 の入

出 力、 フ ァイル の管理 責 任 は 同指 令 セ ンタ ーに あ るが、 使用 す る計 算 機 は オ ン ライ ン処理

が 不 可欠 であ るため セ ンタ ーの大 型機 の利 用 を考 え る。 入 力 に つい ては 救急 車 も少 な くか

つ救 急発 生件 数 もそ れほ ど多 くな い ので 当面 医療機 関 の状況 把 握 を第 一義 と し,各 医 療機

関 か らオ ン ラ イ ンで各 自 の情 報 を 入 力す る。

また オ ン ライ ン端末 の設 置 さ れ て い ない 医療機 関 に あ っては指 令 セ ン ターが電 話 で確認

の上 、入 力す る。

なお 救急 情 報 は性格 上 即時 性 を要 す るた め、 救急 指 令装置 の 各種 表 示 板 や 通信手 段 の使

用 と併 せ て 救急 医療 情 報 フ ァイル の活 用 を 図 る こ とにな る。

(5)患 者 登 録、料 金計 算

患者 登 録、 料 金計 算 は サ テ ラ イ ト、 ター ミナル での 診療 時 に発生 す る 日常業 務 で あ り、

事務 作 業 の 軽減、 病歴 、健 診 デ ー タ との関 連 も考 え てセ ン ター の大 型機 に よるオ ン ライン

処 理 を行 う。

(6)レ セプ ト作 成 、 在庫 管 理、 医事 統 計、 調 査研 究 デ ー タ処 理

これ らの業 務 に つい て は、 医 療 デ ー タバ ン クの情 報 を利 用 した り、 簡 単 な 処理 をす る場

合 は セ ン ターの大 型機 を利 用 す るが 、 ある程 度 の量 の バ ッチ処 理 に つ い ては サ テ ライ トの

小 型機 に よる。 両者 の使 い 分け は 即時 性 、 デ ー タ量 に よっ て適 宜 決定 す る。

(7)自 動問 診

自動 問 診に つい ては 診断 論理 や ソフ トウ ェアの開発 の 関係 か らセ ンタ ーの大 型機 に よる

オ ン ラ イン処理 を考 え る。

ただ し、 問 診論 理 につ い ては 地 域特 性、 対 象疾病 を考 慮 して開 発 す る必 要 が あ る。
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表2-11 情 報 処 理 業 務 の 概 ・要

業 務 概 要 フ'イ ル 入 力 出 力 ソフ}・ ウ ・ア開 発上 の ポ イン ト'

内外の文献の抄録 フ,イ ルを作成 し、 会話 型モー ドで 。文献 情 報 フ.イ ル oセ ン タ ーで デ ー タ人力 、 フ 了 Oセ ンター 、サテライ ト、 ターミナル O大 規模フ"イ ル と会話型検 索言語
文 献 検 索 検 索 す る(, (セ ン ター) イル保守 を行 う。 の医師が データバンク入出力

装 置によ り検索 を行 う。

医薬品、i口物に関する情報 ファイルを作成 し、 会話型 。医薬品情報フ ・パ ル oセ ン タ ーで デ ー タ入 力 、 フ ァ 同 上 O莚 り込 むべき項tlと 検索言語
医書1品、}ロ物 情報検
琉

モー ドで随時検索する。 (薬 効、副 作 用、メーカーetc)
。毒物 情 報 フ7イ ル

イ ・レの 保 守 を行 ね ・ c人 力情報源 とメンテナンス方法

(セ ノ ター)

病 歴 管 理 ・検 索

サマ ライズされた病 歴、診療デー タフ ・γ{ル(全 住民、
を作成 し、健康管理、 一般診療、 救急及び調査研究、

医療行政に活用する。

。病 歴 フ ァイ ル

(セ ン ター)

oサ.テ ラ イ ト、TA,TBよ り入

力 す ろ。

同 上 O大 規模、特殊構造 ファイル(メンテナンス)
O会 話型検索言語、機密保護
O健 診データフ→イル、 アナ ログ、 イメー

,

ジ フ ァ ィル、 診 療記 録(カ ルテ)と の リンク

健 診デ ー タの 処理 、 成 績 サ マ リー デー タ フ'イ ル(全 。健 診 デ ー タ フ7イ ル 。サ テ ライ トでデ ー タ処 理 【^ Oセ ン ター、 サ テ ラ イ ト、 ター ・大規 模 フ7イ ル とフ7イ ル メ ン テナ ノス

健診データの処理、 住民、妊産婦、乳幼 児、成人病等各種健診結果)を 作 (セ ン ター) サ マ リー を セ ン ター の フ7イ ミナルの医師、医療行政担 当 c会話型検索言語と機密保護'
管理、検索 成 し、健康 管理、 一般診療、救急、調査研究、医療行 O健 診詳細 データフ ァイル ルへ 入力 者力・データバンク 入出力装置よ O病 歴 フ.'イ ル、 ア ナ ロ グ ・イ メー ジフ ァ

政 に～舌弔する。 (サ テ ラ イ ト) り検 索する。
⑳

イル、診療記録 との リンク

心電 ・心音のプナログ情報(波 形)を デ ィジタル化 し oア ナ ロク情 報(リ トリーバル) oサ テ ライ ト、TAよ り人 力 oセ/タ ー、 サ テ ラ イ ト、TA Oフ ァイル容量、検索速度 、

アナ ・・グ情 報 検 索 てフ7イ ル して‡sさ、 健康管理、 一般診療、救急、調
査研究、 卒後教育に活用 するo'

フ ァ イル

(・ヒン ター)

の医師によ り行 う。 。検 索方式(ID,診 断所見等)
・機密保護

A O他 フ ァ イル との リンク

X練 写真を伝送するに当っての量子化画像処理、ぶよ oイ メ ー ジ フ ・rイ ル oサ テ ラ イ ト、TAよ り静【上面 oサ テ ラ イ ト、TAに 対 し静止 。量子 化画像処理技術(パ ターン認識解像
イ メー ジ情 報の検 索' び マ イ ク"フ ィル ム化 した イ メー ジフ γイ ル 合作 成 し、 (.ヒ ン ター) 伝送で入力 画伝送 で。 度)、 他 フ ァイ ル との リン ク
(X紗 ソfル ム) 検索の要求`て応 じる。

:長磁 器鑑 瀦 酋 保護嵯
医療機関の情報(ぺ/ド 、科n、Drの 在 ・不在、設 ・批急医療情報 フ ァイル o救 急指令センターおよひ医療機関 o救 急 指 令 セ ン ター、S,TA 。フ ァイルの メンテ メンス方法 と速度が ポ
備)、 医療様器資材の情報(血 ～1.1、血液、薬斉|k特 殊器 (.ヒ ン ター) が協力 し行 う。 TB,(C)よ り行 う。 イ ン ト

枚数医療川桁検索 材)、 搬送手段情 報(救 急4元、 ヘリコプター 、道路父通
情報)、 選別搬送 ロジ ソク(重 症度 と収容機)間 の関

o選 別搬送 ロジ ノク、応急処置

情報はセンター中心
テ レ メー タ リング 方式 との リン ク

脇 け、応急処 置情報、気無 関連機関情報 をデ ・.イ・レ

化 し、 枚江崎の間 合せK応L:る(、

来院 患 者 グ)登i>よ、 窓1:1ネ↓金 言tτ).を.セン ター σ〉貸こ算 機 を
'

患者登録フ ・パル S,TA,TBよ リオ ン ライ ン入 。料 金票は、 。在庫管理、経理 ・財務、 医事統計業務 と
患 者 登 録 使用 してオンラインで処理するo同 時に レセプ トデー (セ ンタ ー) 力 S,TA,TBの 窓 口ヘ オ ンラ の リン ク
料 金 、言1衿 タを作 成 して 』リ'テラ イ トκ返 送 、 サテ ラ イ トで は管 内 料金計算 フ,イ ル イノ出力
レ ・ヒ プ)・1乍 成 TA(TB)分 も含め て レ・ヒブ トをf乍成 す る。. レ セ プ トフ.ゾ イ ル oレ セプトはSで 作成後TAへ

(サ テ ラ イ ト) 搬送

イ日ll・ 管 理.袖 κ ;蒜 こ総隈灯藁疏 疏締 釘湖`又奮 在 庫 ・補給 フ,イ ル
オンライノ… セ ン ター

S,TA,TBよ リオ ン ライ ン入

力

oS,TA,TBヘ オ ン ラ イ ン出

力

。 レセ プ ト、経 理'財 務 、 業 務 との リン ク

詳細iξ'll項nサ'テ ライ トで 一括'・㍉ チ処 理 パ ッチ … サテライト oSで のパ ッチ処理

医'芦 統 言1 繰 糸的 なものはオンラインで人出 力し、セン ターで一
括処 門!、個別なものはサテライ トで ・括処理

医事 統 計 フ ァ イル
センタ　、 サテライト

同 上 同 上 。患者登録 レセプ ト業務 との リンク

病歴 健 診 デ ー タ、 アナ ・・グ情 報 、 イ メー ジフYイ ル 調査 研究 データファイル セ ン タ ー又 は サ テ ライ トで セ ンタ ー、 サテ ラ イ ト、TA o統 計解析用 バクケージ
鋼fC研 究デー タ処理 等のデー タを利用又は作成 して処理センターの調査研 (セ ンター、 サテ ライ ト) (ま れにTA) パターン処理言語

究用 パッケージを利用、特別 なものはサテライトで処理

rl妨 問 診
センターで汎用の ものを用意 し、サテ ライ トで地域性

を加え てロジ乙クを作成、 オンラインで利用する。
自動問診ファイル(センター)
(論 理、問診結果)

(S)TA,TB (S),TA、TB 問診論理の設定、表現形式
-・ 、

w

そ の 他 人 事、 給与 、HospitalAutomation業 務 、 保健

衛生 ※ 務等 に関 す る デ ー タ処 理

各種業務 フプイル
(サ テライト)

サ テ ラ イ ト サ テ ラ イ ト

'

●
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4.7.4電 」'計11eeシ ステ ムの 柑成

情 報 処理 システ ムの 牒本 方針、 対 象業 務 お よひ 他 の機 器 との関 連 か ら機 器 構成 を考 え る

と図2-・24、2-25の よ うに なる。(図2t-5機 器 系統 図 と併せ て参 照 の こ と)。

(1)セ ン ターの機 器 構成

セ ンター に設 置 され る大 型機 は サテ ラ イ ト、 ター ミナル か ら常 時 オ ン ライ ンで使 用 され

る た め 障害 対 策 を考慮 して マル チ ・プ ロセ ッサ ー(各2台)と す る。

ま た大 量 の業 務 を処理 す る こと に な るの で、 大規 模 主 記 憶(lMB程 度)大 容 量 デ ィス

ク装 置(2000MB程 度)を 設置 す る。

通 信 処理 装 置は 全 て同時 に使用 され る とは限 らないが 、 セ ンター、 サ テ ライ ト、 ターーミ

ナ ル を合 せ て94台 となる。 した が って ライ ンサ ー ビスの能 力、 障害 時 対 策 と して通 信処

理 装 置 も2台 設 置 す る。

セ ン タ ーに は システ ム開 発 の 目的 か ら各 種 端末 装 置 を 設置 す る。'

(2)サ テ ラ イ トの機 器 構 成

サ テ ライ トに は中 ・小 型機 を設 置 し主 と して大 量 のパ ッチ処理 に使 用 す るが 、 同 時 に セ

ン ター の大 型機 と接続 して リモ ー トバ ッチ処理 もで きる ように し、 デ ー タの送 受 、活 用 が

ス ムース に行 え る よ うにす る。

ま た通 信 処 理装 置 を介 してセ ンタ ーの大 型機 と量 子 化 画像 処理 装置 、 デー タバ ン ク入 出

力 装 置、 医 用 情報 入出 力装 置 、XYプ ロ 。ター を接 続 す る。

(3)有 医 タ ー,ミナ ル の機 器

有 医 ター ミナ ルには セ ンタ ーの大 型機 と接続 した端末 装 置 のみ を設置 す る。

端 末 の種 類 と しては量 子 化画像 伝送 装置 、 医用 情報 入 出力装 置、 自動 問 診端末 が あ る。

(4)無 医 ター ミナル の機 器

無 医 ター ミナノレに は セ ン ターの 大型機 と接続 した医用 情 報 入 出力装 置、 自動 問 診端 末 を

各1台 設置 し、 患者 登 録、 料 金計 算 、 病 歴 デー タの 入 出 力、問 診等 に利 用 す る。
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5シ ス テ ムの 運 営

5.1医 療 サ ー ビ ス の 基 本 体 系

本 機器 システ ムにお い て 一般 診 療お よび 救急 診療 を実 施 す る場 合 の基 本 体 系は図2-26 、

2-27の よ うに な る。
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5.2一 般 診 療 と 機 器 シ ス テ ム

一般 診療 実 施 時 の機 能 の流 れ を患 者 を 中心 に示 す と図2 -28の よ うに な り
、 各 段 階 で の

機 器 シス テ ム との関 連 を示す と図2-29(1)～2-29(4)の よ うに な る。((1)か ら(4)までは

縦 に連 な る 一連 の図 で あ る)。 これ らの図 に沿 って、 患 者 の流 れ、 情報 の流 れ を以 下に述 べ

る。

① 患者 が 自宅 ま た はそ の他 の場所 で体調 の異 常 を 自覚 す る と、最 寄 の電 話 で最 寄 の ター

ミナル を 呼 び 出 し ・ まず は 医 師 を介 しない問 診 に よ り
、 医療 機関 へ行 くべ きか ど うか を

判 断 す る。 もちろん この際 、 医 師を電 話 に呼 び 出 して相談 が受 け られ れば そ の 方法 を取 る

が 、 医療 の効 率 化 の見 地 か ら、 原則 と して救 急時 で ない 一般 診療の場 合は
、 第 一段 階 にお

い ては医 師 を わず らわせ な い こ と とす る
。

② 医療機 関 を訪 問 す る必要 あ り と、 本 人 または 周囲 の人 が判 断 した場 合
、 患 者 は まず最

寄 りの診療機 関、,無医 ま たは 有 医 ター ミナ ル を訪 れ る。

③ 無 医 タ ー ミナ ル を訪 問 した場 合は 、 保健 婦 か看 護 婦 の指 導 に よ り、 遠 隔 診察 装 置 その

他 の機器 シス テ ムの機 能 を最 大限 に利用 して、以 下 の よ うな"一 般 診療 サー ビス"を 受 け

る。

⑤ 受 付 で登 録 し、 初 診 の場 合はIDカ ー ドの発行 を受 け る。 再 診でIDカ ー ド(診 療 カ

ー ド)不 携 帯時 は
、 姓 名 と生 年 月 日だげ の情 報 で再 発行 が受 け られ る。

⑮ 登 録 と同時 に、 医用 情報 入 出 力装置 に よ り、 そ の 患者 の現 在 まで の診 療 簿(病 歴 を含

む カルテ集)を 即 刻 に入手 す る。

⑥ いわ ゆ る予 診 に相 当 す る サー ビス を、 原則 と して 自動 問 診端末 に よって受 け るが
、 問

診機 で は取 扱 いが 困 難 な情 報 た とえ ば問 診項 目に無 い微 妙 な 訴え等 につ い ては
、 保 健 婦 か

看 護 婦 が聴 取 して予 診 票 に記載 する。 ま た、 自動問 診機 と対 話 す る前 に、 簡 単に得 られ る

検 査情 報 を メモ と して準 備 す る。 た とえ ば、 訪問 時 の体温 、 脈 拍、 血 圧、 体重 、 身長 はそ

の場 で、 薬 ア レル ギー、 家 族病 歴等 は 診療 簿 か ら得 る
。

⑧ 問 診 の結 果 と して、 予 測 され る病 名、 必要 な検査 名
、 診療科 名等 が 得 られ る。 これ は

「問 診記録 」 と して 印字 ない し追記 され た もの であ る。 この際、問 診機 か らの印 字結 果 に

不 審 を感 じた な らば 、電 話 お よび書 類 映 像 手段 を併 用 して医 師 と連 絡 を取 り、 印 字記 録 の

削除、追 記 を保 健 婦 か 看護 婦 が行 う。

⑤ 医師 と連絡 の結 果、 特 に 「診察 」 を必要 と しな い場 合 は、 患者 に生 活 指 導 を与 え るだ

け で帰 した り、 簡単 な検査 や処 置 を施 こす。

㊦ 医 師 と連 絡 の結 果 、 「診察 」が 必要 な場 合 は、無 医 ター ミナル のす べ て に設 置 してあ

る遠 隔 診察 装 置 を利 用 す る。 この場 合手 書 き書 画 伝送 装 置 に よる筆 談 の併用 が 有効 で あ ろ

う。

@検 査 は検 体検 査 と患者 検査 とに別 け られ るが、 問 診機 か らの 印字 出 力が そ の ま ま検査

伝 票 と して も使 え る よ うに工夫 してお く。 そ の ター ミナル 内 で不可 能 な検 査 は、 特 別 のマ
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一 ク付 きでqj字 され るの で
、 そ れ に つ い ては 上位 の 医療機 関 に依 頼 し、 患者 が 受 げな け れ

ば な らな 、検 査 に つい て照 会 を行 う。

⑮ 無 医 ター ミナ ル内 で 可能 な検 査 の結果 は、 フ ァク シ ミリ等 の伝 送 手 段 を用 い て 医師 に

見せ 、適 切 な指示 を仰 ぐ。

Φ 応 急的 処 置 の指 示 を医 師か ら受 け た場 合 ぱ、 無 医 ター ミナル で 可能 な範 囲 の治 療(簡

単 な外 科的 処 置、 投 薬、 注射 等)を 保 健 婦 や看護 婦が 行 う。 医 師 か らの指示 に関 して は手

書 き書 画 伝送 装置 等 に よ り必 らず サ イ ン付 きの記 録 を取 り、 医 療法 の制約 を 十分 留 意 する

必 要 が あ る。

③ 以 上の どれ に も該 当 しない 、 重 篤 な急 性 疾 患や悪 性 流行 病 等 の場 合 は、 さ らに上位 の

医 療機 関 に 患者 を送 る必要 が あ るの で、 そ の 旨患者 に指 示 した り、 救急 搬送 を行 う。

図2-28で 〃 印 を 施 した医 療 サ ー ビスは、 無 医 ター ミナルにおいて も一部 実 施 した

方 が好 ま しい と思 われ る機 能 で あ る。 保 健 婦 や 看護 婦お よび遠 隔地 の 医師 な ど限 られ た医

療 資 源 で も、 機器 シス テ ムを 有効 に利 用 す れば この程度 の医療 サ ー ビスが 無 医 ター ミナ ル

で実 施 で き るで あ ろ う。

④ 有 医 ター ミナル を訪問 した場 合 は、 そ こに駐 在 す る医 師 の専 門 科 目以外 に つ い てぱ

以 下 の よ うな満 足 す べ き"一 般 診療 サ ー ビス"を 受 け る ことが で きる。(無 医 ター ミナル

と同 様 の サ ー ビスに つ い ては記 載 を省 略 す る)

④ 有 医 ター ミナ ルで は、 患者 が 医 師 に直 接接 す る こ とが で きる の で、 無 医 タ ー ミナル よ

り も精 度 の高 い 診断 が期 待 で きる。 遠 隔 診察 で は 当分 不 可能 と思 われ る触 診、 聴 診 打 診

に よる診断 が そ れ で あ る。

㊨ 専 門科 目以 外 の診察 に関 して は、 専 門 医 の コ ンサル テ ー シ 。ンを仰 ぐ。 但 し、今 回 の

シ ステ ム設 計 で は、 有 医 ター ミナル 相互 間 、お よび有 医 ター ミナル と上 位 の 医療機 関 の間

に つ い ては遠 隔 診察 チ ャ ネル を設置 じな い こ と と したの で、 あ くま で も医 師 相互 間 の 相談

は、 静 止 画像 伝送 チ ャネ ル や手 書 き書 画 伝送 チ ャネル を通 して行 う。

(∂ 有 医 ター ミナルで実 施 可能 な検 査 項 目は、X線 撮 影 や 眼底 撮 影 な ど無 医 ター ミナルで

不 可能 な もの も多 く含 まれ るが 、検 査 デ ー タの判 定 に関 しては 、 高度 な能 力 を必 要 とす る

ものが あ る。 そ れ らにつ い て は、 高解 像 画 像 伝送 に よ リサテ ラ イ トや セ ンタ ーの専 門 医に

よ る判 定 とコン サル テ ー シ 。ソを受 け る。 いわ ば、"遠 隔検 査"と も呼 ばれ る手 法 を活用

す る。

⑧ 治 療 や生 活 指 導 を含 む 診療 記 録 は、 原 則 と して有 医 タ ー ミナ ル の医 師 に よって書 かれ 、

セ ン ターの デ ー タバ ン クに 伝送 し登 録 す る。

⑤ 該 当専 門 医 の居 る他 の有 医 ター ミナルや サテ ラ イ トま たは セ ン タ ーに送 られ た患者 は、

そ こで最 終 的 か つ最 良 の"一 般 診療 サ ー ビス"を 受 け る。 こ の場 合、 そ の 患者 に関 す る過

去 お よび現 在 の病 歴 や病 態 は、 既 に受 け た検 査 結果 と共 に か な り詳細 に、 そ の機 関 に 伝送

さ れ てい る。 したが って、 担 当 専門 医 は、 真 に専門 的 な診断 や治 療 だけ に専 心 で き る。 多

]74一

4



⑨
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5.3救 急 診 療 と 機 器 シ ス テ ム

救急 診 療実 施時 の機 能 の流 れ を示 す と図2…30の よ うに なる
。

ま た救急 診療 の機 能 遂行 に あた って の機 器 システ ムの関 連 を示 す と図2 -31(1)～2 -

31(3)の よ うに な る。

以F図 に した が っ て概 要 を説明 す る。

急 病 で あ る か ど うか の判定 は 一一般 的 に 購 か しく
、 鰭 ま鮒 そ の 醐 の人 ・に そ の最 初

の判 断 を委 ね ざるを え ない。

急 病 の通 報 先 は

① 闘 の通常・ン〃 トのある医療繊(本 システムではT・
、場合vaよ 。てはT。)

② 救急 指 令 セ ン ター ・'

の ケ ー スに分 け られ よ う。

鯨 船 セ ン ター の場 合 は液 間 ・舶 に も機能 す る ので
_般 性 が あ る。 こ こでは主 に、

① の ような ど ち らか と云 えば プ ラ ィベ叶 場 合 より も② の よ うに ジ
.ネ ラ・レ場 合 ⇔ い

て述 べ る。

第1次 機 関へ の搬送 手 段 は

① プ ラ イベ ー トな手 段(自 家用 車 等)に よる
。

② 救急 車 等 の公 共 手 段 に よる。

場 合 が あ る。

救急韓 を利用する場合には・動 次医療纐 をどこにするかの決定は源 則 として
、現

地 に 出動 した 救急 隊 員 と救急 指 令 セ ンタ ー に委 ね られ よ う
。 この決定 の過程 で、 本 シス テ ム

の 提供 す る搭 載 無 線 システ ムが現 地 と指 令 セ ンタ ー ・医療 機 関 を結 ぶ通 信 手 段 と して利 用 さ

れ る。

患 者 搬送 中 にお い て も、 適 宜 上記 無 線 シス テ ムに よ り、 救急 車等 の搬送 手 段 と指 令 セ ンタ

ー や 受入 れ 先 の 医療機 関 との通 信 は確 保 され る
。

第1次 医 繊 関 樋 常・ 本 シス テ ・ではT・&S)に 搬送 され る と
、 そ この 医師 の判 断va

よ り、 そ こで の治 療 が 可能 か ど うかが 患 者 の病 状 をみ て
、 再確 認 され る。

こ こで、 更 に、 第2次 医療機 関 へ の搬 送 の必 要 性 が あ る場 合 には 引 き続 き搬 送 をす るか
、

また は、 そ の決定 に時 間 が かか る場 合 に は、 第1次 医療 機 関 よ りの要 請 に よ り、 再 出動 す る。

(そ の医療機 関が 鰭 搬送 手 段 を有 す る場 合 には それ を利 用 して も よい
。)

この間・必要 とあれば・医師ぽ 鱒 門医自而)や 医願 材の手酉己轍 急指令セ・テ を介

して 可能 で あ る・(こ の場 合 に髄 宜 ・ 本 シス テ ・ の有 撫 線通 信 システ ムが 利用 され る
.)

救 急車 等 の搬 送手 段は 搬送 ステ ー シ 。ンに帰 着 した場 合 には
、 指 令 セ ン ター に報告 し、再

出動 に そ なえ る。
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5.4シ ス テ ム の 運 営 体 制

機 器 シ ステ ムが い か に有 用 で あ った と して も、 受 け 入れ 体制 が 整備 され ない限 り、 シ ステ

ム の備 え る諸 機能 を 十分 に駆使 す る こ とは で きない。 したが って、本 シス テ ムを設計 す る に

あ た っ て も、 当 シス テ ム運 営 に必 要 な諸 機 能 を有 す る組 織 を想定 せ ざ るを え なか った。(実

際 問 題 と しては、 社 会 シス テ ムにお い ては、 機器 シス テ ムの設計 ・開 発 よ りは そ れ を運営 す

る組 織 の設 立 の方 が い ろい ろ な困 難 を伴 ない、 そ れが機 器 シス テ ム設計 に も大 きな影 響 を与

え る場 合が 多 い)。

以 下 に述 べ る もの は、 現 状 の難 問(法 制 上 ・行 政 テ ク ニ ック上等 の問 題)に つい てはほ と

ん ど考 慮 してい ない、 いわば 机上 プ ラ ンで あ るが 、 一応 、機 能 や理 念 を 中心 に 触れ る こ とに

す る。

医 療 につ い ては い ろい ろ な見方 もあ ろ うが、 やは り、 国 民生活 に直 結 す る重要 な社 会 サ ー

ビス の1つ で あ る こ とを考 慮 に入 れ る と、 安 定 した均 一な サ ー ビスを全 国的 規 模 で 提 供す る ・

必 要 が あ る。 この よ うな要 求 をみ たす ため には 、 国鉄 や寛 々公社 の よ うな公 社 組 織 が医 療分

野 に於 い て も存 在 す る こ とが 望 まれ る(公 社 組 織 に つい て も現 状 では い ろい ろ欠点 はあ るが)。

医療 シス テ ム公社 は 組織 的 にみ る と、

。全 国 レベ ル:医 療 シス テ ム公社(仮 称)

・県 レベル:同 公社 ○ ○(県)支 社

・。地区 レベ ル:同 公社 △ △(地 区)支 所

の3レ ベルが 考 え られ る。

ま た、 住 民 の意志 を運 営 に十 分反 映 さ せ る ため、 住 民代 表 よりなる。

。全 国 協議 会

。県 協議 会

。地 区 協議 会

を設 け、 住 民の意 見 を積 極的 に 吸収 す る場 とす べ きで あ る。 更 に、 官 公 庁 ・医 療 関係 者 ・医

療 機器 関係 者 等 の本 シス テ ムに運 営 に関 与 す る 関係機 関 ・事業 体 の代 表 者 よ りな る

。全 国運営 会議

。県運 営 会議

。地 区運 営 会議

に よ り、 本 シス テ ム運 営 関係 者 の意 見 を シス テ ム運 営 に取 り入れ る こ とが望 ま しい。

医 療 シス テ ム公 社 は主 に以 下 の よ うな機 能 を全 国 レベ ル ・県 レベ ル ・地 区 レベル で分 担 し

てい く もの と考 え る。

① 医療 シス テ ムに 関す る企 画

② 地 域 医療 に関 す る調 査 ・研 究

③ 医 療機 器 シス テ ムに関 す る調 査 ・研 究

④ 直 営 情報 セ ン ター ・医 療機 関 等 の管理 運 営
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⑤ 地 区 レベル ・県 レベル ・全国 レベ ルで の医 療 ネ ッ トワー ク整備 の た め、 既 存 医療 関係

機 関へ の各 種援 助 。

㊨ シ ステ ムサ ポー ト

⑦ 医療 機器 シス テ ム普 及 推進 事業

以 上 の 考 えに基 づ くと、宗 谷 地 区 の医 療機 器 ンステ ムの運営 は 医療 シス テ ム公 社、 北 海道

支 社宗 谷 支所 を「{ll心に して行 なわ れ る こ とに な る。 また、 宗 谷地 区 評議 会 は、 人 口5,000

人に1人 くらVの 割 合 で代表 を選 出 して構 成 す る こ とで よい ので は なMか 。 更 に宗 谷 地区 運営

会議 は

・宗 谷 支所

。宗 谷地 区 市 町村

。消 防本 部 ・消防署

・警 察 署

。自 衛 隊

。学 校 ・保 育所

・保 健 所

。寛 々公社

。医 療機 関

。医 師 会

。国 鉄

。バ ス ・タク シー会社

。医 療 機器 シス テ ム メー カー

等 の代 表 に よっ て構成 され、 宗 谷地 区 の医療 ネ ッ トワー ク運 営 の ため の場 と して活 用 され る

こ とに な る。.'

こ の よ うな諸組 織 の 存在 に よ り、運 営 の ス ケ ル トン は 出来上 るが、 これ らの組 織 が 空洞

化 ・形 式 化 しない よ う十分 な配 慮 が必 要 で あ る。

6シ ス テ ム 導 入 ・ 運 営 上 の 問 題 点

こ こでは シス テ ム開発 ・運 営上 の問 題 点 に つい てそ の概要 を述 べ る。

本 シス テ ムを と りま く諸 問 題 は大 き く分 け る と以 下 の よ うに な る。

(シ ス テム内 の問 題)
社 。組 織 ・運 営 地

会 。人的 資 源 域

環 。技 術,佳

境 。経 済性 民一=
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こ の うち 自然環 境、 社会環 境 に つ い ては2章 て現 状 把握 の 一環 と して述 べ たの で、'以 ド地 域

住 民 に関 す る問 題 、 シ ステ ム内 の問 題 につ い て検 討 を行 う。

ヤ

6.1地 域 住 民 に関 す る問題 点.

地域住民サイドからの問題点を以下に述べる。

① 地域住民と医療従事者の意志の疎通が原因で、地域住民が医療従事者に不信感をいだ

くことになる。また、医療従事者が定着 しづらくなる可能性が強い。

② 地域住民の医療に対する無理解が医療従事者の負担を一層増大させる結果を生じやす

いo

③ 医師のいる診療所等へ行 くまでに時間がかかる。また、自家用車等を有しない場合に

は、時間的制約を強 く受ける。

④ 休日・夜間等の医療は本システムの導入によっても本質的には解決 しないので、地域

住民にとっては不安が多い。

⑤ 本システムの導入によって新たに追加経費を要求される場合には、勤労層が少ないた

め、その負担能力に問題がある。

⑥ 上記と関連 して、健康保険 との関係 も問題となろう。

⑦ 僻地の因習等の障害

6.2シ ス テ ム 内 の 問 題 点

(1)組 織 ・運 営 上 の問 題 点
'① 本

シス テ ムの運営 主 体 を どこに す るか、 ま た ど うい う形 態 で設 立 す るかは シス テ ム開

発 ・運 営 上 の大 きな問 題 で あ ろ う。

② 本 シス テ ムの対 象地 域 が 多'くの 市町 村 に わた る ため、 タ ー ミナ ル、 サ テ ライ ト、 セ ン

ター の設置 の際 利害 の対 立 が予 想 され る。

③ 本 シス テ ムに組 込 まれ る個 々あ構成 要 素 は 消防本部 ・県 立 病 院 ・一 般 医 院等 命 令 系統

の異 な る諸 機 関 のた め、 そ れ らを統 合 して シス テ ムの効率 利 用 を計 れ るか ど うか疑問 が 残

る。

④ 既 存 の施設 ・機 関 等 の 共用 や併 設 に既 存 の機 関等 が 応 じるか ど うか問 題 が あ る。

⑤ 組 織 上 、人 的 資 源 ・機 器 等 を共用 す る よ うな場 合 には経 費負担 や 管理.ヒの問 題 も起 き

よ う。

⑥ 個 人 等 の医 院 ・病 院 の シス テ ムへ の組込 み に つい ては 強 制 力が 現 在 の ところ ない ため、

シ ス テ ムへ の参 加 につ い て抵 抗 も出 よ う。

⑦ 休 日 ・夜間 の 診療 や 医療従 事 老 不 在時 の対 策 も抜本 的 解 決 に は な らない 可能 性 が あ る。

⑧ 過 疎地 の ため、 一番 必 要 な 救急 医療 の効 率 が きわめ て悪 くな ろ う。

⑨ 関 連 他機 関 との協 力 関 係が どの程度実 現 す るか。
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(力 人的 資 源 に関 す る問 題 点

① 本 シ ス テ ムで 必要 とす る人 的 資 源 び)うち、 国家 的 資格 を要 す る職 種 は 医師 以外 に も

栄 養.L・ 薬 剤 二L

.看 護 婦 ・保 健 婦 ・助 産 婦

検 査技 師 ・X線 技 士

〕F里学 療法 －t':・ナ支ユニート

運 転 手 ・パ イ ロ ッ ト(ヘ リコ プタ)

等 多種 に わ た り、 いつ れ も全国1的に 不足 ぎみ であ る。 したが っ て、 そ の確 保 は非 常 に難 か

しい と思 われ るo

② 更 に、 資格 を必 要 と しない が、 十分 な技 術 ・知 識 を要 求 され る もの に、

シス テ ム管 理 者

シ ステ ム ・エ ン ジニア

プ ログ ラマ

オ ペ レ一 夕

ハ ン チ 、・一

カ スタ マ ・エン ジニ ア

etc.が あ り、 そ の充 足 も難 か しい。(特 に、 常時 専従 す る ことは 困難)

③ 医師 も全 般 的 に 不足 して い るが、 特 に特 殊 な専 門医 の充 足 は 困難 で あ ろ う。 また、 そ

の 分 布 に も問 題が 残 ろ う。

④ 本 シ ステ ムの 導 入 と ともに、 医 療従 事 者 に対 しては 、 医学 的知 識 ・技 術 のみ な らず 、

高 度 の 事務 処 理能 力 と多少 の機 器 オ ペ レー シ 。ンの 習得 を必要 とす る。

⑤ 僻地 や救急 医 療 に従 事 す る 医療 従 事者(特 に 医 師)は 専 門的 に深 い知 識 や高 度 な技 術

もさ る こ となが ら、 あ らゆ る医療 需 要 に対 処 で きる柔軟 さが必 要 となる。(都 市 の病 院 の

よ うな 分業 は 望 め ない。)

⑥ 地 元 か ら、 採用 可能 な 一般 事 務 員 を除 い て、 他 はほ とん どすべ て、 他 地 域 か らの供給

に た よ らねば な ら ない。 特 に、 医師以 外 のパ ラメディカルは 一般 サ ラ リーマ ン と給 与 上 大 き

な差 が み られ ない よ うな ので、 給 与 的 な優 遇処 置 を とる必 要 が あ ろ う。

⑦ 医 師 の場 合 で も、 一・般 サ ラ リー マ ン よ り3～4倍 の所 得 を得 て い るに もかか わ らず 、

定 着 が悪 い のは そ の生 活 環 境 の未 整備 が大 きな原 因 の よ うだ。 この点 に つ い ての問 題 は本

シス テ ム導入 に よっ て も本 質的 に は解 決 され な い。

⑧ また、 地元 住 民 との考 え 方 の違 い な ど も トラブ ルの原 因 とな りやす い。
り

⑨ 本 シス テ ム の導 入 に よ り医療 効 率 や 診断 治療 の正確 さ を増 す ため の道 具立 ては 提供 さ

れ るが 、 医 療従 事 者(特 に 医師)の 仕 事内 容 は 多様 化 こそ すれ、 仕事 量 の 逓減 に は繋 が ら

ない で あろ う。

⑩ 広 い地域 に発 生 す る多 くの医療 需 要 をほ とん ど1人 で 消化 しなけ れ ば な らず 、 オ ーバ

ー188一



一 ロー ドに な りや すい
。 ま た、 代 りがい ない ため 休 日 ・夜 間 も休め ない し、仕 事 場 を長期

的 に離 れ る こ と も難 か しい。

⑪ 分 担地 域 が 広 く、 交通 事 情 が悪 く、 冬 期 は 自然 環 境 も厳 しいた め往 診 は大 変 な ロー ド

に なる。

⑫ 不要 な医 療 需 要 を減 らす ため の住 民教 育等 の よ うな根 気 のい る仕 事は やは り手 薄に な

る 可能 性 が あ る。

⑬ 病 人 の治 療 に手 一杯 で 予 防医 療 に まで 力が 入 らない 可能性 もあ る。

⑭ 機 器 を有 効 に利 用 した遠 隔 診療等 の新 しい方 法 に慣 れ る必要が あ る。

⑮ 医 師 の直 接(目 の とど く)の 指 導 下に ない パラメデ ィカ ル の医療行 為 の限 界 に つ い て法

律 的 ・慣 習的 に公式 見 解 を明確 にす べ きで あ る。

(3)技 術 士 の問 題 点

① シ ステ ム構 成上 の問 題点 と しては どの よ うな ネ ッ トワー クが最 適 か を更 に、質 的 ・量

的 両側 面 か ら現 地 の事 情 を 十分 加 味 しなが ら詳細 に検 討 す る必 要が あ ろ う。

② 医療 シス テ ムは マン ー マシ ン、 シ ステ ムで あ るか ら人的 要 素 ・機 器 的 要 素 を総 合 した

シ ステ ム評価 方式 の確 立 が 望 まれ る。

③ 仕 事 の量 と質 の面 か ら医療機 器 システ ムを評価 す る客観 的 方法 の研 究 が望 まれ る。

④ メデ ィカレ・ リク ワイ ヤ メ ン トと機 器 の性 能'機 能 の関 係 を更 に、 実 験 等 を通 じて実 証

・ 的 に究 明す る必要 が あ る。

⑤ 現 状 で は 純技 術的 には システ ム リク ワ イヤ メン ト等 か らみ てセ ン ター よ りもサ テ ラ イ

トの機 能 強 化 が望 まれ る よ うだ。

⑥ 現 状 では 動 画 伝送 等 にお い ては通 信 回 線 に よる制約 が大 きい。

⑦ 広 大 な地 域 に点在 す る機 器 や シ ス テ ムの保 守 を ど うす る か。

⑧ 情 報 処 理上 の問 題 と しては イ ンプ ッ トの正確 さの確 保 とタイ ムラ ッグを どの よ うに し

て解 消す るかが 重 要。

⑨ 更 に、 医 療情 報 は個 人 の プ ラ イバ シ ーに 関係 す るた め、 そ の機 密 保 護 の ため に ハー ド

・ソ フ ト両面 か らの厳 しい技 術要 求 を満 たす 必要 が あ る。(完 全 な デ ー タベ ー ス の確 立)

⑩ カ ノレテ 等必 要資 料 の 標準 化 は可 能 か。

⑪ デ ー タの更 新 が+分 行 い うるか。

⑫ 機 器 故 障等 に よる事 故 の責 任問 題 と関 連 して、 シス テ ム訟 よび 機器 の精 度 お よび 信頼

性 を ど うす るか。

⑬ 事 故 原 因 の 客観 的判 定 法 の確 立。

(4)経 済的 問 題 点

① シス テ ム の開発 ・運営 費 を どこが 負担 す るの か。

② パ ラ メデ ィカル の 医療 サ ー ビス に対 す る対価 の支 払 を ど うす るか。(検 査 等現 在 で も

有料 の もの は除 く。)
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③ 医 療 効 果 とコ ス トの関係 をどの程 度 にす べ きか
。

④ 他 シ ステ ・・との1川 づ ¢洪 騰 に よる負担 の蹴 は 考 え られ な い か
。(た とえ ば、

防 災 システ ム等・との 共用)

⑤ 医療 シス テ ム嘩 入は 他 の 蝶 と比 べ てそ の経 済 的 波 及効 果 は小 さい
。(た とえ ば、

鉄 道 や道 路 の建 設 の僻地 に与 え る経 済効 果 は非 常 に 大 きい
。)

⑥ 健 康 保険 との関 連 での問 題点

⑦ 他 機 関 の計 画 との関 連 を十分 考慮 して2重 投 資 をさ け、 投 資効 率 を上 げ る必 要 が あ る。

⑧ 現地 の 市町 村 の 財政 状 態は 悪 い の で 市町 村 単位 で の経 費 負担 は あま り期 待 で きそ う も

な い。

●
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第3章 島 根 県 隠 岐 地 区現 地 調 査

1.隠 岐 地 区 の概 況

L1地 理 的 条 件

隠 岐 は島根 県 松江 市 の北 東 、44～84々ma離 れ た 日本 海 に あ る群 島 で有人 、無 人 を含 め大

小180余 の 島 か らな り、面積 は347.72平 方 キロ、海岸 線 は 延長296.27キbに わた

る 。

一般 に いわれ てい る隠 岐 とは島後(ど うご) 、中 ノ島 、西 ノ島 、知夫 里 島(ち ぶ り)の 四

つの 島 を指 し、中 ノ島 、 西 ノ島 、知 夫里 馬 の三 つ を総 称 して島 前(ど うぜ ん)と 呼 ん で いる。

島後 は 四島 中の最 大 の島 で ある。地 図 に よれば隠 岐群 島 ない しは隠 岐諸 島 とな ってい るが隠

岐 とい う名 の 島は 実際 には 存在 しない。

隠 岐 は現 在 一 郡 、三 町 、四村 で人 口は約3万 入 であ る。 地 質学 的 には朝 鮮 の 白頭 山 火山脈

の系列 とみ られ 、 ア ル カ リ火 成岩 か ら成 り火 山学 上極 め て注 目され てい る。地勢 は狭 あい で

傾斜 が急峻 で あ り平 地 が 少 な い。島 前 は三 つの島 が三 方か ら海 を囲み波 静 か な内海 を形 づ く

り天然 の 良港 を生み 陸 地 は各 島 の 中央 を山脈 が走 り耕 地 が少 な く外 海 はそ の地質 の性 質 上 、

雄 大 な唆 しい 断崖 をつ く りそ の素 晴 しい男性 的 な景 観 は観光 客 を圧倒 す る。

昭和38年 国 立公 園 に指定 され国鉄 の 周遊 地 に入 れ られ てい る 。隠岐 島 の概略 は図3-1

の とお りであ る。

1.2気 象 条 件

隠 岐の 近海 を流 れ てい る対 馬 海流 の影 響 を うけ厳 冬 以外 は温 和 である 。厳 冬期 で も降 雪 の

た め に交通 が途 絶 す る ことは ほ とん どない 。

平年 の平均 気温 は1月 で も0℃ 以 下 にな る こ とは な く盛夏 の8月 で も27℃ 以 下(図3-

2)で あ る。 島 後 の北 部 を除 いた大 部分 の地 域 はお お よそ海 洋 性 の 「夏 涼冬 暖 」 で 、気候 だ

け を とれ ば恵 まれ た島 々 であ る といえ よ う。

なお 、隠 岐 の 三地 区 と本土 の松 江 、浜 田 、出雲 市 の 月別 平 均 の最高 、最 低 気温 と降 水量 の

比 較 は表3-1～ 表3-3の とお りであ る。
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●

表3-1月 別 平 均 最 高 気 温 ぐC)

観測所名 昭 和45.年 昭和46年 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

地 区 観 測 所
'

i本 松 江
18.7 18.7 7.77.11α717.822.625.629.729.825.520.116、511.0

ヰ浜 田
18.8 19.0 8,18、71LO17.121.625.129,229,726.32L217.412.0

ニヒ

、出 雲 18.4 18.5 7.36,910,417,422,225,529,229,925,620,516,411.0

P西 郷

隠、

16.9 17.4 6.76、88.915.920.323.328.228.324.419.215.510.7

㎡.五 箇

岐
17.6 17.9 7.06、99.216.720.824.628.229.225.220.116.OlO .6

、西 ノ 島 17.7 18.2 7.87、69.716.420.824.228.429.325.72(L616.211.2

(資 料 島根県統計書による)

表3-2月 別平均最低気温(℃)

観測所名 昭和45年 昭和46年 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

地 区 観 測 所
'松 江

本
10.6 11.0 0.8LO2.97.513.018.623.323.21&912.07.93.4

浜 田
土/出 雲

11.5

10.3

11.8

10.5

2.22.24.08.2ユ3.21&623.922.918812.49.55.6

0.90.72,56.512.218.022、722.418.Ol8.011.47.4

「西 郷

隠 , 五 箇

岐

10.4

9.1

10.6

9.6

0.81.02.26.412.317.122.822.818.91L68.03.7

0.50.31.85.411.416.022.021.417.49.66.13.3

・西 ノ 島 1LO 11.3 2.12.02.96.8 .12.817.223.022.319.012.99.15.1

(資料 島根県統計書による)

表3-3月 別 降 水 量(m〃)

観測所名 昭和45年 昭和46年 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

地 区 観 測 所
'松 江

本
1,931 2,137 11725792641253814561981737889107

・浜 田

土
1,693 1,681 1281159874113191349207198872299

出 雲 1,961 2,057 126217965496465452164164479086

'西 郷

隠
L787 1,590 193116118'511123021871091205977146

五 箇岐 1,903 1,641 16510711567812892331831195357172

・西 ノ 島 1,901 L480 1085661621123732159711947112118

(資 料 島根県統計書による)
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L3歴 史 と 文 化

鳥 内 の各 地 か ら発掘 され た 土器 等か ら紀 元前 約4千 年 頃 す で に縮 絨 文化 初期 の時代 が あ っ

た と推定 され 、予想 以 上 に古 くか ら人 が 住 みつ い てい た。新 石 器 時代 か ら弥 生式 文化 時 代 へ

の長 い年 代 に わ た り隠 岐 に良質 の 石器 と しての黒曜 石 が豊 富 に産 出 さ れた ことは島 民 文化 の

発 展 に多大 な影響 を与え た 。古 墳文 化 時代 には古 代 国 家が 成立 し、原 始集 落 が更 にそ の領域

を広 げ、ほ ぼ全 島 にわ た って広 が った。奈 良朝 か ら平 安朝 にかけ て隠 岐 国 分寺 が建 ち国 司が 隠

岐島 を治 めた。 隠 岐 が配 流 地 「流 人 ノ島 」 に指定 され たの は この 頃 で ある。鎌 倉 時代 、守護

・地 頭 の時代 が くる と始 め て武 士 が政 治 を執 る よ うにな り
、後 島羽 上 皇 が隠 岐 に 、 さ らに約

百年 後 に後醍 醐天 皇 が ご遷幸 され た こ とは あ ま りに も良 く知 られ て い る事 実 であ る。

室 町時 代 か ら明治 、 さ らに現 在 の島 根 県 に な るま で隠 岐 の行 政所 属 は転 々と変 わ った 。

川 明治 以降 の 島 内 の行政 機 関の沿 革

明治12年1月 、西 郷 町 中町 に、 周吉 、積 地 、海 士、知 夫、四郡郡 役所 が設け られ 、郡 長

が管治 した。

明治21年4月 、同 郡役 所 を廃 し、西郷 町西 町 に隠 岐 島庁 が設 け られ島 司 が管 治 した。

大 正15年7月 、 これ が隠 岐支 庁 とな り隠 岐支庁 長 が 就任 、 現 在 に至 る。

な お 、昭和44年4月1日 、前述 の 四郡 が合併 し隠 岐郡 と な った6

(2)町 村 制 の沿革

明治37年4月 町村 合併 を行ない 、それ まで3町50村 で あ ったの を1町11村 と した 。

昭和21年11月 浦郷 村 が 町制 を施 行 し浦郷 町 となる 。同29年7月1日 、西郷 町 東郷

村 、中条村 、磯 村 の4力 町 が合併 して新 しい西郷 町 とな る。

昭和32年2月11
.日、浦郷 町 と黒木 村 が合併 して西 ノ島 町 が誕 生 した。

昭和35年11月11日 、西郷 町 へ 中村 が編 入合併 を した 。

昭和44年1月1日 、海 士村 が海 士町 に昇格 を した。

昭和46年7月 現在 の町 村数 は 、西郷 町 、布施 村 、五箇 村 、都 万村 、海士 町 、西 ノ島 町、

知 夫 村 の3町4村 で ある。

隠 岐 の産業 は農 業 、畜 産 、林 業、 漁業 に 代表 され るが 、い ず れ も経 営規 模 は 零細 で 米は

大 半本 土 か らの移 入 に頼 ってい る。

畜産 は古 くか ら輪 転 式 の牧 畑放 牧 に よる役 肉牛 の飼 育 が盛 ん であ った が最 近 で は牧畑 お

よび山 地の草 地 化 が進 め られ てい る 。 この島 の気 候 、土質 が松 、杉 に適 してい る ため林 業

が 盛 ん で林 野 面積 は全 島 の90%に も及 ぶ 。周囲 を海 に囲 ま れ た この島 では水産 資 源 に恵

ま れて いるo

学 校 は島前 、島 後 を合 わ せ43校 に及 ぶが 高等学 校 は島 前 に 一校 、島 後 に二 枚 と合 わ せ

て三校 であ る。 島 内学 校 の分 布 を あ らわす と図3-3の よ うに なる。
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表4-4学 校 数
(昭和46年4月 現在)

区分

学校 男1
学校数 児 童 生 徒 数 学 級 数 教 員 数

小 学 校 27(分5) 3,039 152 216

中 学 校 11 2,144 65 129

高 等 学 校 3 1,499 38 110

隠 岐 高 校723 隠 岐 高 校16 隠 岐 高 校42

隠 岐島前高校279 隠岐島前高校6 隠 岐島前高校17

隠 岐水産高校497 隠岐 水産高校16 隠岐水産高校51

各 種 学 校 1 19 3 3

(資 料 隠 岐島(隠 岐支庁編)に よる)



1.4人 口teよ び 年 令 構 成

隠 岐 地 区 にお け る 人L1は 昭和30年 を境 に次第 に減 少 し、現 在全 地域 が過 疎 地域 とな って

い る。 そ の影 響 は 島 内振 興の ため に また諸 施策 を進 め る うえ で今 後多 大 の困 難が 予想 され る

と同 時 に 、健康 に 関 一与す る医 療供 給 の 不備 を もた ら してい る と思 われ る 。

昭和45年 の 国勢 調査 では隠 岐島 人 口31,214人 と島根 県 人 口773,572入 の4%で

ある。 昭 和40年 の 人 口 と比 較 す る と、実数 で4,971人 、率 で約14%の 減 少 を示 してい

る。 また隠 岐 地 区 は過疎 地域 対策 緊 急措 置法 お よび離 島振 興 法 の対 象 地区 と して公示 され て

い る。

人 口密 度 は1玩 あた り、89,8人 で島根 県全 体 の人1コ密 度116,8人toよ び全 国の280

人 よ りか な り下 まわ っ てい る。

隠 岐 地 区の 町村 別 面積 人 ロ ー覧 を表3-5、 人 口の 推 移(大 正9年 ～ 昭和45年)を 表3

-6に 示 す
。

作

表3-5・ 町村 別 面積 入 口]覧(昭 和45年 国勢 調 査 に よる)

1

町 村 名

面積

平 方
キロ

比
%

世帯数
人 口 一平 方

キロ

あた り

人口
比

%

性 比

(女100対男)

一世帯

当り平

均 人員男 女 計

昼

前

知 夫 村, 13 4 440 574 640 1,214 89.1 4 89.69 2.8

⑯

知夫里司
|

西 ノ島 町 56 16 1,541 2,497 2,713 5210 91.8 17 92.04 3.4 西 ノ 島11

海 士 町 33 10 1,245 2,045 2,212 4,257 127.3 14 92.45 3.4

1
口 唱1

計 105 30 3,226 臥116 5,565 10,681 101.7 34
[

91.93[3,3

1

島

後

西 郷 町 123 35 4,496 7,037 7,63」 14,668 ll8.9 47 92.22 13 .3

;

島 後の辰

布 施 村 18 5 254, 347 394 741 39.7 2 88.07 2.9

五 箇 村 52 15 772 1,125 1,269 2,394 46.4 8 8&65;31

都 万 村 50 15 800 1,326 1,404 2,730 54.2 9 94.44}3,4

言† 243 70 6,322 9,835 10,698 20,533 84.4 66 9193
　

3.2

合 計 348 100 9,548 14,95】 16,263 31,214
,

89.8 100 91.93 3.3

(資 料 隠 岐 の旅 情 に よる)

男 女 別 をみ る と昭 和45年 の男性 人 口 は1.4万 人 、女性 入 口は1.6万 人 で、男 は女 に くら

べL3千 人 少 な く、性 比(女100人 に対 す る男 の数)は91で 全 国 の96 .6よ りか な り低

ho

昭 和45年 の人 口 を年 令構 成別 にみ る と、o～14才 の年 少人 口が6.8千 人 で23.8%、

15～64才 の生 産 年令 人 口が19.3千 入 で62.2%、65才 以 上 の老 令 人 口が4 .3千 人 で

20%を 占め て い る。特 に知 夫 村 では30%以 上 が65才 以 上 の老 人 である 。全 国人 口の年
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表3-6.人 口 累 年 比 較

世 帯 数 男 女 計

大正g年 8,571 17,566 18,973 36,539

大 正14年 8,230 16,766
'17

,814 34,580

昭和5年 8,078 16,775 17,359 34,134

昭和10年 7,922 16,007 16,743 32,750

昭和15年 7,321 15,380 16,414 31,794

昭和22年 9,306 20,145 22,255 42,400

昭和25年 9,532 21,618 23,224 44β42

昭和30年 g,621 21,403 22,411 43,814

昭和35年 9,962 20,315 21,324 41,639

昭和40年 9,906 17,448 18,737 36,185

昭和45年 9,548 14,951 16,263 31,214

(資料 隠岐島(隠 岐支庁編)に よる)

令 別 割合(年 少 人 口23.8%、 生産 年令 人 口69,2%、 老 令 人 口7.0%)か らみ て も、生 産

年令 入 口の減少 、老 令人 口の増 加 とい う過疎 化 現象 を示 してい る。

年令 構成 図 を み る と図3-4の よ うに なる。

(昭 和45年10月1日 現在)
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表3-7人 目 動 態

市 町 村

出生児数 死 亡 者 数 死産胎数
婚姻

件数

離婚

件数

自 然 増

総数 (うち)

男

総 数 (う ち)
1才 未満

総数 (う ち)
人工 死 産

自然
自 然
増 加 率

増数(㍍ 刷総数(㍗ 総数 (うち)

男

西 郷 町

布 施 村

五 箇 村

都 万 村

193111140733125151008533.6

53136-一 一 一4-△8△10.8

32192713--3215152.1

17634191111131△17△6.2

海 士 町

西ノ島町

知 夫 村

452746302231433△1△0.2

55226833114337-△13△3.1

921911-一 一112-△10△8.2

合 計
、

4561903471857537232141390.3

(資料 島根県統計書による)

1.5産 業 お よ び 職 業 分 類

隠 岐 島 の産業 は 、農林 漁業 に代表 され るが 半 農 半 漁 の 自 給 的 な農 家 が 多い 。 農 業 は 経

営規 模 が1戸 当 り48,5ア ー ルで零 細 で あるが 、最近 海 士 お よび 島 後 全 域におい て農業 構

造 改善 事業 が 実施 され 、水稲 の ほか 、葉 た ば こ 、肉用 牛 、養 蚕 の商 品化 作 物 が導 入 され る傾

向 にあ る。

畜産 は 古 くか ら輪 転 式 の 牧 畑 放 牧 に よる役 肉牛 の飼 育 が盛 ん で 、最 近 では牧 畑 お よび山

地 の草 地化 も逐 次促 進 さ れつ つ ある。

林 業 は 気 候 と土 質 が 松 ・杉 に適 してい るの で 、全 島 に わた り造林 が盛 ん で、林 道網 の整

備 に よ り奥地 の 開 発 も容 易 に な りつ つ ある。

漁業 は 四 面海 に囲 まれ た 地 理 的 条 件 に恵 まれ 、沿岸 至 る ところ で魚 ・貝 ・海草 の あ らゆ

る操 業 が行 な わ れ 、漁場 は沿 岸 か ら沖 合 へ と移 行 し、漁船 も最 近大 型 化 の傾 向 に ある。

観 光面 は 昭 和38年4月 島 根 半 島 三 瓶 山 と ともに 大 山 隠 岐 国 立 公 園 に編 入 され、 島

内 には 国賀 、 白島 、浄土 ケ浦 お よび知夫 赤壁 等 の 自然 美 や 、歴 史 的文 化財 が多 い、最 近 は離

島 ブー ムの影 響 で観 光 客 も多 く観光 業 が増 加す る傾 向 にあ る。

隠 岐 におけ る産 業 別 就業 者分布 で もっ と も就 業 者 の多 い の は 、農 業 の6千 人(36,5%)で 、

つ い でサ ー ビス業 の2.1千 人(12.8%)、 漁業 の1,8千 人(11.1%)の 順 に な ってい る。全

国の産業 別 分布 と くらべ る と 、と くに農業(全 国17.8%)の 割 合 が高 く、製造 業 は全 国

25,8%に 対 しv3,5%と か な り低 い。 しか し、就業 構造 は 年 々第 一産 業 が下 降線 をた ど り

第 二次 、第三 次産 業 が高率 化 の傾 向 にある。

産業 別 就業 人 口を表3-8、 産 業大 分 類別 事業 所数 を表3-9、 産業 構 成 の比較 を表3一
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10に 示 す 。

表3-8 産業 別 就業 人 口(15才 以 上)

(昭 和40年10月1日 現 在)

種 別 総 数 農 業
林 業

狩猟業

漁 業
水 産
養殖業

鉱 業 建設業
.

製造業
卸 売

小売業

鍋 保
険・不動
産 業

運 輸

通信業

電 気
カ ス

水道業

サー ご

ス 業
公 務

分類

不能

隠岐計
実 数

百分比

16,47】

100

6,014

36.5

592

32

11834

1L1

82

05

1,449

8.8

583

3.5

L743

10.6

131

0.8

1,442

8.7

・8】

0.5

2,103

12.8

470

2.9

10

0ユ

島根県
実 数

百分比
413,370

100

170,475

412

4,153

LO

10,253

2.5

2,894

0?

30,297

7.3

42,940

10.4

58,124

14.1

5,726

L4

21,073

5.1

2,016

0.5

52,423

12.?

12,884

3.1

112'

0.0

(資 料 隠岐島(隠 岐支庁編)に よる)

第3-9産 業大分類別事業所

(昭 和44年7月1日 現 在)

産業別

町村名
総 数

農 林

水産業
鉱 業 建設業 製造業

卸売業

小卸業

金'融

保険業
不動産業

運 輸

通信業

電気 ・ガス

水 道 業

サ ー ヒ

ス 業

西 郷 町 1762 11 4 56 5ユ 387 14 一 20 2 217

布 施 村152卜
一 　 7 7 21

一 一 2 2 13

五 箇 村 158 8 1 23 16 49 『 一 4 1 56

都 万 村 119 3 1 23 8 46 1 一 2 2 33・

海 士 町 269
一 1 34 9 97 3 2 20 1 102

西 ノ島町 282 5 『 35 20 121 1
一 10 2 88

知 夫 村 78
一 一 16 4 29 1 一 5 1 22

計 1,720 27 7 194 115 750 20 2 63 11 531

(資 料 .隠 岐 島(隠 岐支 庁編)に よる)

表3-10産 業 構 成 の 比 較

(昭 和44年 度)

区 分 生産金額(百 万円) 比率(%) 区 分 生産金額(百 万円) 比率(%)

水 産

農 業

林 業

畜 産

1,674

1,117

675

189

39.1

26.1

15.7

4.4

養 蚕

工 業

総 計

54

577

4,286

1.3

13.4

100

(資料 隠岐島(隠 岐支庁編)に よる)

1.6世 帯 構 成

世帯 数 は人 口の 減 少 に もか か わ らず 昭和30年 以 降 も増 加 傾 向 がつ づい てteり 、世帯 の分

離 、細 分化 が 一層 顕著 にな りつ つ ある。 この結 果 昭和45年10月1日 現 在 の普通 世帯1世

帯 当た り平 均 人 員 は3.26人 とな り、全 国平 均 の3.69人 よ り低 く核 家族 化 の傾 向 に あ る。
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ま た時 期的 に漁業 や 出稼 な ど に よ り妻 、イ供 だけ とい った家族 に なる家庭 も多い 。

1.7交 通

医療 の地域 特 性 を分析 す る に は地 勢 、 産業 、文 化、 人口 分布等 は 重嬰 な 因 子 で あ るが、

さ らに 、交通 に よる人 の流 れ の分析 は重 要 で あ る。 そ れは必 ず し も直 線距 離 の遠 近 に よ り'

…律 に規 定 され る もの では な く
、通 勤 、通 学 ある い は文化 的 背 景 と も密接 に関係 して い る。

隠 岐 ～本土 間(表3--14)の 交 通 は隠 岐 汽船 の純客船 「しま じ丸 」 、 「お き じ丸」 、

フェ リーの 「〈にが丸 」 、 貨物船 「第 二 お き丸 」の 四隻 が就航 し、松 江 、 安来 、境 、七 類

と隠 岐の各 階 と結 ん でし(る。41年 度 に島後 に隠岐空 港 が完 成 、航空 路(表3--15)が

開 設 し、本土 ～隠 岐 間 の交 通 は 飛躍 的 な発 展 を とげ た。

島前 の各 町村(各 島)間 は定 期 連 絡船 、定期 郵便 船 で結 ば れ 、島 後 では 西 郷 港 か ら 東

廻 り、西廻 りの定 期船 が毎 日就航 し、西郷 湾 に は、湾 内 の西郷 、東郷 、飯 田部 落 の間 に定

期 船 が就航 してい る。

離 島 におい て は船 が本 土 とを結 ぶ 重要 な交通 手 段 で ある。 しか し、 この船 も、冬 は便 数

も少 な く、年 に2～3日 は台 風 、 しけ等 に よ り欠 航 す る こ と もあ る。

陸 上 交通(表3-11)は 昭和29年8月 か ら一畑電鉄 が本 格 的 に バ ス路 線 を経 営 し、

島 後 は 西郷 町 を中心 に 、東 海岸 線 、島 後縦 断 線 、西海岸 線 が 四通 発達 し、島 前 は 、西 の島

町 の浦 郷 を中心 に倉 の谷 ～赤 の 江 線 が あ る。 また海 士町 は、昭 和45年10月 か ら隠 岐海

士 交通 が 、豊 田 ～菱 浦 線 、菱 浦 ～崎 、保 々見 線 の バ スが運 行 され てい る。

隠 岐地 区全 体 の 車 の保 有台 数 は2,685台 で3軒 に1台 の割 合 とな ってい る。

表3-11陸 上 交通(バ ス)運 行状況(昭 和46年6月 現在)

島後

区 間 1日 往 復 回数 距離(々め 島前

西郷～那久 3 24.2 区 間 1日往 復 回数 距 離(たの

〃 ～蛸 木 3 23.6 字 賀～赤 の 江 1 15.5

〃 ～津 戸 1 21.8 〃 ～浦 郷 1 12.1.
〃 ～卯 敷 3 19.3

倉の谷～赤 の 江 1 14.1
〃 ～大 久 3 11.8

別 府～浦 郷 2 7.9
〃 ～ 加茂 5

,
7.2

〃 ～今 津 5 6.6

〃 ～赤 の 江 1 11.3

〃 ～伊 後 2 22.9
豊 田～菱 浦 7 7.8

〃 ～西 村 1 20.5 菱 浦～崎保 々見 4 17.6

〃 ～重栖 3 19.3

〃 ～五 箇 4 18.5
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表3-12陸 上 交 通 パ ス お よ び タ ク シ ー の台 数

業種別

町村別

定 期 観 光 パス 貸 切 観 光 パ ス 定 期 路 線 パス タ ク シF一

台数 輸送人員 台数 輸送人員 台数 輸送人員 亮 中型 小型 計 輸送人員

西 郷 町 6 311 6 311 13 819 1 12 22 35 157
1,598

(内路線パフ819人)

布 施 村 2 1 3 14 14

五 箇 村 4 4 16 16

都 万 村 1 3 4 17 17

西 ノ島 町 2 80 8 329 3 5 8 35
444

個 路繍パ73四 人)

海 士 町 1 41 1 35 3 138 6 4 10 46
260

{内路線パス1胡 人)

知 夫 村 2 2 8 8

計 7 352 9 426 24 1,286 1 24 41 66 293
2,357

〔内啓綿一川286人)

()内 路線 パス

表3-13隠 岐 島 内 各 町 村 間 粁 程 度

△ 海 路

西郷 町村名

知夫 △57.4 知夫

浦 郷 △9.3 △47.1 浦郷

黒木 7.7 △19.3 △37.6 黒木

海士 △3 .7 △14.8 △23.5 △33.9 海士

五箇
33

△
18 :

37
△

18

6

8

47△

18 ;
57△

18 : 18.8 五箇

都万 14.9
33△

15 ;
37△

15 ;
47△

15 ;
57△

15 ; 15.2 都万

磯 10.5 13.3
33

△
4 ;

37
△

4 :
47

4 }
57

4 亨
4.7 磯

中条 5.1 12.7 13.2
33△

5 :
37△

5

6

6

47

5 と
57

5 : 5.6 中条

中 12.4 17.6 251 11.8
こ3△

18 :
37△

18

6

0

47△

18 ;
57

△
18 ; ユ8.0 中

布施 8.8 11.0 16.1 23.7 20.6
33△

13 :
376

△
13.9

47
△

13 二
57△

13 ; 13.9 布施

東郷 10.6 17.3 4.9 9.3 19.7 18.1
33

△
4 :

37.6
△

4.6

47△

4 :
57△

4 : 4.6 東郷

町村名 布施 中 中条 磯 都万 五箇 海士 黒 木 ・ 浦 郷 知夫 西郷 町村名

注)本 表 は便 宜 上町村合併 前の町村 名 に よった もの である。
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表3--14隠 岐 航 路 運 行 状 況 お よ び 船 賃

(自3月1日 ～ 至6月30日 お よび 自9月1日 ～至10月31日春 秋 コ ー ス

し ま じ 丸

(1日1往 復)

境 来 居 浦 郷 菱 浦 西 郷 菱 浦 浦 郷 境

発 着 発 着 発 着 発 着 発 着 発 着 発 着
9.00 1L30 11.40 悉 13.00 13.10 1420 14.40 15.50 16.0016.40 16.50 19.40

お き じ 丸

(1日1往 復)

西郷 別 府 境
'

別 府 西郷

発 着 発 着 発 着 発 着

8.00 9.20 9.40 12.40 13.10 16.10 16.40 18.00

く に が

(旅 客 フェリー)

(1日1往 復)

七類 西 郷 菱 浦 別 府 菱 浦 西 郷 七類

発 着 発 着 発 着 発 着 発 着 発 着

9.00 11.30 12.00 13.10 13.25 13.40 14.00 14.15 14.3015.40 16.10 18.40

春 洋 丸

(1日1往 復)

別府 菱 浦 西 郷 菱 浦 別府

発 着 発 着 発 着 発 着

8.40 8.55 9.10. 10.30 16.30 17.50 18.00 18.15

(自7月1日 ～至8月31日)盛 夏 ゴ ー ス

お き じ 丸

(1日1往 復)

境 西 郷 境 西 郷 境

,

発 着 発 着 発 着 発 着

7.00 10.15 10.45 14.00 14.30 17.45 18.05 21.20

し ま じ 丸

(1日1往 復)

境 来 居 浦 郷 境 浦 郷 境

発 着 発 着 発 着 発 着 発 着

7.30 10.05 10.15 10.40 11.10 14.10 14.40 17.40 18.0 `21 .00

く に が

(旅 客 フェリー)

(1日1往 復)

七類 西 郷 菱 浦 別 府 菱 浦 西 郷 七類

発 着 発 着 発 着 発 着 発 着 発 着

9.00 11.30 12.00 13ユ0 13.25 13.40 14.OC 14.15 14.3015.40 16.4C 19.10

春 洋 丸

(1日2往 復)

西郷 菱 浦 別 府 菱 浦 西 郷 菱 浦 別 府 菱 浦 西郷

発 着 発 着 発 着 発 着 発 着
1

発 着 発 着 発 着
8.00 9.20 9.35 9.50 10.05 10.20 10.30 11.50 16.3017.50 18.00 18.15 18.25 18.40 18,520.10

・
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、

(自11月1日 ～.至2月 末 日)冬 期 コ ー ス

し ま じ 丸

(1日 片 航 海)

境 来 居 浦 郷 別 府 菱 浦 西郷 下

り

発 着 発 着 発 着 発 着 発 着

9.00 11.35 11.45 12.10 12.3513.10 13.30 13.45 14.00 15.15

西郷 菱 浦 別 府 浦 郷 来 居 境 上

り

発 着 発 着 発 着 発 着 発 着

8.30 9.45 10.00 10.15 10.35 11.10 11.30 11.55 12.05 14.40

お じ き 丸

(1日 片 航 海)

境 浦 郷 別 府 菱 浦 西郷 下
`

り

発 着 発 着 発 着 発 着

9.00 12.05 12.3G13.0ε 13.25 13.40 13.55 15.15

西郷 菱 浦 別 府 浦 郷 境 上
1

り

発 着 発 着 発 着 発 着

8.30 9.50 10.05 10.20 10.40 11.15 11.35 14.40

〈 に か

(1日1往 復)

七類 西 郷 菱 浦 浦 郷 菱 浦 西 郷 七類

発 着 発 着 発 着 発 着 発 着 発 着

800 1030 11.00 12.10 12.25 13.05 13.25 14.05 1415 15.25 15.55 18.25

隠岐航路の船賃

等 級区間 2等 特2 1等 特1
。小学 生 は大 人料 金 の半 額 。

。途 中下船 は前途 無 効 。境 港 ・七 類 ～隠 岐間 670円 b70円 1,270円 1,680円

島 前～ 島 後 間 260円 340円 490円 650円

表3-15隠 岐航 空路 運 行状 況 お よび航 空賃

隠岐 → 出雲 3,200円

隠 岐 便名 出 雲

11:1061411:35

出雲 一隠 岐

出 雲 便名 隠 岐

10:20611 10:45

隠岐→米子 3,000円

隠 岐 便名 米 子

16:0067616:25

(自4月1日 ～至10月31日)

米 子→ 隠岐

米 子 便名 隠 岐

15:1067515:35
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1.8通 信

本一ヒと隠 岐 との間 は マ イ ク ロ回 線 に よっ て松江 局 と島後 の 西郷 局 と結 ば れ てお'り、島前 、

島 後間 もや は リマ イク ロ回線 に よって西郷 局 と島前 の海 士局 が結 ば れ てい る(図3-6、 図

3--7)。

隠 岐 地 区 にお け る電 話 加入台 数 は 昭和45年3月 末現 在 で4 ,228台 で 世帯 普 及率 は44.4

%と な ってL(る 。 ま たダ イヤ ル即時 化 され てい な い村 が4村 で同 一 区域 内 で あ りなが ら市外

扱 い とな って い る。 しか し各村 内 は農 村集 団電 話 の 普 及 に よ り緊急 時 にお い て もま った ぐ連

絡 もとれ ない とい う地域 は ない。

表3-16電 話 加 入 状 況

(昭 和45年3月 末現 在)

電 話
町 村 名

保 有台 数 世帯普 及率
(台) (%)

西 郷 町 2,308 51.2'

布 施 村 202 78.0

五 箇 村 145 18.6

都 万 村 406 52.0

海 士 町 525 43.2

西 ノ 島 町 562 。37
.0

知 夫 村 80 17.8

計 4,228 44.4

1.9財 政

隠 岐 島 の全 町 村 の歳 入 合計 は約17億 円 で43%が 地 方交 付税 、約23%が 国 と県 よ りの

支 出金 で ある。 町村 税 に よる収 入 は8%程 度 で ある が島 の生 活 は貧 困 とい うよ りむ しろ裕福

で ある。

町村財 政 の 歳 入 、歳 出 を表3-17に 示 す。 また島 とい う特殊 性 か らの離 島振 興 事業 計 画

を表3-18に 示 す。
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歳 入(1)

表3-17町 村 財 政

(昭 和44年 度決 算)(単 位:千 円)

町 村 名 町村税 自動車取得
税 交 付 金

地 方
交付税

交通安全対策
特別交付金

分担金及
び負担金

使用料 手数料
国 庫

支出金
県支出金

西 郷 町 78,480 5,056 225,784 371 27,517 6,536 3,216 42,397 24,729

布 施 村 3270 450 35,704 一 3,806 636 67 16,753 10,521

五 箇 村 8β28 11327 79,050
一 14,038 1,113 248 26,444 48,617

都 万 村 9,612 1,374 95,946
一

193 3,055 224 37,563 13,006

海 士 町 19463 1,902 113,525 一 5,923 11728 393 37,811 21,123

西ノ島町 23β00 1,683 129,892
一

10,774 3,308 1,218 73,501 31,107

知 夫 村 4,634 591 49,917 一 669 41 133 8β86 16,614

計 147β87 1a383 7291818 371 62,920 16,417 51499 243,355 165,717

比率(%) 8.63 0.73 42.72 0.02 3.68 0.96 0.32 14.25 9.70

歳 入(2)

町 村 名 財産収入 寄 附 金 繰 入 金 繰 越 金 諸 収 入 地 方 債 計 比率(%)

西 郷 町 2,735 8,405 2,206 11,680 8,281 37,600 484,993 28.39

布 施 村 60,505 一 『 4β61 1,003 13,100 150,676 8.82

五 箇 村 156 1,843
一 8,297 6,086 17,700 213,547 12.50

都 万 村 168 4,308
一 3,075 2,782 13,500 184,806 10.82

海 士 町 2,060 5,489 758 3 2,372 30,700 243,250 14.24

西ノ島町 2,868 6,631 5,992 7,535 7,181 31,200 336,190 19.68

知 夫 村 1,974 2,123
一 319' 986 8,000 94,887 5.55

計 70,466 28,799 8,956 35,770 28,691 151,809 1,708,349 100

比率(%) 4.12 1.69 0.52 2.09 1.68 8.89 100

歳 出(1)

町 村 名 議 会 費 総 務 費 民 生 費 衛 生 費 労 働 費 農林水産業費 商 工 費 土 木 費

西 郷 町 11β35 103,248 65,275 30β53 7,053 59,760 19,979 66,881

布 施 村 4,620 37,216 14,654 5,615 3 33,350 9,528
'23

,222

五 箇 村 4,481 29,648 25,610 5,934
一 9L797 1,546 25,359

都 万 村 4,835 27,459 12,787 8,374 一 61,933 2,035 20,301

海 士 町 6,689 66,387 15:080 6,637 25 45368 gβ81 46,242

西ノ島町 7,776 30,990 29,549 14,165 一 44,118 22,336 65108

知 夫 村 3,795 21,518 4,241 3,089 11 22,360
●513

1層7,383

計 44,031. 316,466 167,196 74,667 7,092 358,686 65,318 264,496

比率(%) 2.63 18.93 10.00 4.47 0.42 21.46 3.91 1582
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歳 出(2)

町 村 名 消 防 費 教 育 費 災害復旧費 公 債 費 諸 支 出 金 計 比 率(%)

西 郷 町 10,101 80,132 2β05 21,464 一
479β86 28.69

布 施 村 1,412 11,818 111 6,929 一
148,478 8.84

五 箇 村 1,162 17,738 ユ,315 4,941 一
209,531 12.54

都 万 村 4,011 24,523 一
5,366 767 172,391 10.32

海 士 町 5,539 27,703 3,918 10,279 一
243,248 14.56

西 ノ島町 3,947 95,842 L851 8,149 一 323,831 19.38

知 夫 村 1,647 10,272 4,999 4β36 一
94,664 5.67

計 27β19 268,028 14,999 61,964 767 1,671,529 100

比 率(%) 1.66 16.04 0.90 3.71 0.05 100

(資 料 隠 岐島(隠 岐支庁編)に よる)

表3-18離 島 振興 事 業 計画(隠 岐 島)

(単 位:千 円)

全体計 画(昭 和38年 ～47年 度) 45年 度事業 38～45年 度 事業 46年 度事業計画
事 業 種 別

事 業 費 国 費 事 業 費 国 費 事 業 費 国 費 事 業 費 国 費

治 山 ・ 治 水 1,918,627 1,001,401 185,300 100,735 827,677 450,949 273,716 144,494

河 川 744,020 332,686 81,900 37,200 365,740 168,380 102,800 46,700

ダ ム 110,000 55,000 一 一 『 一
12,000 6,000

砂 防 427,987 276,968 54,000 35,500 269,987 172,468 68,500 44,750

治 山 141,775 91,062 17,400 121035 80,927 54,590 19,044 12,695

海 岸 494,845 245,685 32,000 16,000 111,023 55,511 71β72 34,349

道 路 整 備 2,796,060 1,851,780 312,700 206,100 1,358,960 897,355 414,000 277,500

道 路 2,513,660 1,639,980 302,700 198,600 1,320,960 868,855 380,000 252,000

街 路 282,400 211,800 10,000 7,500 38,000 28,500 34,000 25,500

港湾 漁港 ・空港 6,205,388 5,234,224 473,997 380β45 2,459,457 2,016,245 778,540 601,405

港 湾 2,170,910 1,720,635 165,581 131,081 714,776 572,406 252,300 191,150

漁 港 2,798,768 2,296,409 308,416 249,764 11344,251 1,055,939 489,460 373,475

空 港 1,175,280 1,175,280 一 一 352,000 352,000 36,780 36,780

生活環境施設整備 21,873 7,200 6,023 2,000 16,073 5,300 5,800 1,900

巨 園 2L873 7,2⊃0 6,023 2,000 16,073 5β00 5,800 1,900

農 業基 盤整 備 2,032,230 1,176,008 296,090 165,576 698258 375,753 563,407 333,410

土 地 改 良 1,498,151 885,775 196,574 108,973 364,410 198,903 449,119 267,872

干 拓 154,640 100,514 46,000 29,900 71,158 46,252 55,973 36,382

草 地 改 良 379,439 189,719 53,516 26,753 262,690 130,598 581315 29,156

林道 工業用 水 2,153,733 993,614 157,439 76,479 851,090 359,013 218;633 104,720

造 林 441,142 134,274 37,961 11,607 327,759 .99,835 27,325 8,197

林 道 1,230,192 668,318 87,195 51,960 343,100 189,023 100,000 60,000

簡 易 水 道 482,399 191,022 32,283 12,912 180,231 70,155 g1,308 36,523

総 合 計 15,069,214 10,222,327 1,431,549 931,785 6,163,085 4,068,715 2,254,096 1,463,429

(資 料 隠岐島(隠 岐支庁編)に よる)

一218一

＼



'

2.隠 岐地区の健康 と医療 の概況

2.1隠 岐地 区 の 医療 の特 色

隠 岐地 区 に おい ては道 路 の 発達 と診療所 の分布 等 に よ り無 医 地 区は ほ とん どな くな ってい

る(島 後地 区 に2ヵ 所 存 在 、図3-8)が 、 病院 、 病 床 数 、 医 師の駐 在 す る診療所 等 の医

療 機 関 、ある い は医 師 、看 護 婦 等 の医療 関係 従 事者 は全 国平 均 の 約50%の 現 状 で ある。

隠 岐 地 区の 死亡 統 計 に関 して は、脳血 管 疾患 、がん 、心 疾 患 とい った成人病 関 係が全 国平

均 の1.5～2倍 の 死亡 率 を示 す とと もに、全島平 均 で人 口の約20%が65才 以 上 の高令 者

で ある こ とに よ る老 衰 の造 加 も著 る しい特 徴 とい え よう。 老衰 の 死亡 率 は 、島前 で全 国 平均

の約9倍 、島 後 で約3倍 程 度 とな って いる。

隠 岐地 区 の健康 管理 は島 前黒 木 保 健所 、島後 西郷 保健 所 を中心 と して行 なわれているが、特

に 胃がん、子宮が ん等 の がん 検査 は年1回 本土 よ り来 島 す るが ん健 診 車 に全 面的 に頼 ってい る

た め に 日程 上 の制 限 な ど もあ って受 診率 等必 ず し も満 足 の い く状 況 では ない よ うで ある。

保健 所 の活 動 に 関連 して 、保 健 婦 の配置 状況 は全 国平均 の約3.5倍 と比 較的 恵 まれ てい る

の で あるが 、各 種 健 診 の実 施 、 事務 作業量 の増 大 、対 象 区域化 等 に よ り家庭訪 問 、健 康 指導

な ど保 健 婦本 来の 業 務 に必 ず し も専 念 しうる状 況 で は ない よ うで あ る。

隠 岐 地 区最 大 の医療 機 関 と しては、 島後 西郷 に島後 町村 組 合立 隠 岐病 院(医 師 数4名 、病

床数85床)が あ るけれ ど も耳 鼻科 、眼 科 等 の専門 科 目に欠 け、 ま た医 療 設備 等 も必ず し も

隠 岐地 区 の 中心病 院 と して満足 し うる状 況 では な い よ うで あ る。 また、 島前、 島後 の住 民感

情 と しては 医療 面に関 し必 ず し も隠 岐地 区 の病 院 を頼 る とい うよ うに も思 わ れ ず、 大土 のた

とえば米 子 の 鳥取 医 大 、境 港 の 済 生会 病院 、松 江 の 日赤病 院 な ど医療 資源 の充 実 した と ころ

に 目が向 け られ て い る とい う状 況 で ある。

隠 岐地 区 の診療 所 等 日常 の医 療実 務 を担 当 してい る と ころで の問題 は 、平 均 一 日60～

150人 来 所 す る患 者数 の 問題 が あ り、 この うちの大半 は老令 人 口の 多 い こ とに よる慢 性 疾

患 的症 状 の治 療 に追 われ てい る こと であ る。

隠 岐 地区 の孜 急 医療 の問題 につい ては 、異常 分娩 に関 す る もの が 目立 つ よ うで あ り、本 土

の 自衛 隊 へ の ヘ リコ プ タ出動 要請 等 も大 半 は異 常 分娩 に関 す る ものの よ うで ある。

隠 岐 地区 の住民 の医 療、特に医療 機 関 につ い ての考 え方 に は、 医療 に比較 的 恵 れぬ地 域 であ

る こ とに よ り多少 早 目に病 院 ・診療 所等 を訪 れ よ うとす る傾 向 が み られ る よ うで ある。 また

医療 に対 す る要 望 と して は 、 バ ック に医 科 大学 等 を もつ 病 院 ・診 療所への信頼 度 が高 く、医療

施 設 の充実 、医 療 技 術 の 高 度化 等 が最 も大 きな要 望 の よ うに思 われ る。
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2.2隠 岐 地 区 の 医 療 体 制 の 現 状

隠 岐 地 区に おけ る医療 施 設 の 分布 は図3-9に 示 され るよ ウ に昼前 、島 後 にほy平 均 して

配置 され てい る。 この うち最 大 の病 院 は島後 西郷 町にある島 後町村 組合立隠 岐病院(病 床数85

床 、馴 致 、名 診 療 科 内科 ・小 鯛 聞 、 鰍 整形酬 産婦 人科、 酬(ぺ 耳鼻

科(刈 、 歯 科(田 印は該 当医 師 の いな い診 療科)で あ る。 隠 岐病 院 につ い ては、 現在 約 数 億

円 の予 算で 整備 が 計画 されてお り、医 師15名 、病 床160床 を目標として設計段階k入 ろうとしa・輪

島前 、島後 の 医療施 設k・ よび医療 関係 従事 者 を示 した もの が表3-19、 表3-20で あ.

る。 医療 施設 に関 して診療 所数 を全 国平 均 と比較 してみ る とほ ぼ1.4倍 とい う結果 が 得 られ

てい るが 、これ は医 師の 駐 在 しない 診療 所 を含 む ため で あ り、医 師 駐在の診療 所 のみ を と っ

てみ る と全 国平 均 の72.6%と な る。

医療 従 事者 につ い ては 、医 師 が全 国平 均の約63%、 看護 婦 が 約50%と 量的 に も不足 し

ている結果 が示 され てい る。 これ に対 して保健 婦 は全 国平 均 の約3.6倍 の人 員を もって お り、

この点 に隠岐 の医 療 にお け るひ と つの 特 色が み られ る。

病 床 数 に 関 して も 、 全 国平 均 の40%に 満 た ぬ状況 に あ り、全 体 的 にみ て医 療 資源 の

保 有率 は全 国平 均 の半 分程 度 とい うこ とが で き よ う。

医療施設 ・医療関係従事者に関する問題 としては・診療科 目の不足と検査センター的施設

の 不足 が あげ られ る 。診療 科 目と しては耳 鼻科 、眼科 等の 専門 科 目が皆 無 の状況 であ り、 内

科 ・外 科等 の手 に負 えぬ 場合 には 、境 港 、米 子 、松江 等本土 の専 門医 を頼 らねば な らない 。

検 査 に関 す る医 療機 器 等 も不足 で あ り必ず しも診療 に必 要 な検 査 が行 われ ている わけ で はな

く、隠 岐 地区 には隠 岐 地区 の検 査 セ ン ター的施 設 が必 要 で ある との要 望が 、病院 ・診療 所 の

医 師 を通 じて強 く感 じられ た。

特 に医 師補 充 の問題 と しては 、隠 岐 出身 の医師 が30数 名 い る に もかか わ らず 、 ほ とん ど

帰 島せ ぬ状況 が あげ られ 、一 般 に医 師 が種 々の理 由か ら僻 地 へ赴 任 したが らぬ状 況 が隠 岐 で

も明瞭 に表 わ れ てい る。

医 師 の 日常診療 状 況 と しては 、 た とえば 西 ノ島町 立 浦郷 診療 所(医 師1名)で 一 日100

～150名 、 西ノ島勝 部医 院 で一 日100名 、知夫 村 立診療 所(医 師1名 、年令70才 以 上)

で1日60名 と圧倒 的 な数 の患 者 の診療 に追 われ 、充 分 な休息 、研修 な どのた めの 出張 、さ

らに身近 に 日常の 十 分 な検査 等 もほ とん ど不可 能 な状況 に ある。 診療 所 等 の医師 は、 自分 の

受 持 つ ほ とん ど全 ての住 民(平 均 して1医 師 当 り2,000～3,000入)の 健康 状態 を把 握

してお り、ホ ニ み ドク ター と して住民 か らの信 頼 度 は高い よ うで ある。

日常 の診療 の ほ か に 、救 急 の場 合 の医療 に関 しては 、患 者 の来 院 ・来所 中心 で あ り、医 師

の移 動 は現実 には無理 であ る。 患 者 の搬 送 は、 自家用 車等 の利 用 のほか に 、患 者輸 送 車 が

。島前 西 ノ島波 止 地 区1台 、

。島後 西 郷 町 、 布 施 村 、 五箇村 に各.1台

配置 され てい る が 、充 分 とは思 われ な い状 況 で ある。
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最 後 に隠 岐 地 区の 医療 施 設 、医 療 関係 従事 者 の考 え方 と して 注意 す べ き点 は 、島前3島 と

島 後 とは全 く独 立 して存 在 す る ことで ある。 た とえば 、隠 岐 地 区最 大 の医 療機 関 島後 の隠 岐

病 院 に関 してみ て も入 院 、外 来 ともほ とん ど島 後 のみ を対 象 と してお り、島 前 の住民 につ い

ては 入院 で約3%、 外 来 は0と い う状 況 で ある。 したが って、 島 前 、島後 と も自分 の ところ

で カバ ー し得 ぬ 医療 に関 しては独 立 に本土 の医 療機 関 を頼 って お り島 前 ・島後 間 で連 絡 しあ

うとい うこ とは ほ とん どない よ うであ る。

表3-19隠 岐 地 区 の 医 療 施 設

(昭 和48年)

病 院 数 診 療 所 数 歯科診料所数 助 産 所 敷

島

前

西 ノ島 町

海 士 町

知 夫 村

『

一

『

3

4

1

2

2

1

2

5

2

計 0 8 5 9

島

後

西 郷 町

布 施 村

五 箇 村

都 万 村

1

-

一

一

13(4)

1

3(3)

5(4)

3(1)

1

1

1

8

-

2

3

計 1

・

22(11) 6(1) 13

隠 岐 総 計 1

　

30 11 22

対人 口
10万 人数

3.2 96.6 35.2 70.4

島 根 県 平 均
(対人 口10万 人)

7.24

・

85.1 26.9' 25.6

金 国 平 均(対入
口10万 人)

7.6 66.5 28.9

隠岐子笹 評均 42口% 145.3% 121.8%

〈()は 非 常 駐 の もの を示 す。 〉

病 床 数

隠 岐 平 均

島 根 県 平 均

全 国 平 均

380,0床/人 口10万 人

1,106.8床/人 口10万 人

1,031,0床/人 口10万 人

隠岐平均/全 国平均 36.9%

(資料 黒木、西郷保健所状況書による)
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表3-20隠 岐地区の医療関係従事者数

(日召禾048年)

医 師 歯科医師 薬 剤 師 保 健 婦 看 護 婦 准看護婦 助 産 婦

島

前

西ノ島町 2 2 3 4 3 6 2

海 士 町 3 2 1 1 2 3 5

知 夫 村 1 1 一 1
一

1 2

島 後 17 6 11 10 22 35 13

隠 岐 総 数 23 11 15 16 27 45 22

隠 岐 平 均 73.7 35.2 48.1 51.3 66.5 144.2 70.5

島 根 県 平均 106.8 31.4 40.6 26.4 162.5 22L2 36.1

全 国 平 均 117.3 37.3 79.3 14.3 133.0 153.6 27.8

醜麹鈎 62.8% 944% 60.7% 358.7% 49.6%

　

93.9% 253.6%

(平均 値 は いつ れ も対 人 口10万 人 の 値 で ある 。)(資 料 黒 木 、西 郷保 健所 状 況 書 に よる)

2.3疾 病 構 造

(D死 因 分 類

隠 岐地 区 の死 因 分類 、死亡 率 、乳 児死亡 率 に関す る統 計 を表3-21か ら表3-24ま

で に示 した 。

脳 血 管 疾患 、がん 、心 疾 患 とい った成 人病 が死 因 の上位 を 占め 、全 国平 均の 死 亡率 と比

較 して1.5～2倍 の値 を示 して い る。特 に脳 卒 中 に関 して は 、島根 県の特 別 対策 地域 に指

定 され てお り保 健所 を 中心 と して 、健 診等 の対 策 が行 なわ れ てい る状 況 で あ る。

島前 にお い ては 、昭 和47年 に老 衰 が 死 因のag-一位 とな ってい るが、 この ことは隠 岐 全

人 口の約20%、 特 に知 夫 村 で は30%以 上 が65才 以 上 の高 金 者 で あ る こ とに よる もの

と思 われ る。

乳 児 死亡 率 に 関 して は 、 島前 　(お い て昭和46tlEva全 国平 均 の約3倍(人 口1万 人 に対

し出生数141人 、乳 児死 亡 数6人)を 示 してい るが、 昭 和47tlEで は ほY全 国平 均並

(出 生数123人 に対 し、 乳 児 死亡数1人)と な って い る。

表3-21隠 岐 地 区 の主要 死 因分 類

(昭 和46年)

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位

島 前 脳 卒 中 心臓病 老 衰 が ん 不慮の事故 気管支炎等 肝硬変

島 後 脳 卒 中 心臓病 が ん 不慮の事故 老 衰 気管支炎等 高血圧

全 国 脳血管疾患 が ん 心疾患 不慮の事故 老 衰 気管支炎等 高血圧

(資料 黒木、西郷保健所状況書による)
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表3-22島 前 地 区 死 亡 率

(人 口対1000人 昭和47毎 ⇒

＼ 1 2 3 4 5 6 7

死 因 老 衰 心臓 病 脳 卒 中 が ん 不慮の事故 肝 硬 変 そ の他

島 前 実 数 31 27 26 25 10 6 4

死 亡 率* 2.90 2.53 2.43 2.34 .α94 α56 0.37

*推 定 (資 料 黒 木保 健 所状 況 書 に よる)

表3-23島 後 地 区 死 亡 率

(人 口対1000、 人 昭 和47年)

＼ 1 2 3 4 5 6 7 8 8 8

死 因
脳血管
疾 患

悪 性
新生物

心臓
疾患

老衰 高血圧
性疾患

消化性
潰 瘍

不慮の
事 故

気管支炎
肺 炎 等 肝硬変 自殺

島後実数 41 26 24 23 9 8 6 5 5 5

死 亡 率 2.04 1.29 L19 1.15 0.45 0.40 0.30 0.25 α25 025

(資料 西郷 保健 所 状 況書 に よる)

表3-24島 前 に お・け る 乳 児 死 亡 率

種別

年次男1
推定人口

出 生 乳児死亡 全 国 平 均

実 数 率 実 数 率 出 生 率 乳児死亡率

昭42年 11,082 156 14.1 4 25.0 一 一

43 10,599 118 11.1 2 16.9 } 一

44 10,264 112 10.9 1 9.7 一 一

45 10,β81 107 8.5 3 28.1 一 一

46
.

10,013 141 14.1 6 42.6 19.2 13.1

47 9,785 123 12.6 1 8.1 193 12.4

(;覧柔ξ率は2盒 星人口::㍑:タ～(資 料 黒木保健所状況書による)

② 伝染病発生状況

隠岐地区口 ける伝染病離 状況は直 前に勒 ては表 、-25表 に示すよう嘩 士町

に赤痢 が 発生 してい た が昭 和47年 度 は発生 皆 無 で あ った 。 一方 、島 後 に お・い ては表3-

26に 示 す よ うに疑似 日李 脳 炎 と狸 紅 熱 の 発生 がみ られた が いず れ も死亡 ま で は至 ってい

ない状況 であ る。
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表3-25伝 染 病 発 生 状 況(島 前)

(昭 和471E)

疾病別

年次別

赤 痢

(え き り)

腸 チ フ ス

パ ラ チ フ ス 日本 脳 炎 ジ フ テ リア 握 紅 熱 計

昭38年 6 6

39 1 1

40 1 1

41 7 7

42 6 6

43 10 10

44 0 〉 0

45 0 0

46 2 2

47
'0

0

(資 料 黒 木 保 健所 状況 書 に よる)

表3-26伝 染 病 発 生 状 況(島 後)

(昭 和47年)

日 本 脳 炎 狸 紅 熱

発 生 死 亡 発 生 死 亡

西 郷 町 1(疑 似) 0 6 0

布 施 村 一 一 一 一

五 箇 村 一 一　 一 一

都 万 村 一 一 _, 一

計 1 0 6 0

(資料 西郷保健所状況書による)

2.4隠 岐 地 区 の 健 康 管 理 状 況

.{D健 康 診断 実 施状 況"

昭和47年 度 島後 、 西郷 保健 所 管 内 で実施 され た 健康 診 断 実施 状 況 は、 表3-27、 表

3-28の とお りで あ る。 個別 健診 では 保 健 所 内 にお け る結 核 健診、 妊産 婦 健診 、集 団 健

診 で は保 健所外 にお け る成 人病健 診 が 中心 に実 施 され て い る。
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表3-27個 別 健 康 診 断 実 施 状 況(鳥 後)
(昭1・[147臼 三)

結核

成 人 病 母 子

療育 その他 計
成人

病

種 別(延 数) 妊産 乳幼児

悪 性
新生物

脳血管
疾 患

心疾患
その他
の疾患

婦1・1敷 ・

所

内

開 設 回数 95

馳

1 ＼ ＼ ＼ ＼ 36 4 69 205

受診延人員 640 4 4 124 7 145 92・1

所

外

開 設 回 数 3 ＼ ＼ ＼ ＼ 3

受診延人員 16
16

(資料 西郷保健所状況書による)

表3-28集 団 健 康 診 断 実 施 状 況(島 後)
〔昭和474E)

結核

成 人 病 母 子

療育 その他 計
成人

病

種 別(延 数) 妊産

婦

乳 幼 児

(療=育を除 く)悪 性
新生物

脳血管
疾 患

心疾患
その他
の疾患

開 設 回 数 4 4 ＼ ＼ ＼ ＼ 1 2 11

受診延人員 112 195 94 94 195 7 41 355

開 設 回数 2 90 ＼ ＼ ＼ ＼ 15 107

受診延人員 21 2,017 1,576 L576 2,017 255 2,293

(資 料 西郷保健所状況書による)

{2}結 核 予 防 状 況

昭和26年 結 核 予防 は関係 各行 繊 関 の重,髄 策 の一 つ と して と りあげ られ 強力 確 診

の 推進 と化 学 療 法 を中心 と した外科 療法 の 急速 な発 達 と相侯 って患 者並 びに死亡 率 は逐年

減 少 し、 この た め一 般 に結 核 に対 す る関心 が うす れ 加え て安 易感 を生 む に至 ってい るが 結

核 は末 だ解 決 され ない 幾 多 の諸 問題 が残 さ れ てい る。

島前 に鮒 る登飾 者 は95名 で この うち瀕 を必要 とす る者は39名 で全 鰭 の41

%に な る。 又感 染 性 患 者の81%は 老人 層 に ある。

_方 、島 後 に 湖 る登 飾 者数 は192名 で、 この う ち治 療 を受 け てい る者又 は治療 を

必要 とす る 者74名 で全 患 者の38.5%に な る(表3-29)。 ・

島前 ・島 後 に おけ る結 核定 期 健診 実施 状 況 を示 した もの が表3-30お よび表3-31

で あ る。
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表3-29隠 岐 地 区 に おけ る 結 核 予 防 状 況

(昭 和47在 ⇒

＼ 登 録 患 者 数 治 療を受 け ている者 ・治療 を必要 とする者 結核検診実施率

島 前 95名 39名(41%) 84.5%

島.後 192名 74名(38,5%) 92.6%

(資 料 黒木 、西郷 保健 所 状況 書 に よる)

表3-30(D結 核 定 期健 診実 施 状 況(島 前)(一 般 住 民 、学 校 、施 設 、事業 所)

(昭 和47年)

種
町村

別別
対象人員

ツ 反

実 施
人 員

BCG
接 種
人 員

X線 間 撮
直 撮

被 発 見 者
実施率 備 考

35ミ リ 60ミ リ ミラー 患者
発病のお
それある者

一

般

住

民

西ノ島町 2,786 122 97 一 一 1,815 58 4 17 70

海 士 町 2,294 115 65 233 一 1,543
(12)
102

一 18 82

知 夫 村 772 41 20 一 一 590 19
一 5 82

計 5,852 278 1β2 233 『 3,948
(12)
179

4 40 76

.

小
中
学
校
お
よ
び
高
校

西ノ島町 781 738 51
一 12 759 (3)

49
一 (2)

9
99

海 士 町 673
.

622 170 一 一 657 28 一 3 98

知 夫 村 168 167 10 }
一 168 (1)

24
一 5 100

高 校 267 一 一 一 一 256 8 一 一 96

計 1β89 1,527 231 一 12 1,840
(4)

109
一 (2)

17
98

施

設

西ノ島町 142 117 42 一

〉

一 89 10' 一 3 82
、

海 士 町 90 78 49 一 一 76 8 一 一 86

計 232 195 91 一 一 165 18 一 3 84

事 業 所 660 一 一 一 55 (99)
373

(10)
52

一 (1)
1

80

一

(2}結 核定期外健診および任意健診実施状況

種別

区 分
対象人員

ソ 反

実 施
人 員

'

BCG
接 種
人 員

X線 間 撮
直 撮

被発 見 者
実施率 備 考

35ミ リ 60ミ リ ミラー 患者 発病のお
それある者

患者家族健診 65 4 2 一 一 一 !l)
一 (1) 60

管 理 健 診 72 一 一 一 『 一 !6)9
(2)
31 72

業 態 者 275 一 一 一 4 214 3 一 2 79

任 意 9,785 一 一 一 61 1 19 一 一 0.8

(資料 黒木保健所状況書による)
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表 、.3俵 ω 結核定鵬 診実施状況(島 後)(一 眠 住民・轍 鹸 諜 所)
(昭 和47年)

区 分

町 村

対 象

人 員

ッ 反
実 施
人 員

BCG
接 種
人 員

X線 間 撮
直 接

被発見者

患 者
発病のお
それのあ
る者35ミ リ 60ミ リ 70ミ リ

西
郷
町

一般住民 7528 (314) (187) 6,907
274
(11)

3 8 9輻8%

鑓 等 2,814 (1,775) (363) 2598
39
(o)

1 5 92.3

布
施
村

一般住民 488 (12) (11) 376 ll) 1 2 77.0

麟 等
150 (136) (32) 148 (;) 0 0 98.7

五
箇
村

一般住民 1,420 (266) (21) 1,304
10

(10)
0 0 91.8

韓 等 441 (441) (125) 441
59

(59)
0 0 100

都
万
村

一般住民 1,606 (20) (o)
.

1,402
53
(53)

1 1 87.3

鰭 等 5ξ5 (465) (69) 537 (1) 1 2 96.8

県立高校生徒 1,167 (141) (40) 21 1,146 1;) 0 0 100

事業所使用者
の 行 うもの

1,221 (o) (o) 431 790
61
(o)

0 1 100

計 r7390 (3070) (848) 0 452 15,649
536
(142)

7 19 92.6

()内 数字は町村実施分

(2)結 核定期外および任意健診実施状況

種 別

区 分

対 象

人 員

ッ 反
実 施
人 員

BCG
接 種
人 員

X線 間 撮
直 撮

被発見者
実 施率

`

35ミ リ 60ミ リ 70ミ リ 愚 老 纏 縫 ・

患者家族健診 158 (27) (3) o

147
(63)

0 2 93.0%

管 理 ・健 診 126

105
(37)

1 12 833

業 態 者 625 621
21
(o)

0 0 99.4

任 意 279 247
32
(o)

0 0 100

計 1,188 (27) (3) 247 621
305
(100)

1 14 97.0

(酬 醐 保働 状濃 による)()内 数報 町村実施分

(3)成 人病予防状況

昭和46～47鞭 喉 施された循環鍵 診、胃がん健診・子宮がん膨 の状況臓3

-32か 頑,.35・ 示すとおりである.成 縮 予防のためには・れら鶴 の受診率向上

をはからねぱ らぬが離 島 とい う制1約条件のため法 とえばがん屹 等は年1回 雑 す
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る 胃 お よび子 宮 がん 健 診 車 に 日程 を制 約 され てい る〇

一般 に
、循環 器健 診 におい ては要 治療 率 が 次第 問 曽加 す る傾 向 がみ られ 、 また 胃がん 健

診 につ い て は島 前 ・島後 と も受 診者6,5～7人 に1人 の割 合 で何 らか の疾 患 を もち、 胃潰

瘍 と診 断 され る者 が急増 して い る。

表3-32循 環器健診町村別実施状況
(昭 和47年)

町 村 名
実 施 人 員 健 診 結 果

要 治療 の率
1次 健 診 2次 健診 要 治 療 要 注 意 経過観察

黒

談
前簾

§

海 士 町 748 188 130 33 25 69.1

知 夫 村 199 11 5 4 2 45.5

そ の 他 69 14
'

2 2

計 1,016 213 135 39 29

●

63.4

甚
郷

島保
健

後所
管

5

西 郷 町 83 1,080 91 228 661 17.7

布 施 村 82 116 29 24 63 25.0

五 箇 村 133 181 47 39 95 26.0

都 万 村 134 190 44 42 104 23.2

そ の 他 109 103 6 16 81 5.9

計 541 1,670 317 349 LOO4 18.9

(資 料 黒木、西郷保健所状況書による)

表3-33胃 が ん 集 団 健 診 実 施 状 況

(昭 和46年 度)

受診者数
要 精 密

検査者数

精検受

診者数

w

精 密 検 査 の 結 果

が ん 胃潰瘍
十二指
腸潰瘍 胃ポリープ 胃 炎 その他 異常なし

島 後 1,500 510 464 10 336 17 9 91 1
一

高 前 944 127 87 1 40 4 4 14 2 22

(資 料 島根県衛生統計書による)

表3-34精 密 検 査 の 結 果
(昭 和47年)

疾 患 名
が ん
(疑を含む)

胃潰瘍 胃 炎 12指 腸潰瘍 胃 ポ リー プ その他 異常なし

島前人員 2 94 31 11 5 10 85

島後人員 5 151 10 27 1 53 158

(資 料 黒木 、西 郷 保健 所状 況 書 に よる)
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表3-35子 宮 が ん 集 団 健診 実 施 状 況
(昭 和46年 度)

受診者数

受 診 者 内訳 検 査 結 果
'

一般検査 精密検査
一般検査

要注意者

精 密 検 査
異常なし

が ん

(疑を含む)

再 度
要精検査

その他

島 後 L235 1,199 36 12
一 22 14 1,187

島 前 640 619 21 33 2 12
'7

586

(資料 島根県衛生統計書による)

(4)母 子衛生の状況

瓢 地区除 ける妊編 出蹴 、人工妊娠中絶数・妊産婦の保鶴 戦 況・乳幼}保 麟

導状況は表3--36か ら表3-39に 示すとお りである。

出生、確 等の母子縦 醒 する状況は昭和 ・7鞭 のデー・で・雌100人 対 して

死産は島前で、.、%(出 生・23人 対 し確1・ 人)・ 島後で…%(出 生237AVa対

し死産22人)の 状況にある。

雌 はほとんど全て病院診 輸 あるいは入髄 設をもつ助漸 で行なわれている・異

常分娩による救急事態発生鵬 前 島後とも年数回生 じているようであり湯 郁 よ・て

は本土から自衛隊のヘリコプタ出動を要請 している。

鋤 児医敵 関 しては専門の・j肝+医 の不足'(瓢 病院に1名)が 噸 点 としてあげ ら

れている。

表3-36妊 娠 届 出 状 況
(昭 和47年)

妊娠の届出を
した ものの数

妊 娠 月 数

第3ケ 月以 内 籠4ケ 月～第5ケ 月 第6ケ 丹～第7ケ 月 第8ケ 月以上 不 詳

島 前 126 8 91 24 3 一

高 後 227 46 142 24 15 一

(資 料 黒本 、西郷保健所状況書による)

表3-37人 工 妊娠 中絶実 施 状況

年 度
区 分

47

島 前 11

島 後 259

(資料 黒木、西郷保健所状況書による)
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表3-38妊 産 婦 保 健 指 導

(昭 和47狂 ⇒

妊 婦 産 婦

本 年 度

初回被指

導実人員

被指導

延人員

異 常 の あ る も の 本 年 度

初回被指

導案人員

被指導

延人員

異 常 の あ る も の

高血圧 ・蛋白尿浮腫
その他(妊 娠又は分娩

に関係ある異常) 本 年 度 初 回

被指導実人員

被 指導

延 人 員
本 年 度初 回
被指導案人員

被指導
延人員

本 年 度 初 回
被指導実人員

被指導
延人員

島 前
保健所活動 42 42 一 一 一 一 30 33 一 一

町村 実 施 一 一 一 一 一 一 一 『 一 一

高 後
保健所活動 134 151 1 1 20 22 2 2 一 一

町 村 実 施 39 114 1 1 一 一 13 25 一 一

(資料 黒木、西郷保健所状況書による)
ー

N
ω
N
ー 表3-39乳 幼 児 保 健 指 導

(昭 和47年)

乳 児 幼 児

本年度

初 回

被指導

実人員

被指導

延人員

健康管理上
注意すべきもの

3歳 児 健 康 診 断 そ の 他

本 年 度
初回被指
導実人員

被指導

延人員

本 年 度
初回被指
導実人員

健康管理上注意すべきもの 本年度初
回被指導
実 人 員

被指導

延人員

健康管理上
注意すべきもの

身体面本年初回被
指導実 人 員

精神発達面本年度初
回被指導実人員

本 年 度初 回
被指導実人員 馨鷺

烏前
保健所活動 70 91 2 2 14

一
1 一 一 一 ,一

町 村 実施 一 一 一 一 95 6 5
一 一 一 一

局後
保健所活動 34 40 一 一 256 15 15

一 　 一 一

町 村 実 施 392 775 234 305 ＼ 61 82 『 一

(資料 黒木、西郷保健所状況書による)

'



⑤ 精神衛生状況

精神衛生については向精神薬の開発により早期発見早期治療に努力がはらわれているが

古い時代からの偏見と差別はいまだに続いているのが現状である。表3-40は 隠岐地区

に於ける精神障害者の実態である。

表3-40隠 岐 地 区 におけ る精 神 衛 生状 況
(昭 和47年)

'

入 院 患 者 在 宅 患 者 計

島

前

西 ノ 島 町 19 17 36

海.士 町 14 18 32

知 夫 村 8 7 15

計 41 42 83

島

後

西 郷 町 53 65 118

布 施 ・ 村 3 6 9

五 箇 村 13 27 40

都 万 村 12 30 42

計 81 128 209

(資料 黒木、西郷保健所状況書による)

2.5隠 岐 地 区 の 保 健 所 活 動 お よ び 保 健 婦 活 動

(1)保 健所 機 構

隠 岐地 区 には 、島前 西 ノ島 町 に黒 木保 健 所 、島後 に西郷 保健 所 の2つ の独 立 した保健 所

が存 在 す る。 島根 県 に10ヵ 所 の保 健 所 が存 在 す る こ とを考 え る と隠 岐地 区 は保健 所 の数

と しては恵 ま れた環 境 に ある といえ る。

島前 黒木 保 健 所 は職 員15名(事 務4名 、技術11名)、 島 後 西郷保 健 所 は職 員19名

(事 務7名 、技 術12名)よ りな る比 較的 小規 模 な保 健所 で あ る。

西郷 保 健所 に お・け る組 織 と担 当業 務 の概略 を示 した もの が表3-41で ある。 なお黒 木

保健 所 に は レ ン トゲ ン船 が ある ため船 長 .・機 関長 が 保健 所職 員 と して存 在 す る。

(2)保 健 婦 活 動状 況

① 保 健婦 配 置状 況

隠 岐地 区の保 健 婦 は表3-42に 示 す と お り総 勢16名 で、 隠 岐 地 区 と して平均 して

み る と約2,000人 に1人 の 割 合 とな って いる。
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、

西郷保健所の担 当業務概略表3-41

(日 石末日47flFl)

保 健 予 防 課

課 長1名

予防係長1名

保健婦長1名

保健婦(1名 布施村駐在)1名

看 護 婦1名

栄 養 士1名

主 事1名

(注
)

下
段
数
字

は
配
分
比

(
%
)

そ
の
他
保
健
衛
生
に
関
す
る
こ
と

公
害
対
策
に
関
す
る
こ
と

調
理
師

・
製
菓
衛
生
師
特
に
関
す
る
こ
と

保
健
衛
生
の
試
験
検
査
事
務

狂
犬
病
予
防
及
び
飼
犬
の
取
締
事
務

と
畜
に
関
す
る
こ
と

上

・
下
水
道
に
関
す
る
こ
と

環
境
食
品
衛
生
に
関
す
る
こ
と

そ
の
他
保
健
予
防
に
関
す
る
こ
と

成
人
病
予
防
に
関
す
る
こ
と

衛
生
教
育
に
関
す
る
こ
と

栄
養
改
善
に
関
す
る
こ
と

精
神
衛
生
に
関
す
る
こ
と

伝
染
病
予
防
及
び
防
疫
に
関
す

る
こ
と

結
核
予
防
に
関
す
る
こ
と

保
健
指
導
に
関
す
る
こ
と

3020155105510

西郷保健所状況書による)

5205255

 

51025151015

(資 料

(昭 和47年)保健 婦 配 置状 況

 

課務総

表3-42

 

名

名

名

名

名

1

1

3

1

1

長

任

事

課

主

主

薬 斉1」自iTi

運 転 技 手

各
種
試
験
検
査
に
関
す
る
こ
と

他
課
.の
所
掌
に
属
し
な
い
事
務
に
関
す
る
こ
と

自
動
車
の
運
行
及
び
整
備
に
関
す
る
こ
と

採
血

・
供
血
等
に
関
す
る
こ
と

人
口
動
態
統
計
及
び
各
種
衛
生
統
計
に
関
す
る
こ
と

医
務
及
び
薬
務
に
関
す
る
事
務

庶
務

・
会
計
事
務

5301510

人 口 保 健 婦 数 保健婦1人 当りの受持人口

島

前

保 健 所 3

西 ノ 島 町 5,21C 1 5,210

海 士 町 4,257 1 4,257

知 夫 村 1,214 1 1,214

計 10,681 6 11780

島

後

保 健 所 3*

西 郷 町 14,668 △5 2,937

布 施 村 741 (1) 741

五 箇 村 2,394 △1 2,394

都 万 村 2,730 △1 2,730

計, 20,533 10 2,053

(資 料 黒 木 、西 郷 保 健所状 況 書 に よる)△位は国保保健婦*内1名 は布施 村派 遣

一234一



'

② 保 健婦 活 動状 況

島前 お よび島 後 に おけ る保 健婦 の活 動状 況 を示 した ものが表3.-43か ら表3-45で

ある。

保 健婦 は公 衆衛 生 活動 の要 と して家庭 訪 問 、健康 相談 、集 団健診 、予 防 接 種、 衛 生教 育

な どを担 当 してい るが 、 結核 健診 、 医事 業務 、母 子 衛生 事務 等の兼 務 の た め の本 来の保 健

婦活動 が 充 分 には 行 な われ ぬ状 況 に あ る。

表3-43保 健 婦 の活動 状況(家 庭 訪 問世 帯 数 お よび訪 問 人 員)(島 前)
。(昭 和47年)

家

庭

訪

問

世

帯

数

家 庭 訪 問 人 員

法
牢
指定

伝
染
病

結

核

精

神

障

害

成

人

病

そ
の

他

の

疾

病

妊6
週

婦未

産豊

後婦

出
生
児
の
未
熟
児

乳

児

幼

児

家

族

計

画

そ

の

他

計

保

健

所

本年初回
訪問実数

713 55 26 431 1 42 4 95 14 3 55 726

被 訪 問
延 数

816 85 32 473 1 48 4 104 17 3 68 835

市
町
村
(

西
ノ
島
町
)

国

保

本年初回
訪問実数

426 30 378
'

18 426

被 訪 問
延 数

775 36 717 24 777

そ

の

他

本年初回
訪問施数

被 訪 問
延 数

(資料 黒木保健所状況書による)
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表3-44 保健婦の活動状況(家 庭訪問世帯数及び訪問人員)(島 後)(昭 和
47年)

家

庭

訪

問

世

帯

数

家 庭 訪 問 人 員

法
定

指定

伝染

病

結

核

精

神

障

害

成

人

病

そ
の

他

の

疾

患

妊6

週
婦未

満
産の
産

後婦

出
生
時
の
未
熟

児

乳未

児熟
岳児

生を

時除

の〕

幼

児

家

族

計

画

そ

の

他

計

保
健
所

本年初 回
被訪問実数

107 一 71 5 1 一 1 12 4 1 一 8 103

被訪問延数 124 一 85 7 1 .一 1 13 4 1 一 8 120

市

町

村

国

保

本 年 初 回
被訪問実数

2,984 一 100 66 610 332 168 14 374 91 204 1,365 3,324

被訪問延数 5177 一 270 325 1ユ81
'

548 291 42 820 181 339 1,754 5,765

そ
の

他

本 年 初 回
被訪問実数

168 一 8 5 127 一 13 3 14 9 2 35 216

被訪問延数 405 一
11 17 313 一 43 6 41 19 2 42 494

西
郷

町

'

本 年 初 回
被訪問実数

2,297 一 72 40 492 210 123 9 313 45 157 L168 2,629

被訪問延数 3,628 『 ・ 190 75 916 350 192 20 536 70 249 1430 4,034

布
施
村

本 年 初 回
被訪問実数

168 一 8 5 127 一 13 3 14 9 2 ・35 216

披読間延数 405 一 ll 17 313 一 43 6 41 19 2 42 494

五

箇

村'

本年 初 回
被訪問実数

405 一 8 8 61 61 36 4 43 36 37 118 412

被訪問延数 836 『 25 11 82 121 80 21 240 90 74 245 989

都
万
村

本年 初 回
被訪問実数

282 一 20 18 57 61 9 1 18 10 10 71 283

被訪問延数 713 一 55 239 191 77 19 1 44 21 16 79 742

(資 料 西郷保健所状況書による)

第3-45保 健婦の活動状況(保 健所保健婦の家庭訪問間以外の活動).
(昭 和47年)

健 康 相 談 集 団 健 診

集団保健指導
予防接種 衛生教育 計

所 内 所 外

島 前
実 施 回 数 56 46 180 92 34 408

被 指導 延人員 670' 772 9,800 8,173 .1,060 20,433

島 後
実 施 回 数 190 36 185 16 20 447

被 指導 延人 員 1,503 270 4,728 330 523 7β54

(資料 黒木、西郷保健所状況書による)
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(3)栄 養改 善 指 導

島前 ・島 後 各 保健 所 管 内 に おけ る栄 養 改善 指導 状 況 を示 した ものが 表3-46で ある。

表3-46栄 養 改 善 指 導 状 況

(昭 和47年)

栄 養 指 導

母 子 成 人 病 その他の疾病 一般指導 キ チ ン カ ー

島 前

個別指導 (延 人員) 175 657 一 22 ＼
集団指導

回 数 3 6 一 59 11

人 数 32 149 一 1,174 233

F

島 後

個別指導 (延 人員) 191 20
'5 一 ＼

集団指導
回'数 16 7 一 64 11

人 数 398 256 一 2,222 347

(資 料 黒木 、西 郷 保健 所状 況 書 に よる)

(41防 疫 薬 剤受 払 状 況

島前 黒 木保 健 所 、島 後西 郷保 健 所 管轄 の防 疫薬 剤受 払 状 況 を示 したものが表3-47か ら

表3-48で ある 。 これ らの表 で も明 らか な ように 、保健 所 内 に島内 で必 要 とされ る防疫

薬 剤 は大 体保 管 され てお・り、24時 間 提供 しうる状 態 を と ってい るため薬 剤 の手 持 ちが な

い ため に最 悪 の事 態 を招 く とい うよ うな状 況 は ない よ うで あ る。

表3-47防 疫 薬 剤 受 払 状 況(島 前)
(昭 和47年)

品 名

、

容 量

受 入 数 量 計

(D)

(A+B-C)

払出

数量

調定額

48年 度

へ の

繰 越

備 考46年 度

か らの
繰越(A)

47年 度

交付⑧ 返 品(C)

痘 苗 50人 分 14 14 14 10,500

ジ フ テ リア トキ ソ イ ド 10尻 ε 8 8 8 2480

ソ ベ リ ク リ ン 液 20人 分 85
'85

85 87200

〃 100人 分 16 16 16 13,968

BCG 40人 分 2 2 2 5,166

" 20人 分 66 21 45 45 81,810

破 傷 風 抗 毒 素
・

20沈 ε 6 4 2 1 2,760 1

抗 ま む し 血 清 20沈4 6 5 1 1 3,000

ジ フ テ リア抗 毒 素 5尻 ε 2 3 2 3 0 0 3

日 本 脳 炎 ワ ク チ ン 20人 分 297 6 291 291 436,500

ポ リ オ 生 ワ ク チ ン 50尻 ε 8 0 8 8 25,280

インフル エ ンザ ワク チ ン 20沈4 200 33 167 167 601,200

百 日咳 ジフ混 合 ワクチ ン 20酩 35 0 35 35 16,100

コ レ ラ ワ ク チ ン 20尻 ε 6
、

0 6 6 1,820

ガ ス エ ソ ワ ク チ ン 10π ε 1 1 i 1 0 0 1

計 3 753 72 684 679 227β84 5
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表3-48防 疫 薬 剤 受 払 状 況(島 後) (昭 和47iiE)

品 名

受 入 使 用 残

備 考前年度 より繰越 本 年 度 計
数量 金 額 数量 金 額

数 一量 金 額 数量 金 額 数量 金 額

痘 苗 25 18,750 25 18,750 25 18,750

ジ フ テ リ ア ト キ ソ イ ド 22 6,820 22 6,820 22 6,820

ソ ベ リ ク リ ン(20人 分) 4 1,280
'

19 6ρ80 33 7,360 23 7,360

〃(100人 分) 49 42,777 49 42,777 49 42,777

コ レ ラ ワ ク チ ン 9 2,880 9 2,880 8 2,560
●

1本(320円)

BCG(80cc) 31 80ρ73 31 80,073 30 77,490 1〃(2,583〃)

〃(40CC) 37 67,266 37 67,266 35 63,630 2"(3,636")

百 日咳 、 ジフテ リア

破 傷風 、混 合 ワク チ ン
86 65β60 86 65β60 85 64,600 1〃(760〃)

破 傷 風 抗 毒 素 4 11,040 24 66,240 28 77,280 14 38,640 10 27,600 4〃(11,040〃)

蛇 毒 抗 毒 素 5 15,000 13 39ρ00 18 54ρ00 5 15,000 13〃(39β00〃)

ジ フ テ リ ア 抗 毒 素 2 1,800 3 2,700 5 4,500 1 900 3 2,700 1〃Cgoo〃)

日 大 脳 炎 ワ ク チ ン 800 1200,000 800 1,200,000 735 1,102,500 0 0 65・ 〃(97.500")

経 口 生 ポ リ オ ワ ク チ ン 15 47,400 15 47,400 15 47,400 0 0

パ ム 注 射 液 21 1,575 0 0 21 1,575 0 0 21 11575

イ ン フ ル エ ン ザ ワ ク チ ン 500 1,800,000 500 1,800,000 160 576,000 340(1,224ρ00〃)

計 36 30,695 L633 3,445,346 1,669 3,4mO41 1,207 2ρ64,427 34 31,875 428本(1,379,739円)

(資料 西郷保健所状況書による)
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ろ。 隠岐地区におけ る僻地医療の問題 点

3.1総 括 的 な 問題 点

医療 の 水準 はそ の 地域 の交 通 、通信 等 文化 水準 お よ び所 得 、労働 状況 、食 事等生 活水 準 と

非 常 に深 い 関係 に ある が 、総 括 的 な問題 点 と して、つ ぎの 点が 挙 げ られ る。

(1)医 療 関係 機 関 とそ の他 の諸 機 関 との 有機 的 関係 が 十 分 と言 え ない 。

(21島 地 区 に現 在 の ところ中核 的 な(サ テ ライ トの候補 とな る よ うな)医 療機 関 が充 実 して

い ない。 医 師が 量質 共 に不足 してい る。

〔3)医 療 関係 機 関 相互 の協 力情報 交 換 が 十分 とは い え ない 。

診療 費 の 中 で交 通費 の 占める割 合 が か な り高 い。(特 に本 土 への 交通費)

(4)老 令 人 口が多 ぐ医 療 の先 端 的機 関(診 療 所)が さほ ど重篤 でな く、慢 性的 老 人疾患 に よっ

て 占拠 され る傾 向 が見 られ る。

3.2一 般 診 療'.

(1)診 療 科 目がす べ て揃 って い ない。

耳 鼻 科 、眼 科 の専 門 医が 島 にい ない ため、 その科 の重篤 な 病 人は1日 以上 を 費 し て本 土

の病 院 へ行 か ね ぽ な ら ない。

(2}設 備 が 不十分 で ある。

サテ ライ トに な るべ き と考 え られる 中病院 、 ター ミナルに相当 す る と考 え られ る診療 所 に

関 して 、建 築 を含 む医 療 設備 が全 般 的 に不足 してい る こ とが 、医師 と住 民 か ら指摘 され た。

〔31医 師 お よび看 護 婦 が 不足 してい る。

専 門医 の不足 は前述 の通 りで あ るが 、医 師 の数(22)に 対 して看 護婦 の数(27)k－

よび準 看 護婦 の数(45)が 少 ない こ とが医 師か ら特 に指摘 された。

④ 診療 の質 が 不 十分 で ある。

外 科 は か な り充 実 してい るが 、小 児 科 、整形 外 科 、内科 の質 的 不満 が住 民 か ら指摘 され

てhるo

3.3救 急 医 療

ω 悪天 候時 の 緊 急対 策 が困 難

島 と島 、島 と本土 間 の海 上 お よび空 路交 通 は悪 天 候 時 に 不能 とな る(年 間平 均10日)

そ れぞ れ の島 内 の 交通 は比 較的 完備 してい るが 、 それ ぞ れ の島(4島)に 応 急処 置 の で き

る設備 と要 員 が揃 ってい る とは言 え な い。特 に知 夫 村 に問 題 があ り島民 が 不安 が っ てい る。

(2}大 手 術 の設備 と要 員 が 不足 で あ る。

救 急医 療 では 緊急 に大手 術 を要 求 され る場 合 が あ る が 、島地 区 で不 可能 なた め本 土 の大

病院 へ船 や航 空 機 で患 者 を輸送 せ ねば な らない。
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(3)異 常 分娩 の救 急件 数 が多 い

救急 医療 の件 数 、重篤 度 に関 す る印 象 と して 、妊 婦 の異常 出産 に対 してヘ リコプ タ ーに

よる本 土病 院 へ の患 者 輸送 が 目立 つ。

④ 避難 船 の対策 が望 まれ る。

操業 中の船 内 での急 病 患 者 の処置 、外 科的 事故 の 応 急対 策 に困 って い る。

3.4健 康 管 理

川 定 期健 康 診断 の実施 率 が低 い 。

い わゆ る健 診 は 、総 合健 診(短 期 人 間 ドック)、 循 環 器 健診 、貧血 等 健 診 、老人 健診 、

胃健 診 、子 宮健 診 が保健 所 で実 施 可能 であ るが 、実施 率 はた か だか30%と い う低 率 であ

る(但 し結核 健 診 の実施 率 は ほぼgo%以 上の高 率 で ある)。

(2)ス ケ ジ=一 リング とデ ー タ管 理 が 不 十分b

健 診 結果 の集 計 資料 は精 検 結 果 の フ ォp－ を含 み か な り良 く整 理 され てい るが、個 人 別

の受 診案 内や 、健 診 結果 の デ ー タ管理 とそ の活 用 は あ ま り徹 底 してい ない模 様 で あ る。

③ 循 環器 、消化 器 の成人 病 要 治療 率 が 高 い。

治 療 が必 要 な段階 まで健 診 を受 け ない人 が 多 く、 こ れは医療 機 関 までの 距離 が遠 い た め

の ようで ある。'

ω 精 密 険 査 が受 け られ る機 関 が不備 、健 診の 結果 、精 強 が指 摘 さ れた場 合 、本土 の大 病院

まで出かける人が多い。精検のための医療機器、臨床経験豊富な専門医が要望されている。

亀

3.5コ ン サ ル テ ー ン ヨ ン

(D中 核 とな るべ き病 院 との空 間的 時 間的 距離 が遠 い 。

と くに手 術 等重 篤 な治 療 を患 者 に与 え る場 合島 内 の ほ とん どの医療 機 関 で は医師 が 一人

.し か い ない ため 、 その医 師 は非 常 に不 安 で ある。

(21セ ン ター となる べ き医療 機 関 が ひ とつ に絞 られ るか ど うか。

サ テ ライ トの医 師 が セ ンタ ーの医 師 に コンサ ル テ ー シ ョンを受 け る状 況 を想定 す る と、

例 え ば サ テ ライ トと想 定 され る隠 岐病 院 には医 師 が数 人 お り、本 土 の セン タ ー的病 院 と し

て は現在 、米 字 市の鳥 取 大学 病 院 、松 江 市 の 日赤病 院 お よび境 市 の済 生 会病 院 等が ある。

しか し島 内の 医師 は、 ひ とつの セン タ ーか ら しか コ ンサ ル テ ー シ ョンが受 け られ ない こ と

にす る とか な りの問題 が予 想 され る。

〔3)島 内の 医師 相互 の医 学的 交 流 が乏 しい 。

3.6医 療 関 係 者 へ の 教 育

(11大 病 院 との空 間 的時 間距 離 が遠 い 。

医療 関係 者 と しては 、医 師 、看 護婦 、保 健婦 、検 査 技 師 が い るが 、 これ らの人 々へ の教
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育提 供者 が 誰 で あ るかが 必 ず しも明 白 で な く、本土 の病 院 との教 育 的 関係 も希薄 で あ る。

(2>サ 方 イ トク ラスの繊 を相 当充実 しない と、 ・一 ミナ ル ク ラ・ の 医 療 関 イ緒eま ・

サテ ライ トを とば して セ ン タ ーク ラスの医 師 か らの教 育 を直接 受 け たが る の は人 情 であ ろ

う.こ の場合 は セ〃 一 と ・一 ミナ・レ間 の教 育情 報 伝達 手 段 の開 発(当 地 区 の場 合 購 上

84Km)が 必要 とな るo

〔3}教 育 を受 け るに して も時 間 的 余裕 も乏 し く周囲の事 情 か ら して困難 で ある。

3.7住 民 に 対 す る 保 健 教 育

(1)健 診 に関 す る住 民 の意識 が 低 い 。

保 鶴 活 動 はか な り行 き渡 。てい るが 、2.・ 節 で述 べた よ うに 健 診実 施 率 が低 い こと・

要 治療率 が高 い こ とは注 目すべ き問題 点 で ある。予 防 に とって健 診 が重 要 で ある とい う認

識 を高 め るた め に、保 健教 育の 充実 が必要 で ある。

3.8医 療 のた め の 管 理

血清や医薬品等はかなり島内の保健所に良く保管されているが、救急時の入手方法にはか

な りの不安がある(と くに知夫里島の場合)。

4.隠 岐 地 区 の 医 療 に 対 す る 手 が か り ーt

医療 の問題 点 に対 す る解 決策 と しては 、現 地調 査 の印 象 か らは総 システ ・導 入以前 にい く

つか の行政 的 、財 政 的問 題 を整 備 す る こ とに よ り機 器 シス テ ムが 、 よ り効果 的 な 成果 を収 め る

ことが で きる と思 われ る。

川 医療 関係機 関 とその 他 の諸 機 関 との 有機 的 関係 を改善 す る には 、組織 か ら考 え る必 要 が あ ・

ろ う。例 えば 委 員会 を つ くる とか 別法 入 の デ ー タセ ンタ ーをつ くる な どで あ る。

(2)隠 岐地 区 に は現 在 、 中核 的 な病 院 の設備 が十 分 でない の'('・ この充 実 が急 務 であ る。 また・

この ように しない と 、有能 な医師 を勧 誘 す る ことが 難 か しい。

〔3)衛 生 行政 、保 健 所 、診療 所 、 開業 医 の各 活動 の有機的 結 合 を助 け る医 療情 報 網 の(医 療 デ

ータバ ンクの導 入)拡 充 が必 要 であ る 。

ω 診療 費 に 占め る 交通 費 の割 合 を下げ 、住民 に安心 感 を与 え る ため 島地 区 だけ で高 度 な医療

・が実施 可能 とす る必要 が あ る。

(5)診 療 所 が 仕事 を持 た ない 老 人 の溜 り場 となる傾 向が あ る。 そ れ に応 じ設備 をつ くる な ど、

社 会 福 祉施 設 を 充実 して ゆ ぐ必要が あ る。

4.1一 般 診 療

〔11隠 岐地 区 に専 門医 が 不足 して い る問 題 に対 しては 、専 門医 の 採 用 や巡 回 診療 車 、 自動問
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診 システ ム等 をふ くむ医療 施 設 の充実 が望 まれ る。

(2)医 療 施 設 の 充実 に対'して は 、公共投 資の 増強 等行 政 ・財 政措 置 、医療 設備 ・装置 の低 廉

化 、医療 設備 ・装 置 の 共同 利 用 を考 え る必 要 が ある。

③ 医療 要 員 の 不足 に関 しては 、医 師 ・看 護婦 の事 務 的 作業 の機 械化 、医 師 の多忙 を助 け る

ための機 器 や病 状 聴 取 の サ ポ ー トを す る機 器 の開発 が 望 まれ る。

④ 診療 の質 の 向 上 を計 る には 、心電 図 の遠 隔 自動解 析 システ ムや総 合 的機 器 システ ムの 導

入 が有効 で あろ う。

q

4.2救 急 医 療

川 悪天候時の緊急対策 として、それぞれの島単位に応急処理のできる設備 と要員を配備す

るとよい。例えば、救急簡易小外科手術器具等を含む応急処理装置の開発が望まれる。

(2)大 手術のためめ設備 と要員が不足 しているので、島地域のサテライ トクラスの病院を充

実する必要がある。

(3)異 常分娩の救急件数 を減 らすには、妊婦の健康管理の充実、妊婦用自動問診装置、携帯

用分娩監視装置等の開発が有効であろう。

(4)避 難船の対策 として救急船の配備や遠隔問診による応急処置の指示が望まれる。

4.3健 康 管 理

(11定 期健 康 診 断 の実 施 率 が低 いの で 、巡回健 診 車 の利 用 に よ り住 民 に施 設 を接近 させ る こ

と 、総 合健 診 の 自動 化 を促進 す る こ とが必 要 で ある 。

(2)健 康 管理 の ス ケ ジ ュー リン グや デ ー タ管理 にEDPSの 導 入 をす る必 要 が ある。

ほ)成 人 病 の要 治 療率 が高 い の で 一次健 診 をな るべ く総 合 健 診化 す る こ とが望 ま しい 。

(の 精 検 機 関 が不 足 してい る ため 検 査 センター的 な機 関 や遠 隔精 密 検査 装 置 の設 置 が必 要 で

ある。

4.4コ ン サ ル テ ー ン ヨ ン と 医 療 関 係 者 へ の 教 育

川 サテ ラ イ トの医 師 が セ ン ターの 専門医 との対話 に よ り、 よ りよい治 療 を行 うため の電 話

以 上の良 策 の情 報 交 換手 段 や遠隔 術 中監 視装 置等 の導 入 が考 え られ る。

{2)セ ン タ ーとな る べ き医療 機 関 をひ とつ に絞 る こ とが 困 難 で あ る傾向 があ るの でTV会 議

網等 の実 用 化 、 各医 師 の 出 身母 校 との密 接 な情報 交 換 手 段 の開 発 が望 まれ る。

{31島 内 の医 師 相互 の医学 的 交流 を密 にす るた め、 テ レ メール等 の 普 及 、医師 の 多忙 を軽 減

す るた め の各種 機 器 の開 発 が必 要 である。

4.5住 民 に 対す る保 健 教 育

健診に関する住民の意識が低いので、広報活動や保健教育の徹底、通信手段による集合教
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育 の普 及が 必要 で ある。

4.6医 療 の ため の管 理

救急時医薬品の入手方法を改善するためにEDPS的 な在庫管理を導入する。
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第4章 島根 県隠岐地区医療機器 システム

4

1シ ス テ ム 構 想

今 回 の シ ステ ム設 計 を進 めて ゆ く上 で 、先 づ確 認 せ ね ば な らない こ とは 、 当然 なが ら第3章

で展 開 した と隠 岐地 区現 地調 査 報告 に 基 づ い て い る とい うことであ り、あ くまで もこれ に続

くもので あ る。 そ して具体的 には 島根 県 の隠 岐地 区 におい て、 この地区 の もつ特 色 か ら見 て ど

うあ るべ きか 、 又 どんな 問題点 や前 提条 件 が 存在 す るか を考 え た。 しか し、最 適 な シス テ ム が

ゼ んな もので あ るか とい うこ とは 判断 の基準 に よ り変 化 す る。

以下 述 べる ものは一 つ の試案 とい う よ り も、 シ ステ ム設計 時 に 問題 点 を浮 きぼ りに す るた め

の 検討 結 果 を述 べた もの であ る。

1・1概 論

い わ ゆる僻 地 と言 われ る もの の 明確 な定義 は別 の検 討 に まか せる と して 、一般 に 日本 の僻

地 と呼 ばれ てい る過疎 地域 は 、北 海 道 宗谷 地 区 の よ うな平 野型 の もの も一 部 に は あ るが ・ 多

くは 山間 型 や離 島型 で ある。

こ こでは 離 島型 と しての 隠 岐地 区 を考え る と き、 この地 形 か ら来 る特 色す なわ ち海上 に孤

立 してい る点 が、 今後 の シス テ ム設 計 を進 め る上 で重大 な影 響 を与 え る。

1.1.1離 島型 システ ムの特 徴'

一 般 に あ る地 区 の シ ステ ム設 計 を 進 める に さい し
、そ の対 象 とな る地 区 の境 界範 囲 は 、

離 島型 で は他 の平 野型 や 山 間型 に比 べは るか に明 確 で ある。 実際 に山 間 型 の ある地 区 の 住

民 の行動 を観 察 す る と、特 にそ の 周辺 の 住 民 に とつ て、'隣接 す る地区 との往 来 が あ り、 隣

接 地 区 の影 響 を受 け てい る。 医 療 に つい て は 、例 え ばそ の僻 地 の中核 病 院 に専 門 科 の ない

不 便 さは地 区 全体 に一 様 で な く、各 々隣 接地 区 の それ を各 自利 用 してい る。 これ を隠 岐 に

おい て考 え る場 合 ・本 土 とい うある意 味 で唯 一 の 隣接地 を利 用す る以 外 方法 は な く(選 択

の 余 地 が な く)そ れ だけ きび しい環 境 と言 え る。 ま た この こ とを裏返 せ ば離 島に お い て医

療 の充 実 が はか られ る時 、そ れ は もつ ば ら離 島 の 住民 の もの で あ り、他 の隣 接 地域 へ の 波

及 効果 は ない とい え るol

この こ とはそ こに住 む人 口か ら当 然 経済 的 に も導 入 しえ る投 資額 に一 定 の 限 界 が あ る こ

とは明 らか で ある。

なお表4-1に 示 す よ うに 、 シ ステ ム作bの 上 で離 島の 種類 を4つ の タ イ プに 分類 した。

隠 岐は この 内B型 に属 し、以 下 に述 べ る こ と も他 の 型 とお のず と違 っ た もの とな る。
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1・2地 区 の特 色 か ら見 た シス テ ム設計 の 指針

隠 岐 地区 現 地 調 査 報告 書 に基 づ き もう一 度 この地 区 の 医療 を と りま く環 境 、お よび この 地

区 の 医 療 の特 徴 を う きぼ りに し、 シ ステ ム を作 る た めに 、 どの よ うに取 組 む ぺ きか、 設計 の

ポ イ ン トを考 え た いo

医 療 を と りま く環 境 と しては 、先 づ 地理 的 条 件 、気 象 条 件 、住 民の 入 口 お よび 、年 令 構成 、

交通 お よび 、 文化 程 度 な どの種 々の条 件 が あ るが この 内 シス テ ム作 りを進 め る上 で特 に 問題
ロ

とな りそ ラな もの に つ い て、1～2検 討 す る。

表4-1離 島 型僻 地 分類

●

型 型 名称 代表的地区名 内陸よりの距離
島 の規模.

備 考
大きさ 人 口

A 遠距離小島型

飛 石

石 垣 島
遠 距 離

(50～100㎞0

小 小
島 内....タ ー ミナル

本 土._サ テライトじタ

B 遠距離大島型

隠 岐 地 区
佐 度 地 区
奄 美 地 区
対 島 地 区
小 笠 原 地 区

遠 距 離

(50～100Km隠岐 は84㎞)

大 中

タ ー ミ ナ ル島 内
... サ テ ラ イ ト

本 土...セ ン タ ー

C 近距離小島型
瀬戸内海等の本
土に近い小島群
長崎九十九島等

近 距 離

(謄10ヅ
大 小又は中

島 内_タ ー ミ ナ ル

本 土...サ テ ラ イ ト

セ ン タ ー

D 近距離大島型 淡 路 島 近 距 離 大

,"

大 今回の対象外

ノ
r

1.2,1地 理 的.交 通 的 特徴 よ りみ た指 針

前 項概 論 で述 べ た ように 、隠 岐 は 内陸 よ り84Kiri離 れ た しか も小 さい なが ら も一 応 の形

で一 つ の 生 活圏 を形 成するにた りる面積 的 、 人 口的規 模 の あ る島 と認 識 して ス ター トした。

この こ とを も う少 し詳 し く、 よ く医療 との 比較 に使 われ る教 育の場 合 を例 に とつ て なが め

て み る と表4--2の よ うに な る。e

医 療 と教 育 を 同一 に考 え る こ とは 当然 、 不 可能 では あ るが共 に地 理 的 交通 的 環 境 よ り生

れた産 物 と して 、一 つの 参 考 となろ う。

この こ とか ら教 育 を例 に とるま で もな く、 この 地 区 で一 応 の形 で の総 合 医療 が展 開 され

るべ きで あ る と考 え る。 ・

、

、
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表4-2教 育 との対比 で見 た隠 岐 の現 状

t/ベ ノレ

教 育

備 考

施 設 名

備 考施 設 名 数 施 設 名 数

基 礎 小 学 校

中 学 校

27

11

内分校
5校

診 療 所

歯 科

29

9

(内12は 非 常勤診 療所)

(内1つ は非常 勤)

中 産 高等学校 3 病院又は総合

病院

1 現在の隠岐病院は総合

病院といえない

高 度 大 学 0 県立総合病院

大学附属病院

0

※ 基礎 、中 庭 レベ ルは 共 に 島内 で充 足 、高 度 レベ ル は共 に本 土 にた よってい る。

※ 問題 はそ の 島 内で 充足 され てい る質 で あ り・ 例え ば ・

(1)基 礎 レベ ルvateけ る 医師 非 常勤 の施 設 が 多い こ と。

(2)中 皮 レベ ルにお い て 、生 活圏 が2つ に分かれ てい るに もか か わ らず 、医 療 施設

は1つ しか 存在 しない等。

1.2,2現 在 の 生活 圏 か ら見 た指 針

隠 岐 は島 前 と島後 と呼 ば れ る 島 よ りな りた って い る。 この 間の 距 離 、.交通 の便 お よび住

民 感 情 等 を考 慮 す る と事実 上2つ の 生活 圏 を形 づ くって お り・ 島後 の 隠 岐病 院 の側 を 見て

も島前からの外来鰭 願 とんどなく入融 者も3%で あることはこ'鍵 とを示している・

この為、医療の励 考える場合はこれにの・と・た形で進めるべきである・叉保野 槻

在2か 所 に わ かれ て い るの は 、 これ を1つ の 地 区 と して 見て い くよ りは2つ の地 区 と見て

いか ざる をえ な い とい うこ とを示 してい る と思 わ れ る。

1.2,3人 口構 成k・よびそ の職 業 か ら見 た 指針ht

隠 岐 の 人 口構 成 の特 徴 の1つ は老 令 化 で あ る。65才 以 上 の割 合 は20%を 占め 、 全国

平均 の7%に 比 べは な はだ大 きな特徴 といえ る。 また ・隠 岐 地 区 にお け る死 亡 率 につ い て

も、 島後 で10.1(1000人 比 昭和46年 統 計 に よる)島 前で11・5で あ り全 国 死

亡 率6.6(対1000人 比)に 比 べ て約1・7倍 で ある のは 単 に隠 岐の 医療 制 度 の問 題

とい う よ りこの老 人人 口の割 合 が 大 きい こ とが寄 与 してい るだ ろ う。 それ は と もか く、世

界 で もも っ と も老 人人 口比 が 多い とされ て い るスウェーデン で13%、 フ ラン ス、 イ ギ リス

な どが12%で あ り、そ こで とられ てい る医療 も含 めて の老 人 福祉 の 種 々の施 策 を み るに

つ け て も、 隠 岐地 区 の 医療 を 考 え る際 ・ この老 人 問題 は 忘れ ては な らない ボィ ン トで あ ろ

う と考え る 。
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1.24職 業 、産 業 よ りの 指針

この地 区 の住 民 の 主 た る職 業は 、農 業 、漁業 お よび林 業 等 の 第 一 次 産 業 で あ り(製 造

業 は3.59・ の み)そ の従 事 してい る年 令 と合 わ せ て考慮 す る と、 いわ ゆる農 夫 症 と呼 ばれ

る ものへ の 対処 も考 慮 す る必 要が あ ろ う。

1.25隠 岐 の 現在 の 医 療体 制 か ら考 え られ る 指針

(1)医 療 の先 端(タ ー ミナ ル)に つい て

隠 岐地 区の 無 医 地区 は 島後 の北 西 部 の 長尾 田、 福浦 地区 と北東 部 の飯 美 地 区 の2ケ 所 で

あ る。 現地 調 査 報 告 た よる と、 い わ ゆ る厚 生 省の無 医 地区 調 査 でい う無医 地 区 の定 義 に該

当 す る もの で あ るが 、そ の距 離 、 交通 路 に よる状 況や 、 これか らの自家用車 の普 及 等 を考 慮

す る と、医 療体 制 を 考 え る際 、必 らず し も重 要 な問題 点 とは な らな い と考 え る。 した が つ

て他 の僻 地 の シ ステ ム設計 とは若 干 異 な り、 無医 地 区の解 消 をそ の大 き な 目標 と しな くて

もよ く、 あ る意味 で 恵 まれ た環 境 か らの ス タ ー トといえ るで あ ろ う。 この一 応整 備 され た

体制 の 上 か ら住民 に よ り信 頼 され るに た りる高 度 の医療 体 制 を・ どの ように作 りあげ て ゆ く

か が大 きな課 題 で あ る。

(2)医 療 の 中心(サ テ ライ ト)に つい て

隠岐 地 区 で現 在 唯一 の 病院 であ る 島後町 村 組 合 立隠 岐病 院 は 、現 在 で,も島後 地 区 の医 療

の 中 心 とな ってお り、 この シ ステ ムを考 え る際 の サ テ ラ イ トと して考 え た い。 ま た町 村 組

合 立 とい う病 院 の 性格 か らみ て、 この地 域 住民 全 体の 医 療 と健 康 につ い て そ の責 任 を もつ

＼ こ とは元来 ふ さわ しい もの で あ ろ うっ しか し島 前に は診 療 所の み で病 院 は 存 在 せず ・第1

部 の基 本構 想 で考 え た サテ ライ トに あた る施設 を新 ら し く もうけ る必要 が ある と思 われ る。

(3)保 健婦 に つ い て

この 地区 の 現在 活動 してい る保 健婦 は 、現 地 を実 際 に調 査 した 結 果 か ら必 らず し も十

分 な人 数 とは 言 え ない まで も、 一 応 総 勢16名 と住 民2000人 に1人 の 割合 で あ り、

全 国平 均 に比 べ て 約3.5倍 と比 較 的 恵 ま れ て い る。 この こ とを今 後 の シス テ ム設計 に う

ま く活 用 す る こ とは言 うま で もな く、今 後 そ の 果 す べ き役 割 は大 きい と思 う。 中 国の 素

足 の医 師 に も見 られ る ように 、そ の地 区 に 入 りこんで 住 民 の生 活 をは だ に感 じ なが ら、 医

療 以 前の 生 活や 、 意識 の 向 上 を計 る こ とは 隠岐 の これか らの医 療 を考 え る上 で不 可 欠 の要

素 で あ り、 本 シ ス テ ムの推 進 に あた り、医 師 の 方 々の協 力 は もち ろん 、 これ らの パ ラ メデ

ィ カル ス タ ッフの 活躍 は大 きな さ さえ とな ろ う。

●

1.3シ ス テ ム 設 計 の ポ イ ン ト

隠 岐 とい う地 域 に おい て シ ステ ム設 計 を進 め てゆ く上 で・ こ こに今 住 ん でい る3万 人の 住

民 の 健康 と医療 を具 体的 に ど う守 るか とい うこ とで あ る。 この 為 に一 つは 住民 自身の 医療 教

育啓 蒙 を通 じて、 自分 の健 康 は 自分 で守 る とい う意識 の もとに参 加す る こ とで あ り、 もう一
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つは地姉 散在する各種の医療関繊 関や・医療関緯 が噴 協力し・搬 的かつ効率的に

活動 出来 る場 と条 件 を 整備 す る こ とを 考 え る^

具 体 的 には1.2項 の隠 岐地 区 の特 徴 か ら出 る種 々の 指針 を中心 に・ シ ステ ム設 計 の ・±イ ン

トを ま とめ てみ る。

(1)高 度 の 医療 は その 経済 的効 率 等 の限 度 か らみ てや む を得 ず 、今後 と も本 土 に頼 ら ざる を

得 ない と して も、通 常 高頻 度 に発 生 す る医療(日 常 的 な医療)に 対 して は・ コ ン サ ル テ

ー シ ョンの ネ ソ トワーク を張 る ζ とで、 島 の 中 で 出来 るだ け高 度の医 療 に対処 出来 る体 制

を作 り上 げ る。.

(2)65才 以 上 の 占め る比率 が大 きい こ とを特 に 考慮 する・ いわ ゆる65才 以 上 の老 人 と呼

ばれ る人 のみ で な しに、40才 以上の入 口が 極端 に多 い ことは 、必然 的 に高血 圧 症 ・糖 尿 病

をは じめ と して心 臓 病、 脳卒 中お よび ガ ン等 の成人 病 が 多 くな るこ とは当 然 で あ る。

この ため成 人病 を中心 と した 健康 管理 を重点 的 に と りあ げたい 。

(3)救 急 に関 しては異 常 分娩 に よる本 土へ の搬 送 例 が あ るが、 分娩監 視 装置 の 活 用 な どに よ

り、 その 充実 をはか 姥 い 。万 一 の場 合 を考 慮 して 本土 へ の足 と して刈 ・プ タ ーの 活 用

をは か る。

④ 地 理的 状 況 か ら島前 島後 で2ケ 所 の シ ステ ムを考 え る。(各 々に サ テ ラ イ トをつ くる)

2目 的 分 析

2.1問 題 点 の 明 確 化

隠 岐 の医療 につ い ての 問題 点 は、 現地 調 査報 告 ・に く わ し く述 べ られ て い るの で 、 こ こで

は 出来 るだけ 重複 は さ け るが 、 も う一 度そ れ を整 理 す るo

2.1.1無 医 に つい て

僻 地 の 医療 を進 めてい く際 、先 づ問 題 とな るの が無 医 の問題 で あ るが 、 こ こで も う少 し .

一 般的 に 無医 とい うこ とに つい て 考 え てみ る。

(1)無 医 に つ いて の所 見

無 医 とは 、 あ る限 られ た地 区 に医 師 の 資格 を 持 つ人 が一 人 もい ない とい う、狭 義 の 意味

の他に、鮪 の発生時離 より、又臓 病の醐 や程鯉 よつて・患都 迅速で適正な医

療 処 置 が とれ な い場 合 は 、広 い意 味 で これ も一 種 の 無 医 と い え る。 これ らの 各種 の 無 医

状態 を解 消 す るた め、現 在 あ る医 療 を広 く僻 地 と呼 ばれ る ところに まで 、 くま な くお よぼ

す こ とが と り もな お さず 僻地 の シス テ ム化 で あ る と言 え る(表4-3)。
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表4--3無 医 状態 の種 類

無医の種類 無 医 の 状 態 備 考

無 医 地 区 厚生省定義による無医 狭義の無医で隠岐地区では

2ケ 所

専門科目から考

えた部分的無医

有 区 では あつて も、そ の医 師 の 専 門科 目外

に つ い ては無 医 に近 く、又 そ の設 備 もない・

隠岐地区では眼科、耳鼻科、

精神科 など

時 間 的 無 医 週2回 などの定期的巡 回診 療 が あ るた め、 い

わ ゆ る無 医地区 か らはず れ て い るが 、巡 回

日以 外 の 日は無 医地 区同 様 とい え る。 又 、

都会な どで も夜間、休 日は これ と同様 に一種

の無 医状態 とい え る。

隠岐地 区 で は 、12ケ 所 の

非 常 勤 診療 所 が ある。

季 節 的 無 医 冬期における雪害による無医状態o 隠岐 では 少 ない ・

包 括 医 療 か

ら み た 無 医

病気にかかつてからの医療のみしか存在し

てない時、健康管理などからみた無医状態。

隠 岐地区 では特 に悪 い とい

う状 態 で は ない。

令

② 隠 岐 の無 医 に つ いて

隠岐地 区 の厚 生 省定 義 に よるい わ ゆる無 医地 区 と呼 ば れ ると ころは ・前 に も述 べ た とお

り2ケ 所 で あ る が 、 も うす こしその 実 態 をつ ぶ さに見 る と、 その 解決 す べ き問題 点 も多

いo

イ.非 常勤 診 療 所

現 在 ま で にお そ ら く各地 に あ った 無 医地 区 を解 消す る ため なされ た努 力 の た ま ものが 、

各地 に点 在 す る非 常 勤診 療所 で あ ろ う。 これ らの努 力に よ り現 在そ の地 区 の住 民 が た とえ

週1～2回 とはい え 、近 くの診療 所 で医 療 に捜 せ られ る こ とは ・ 問題 点 とい う よbむ しろ

高 く評価 され る べ き こ とが らで ある と言 え る。 しか し、 この こ とは単 に 表面 上 、 あ る い

は 地 図的 な意 味 での 無 医地 区 が解 消され た とい うのみ で 、時 間的 な無 医 の 状態 は なお大 き

な忘 れ て は な ら ない 問題 点 で あ り、 今後 の 解 決 が待 たれ てい るのは 言 うまで もない。

ロ.専 門科 目か らみ た部 分 的無 医

単 に隠 岐 地区 のみ な らず 、一 般 に僻 地 と呼 ば れ る ところ での 医療 は 特 に・ 眼科 ・耳鼻 咽

喉 科 、 などの特定専門科の 医療 は現 在 の 開業 医中 心 の 自由診 療 制度 の もとで は ・ 元 来 経 済

的 に 成 りた ち に くい の は 当然 とい え る。

例 え ば 、仮 りに 耳鼻 咽喉 科 が独 立 採算 的 に成 りた つた め の一 つの 目安 が4万 ～5万 の住

民 に対 して 医師1人 とい うこ とで あ づて も、 今 後 と も隠 岐地 区3万 の 人 に とっ て この種 の

無医 がそ の ま ま放 置 され て もや む を得 ない とい う事 では 当 然 あ りえ ない と思 う。
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・「cpm

◆

2.1.2隠 岐の 医療 体制 の問 題 点

現 地 調査 ぱ け る医 療 の問 題 点 の項 でも明 らか な よ うに 、その主 な もの は次 の点 で あ る。

① 島後 、 島前 両 地 区 ともに、 この地区の 中核 的 な(サ テ ライ トの候 補 と な る よ うな)医 療

機 関 が ない か 、 も し くは充 実 してい ない。

② 人 口に対 して 医療 関 係者 の 絶対 量 の不 足。

③ 現存 す る この 地 区 の各 医 療 機 関相 互 の 、叉 は 他 の機 関 との 有機 的 な協 調 関 係が 必 らず

しも十 分 とい え ない 。

こ の こ と を も う少 し医 療 の 種類 別 に整理 す る 、

(1〕 一 般 診 療

イ.1日 の外 来 患 者 が150人 等 の場 合 をみ て も、 医師 並 びに看 護婦 が忙 しす ぎる。

現 地 の 医師 の 言 葉 に よる と、1日100人 以 上 の 患 者 をみ る こ とは もは や労 働 そ あ

もの で あ っ て、 医師 に 生涯 もとめ られ る勉 強 も し くは教 育の 要 素は な くな る。

ロ.耳 鼻 科眼 科 の 不足 か ら この科 の 重 篤 な病 人は 本土 の病 院へ 行 っ てい る。

そ の 純粋 の 医 療 その もの より、付 き添 い 家族 も含 めて 、交 通 費 や宿 泊 費の 負担 が

大 きい。

ま た表4-4は この地区 の病院 お・よび 診療所 の標榜 してい る科 目を表 わ した もの

で あるが、 そ の 医師 数 か らみ て診 療所 の ほ とん どが全 科 も しくは ほ とん どの科 の診

療 に あ たっ てい る こ とにな る。 この ことは、各 地 の 医師 の努力 の表 われ で あ り、 あ

る意 味 で喜 ば しい こ とで ある と同 時 に、 そ の方 面 で の 医療 の レベル が 問題 とな り、

少 し重 篤 な人 に とっ ては、 前述 の よ うに本 土 の 医師 に た よる結果 となっ て い る。

ハ・ 高度 レベ ルの 医療 体 制 の不足 につ いて 、一 つ の 目安 と して住 民当 りの ベ ッ ド数 を

み る と、人 口10万 人 当 り380床 で全 国平均 の1000床 に 比 べ、 約1/3で ある。

この こ とは 入 院 を要 す る よ うな、 高度 レベ ル の患者 で も自宅 療 養か 、 も し くは 本土

の 医 療機 関 に た よって い る こ とを示 して い る。

■ 表4-4隠 岐地区医療機関の診療科一欄

内 呼 消 循 小 精 神 外 壁 脳 産 婦 眼 耳 皮 秘 歯 放 麻 全
科 吸 化 環 児 神 経 科 計 神 科 人 斜 鼻 膚 尿 科 射 酔 科

器 器 器 科 科 料
科 科 料

外 経
科 外

科 膿 科 輯
科
線 科

科 科

※ ※ ※
島後隠岐 1 121 1111 1

病院

島後地区 18 222 8111 1311 4
ン10

診療所

島前地区 9 12 111 21 3

診療所

注)※ 印は医師非常勤
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(2)救 急 医 療

イ.そ れ ぞれ の 臨(4島)に 応 急 処置 の 出来 る設備 と要員 が揃 っ てい る とは言 え ない・

ロ.少 し本格 的 な手術 に なる と、す ぐに本 土に搬 送す る必 要 が 生 じる。

ハ.異 常 分娩 の 救 急件 数 が比 較的 多い∩

(3)健 康管 理

イ.健 診機 器 の不 備 の た め及 び健 診後 の デ ータ整 理 等 に人 手 がか か りす ぎる。

ロ.第 一 次検 診 につ づ く第 二 次 検 診 や、精 密 検 診を 受け る こ とが 出来 ず 、や む を得 ず

本 土 の病 院 を利 用 して い る。

2L3島 別 にみ た 主 な問題 点

(1)島 後 地 区

イ.2ケ 所 め無 医 地 区tsよ び非 常勤 診 療所 が合 計11ケ 所 あ る・

ロ.隠 岐病 院 の充 実 が ま たれ る。

② 島前 地区

イ.診 療所 のみ で 中核 と なる病 院 が ない こ と。

ロ.西 ノ島 の場 合 ・現 在2名 の 医 師 のみ で多忙 す ぎる。

ハ.知 夫村 の場 合 が最 も深 刻 で 、現 地 調査 に ☆い て も僻 地 の 僻 地 とい う表 現 で話 され

て い る。 この 島の 医 療 を ど うす るか は 大 き な課 題 で あ る・

22住 民 の 現 状 認 識 と意 見

今 ま で隠 岐地 区 の 医療 の 問題 点 をみ て きたが 、住 民 か らの 直接 の 声 を聞 き、 その 中か ら

住民 のニ ー ズを うきぼ りにす る こ とが望 まれ る。

(1)ア ンケ ー ト調 査

今回 の ア ンケ ー トは 時 間の 関 係 もあ り、 直 接我 々 の手 で行 な えず ・保 健 所 経 由で各 地区

の 保健 婦 さん に その 多忙 な 中 をお 願 い した の で、極 く限 られ た 人数 となつ た。 そ の た め現

地調 査報 告 が ま とま ったの ち に届 け られ た の で 、これ とは別 に若 干 くわ し くま とめ てみた 。

調 査 範 囲 は次 の15人 につ い てで あ る。

西 郷地 区(島 後)5人

黒 木地 区(島 前)5人

知 夫 地 区(〃)5人

人数 に も限 度 が あ り、 それ らか ら直接 結 論 めい た こ とは 当 然出 ない こ とは 明 らか で は あ

るが 、そ れ で も住民 の現 状 に つい て の意 見や 、 おお よその希 望 を部 分的 に つ か む こ とは可

能 と思 われ る。 留 意す べ き主 な もの に つ いて 述 べ る

(イ)住 民 の健 康 意 識

あな たの 血 圧 を知 ってい ます か とい う質 問 に対 して 、大 半 の1-2人 がそ の 値 を知 って
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い る と答え て 治 り、都 会 にお け るこれ に相 当 す る結 果 は 、わか らない が評 価 する に値 す る事

だ と思 う。

回 日常の 医 療(低 レベ ル)に つ い て の現状

風 邪 頭痛 そ の他 ち よっ と熱 が 出た り した時 ど うします か とい う問 に対 して、半 数 の 人 は診

療 所 や病 院 に ゆ くが 、後 の半 数 は 置 き薬 を飲 ん で す ませ る と答え てい る。 この原 因 に つ い て

は くわ し くはわ か らない が 、 あわせ て聞 いた 住 民 の希 望 欄 で、近 〈に診療 所 がほ しい とい う

意 見 も強 く、 これ か ら判断 して診療 所 ま での 距 離 や 交通 機関 〉影 響 して い るの では ない だ ろ

うか。

内 高度 の 医療 に対 す る住 民 の 意識

重い 病 気 にか か った 時 どこで 治療 しま すか とい う問 に対 して、本 土 あ病 院 と答 え た もの が

9人 で・ 島 内の 病院 や 診療 所 と答え た もの が4'人 で ある。 前者 の 主た る理 由 はほ とん ど全 て

の 人 が、

① 医 療設 備 が不 備 で あ る。(特 に 入院 設 備 に っい て)

② 専 門 医が い ない。

③ 精 密検 査 が 出来 な い。

と答 え て お り・現 状の 隠 岐地 区 の 医 療体 制 に対 し、 必ず し も住 民は満 足 してい な い とい える。

(2)住 民 の 希望

これ らの ア ンケ ー トは・ どれ だ け うま くサ ン プ リン グ され てい るか とい うこ と も含 めて 、必

ず しも住 民 の 意見 を全 て代表 して い るわ け では ない が、住 民 の希 望 は 、 日常の 比較 的 軽 度 の 医

療 に 対処 で きる診 療所 が近 くに あ、り、 ま た入 院 を要 す る医療 に 対 して も、 あ る程 度 は 島 内 です

ませたいと言 うの然 いつ わ らざる希 望 で あ ろ う。 この こ とを一 口 で言 え ば 、当 然 の こ と なが ら

高度 の医 療 を も含 め て、 自分 の 手近 に とい うこ とに なる が ・ 現実の問題 として緬 斉性 な ど との か

ね あい も あ り、 これ をいか は うま く実 現 す るか とい う難か しい 問題 となるo

3前 提 条 件 と 留 意 事 項

隠岐 地 区 の シ ステ ム にお け る機能 分 析 な らび にシステム設 計 を進 めてゆ く⊥ で・恒 器 シ ス ごム
.を

とりま く条 件 の うち 、前 提 となる条 件 と特 に留 意す べ き こ とが らに っい て述 べる

3.1前 提 条 件

3.1.1地 区 の 中核 病院 の拡 充 と人的 資源 の確 保 に つ い て(主 として サ テ ライ トに 関 す る前 提

条 件)

サ テ ライ トとなる べ き地 区 の 中核 病 院は 、前 に も述 べた よ うに島後 地区 では 、 隠 岐病 院 で

あ り、.島前地 区 に つい ては 現 在該 当す る病 院 は存 在 しない。 これ らが サ テ ライ ト病 院 と して

の充 分 な機 能 を果 たす為 に は 各 々相 当 の拡 充 が必 要 で あるが 、 これ らは 前提 と して得 られ る

もの と して進 め て ゆ ぐ。 ま た、 そ の規 模及 び見通 しについ て述 べ る。
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(1)島 破町 村 組合 立隠 岐 病院

隠 岐 病 院の 現 状 は ・内 科 ・小 児 科、 外 科 ・整 形 外科 、 産 科、 眼 科、 耳 鼻咽 喉 科及 び歯 科 の

8科 で病床 数85床 の形 態 を と って い るが 、 内科 、小 児科 、外 科 及 び歯 科 の4科 の みが 常 勤

医 で ある。(産 科 は 非常 勤 では あ るが充 足 され て い る。)

他 の科 に つい て は、 本 土 の医 師 の応 援 で 行 なわ れ てい る。 以 下 に その 応 援医 師 の巡 遣 予定

を示 すo

昭和48年8月 派遣医師診療予定
●

◎ 眼 科

◎ 整 形 外 科

◎ 精 神 科

◎ 耳 鼻 咽 喉 科

8月1日

2日

8月7日

8日

8月16日

17日

23日

24日

8月8日

8月22日

8月3日

10日

17日

24日

31日

未 定

～

～

13時 よ り

15時30分 ま で

13時 よ り

15時30分 ま で

16時30分 よ り

15時30分 ま で

13時 よ り

15時30分 ま で

8月11日

8月25日

11時30分

～17時15分

この予定は、船や飛行機の欠航で変更する場合がありますので、お出かけの前には電話等

で確認して下さい。

島後町村組合立 隠 岐 病 院

(隠岐病院掲示より)
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■

これ に対 して具 体的 に 現 在 医師 数15名 、160床 を 目標 に 、予 算 数億 円 で改築 ・移 転の

計 画 が あ る。 これ が完 全 に実 施 され る と、 サテ ライ トと しての機 能 も充 分 で あ り・ この こ

とを 前提 と して考 え るnな お 科 目に つ いて も現在 不 十 分 な状態 で行 なわれ て い る8科 に つ

い て は、 当 然 満足 され てい る もの とす る。

(2)島 前 地 区 の 中核病 院

島 前地 区 で も黒 木保 健 所 の 資料 に よる と、西 ノ島町 及 び海 士町 にお い て ・中央 病 院設 置

の楠 想が ある。 現 状 に おい て島前3島 にお いて は ・医 師 を は じめ とす る医療 従事 者 の不 足

が 目立 つ。 この た めに も医 師 に魅 力あ る職場 と しての 病 院 を設 置 し、 万一 専 門医 の招 膀 が

困 難 な場 合 で も本 土 よりの応 援 を得 て 、(出 張 診療 の 形 を とっ て で も)そ の実現 を切 望 し

てい るo

現 地 に おい て も、 これが 単 なる 長期 構想 で あっ ては な らない と言 わ れ てい るが・ しか し

今 の とこ ろ具 体 的 な動 きに まで到 って い ない。

今 回 の シ ステ ム設 計 に あ たっ て は、 例え ば何 らかの 方法 で上 記 の構 想が実現 し・ ごく小規

模 な病院 で もこの 地 区 に設 置 され た と して考え る。 す なわ ち・ そ の規 模 に つい ては ・実 現

性 の 可能 性 か らみ て、 内科 、 外科 、産科は、常勤医が確保 され ている然 眼科 、耳 鼻科 な どは

島後 の隠 岐 又 は本 土 か らの非 常勤 程 度 とす る。

3.1.2 .実 施 運 営 に あた って は各 医療 関 係者 の協 力 が得 られ るこ と

。 特 にター ミナル につ い ての前 提 条件

隠 岐地 区 の 全住 民 の 健 康 と医 療 とを ど うす るか とい う本 来の 命題 に対 して も、現 在 あ る

全 ての 診療 所 と病 院 の参加 が必 要 とな る。 これ に よ り多数 の ター ミナ ル とネ ツ,トワー クを

は る こ とで、 この 地域 の医 療 に 対 す る責任 体制 を確立 出来 る手 助 け とな るべ きだ と思 う。

これ に対 し不 可欠 な こ とは 、医 師会 な らびに各 開 業 医の お しまぬ 協 力 と、積 極 的 な参 加

が前 提条 件 となる のは 当 然 で あ る。

3.1.3県 行 政 を越 え て計 画 の実 施 が可 能 な こ と

。 主 と して セ ンタ ー につ い ての前 提 条件

セ ン ター と して は 、一 応 鳥取 大 学 医学部 附 属病 院 が 考 え られ るが、 島根 県 隠岐 地 区の セ

ンター と して 県 を越 え て依 頼 す る こ とにな る。

これ に つ い ては 隠 岐地 区 か ら交 通機 関(航 路)か らみ て、境港 斉生会病院や鳥取 大学 の 方

が松 江 日赤病 院 な ど よ りも便 利 で あるた めで あ る。

3,1.4隠 岐vak'け る交 通網 の発 展 具合 につ いて

隠 岐 は 国立 公 園 と して、観 光的 に ます ます 注 目を集 め て い る。総 人 口が3万 人 で は ある

が 、年 間20万 を越 え る観 光 客 を受 け 入れ てい る。 離 島 振 興 法等 に よ る政 策 もあ り、 こ
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の地 区 の 道路 をは じめ とす る交 通網 は 、今 後 ます ま す改 良され る 方 向に あ る もの とす る。

3.1.5伝 送路 に つ い ての 前提 条 件

この プロ ジェ ク トが実 施 運営 され る際 、隠 岐 にお い て技術 的 に経 済 的 に、どの ような伝 送

路 まで を整 備 しえ る かの 前 提条 件 は 非 常 に難 か しい 問題 で あ る。 これは 次の ことに 関連 を

もつ。 なお現 在 の 通 信網 の 状 況 を表4-5、 表4-6、 図4-1に 示 す。

イ)電 信電 話 公 社 の ポ リシ イの問題

全 国的 規模 での電 々公 社 の ポ リシ イ もさる こ となが ら、隠 岐 地 区 の現 状 の 伝送路 の状 』

況 か らみ て 、 新 しい種 類 の 伝送 路 を新設 す る場 合 には 、保 守 の 問題 も含 め て考 え る 必

要 が ある。

ロ)伝 送 技術 の 開 発 の進 展 具 合

例 えば画 像(動 画)を 伝 送 す る時 、 どこ までの 伝送 条件 をつ け、 そ の時 のコス トをい か

に下 げ るか等 の問題 であ る。 、

ハ)経 済性 と伝 送 路 の 問題

技 術的 に ど こまで 開発 され るか とい うこ と と共 に、 この問題 に どこま で投 資 し得 るか 、

又 例 えば医 療以 外 との他 の社 会 シ ステ ム との共 同 使用 の 問題 等 で あ る。
'

●

これ らの 問題 を総合 して 、 こ こで の伝 送路 は最 大限 ペァ線 による動画の カ ラー 画像 伝 送 に

と どめ るo

これに つ い て も、隠 岐 にお い てそ の実 施が 可能(又 は妥 当)か に つい て は 、意 見 の わか

れ るところでは あるが、 都 会 に お い て も現 在の 技術 とコス トで何 とか テ ス ト中 で あ る こ とを

考慮 す る と、 ど う して も必 要 な とこ ろ にの み限定 して実 施 出来 る もの とす る。又 海 上 の伝

送路 は マ イク ロ ウエ ー ブ方 式 で行 な う。 これ らに つい ての 問題 は 、技 術 の 進 歩 とコス トの

関係 で あ り、設 置 と メン テナ ンス を含 め て 、電 々公 社 の管 理下 で行 なわれ るの が望 まれ る。

一256一

.

、{



●

表4-5隠 岐地 区通 信 網 の 状況
(484}三 度 末)

地 名

、

地 名 方 式 距離
(㎞)

空回線
状 況'

線路増 設

(予定年度)
記 事

西 郷 東 郷 市 内 ケ ー ブル 4.0 有 49年 度

05×200P

市 内 ケ ー ブル

西 郷 中 条 5.0 有
α5×100P

市 外 ケ ー ブル
西 郷 中 村 25.2 有 52年 度

α9×54P
メ

市 外 ケ ー ブル
西 郷 布 施 325 ,有 52年 度

α9×28P

市 外 ケ ー ブ ル
西 郷 郡 14.5 有 50年 度

09×54P

市 外 ケ ー ブル

西,郷 都 万 14.0 有 52年 度

065×28P

海 士 別 府 PCM 14.0 有

市 内 ケ ー ブ ル

海 士 菱 浦
05×5bP

20 有 『

市 内 ケ ー ブ ル
海 士 海 士 20 有

05×50P
'

市外 ケ ー ブ ル

海 士 崎 80 有
09×28P

PCM
'49年 度

海 士 知
.夫

市内ケー ブル
α5×50P

14.0 有 49年 度 PCM増
の予定

西 郷 海 士 11GHz 220 有

海 士
浦'郷

(西 イ 島)

PCM 14.0 有 4も 年度
49年 度

PCM増

の予 定

表4-6島 根.鳥 取地 区 通 信網 の 状況
(48年 度末)

地 名 地
.名

方 式 ㌦寧 蓑噸
t・ ・

(撃難題 記 事

松 江 西 郷
2GHz

'11GHz
104.0 有 49年 度

松 江 米 子 C-12M 320 有
'

米 子 境 港 PCM 202 有 49年 度

一257一



,

記号 備 考
● 電話局酷呑嫌 局委託局

▲ 無線中継所(』 輻)

◎ 医療 センダー

◎ 医療 すテラメト

▲O ダーミナル病 院 プ ーミナレ

図4-1隠 岐地 区 の通 信網 の状 況
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3・2留 意 す べ き 事 項

これ が実 際 に 実 施 され る に あた っ ては 、種 々の 留意事 項 が 考 え られ な けれ ばな らない が、

あ ら ため て注 目すべ き点 を述 べ る。.

川 前 提条 件 の項 で もあげ た が 、医師 会 をは じめ とす る特 に この 地 区の 開業 医 の 協力 をいか

に得 るか とい うこ とで ある。

これ な く・して シ ステ ムは あ り得 ない が、現 在 考 え得 る一…つ の 方法 は ・例え ば 参 加す る こ

とに よ って、 い かに役 立 つ 情 報 が各診 療所 ↓タ ー・ミナ ル)に 提供 出来:るか とい う こ とで あ

り、 この調 査 研究'につ づ く技 術 開発 の成果 を待 ち たい。

② 今回 の プ ロジェ ク トに は 、当 然道 路網 の 整備 等 の項 目は含 ま れ て い ない。 しか し、一 般

に 僻地 性 の解 消及 び僻 地 の 医療 の 問題 に と っ て 大 切 で あ り・別途 に これ らの 努 力が払 わ

れ 、 この 方 法 か ら も解 決 され る こ とが 望 まれ る。

(3)今 回対 象 と した 隠 岐地 区 の人 々は3万 入 で ある。 この3万 入 の住 民の 健康 と医 療の 問題

は、 それ は そ れ な りに 重大 な事 柄 で あ り、単 に経 済 効率 そ の もので は論 じ られ ない。 しか

しなが らそ こに投 資 され る費用 は、当 然一 定 の範 囲 の もの と なるの も当 然で あ る。 しか し

今 回の もの がモ デル的 要求 をふ まえ た性格 の もので あ り、 特 に セ ンタ・一設備 に 関 しては 、

県 レベ ル で の広範 囲の 利 用 を本来 考 え た もの であ るか ら・ この 点 も考慮 した 上 で・ どの 程

度 の規 模 に すべ きか を考 え た。

4機 能 分 析 ・

前 節 で 目的 分析 な らび に前提 条件 にっ いて述 べて来 た が 、 こ こで は これ らに基 づ き、隠 岐 に

おけ る3レ ベ ルの性 格 つ げ と、隠 岐 にお いて 実 施 したい 機能 に つ い て述 べる。

4.13レ ベ ル の 性 格 づ け

具 体的 な シス テ ム設 計 に 入 る前 に、第1部 の シ ステ ム構成 で述 べ られて い る ター ミナル 、

サ テ ラ イ ト及 び セ ンタ ーの 隠 岐地 区 にお け る性格 づけ を明 確 に す る。

4.1.1隠 岐 に お け る ター ミナ ルの 性格

(イ)隠 岐 に むい て は無医 地 区 は 少 な く、 かつ 新 し くター ミナ ルを設 置す る こ と も支い。 す

なわ ち既 設 医療 機 関 の 活 用 とな る。

同 隠 岐 に おけ る タ ー ミナル の 性格 は主 と して 、い わ ゆ る有 医 ター ミナル で 、完 全 な無 医

タ ー ミナ ルは ない とい え る。 しか し、非 常勤 診療 所で 、 しか も看 護婦 が 常駐 してい る と

ころ につ い ては 、時 間 的 には 部 分的 に無 医 ター ミナル と同等 の あつ かい とな るρ この た

め 、 タ ー ミナ'ルと しては有 医 と非 鞠 の2鱒 の 型 につ い て のみ 考え る。 俵4-7)
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衣4-7タ ・ミ ナ ル の 種 類

TA有 医 タ ー ミナ ル 型 常 勤 医師 の いる 一・般 診 療所 で比 較的大 規 模 な型 と、 小規

模 の型w分 か れ る。

TB非 常 勤 タ ー ミナ ル型 医師 が 巡回 して来 た時は 、TA型 と同 じ機能 をは た し、

な おか つ医 師 不在 の時 常 勤の パ ラメ デ イ カル ス タ ソ フが

サ テ ラ イ トの 指示 で活 動 出来 る機 能 を有 す る こ と。

TC無 医 タ ー ミナ ル 型 隠 岐地 区 で は ない。

⑱

←→ 出来 れ は地区 全体 の 医 療 につ い て考 え る た め、 出来 るだ け 多数 の ター ミナ ル を設 置 し

た もの に する。

←)タ}ミ ナ ル の 内・ 知 夫村 に設 置 す る ものは知 夫里 島唯 一の 医 療 機関 と なるの で 、悪 天

候 の 際 も考慮 し、 タ ー ミナル の医 師 は サ テ ラ イ トか らの 指示 で ある程 度 高 度 の医 療 に対

応 し(又 は応急 処 置)出 来 る必要 が あ る。

4.1.2隠 岐 に おけ るサ テ ラ イ トの 性格

(1)隠 岐 に おけ るサ テ ライ トは・ セ ンター又は・それ相 当 の高 度 レベ ル の医 療 を 提供 す る 医

療機 関 か ら地 理 的 に遠 く隔 て られ てい る た め・ 出来 るだ け 高度 の レベ ルま で 島 内 で実 施

出来 る ことが望 まれ るo。

②(1)項 で述 べ た よ うに 、 タ ー ミナル が主 と して有 医 タ ー ミナ ルで しか も多数 と なる の で
、

サテ ラ イ トの業 務 内容 も、お のず とそれ にそ った性 格(位 置)づ け とな る
。

(3)島 前vax・ け る サテ ライ トは 、地区 の 人 口が1、1万 人 とい う限 られ た もの で あ るか ら、

そ の病 院 も小 規 模 な もの とな り、 サ ブサテ ライ トと呼 ぶ べ き もので あ る。 従 って地 区 の

総 合医 療の 全 て に つい て ・ 医学 的 にそ の 中心 とは な り得 ない。 この た め特 定 科 目 と特殊

な もの につ いては 、島 後 の サ テ ライ ト叉 は本 土 の セ ンター の協 力 が必要 とな る
。

(シ ス テ ムの 基 本 構成 で3レ ベ ル を考え る際 ・現 地の 実 情 に充 分 合 わせ た隔 通 性 が必 要 で

あ り、 ここ では サ ブサテ ラ イ トを考慮 した。)

4.1.3セ ン ターの性 格

県 レベ ルでの 広 さでそ こに 含 まれ る都 市部 の住 民 に対 して も、 元来 そ の機 能 を発 揮 す る

こ と を 目標 に して い るの で、 今 回 の隠 岐地 区 か ら見 た セ ン ター の性 格 づけ の み で
、 セ ン

シター の性格 を決 定 す べ きで は ない
。 しか し、隠 岐地 区 か ら期 待 され て い る セ ン ター の性 格

又 は機能 の一 つ は 、少 しの こ とで も本 土 の医 療 に た よっ てい る実 情 を 少 しで も最 小 限 に し

うる ような強 力 な コンサ ル テ ーシ ョンの体 制 で あ る。
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表4-83レ ベ ル の 機 能

t

機 能 人 的 資 源

タ ー ミナ ル

TA

.(有 医 診 療 所)

。 医師 が 常駐 、 該 当 ター ミナ ル受持 区域 の 診

療 こ行 な う。

。隠 岐 地区 既 存 の有 医全診 療 所 を利 用 す る。

。巡 回 診療 は 行 なわず ・ 患者 来 所 を原 則 とす

るo

。 サ テ ラ イ ト(叉 は サ ブサ テ ライ ト)の コ ン

サ ルテ ー シ ョ ン を 利 用 し、効果 的効 率的

な診 療 を行 な う。

。医 師1名

o看 護 婦1名 以 上

サ ブサテ ライ ト

TA

。 サテ ライ トの 機 能 を保 有す るが 必要 に応 じ

サ テ ラ イ トの 隠 岐病 院 や セ ン ターの協 力を

要 す。

。 島前地 区 に設 置 す るb

。 医師2名 以⊥

(医 師1名 につ き
。看 護 婦1名 以上)

。車 輌 等 運転手1～2名

。機 器保 守 員1名

。事 務 員2～3名

サ テ ラ イ ト

S

。 タ ー ミナ ル の バ ソ ク ア ツ ブ(患 者 収 容 、 コ

ン サ ル テ ー シ ョ ン 、 人 的 バ ッ ク ア ッ プ)

。 救 急 、 健 診 の 中 心 基 地o

。 住 民 の 保 健 教 育 。

。 タ ー ミナ ル 医 師 、 パ ラ メ デ ィ カ ル の 相 談 相

手 。

。 医師10～15名

。 看護 婦30～50名

。 検 査技 師10名 以 上

。 薬 剤師3名 以 上

。 情 報処 理 関係2名 以 上

。調 理 ・ そ の他5名 以 上

。 車輌 関 係者10名 以 上

。 事務 員10名 以 上

セ ン タ ー

C

o高 度 専門 分野 に つい て の コン サ ル テ ー シ

ョ ンO

。 サ テ ラ イ ト、 タ ー ミナ ル 医 師 、 パ ラ メ デ ィ

カ ル の 教 育 。

。 重 症 患 者 収 容 等 の ア レ ン ジ 。

。 大学 病 院 相 当の ス タ ッフ

。 専任 職 員10名 以 上
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4.2隠 岐 に お・い て 求 め ら れ る 機 能

ここで 求 め られ てい る機 能 とは 、前 に述 べてきた 隠岐 に劇げる・各 種 の 問題 点 を解 消 して 医

療 の各 局 面で 、 どの よ うに うま く医療 が行 なえ るか とい う ことで あ る。

4.21一 般 診療 補助

一般 診療 補 助 と しては 次 の ものが 考 え られ る。

(1)有 医 タ ー ミナル の医 師 に対 す る サテ ライ ト又 は セ ン ター の専 門医 に よる コ ンサ ルテ ィ

ー シ ヨ ンO

これは一 般 的 診断 時のみ とは限 らず ・ 手 術時 等 に お け るア ドバ イス を含 む。 又 単 に専 門

医 の ゼネ ラル医 に対 す る助 言の み な らず 、 例え ば 複数 医 師 間 の あ る患者 の 問題 に対 す る

デ ィス カ ッシ ョ ンの場 を提 供 出来 る。

(2)非 常 勤 タ ー ミナ ルの パ ラメデ ィ カル に対 す る サテ ラ イ ト医 師 の指示 な らび に監 督。

(3)各 タ ー ミナ ルか らの 心電 図 等 の生 体情 報 に対 し、 サテ ライ トに おい て 自動 解析 しサ テ

ラ イ トの専 門 医 の コ メン トを付 けて 送 りかえ す。

(4)サ テ ライ ト等 で収 集 した各 種 の高 度 の判 断 を要 す る診 断 は、 セ ンター の医 師 が高 度 生

体 情 報処 理 シ ス テ ム等 を駆 使 して サ テ ラ イ トへ 送 り返 す。

隠 岐 地 区 も含 め 、一 般 に過疎 地 域 と呼 ば れ る とこ ろの医 師 は、 た いて い単 な る専門 科

目のみ で は な しに、 ある意 味 で は全 科 を受 け持 つ こ とに 習熟 して お り、そ の意 味 で は専

門 医の コ ン サ ル テ ー シ ョ ンに よ り相 当 程 度 の 診療 や 応急 処理 が可 能 とな る と思 わ れ る。

これ らの コ ン サ ル テ_シ ヨンの機能 が 円滑 に 動作 す る こ とで 、 島内 に おけ る一 般 診 療

時 の 医療 の レベ ルの 向上 を 図る。

(5)セ ン ター又 は サ テ ライ トの デー タ ベー ス シ ステ ムの活 用 に よる疾病 管 理等 。

4.2.2救 急 医療 サ ー ビス

僻 地 におけ る救 急 は ・搬 送 時間 が距 離 の 関係 で都 市 部 の それ よ り比 較的 多 くな る。 こ の

た め単 に運 ぶ こ と を前 提 に した救 急搬 送 システ ムに と どま らず、 次 の機能 が要 求 され る。

(1)搬 送 前 に 必要 に応 じ救 急 処 置 を とる場 合 の 指示 。

(2)患 者 の搬 送 の可 否 や ど こに運 ぶか の判 断。

(3)救 急 愚 老 の搬 送 先 の 医療 機 関 につ い て は、 適正 な コ ンサ ル タ ン トに よb、 ある程 度 の

手 術 や処 置 が可能 で あ る こ と。

4.23健 康 管 理 と住 民 に対 す る保 健教 育

隠 岐 にお い て は壮 年 層及 び老 人層 が めだ つ た め、 成 人病 等 の 漫性 疾 患 を中 心 と した 健康

管 理 が大 切 とな るo

ここ でい う健康 管理 とは 、当 然一 度限 りの健 康検 査 で あ っては なら ない。.健診 結果 に基
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〈精 密検 診 やそ の後 の フォ ローア ッ プが大切 で あ り、 このた めに は デ ー タベ ース シ ス テ

ム等の 活 用 を は じめ と して 、保 健婦 の きめ細 か な指 導 が不 可欠 と なる(図4-2)。

◆

原 因

状 況

対 策

希 望

老人及び40才 以上の

成人が圧倒的に多い
労働の過重

↓ t

漫性病や再発性のある

疾病が多くなる
農夫症的症状

↓ ↓

健康管理の徹底
デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム

の 活 用

↓ ↓

住民への保健教育の徹

底

HσmeDoctor制

及 び保 健 婦 活 動 の徹 底

図4-2隠 岐 に おけ る健 康管 理 に つい て の考 え 方

現 在 隠岐 病 院 で行 なわ れ てい る各種 健診 を表4-9に 示 す。 また この他 の集 団健 診 と し

て癌 健 診 車 が年1回 来 島 し、 胃及 び子 宮癌 の健診 にあ た って い るが 、 日程 の 制 約等か ら受

診 率 に限 度 が あ り、 か つ この程 度 の限 られ た一 部 の人 の受 診 に対 して も・ そ の 後の デ ー タ

処理 に保 健婦 の手 が かか りす ぎてい る。

これ ら の現 状 の上 に た って 、 次の 機能 の レベ ルア ッ プが 望 まれ るや

(1)島 内 に健 診車 を含 め た健 診機 器 とその 体 制 の整 備 が望 まれ る。

(2)健 診 につ づ くフ ォローアップ の ため に もなん らか の デ ー タベ ース の活 用 が 不 可欠 とな る。

(3)一 部 の特 殊 な 精 密健 診 用機 器 を除 き、 サテ ライ ト病院 に出来 るだ け設 置 す る。

④ 保健 婦 本 来 の 家 庭訪 門 等 の仕 事 を通 じて きめ こ まか な生活 指 導等 を可能 にす る。

(5)健 診 率 を あげ るた め に も住 民 に対 す る強 力 な保 健 教 育 の場 をつ くりあげ る。
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表49隠 岐 病 院 に お・け る健 診(保 健.所受託)

事 業 名 区 分 健 診 項 目

総 合 健 診 Aド ッ ク 検 便(集 卵 法)、 検 尿(蛋 白 、 糖 、 ウ ロ ビ リノ ー ゲ ン)、 血 圧 測 定

血 液検 査(血 色 素 、全 血 比 重 、ヘ マ トク リン ト、血 清総 蛋 白)

身体 計 測(身 長 、 体 重、皮 下 脂肪 厚)、 胸 部X線 検 査

胃部X線 検査、子宮部検査、事後指導

Bド ッ ク Aド ッ クの 検 査項 目か ら 子宮 部検査 を除 いた もの

Cド ッ ク Aド ッ ク 〃 胃部X線 検査"

Dド ッ ク Aド ソク 〃 胃部X線 検査及び子宮部検査を除いたもの

循環器等健診 1次 検 査 検 便 ・検尿 ・血 圧 測定 、 身体計 測

老 人 健 診 一般診査 検尿、血圧測定

胃 健 診 胃部X線 検査(造 影剤使用6枚 撮り)

子 宮 健 診 一般 診査
ち つ鏡 診 ・ コル ポ診 ・細胞 診 ・事後 指 導

◎

5シ ス テ ム 構 成

これ ま で各 部 で述 べ られ た 種 々の事 が らを よく整 理 して、 これ か らの シ ス テ ム構 成 に か か る

た め に、 も う一 度、 これ ま での 流れ を整 理 した もの が図4-3で あ る。

5.13レ ベ ル の 設 置 に つ い て

ター ミナ ル 、 サテ ライ ト、 セ ン ター をそ れ ぞれ具 体 的 に どの位 置 に どの程 度 の規 模 で設 置

す るか は 、 単 に今回 の 短 か い現 地 調 査 とそれ に基 づ く考 察 のみ で は非 常 に難 か しい。

しか し、機 能 分析 の と ころで述 べ た各 レベ ルの 性格 に 合わ せ て、 最 も効 率 的 で か つ 、妥 当

と考 え られ る1つ の 案 を た た き台 と して提 出 する。

これ らが 真 に その 地区 に定 着 して運 営 され るた めに は、 そ の各 々の地 区で 慎重 なディスカッ

シ ョン と合 意 の も とに決 定 され る べ き であ ろ う
。
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◆

地区の特徴等か

問 題 点 の あ らい なお し

機

第1部 の総論で言わ
れているレベルの隠
岐地区における性格
づけを明らかにする

住民の希望

前提条件の

設定及び留

意事項

析

シ ステ ム別 の ある べ

き 姿 を追 求

シス テ ム設 計

3レ ベルの必要資料の状況
と各機関の具体的な配置

ケ依 現

1頼 地

トし調

集 た査

計 ア の
ン際

開発40項 目

の状況及び資



5.1:1タ ー ミナ ル

原 則 と して 、 島内 に現 在27ケ 所 あ る。 出来 る だけ 多 数の診 療 所 を ター ミナ ル と して考

え るのが 理 想 で あ るが 、 この 内TA型(有 医)の もの を中心 にシステム作 りを考えてい く。

こ こで ネソ トワー クの結 び方 に っい て 少 し述 べ る と、特 にTB型 医 師非 常 勤 につ い ては 、

現 在 どこの 診療 所 叉は病 院が そ の診 療 に あ たっ てい るか を よ く吟 味 し、現 在 の責 任 体制 を

今回 の機 器 シス テ ムが くず さな い よ う考 慮 し、そ の 中 で医 師 非 常勤 の 診療 所 が ・ よ り うま

く機 能す る よ うに考 え ね ば な らな い。

具 体的 に は 島後 地 区 、都万 村 の場 合 、都万 国保 診 療 所 は現 在3ケ 所 の非 常 勤 、 出張 診 療

所 を持 っ てい る が 、 これ らは 現在 の 体 制 の ま ま運 営 され る よ う、 直接 サ テ ラ イ トと結 ぶ の

で は な く、 都万 国 保 診療 所 との ネ ッ トワー ク を組 み、 都 万国 保 診療 所 とサ テ ライ トを結ぶ

形 式 とす る。

な お と りあえ ずTB型(医 師 非 常勤)の ものは1ケ 所 でテス トし、 そ の結 果 に基 づ き、

順 次 増設 して ゆ く方 式 を とる もの とす る。

表4-10タ ー ミナ ル設 置 状 況

/16. タ ー ミナ ル 名 型名
、

地 区 備考

1 佐 藤 医 院 TA 東 郷(島 後地区) TA2型
.

2 中 条 診 療 所 TA 中 条(〃) TA2型

3 中へき地診療所 TA 西 村(〃) TA2型

4 布 施 医 院 TA 布 施(〃) TA1型

5 五箇国保診療所 TA 郡(〃) TA1型

6 都万国保診療所 TA 都 万(") TA1型

7 勝 部 医 院 TA 別 府(島 前地区) TA2型

8 菱 浦 診 療 所 TA 菱 浦(〃) TA2型{

9 海 士 診 療 所 TA 海 士(〃) TA1型

10 崎 診 療 所 TA 崎(〃) TA2型

11 知 夫 診 療 所 TA 知 夫(〃) TA1型

12 那久出張診療所 TB 都万村那久(島 後地区) 都万国保診療所

の出張診療所
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5.L2サ テ ラ イ ト

サテ ラ イ トは 前に も述 べ た よ うに 、島 後地 区 は西 郷町 の 隠 岐病 院 に併 設 し、 島後地 区2

万 人 の医 療 の 中心 とす る。 問 題 は 島 前地区 で西 ノ島町 か 、海士町 の どちらかに設置 す べ きで

ある瓜 最 も隔 たってい る知 夫村 との交 通の 便 と地 理 的条 件 を考 え る と、 この地 区 を 担 当す

る サ ブサ テ ラ イ トは 、 現在 の 西 ノ島町 立 浦郷 診療 所 を拡 充 し、 これ に あて るべ きと考 え る。

(但 し海 士町 との 交通 の便 を優 先 させ る と、 西 ノ島 別府地 区 とい う案 もあ り、共 に 一長 一

短 が あ り・ そ う急 には 決 め難 い。)

表4-11サ テ ラ イ ト設 置 状 況

/16. サ テ ラ イ ト 型名 地 区 備 考

1 島後町村組合立隠岐病院 SA 西郷(島 後)

2 町立浦郷診療所を島後と SB 浦 郷(西 ノ島) サ ブ ヴ テ ラ イ ト

同じく町村立組合病院 と

するか、本土の総合病院

例えば境港の済生会病院

又は松江の 日赤病院等の

分院等 とし病院に拡充す

るo
1

5.1.3セ ン タ ー,

セン ター と して は、 米 子 の 鳥取 大 学 医学 部附 属 病院 ・境 港済 生会 病 院 、 お よび松 紅の 日

赤 病院 の3者 が 考 え られ る。 これ に つ いて も種 々の意 見 が あ る と思 われ るが、 セ ン ター と

して 次の理 由で 鳥取 大 学 医学 部附 属 病 院 を考え 、他 の2者 と もネ ソ トワーク で結 ぶ こと で

そ の協 力 を得 る。

① 今 回 は主 デル と して の研 究 的 要素 も強 く、 また、そのサブシス テ ムの 中 に も高 度 生体 情

報処 理 シス テ ムや 、 重 症 患者 シ ステ ム等 の ように 日常 の使 用 の 中 で レベ ル ア ン プを必 要

とす る要 素 も含 まれ た シ ス テ ム なの で大学 病 院の 性 格 に合 う。

② 患者 の 側か らみ て も、同 じ県 の松 江 に 出 る よ り米 子 に行 く方 が便 利 なた め、 現在 も よ

く利用 され て い る。

5.23レ ベ ル の 必 要 設 置 機 器 ・

4節 で述 べて きた 機 能 を果 たす た め に、 ター ミナ ル、 サ テ ライ ト、 及 び セ ン タ ーに各 々 に

どん なサ ブシス テ ムや 装 置 が どの よ うな仕様 で、 この シス テ ムの 中に 組 み 込む こ とが 出来 る

か を決 定 す る こ とで あ る。

こ こで 現 在 名 称 の 上 がvて い る も の(表4-12～ 表4-16)は 、そ れ ぞれ の 名 称

の ごと き機 能 を は っ き りす る よ うに ・開 発 され て い る もの と考 え 使用 した。 自動 問診 装置 、
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◎

■

分娩 監 視装 置 ・ 患者監 視装 置 ・ ポ ータ ブル レ ン トゲ ン及 び 自動 細胞 スク リーニ ング装 置 等 が

この よい 例 で あ る。

これ らを使 用 した代 表的 なレ イ ア ウ トをそれ ぞ れ 図4--5～ 図4二8に 示 す・

サ ブサ テ ラ イ トレ⊂っい ては 、 サ テ ラ イ トとター ミナ ルの 中間 程 度の規 模 とな るが 、併 設 さ

れ る病 院 の規 模 に よ り若干 左 右 され る。

表4-12タ ー ミナ ル(TA1型)設 置機 器(第 一^案)

部屋名 設 置 機 器
部屋の
大 きさ 備 考

分娩監視装置

仮り病室 患者監視装置 8×5m

応急処理装置

生体情報収集伝送装置 既設の診療室を使用する も可

自動問診装置 但 しこの時はこれ らの機器 を

双方向同時通話装置 設置する場所を増設する'

診療室 TVカ メ ラモ ニタ 8×5m

オ ーデ ィオ ビジ ュアル装 置

手書 き書画

フ ァク シミ リ

簡易検体検査装置

ポー タ ブル診 療ユ ニ ッ ト 既設の検査室があればそれ も
検査室 8×4m

簡易環境分析装置 可

ポー タ ブル レン トゲ ン装 置

その他
'

事務室 イン テ リジ ェン トタ ー ミナル装 置 一 既設あれば利用 「

薬品室

表4-13タ ー ミナ ・レ(TAI型)設 置 機 器(第 二 案)

部屋名 設 置 機 器 部屋の

大 きさ
備 考

分娩監視装置 一

患者監視装置
病 室 7×4m

応.急処理装置

ポ ・'タ ゾ ル レ ン ト グ ン 装 置 ・

生体情報収集伝装装置 既設の診療室 を使用する も可

双方向同時通話装置 但 しこの時はこれらの機器を

TVカ ノラモ 三 夕 設置する場所 を増設する

診療室 手書 き書画 7×5m

プアク シ ミ リ

ボ ー タ フ'ル診療 ユニ ッ ト

オー デ ィオ ビジ ュア ル装置 .

簡易検体検査装置
検査室 6×4m 既設の検査室があればそれも可

簡易環境分析装置

薬品室

兼事務室
イ ンテ リジェ ン トタ ー ミナル装 置 8×4m

食

既設あれば利用

待合室 自動問診装置 5×3m
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表4-14サ ブ サ テ ラ イ ト

部 屋 名 装 置 機 器 名 部屋の大 きさ 備 考

レ ソ ト

'遠 隔 制御 付X線 用 モ ニ タ

その他 の新買入

グ ン室
胸部X線 胃部X線 14×4m

雑備品有
自動現像器

自動 視力計
健

健診室 自動肺機能装置 6m×5m 〃

(A) 自動 血圧計
診

眼 底 カ メラ
健診室 6m×5m 〃

室
(B) 自動 オ ー デ ィ オ メ ー タ .

心電室 自動 心電 ス ク リー ニ ン グ装 置 6,5m×35m 〃

自動臨床検査装置
検査室

`

自動 細胞 ス ク リーニ ン グ装 置

13m×7m 〃

受 付
事務所 入力端末 6m×3m 〃

ミニ コ ン ピ ュ ー タ

コ ン ピュ ー タ 室 入出力端末 14m×11m

イ メ ー ジ フ ァ イ ル

分娩監視用端末

双方向同時通話装置

生体情報収集伝送用(受 診)端 末
'

,

手書 き書画

診 療 室 プア ク シ ミ リ 14m×10m

静止画像伝送装置の端末

動画像伝送装置の端末

'幽 デ ー タ バ ンク 入 出力 用 端末

TVカ メラモ ニ タ

プア クシ ミ リ

医 師 控 室 デー タバンク入出力用端末装置 10m×4m

医療情報入出力用端末装置

事 務 室 データバンク入出力用端末装置 10m×4m

双方向同時通話装置

データ通信装置

制御情報伝送装置
通 信 係

広帯域多重送受信装置
制 御 室

中継施設 10m×6m

遠隔制御用装置

静止制御用装置
」.

動画制御用装置

(SB型 .)設 置機 器
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表4-15サ テ ラ イ ト(SA型)設 置 機 器
'

部 屋 名
、

装 置 機 器 名 部屋の大 きさ 備 考

遠隔制御付X線 用モニタ その他の新買入
レ ソ ト ,

.

胸部X線 、胃部X線 14m×4m 雑備 品有
グ ン室 、

健
自動現像器

自動 視力計

健診室 自動肺機能装置 6m×5m 〃

(A) 自動血圧計
診

健診室
'
眼 底 カ メラ

6m×5m 〃

(B) 自動 オ ーデ ィオ メー タ

心電室 自動心電スク リニニング装置 65【n×35m
〃

室
検査室

自動臨床検査装置
13m×7m

自動 細胞 ス ク リー ニ ング装 置 〃

受 付
事務所

入力端末 6m×3m 〃

中 型 コ ン ピ ユ ー'タ

小 型 コ ン ピュ ー タ
コ ン ピ ュ ー タ室 14m×11m

入出力端末

イ メ ー ジ ファ イル

分娩監視用端末

双方向同時通話装置

生体情報収集伝送用(受 信)端 末

手書 き書画

診 療 室 プア ク シ ミ リ 14m×10m

静止画像伝送装置の端末
'動 画像伝送装置の端末

データバンク入出力用端末

TVカ メ ラモ ニ タ

医師用救急端末
救 急Dr室 10m×4m

双方向同時通話装置

救急指令装置
救 急 指 令 室 10m×4m

・ 双方向同時通 話装置

フ ァ ク シ ミ リ
,

,医 師 控 室 データバ ンク入出力用端末装置 10m×4m

医療情報入 出力用端末装置

事 務 室 データバンク入出力用端末装置 10m×4m
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部 屋 名 装 置 機 器 名 部屋の 大 きさ 備 考

双方向同時通話装置

データ通信装 置

制御情報伝送装置

通 信 係 広帯域多重送受信装置 10m×6m

制 御 室 中継施設

遠隔制御用装置

静止制御用装置

動画制御用装置

●

表4-16セ ン タ ー設 置 機 器

部 屋 名 設 置 機 器
部屋の

大 きさ
備 考

計 算 機 室

大型計算機一式(医 用情報入出力装置含む)、 高度生体

情報解析装置(返 信 用カ ブラ含む)、 高速大容量情報検

索装置 、イン ターホ ン、空調

300η12

プ アイル 室
イ メ ー ジ フ ァ イル 、 生 体 ア ナ ログ情 報 リ ト リー バ ル フ ァ

イ ル、 書 籍 、 イン タ ーホ ン、 情 報 検 索 端 末 装 置

50π2

モ ニ タ 室

TVモ ニ タ装 置 、 動 画 像 伝 送 装 置 、X線 モ ニ タ装 置 、遠

隔 制 御 装 置 、 静 止 画 像 伝 送 装 置 、 ハ ー ドコ ピー 、 イン タ

ー ホ ン 、 情 報 検 索 端 末 装 置

30η12

'通 信 室

データ伝送 装置、量子化画 像処理 装置、双方向同時通 話

装 置、医用 プアクシ ミリ、テレ メール、広帯 域多重送受

信装置

20π2

休 息 室 イ ン タ ー ホ ン、 急 報 ベ ル 、 ベ ッ ト 15m2

管理 室、他 イ ン タ ー ホ ン 、 ユ ー テ ィ リ テ ィ 設 備 50m2

ヘ リ コ プ タ 無線装置

検体検査室等は病院の既存施設を利用する
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5.3電 算 機 ネ ツ ト ワ ー・ク に つ い て

業務 の 内容 か ら、 セ ンタ ーに 大 型以 上 の電 算機 とサ テ ライ トに 、中型 程 度 の 電算 機 が 必 要

となる こ とはほ ぼ ま ちが い ない が 、 これ らの各 々につ いて 今回 の 調査 のみ で、 詳 細 な業 務 の

分析 は不 可能 なた め考 え られ る若 干 の仮 定 を も うけて 、その ネ ソ トワーク につ い て 述 べ る。

1)各 種 医療 情 報 の デ ー タバ ン クは セ ン タ ーに 設置 す る。

2)健 康 管 理 や救 急医 療 の 業 務は 、医療 の 中心 で ある サ テ ライ トで行 ない 、 これ らの ア プ リ

ケ ーシ ヨ ジ業務 の 主 た る ものは 、 サ テ ライ トの 中型 電算 機 で行 な う・

3)タ ー ミナ ル叉 は、 サテ ラ イ トの 端 末か ら、 セン ター又 は サ テ ラ イ トの デ ー タベ ース を検

索、修 正、 入 力 出来 る こ と。

以 上 の こ とを考慮 した上 で 、 そ の情 報量 に よ り、 次の よ うな ネ ッ トワー クの 方 式 が考 え ら

れ るo

ここで 問題 と なるの は、 セ ン ター と サテ ライ トの電 算機 の機 能 の分 担 で あ る。

A型 主 た る デ ータ バ ンク的 機 能 は セ ンタ ーの 、比較 的 大規 模 な電 算 機 シ ス テ ム を中心 に行

な うが 、ター ミナル お よび サテ ライ トの端 末 か らは、 サ テ ラ イ トの 中型 機 の情 報 も検 索 可

能 な もの。

サテ ライ トの 中型機 は 、 パ ッチ業務 を主 た る業務 とす るの で、 各 端末 か ら中 型機 へ の

ア ク セス 頻度 は、 極 く小 規 模 な もの に とどめ る。

B型 サテ ライ トの 中型機 は各種 アプ リケーションの バ ッ チ処 理 も行 ない なが ら、 あ る程 度の

端 末 か らの ア クセ スに も対 処 可能 な シス テ ム。

C型 サテ ライ トの バ ソチ 業務 よりはOn-Line業 務 に主 力 をお いた シ ス テム で、 セン タ

ー及 びサ テ ライ トの情 報 を相 当 大 巾 にア ク セス可 能 な もの∩

おそ らぐ今回 は これ は 該 当 しない と考え られ る。

D型 及 びE型 デ ー タバ ン ク機能 は セン ターに集 中 し、 サテ ラ イ トの 電 算機 は パ ッチ業 務 を

主 に考 え る。

サ テ ライ トで収 集 した情 報の うち 、 セン ター に蓄積 す べ き もの にっ い ては ・ バ ッ チ的

に セ ン ター の 電算機 と情 報 の受 渡 しを行 な う。

これ ら種 々の 方 式が 考え られ る(図4-9)。 隠岐地 区 の場 合 にはA型 を妥 当 と考 え るが、

これ につ い て も現地 で の も う少 し詳細 な シス テ ムの 検討 が待 た れ るの は 当然 で あ る。
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5.4移 動 系 の 設 備 と 配 置 に つ い て

移 動 系 と して は 、患 者 輸送 車 、救急 車、 救急 船 、健 診 車 お よび ヘ リコプター を考 え る。

健診 車 に は レ ン トゲ ン車 と一般 健 診 車 を考 え、 ペア ー で動 く。離島では あるが、 隠 岐 の場 合

は、健 診船 につ い て は 不 要 と考 え る。救 急 船 に つ いて は 島前 地区 で必要 とな るが ・搭載 機 器

につ い て は救 急 車 と同 等 に考 え るo

表4-17配 置 す る.移動 系

レ ベ ル 配置する移動系 備 考

サ テ ラ イ ト

救急車

健診車

患者輸送車

サブサテ ライ ト
救急車

,救急船(併 患者輸送船)
●

健 診 は サブサテ ライトで固定 式 で一 部

行 な うが 必要 に応 じス ケ ジュ ール を

組ん で サテ ライ トより巡 回す る。

セ ン タ ー ヘ リコ プ ター

セン タ ーで な くと も自衛 隊 の もの を

一 時要 請 す る こと も可能 。

表4-18主 な移 動系 の搭載 用機 器

草 名 搭 載 用 機 器

移動無線装置

ポ ー タ ブ ル 診 療 ユ ニ ッ ト

救 急 車
簡易生体情報収集装置

簡易応急処理装置

胃部X線 装置
レ ン トゲ ン車

健
胸部X線 装置

w

身体計測用装置

診 血圧計装置

一撮健診車 心 電 ス ク リーニ ング装 置

用 採血用冷蔵庫

その他医療機器
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第5章 長崎県五島地区現地調査

1.五 島 地 区 概 況

1.1地 理 的 条 件

五 島地 区 は長 崎県 西 彼杵 半 島 の西方100㎞ 位離れ てお・り、 大小150余 の 島々 の総称 で

面 積 は689.51平 方 キ ロで全 域 に おい て山 岳重畳 して海 に 迫 り、 海岸 線 は屈 曲が 多 く湖 と思

われ る湾や 入江 が ある。

主 な 島は 宇久 島 、小 値 賀 島、 中通 島、若 松 島、 奈留 島、 久 賀 島、 福江 島 の七 島 で、一 般 に

は宇 久 島、 小値 賀 島 、 中通 島 、若 松 島 とそ の島 々を上 五 島地 区 と呼 び、 奈留 島、久 賀島 、福

江 島 とそ の附 近 の 島 々 を下 五 島地 区 と呼 び二地 区に分 け られ てい る。

五 島地 区は 現在2郡1市12町 で宇 久 島 、小 値 賀 島が 北松 浦 郡 に属 し、 久 賀 島、福 江 島が

福 江市 に属 してお り、 そ の他 の 三島 が南 松 浦郡 に属 してい る。

五 島地 区 は行 政上 澄 よび経 済 的 に3種 類 の方法 で区分 され て い る。 表5-1に 区 分状 態 を

図5-1に 五 島地 区 の概 略 を示 す。

表5-1五 島 地 区 区 分

＼ 区 分 名 市 町 村 名

市
郡
に
ょ
る

北 松 浦 郡 小値賀町、宇久町

南 松 浦 郡
富 江 町、 玉之 浦 町、 三井楽 町 ・岐 宿 町、 奈留 町 、若松 町 、

上 五 島町 、新 魚 目町 ・有 川 町 ・奈 良尾町

福 江 市 福江市
'

広
域
市
町に
村よ
圏る

佐 世 保 圏 小値賀町、宇久町

上 五 島 圏 若 松 町、上 五 島町 、新 魚 目町 、有 川 町、 奈 良 尾町

下 五 島 圏 福 江 市 、富江 町 、玉 ノ浦 町 、三 井楽 町 、岐 宿町 、奈 留 町

一

般
的

上 五 島 地 区
宇久 町 、小値 賀 町 、若松 町 、上 五 島町 、新 魚 目町 、有 川町

奈 良尾 町

下 五 島 地 区 福 江市 、富 江 町 、玉之 浦 町、 三 井楽 町 、岐 宿 町、 奈 留町

保
健
所に
管 よ
内る

有川保健所管内 上五島地区と同じ

福江保健所管内 下五島地区と同じ
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4

1.2気 象 条 件

五 島の気 候 は対 島海 流 の影 響 で温暖 多 雨 の海 洋性 気候 をな し、 年平 均気 温 は16℃ 前後

で冬 の降 雪は ほ とん どな く、亜 熱 帯性 植 物 の 自生 が見 られ る。平 年 の平 均気 温 は 厳 冬期 で

も0℃ 以 下 にな る こ とはkく 盛夏期 で も27℃ 以 下 であ る。

年 降水 量 は2,00(),7M前 後 で 夏 に多 い が 、冬期 は 北寄 りの風 が 強 く、ま た台 風 や梅 雨期 の

集 中豪 雨 に ょる被害 も少 な くな い。

な お、五 島 の一地 区(福 江)と 本 土 の 一地 区(長 崎)の 月別 平 均気 温 と降 水量 の比 較 は

表5-2、 表5-3の とお・りで ある。

表5-2月 別 平 均 気 温(℃)

観測所名
昭 和

45年

昭 和
46年

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

長 崎 16.3 16.5 5.7 7.0 93 15.0

'
186 22.4 27.6 269 24.0 17.9 14.0 92

福 江 16C 16.2 6.6 75 95 14.3 175 21.3 26.9 26.0 232 17.9 14.4 9.8

表5-3月 別 降 水 量("ZIT)

観測所名
昭 和

45年

昭 和

46年
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

長 崎 1,997 2,138 80 107 112 43 308 350 551 321 147 59 12 48

福 江 2288 1,918 126 203 113 49 282 320 280 229 171 43 4 98

L3歴 史 と 文 化

長 崎 はキ リス ト教 伝 来 の地 と して有 名 で あ り五 島地 区 には1565年 にキ リス ト教 が伝 わ

り島 内 は現 在 で もカ トリ 。ク教 徒 が 多い 。 ま た江戸 幕府 に よるキ リス ト教 に対 す る迫 害 に よ

るか くれ キ リシ タン に まっ わ る遺跡 や物 語 が 多 く、全 島に無 数 の教 会 が あ り、重 要 な 観光 資r・r・

源 の1っ に な ってい る。 また菅 原道 真 に ょって遣唐 使 が中止 にな る まで遣 唐 使 船 の寄 泊地 と

して使 用 され てい た 。以 上 が現 在 の 五 島地 区 の文 化 を考 える場 合 の重 要 な歴 史 で ある。

五 島地 区 におけ る教 育 の状況 と して表5-4に 五 島地 区 の学 校数 、 教 員数 、児 童数 を示す 。

幼 稚 園は5市 町 に あ るだけ で他 の7町 に は まだ ない。 また小 中学校 は教 員数10名 前後 で生

徒数200名 前後 の小 さ な学校 がほ とん どで ある。地 区 内 の高等 学校 は福 江 市 に1校 、南松

浦 郡 に6校 、北松 浦 郡 に2校 あ る。 また 島 内 には大学 は ない 。

ウ
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表5-4ii島 地 区 の学校 数 ・教 員数 ・児 童数

昭 和47年5月1日 現 在

幼稚園(国 ・公 ・私立) ノj学校(国 ・公 ・私 立) 中学校(国 ・公 ・私 立)

1

市 町 村
園 数

本 務
教員数 園児数 学校数

本 務
教員数 児童数 学校数

本 務
教員数

生徒数

福 江 市 2 14 420 17 194 4,330 9 131 2,402

小 値 賀 町 1 3 71 5 47 893 4 38 646

宇 久 町 一 一 　 5 45 928 2 37 703

富 江 町 3 7 198 8 62 1,173 1 37 790

玉 之 浦 町 一 一 一 4 39 619 4 29 381

三 井 楽 町
`

一 　 一 4 55 1,197 2 32 605

岐 宿 町
一 一 一 4 46 882 3 37 603

奈 留 町
一 一 } 4 46 944 1 27 591

若 松 町 2 3 58 12 88 1,295 3 38 706

上 五 島 町 一 一 一
5 68 1,388 4 48 782

新 魚 目 町
　 一 一

4 56 1,144 4 41 688

有 川 町 3 10 237 6 74 1,431 3 43 805

奈 良 尾 町 一 一 　 2 33 799 2 29 531

1.4人 口 、 男 女 の 別 お よ び 年 齢 構 成

五 島地 区 にお け る人 口は近 年減 少 しっづ け てお り、 と くに若 年層 の流 出が は げ し く急激 な

過 疎 化 が進 ん でい る。 五 島地 区 内 の人 口は 昭和47年7月1日 現在 の推計 人 口に よる と地 区

内 の人口は123583人 で県 全 人 口の1,550,158人 の8%と な ってい る。世 帯数 は33,846で

一 世帯 当 り3 .6人 で ほ ぼ県平 均 並 み で あ る。

人 口密 度は1im2あ た り、193.7人 で長 崎県 全体 の人 口密度386.6人 よ り相 当下 まわ って

い る。

五 島地 区 の市 町 村別 面 積 人 ロー 覧 を表6-5に 示 す 。 また 有 川町 の人 口の推 移(昭 和5年

～ 昭和47年)を 表5-6 、 図5-2に 示 す 。 図5-2に 示 す よ うに昭 和30年 ま では増 加

しつ づけ て い たが 、 昭和35年 以 降 は急激 な減 少 をた ど ってい る。

男女 別 をみ る と昭 和47年 の男 子人 口は5.8万 人 、 女子 人 口は6.4万 人 で 、男 は 女に 比べ

て6千 人 少 な く、性 比(女100人 に対 す る男 の数)は90.6%で あ る6

一284一



心
o。
m
－

義5-5五 島 地 区 市 町 村 別 面 積 人 ロ ー 覧

47.7.1推 言十

面 積 人 口 人 口 密 度 性 比 一世 帯 当 り

市 町 村 名
平 方 キ ロ

世 帯 数
総 数 男 女 (1im2あ た り) (女100対男) 平 均 人 員

北
松 小 値 賀 町 25.99 1,790 6,937 3,278 3,659 266.9

「

89.5 3.8

宇 久 町 26.54 2,211 7,460 3,485 3,975 281.1 87.6 3.3
.

富 江 町 5L35 2,930 9,367

・

4,409 4,958 182.4 89.9 3.2

玉 之 浦 町 67.83 L238 3,930 1,816 2,ll4 57.9 85.8 3.2

南
三 井 楽 町 34.03 L864 6,638 3,200 3,438 195ユ 93.0 3.5

岐 宿 町 86」4 1,836 6,390 3,067 3,323 74」 918 3.5

松
奈 留 町 25.87 1,702 6,148 2,987 3,161 237.6 94.6 3.6

若 松 町 60.06 1,950 7β36 3,894 3,942 130.5 98.7 4.0

浦
上 五 島 町 55.57 2,361 10,141 4,935 5,206 182.5 94.8 4.3

新 魚 目 町 26.09 2,158 8,682 4,287 4,395 332.8 97.6 3.8

郡
有 川 町 56.82 2,637 10,226 4,975 5,251 180.0 94.8・ 3.8

奈 良 尾 町 15.24 正,775 7,627 3,718 3,909 500.5 95.1 4.3

福 江 市 157.98 9,494 32,201 14,861 17β40 203.8 85.7 3.4

五 島 合 計 68{L51 33,846 123,583 58,912

.

64,671 193.7 91.2 3.6

長 崎 県 一 一 一 一 一 386.6 90.6 3.6

全 国
一 一 一 一 一 274.8 96.5 3.7



表O-6有 川 町 人 口 の 推 移

区分 調査の
世帯数

人 口
増 減 鴻 反

(当 り)

一 世 帯 女100

年別 名 称 総 数 男 女 △ 平 均 幾 つ

昭和5年 国勢調査 1,698 8,822 4,288 4,534 131 156 5.19 95

10 〃 1,700 8,754 4,121 4,633 △68 155 5.14 89

25 〃 2,191 12,208 5,901 6,307 802 215 5.71 94

30 〃 2,439 13,202 6,487 6,715 994 233 5.62 97

35 〃 2,513 13,280 6,513 6,767 78 233 5.28 96

40 〃 2,617 12,018 5,846 6,172 △1,262 212 4.59 95

45 〃 2,657 10,806 5,233 5,573 △L212 】90 4.07 94

47 噸 2,618 1α240 4,987 5,253 △566 180 3.91 94

人`

13,000

12,000

11,000

10,000

9ρ00

8ρ00

～

＼

、

.'

/

.

一

ー

一

'

一

一

一

0

大 正914昭 和5102223253035404547

図5-2有 川 町 人 口 の 変 り か た
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1.5産 業 お よ び 職 業 分 類

Jlig'k地区 の産 業 は 、農 林水 産業 の第1次 産 業 に代 表 され る。農 業 は地 理的 条件 に よ り農 用

地 は地 形的 条件 に よ り一部 の平野 をのぞ き山腹 、 山間 部 、河 川 流 域に分布 し大部 分 は段 々畑

で あ り、生産 性 が 低 い うえ に風害 、潮害 等 の影 響 を受 け 易 い の で耕 作物 が限定 され他 の産 業

へ流 出 してお り、 専業 農 家数 は5%位 で あ る。農 業 不振 の打 開策 と して、柑 橘 、果 樹 、甘 藷

等の 島外 出荷 品 を導 入 して行 く傾 向 に ある。

畜産 は 、家 畜飼 養農 家 数 は減 少 してい るが 、一 戸 当 りの飼 養頭 羽数 は増 加す る傾 向 に ある。

主 に 養鶏 、 内用 牛 、 養豚 が行 なわれ 特 に 内用 牛 は 五島 牛、小 値 賀 牛 として知 られ てい る。

林業 は 、 気 候 と土 質が 檜、 杉 の 成 育 に 適 し て お り,造 林 が 盛 ん であ る。 ま た 五 島 地 区の

農 家 の ほ とん どが,林 業 も行 な って い る。

水産 業 は 、地 理 的 条件 に恵 れ て いる が、 戦後 の乱 獲 等 に よ り資 源は枯 渇 し、漁場 は 次 第 に

遠 くな っ て経 営 に 不利 とな り他 産業 へ の転 業 が進 ん でい る。 ま た大手 資本 に よ る南極 捕 鯨船

団 に作 業 員 と して多数 出漁 してい る。

観光 面 では 、昭 和28年 西 海 国立 公園 に指定 され 、急 速 な経 済 の高度 成長 と交通 機 関の発

達 、特 に佐世 保 ～ 有 川間 、長 崎 ～ 奈良尾 ～福 江 間 に昭和46年 、 フ ェリーの就航 が あ り、 ま

た、現 在 失 な われ っ つ ある豊 か な 自然 と素 朴 で人 情 味 豊か な 環境 が求 め られ てい る風 潮 に 合

致 し、離 島 の観 光 が一 躍脚 光 を浴 び 、観 光客 も多 く観 光 業 が増 加 す る傾 向 に あ る。

五 島地 区 に おけ る産 業別 就 業者 人 口を表5-7に 、産 業 別 事業 所数 を表5-8に 示 す。 五

島地 区 の産 業別 就業 人 口は第 一 次産 業が50%以 上 を しめて お・り、第二 次産 業 は10%位 で

あ る。 また経 営 規模 が小 さい た め事 業所 数 は 多 くあ る。

表5-7産 業 別(15才 以 上)就 業人 口(小 値 賀町 、宇久 町 を除 く)

昭 和45年

農 林 卸 売 金 融 運 輸 電 気 サ ー ビ

種 別 総 数 鉱 業撒 撚 ガ ス 公 務

水産業 小売業 保険業 通信業 水道業 ス 業

鍛 27β36 14メ53 165 ユ545 992 3,799 237 1,407 161 3β88 1287

下五島圏
100 52.0 06 5.6 36 138 α8 52 0.6 14.2 4.7

鍛 16β28 9,257 10 1β47 431 1β57 104 735 70 2ρ42 479

上五島圏
100 55.6 0.1 99 26 ll2 0.6 4.4 0.4 12.3 29

撒 44β64 23,710 175 3,192 1,423 5,656 341 2,142 231 5,930 1766

計
100 532 0.4 72 32 12.7 0.8 48 05 133 39

下 五 島 国 … …福江 市、富 江 町、 玉之 浦 町 、三 井 楽 町 、岐 宿 町 、奈留町

上 五 島圏 …… 若松 町 、上 五 島町 、新 魚 目町 、有 川 町 、 奈良尾 町
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表5-8産 業 別 事 業 所 数

(昭44.7.1現 在)

産業別
総 数

農 林

水産業
鉱 業 撒

.

撲 卸売業

小売業

金 融

保険業

運 輸

通イ諜
舅 萎
Zlk道業

サ ービ

ス 業

北 松 浦 郡
(小値賀・宇久)

765 6 4 84 54 339 9 32 7 229

南 松 浦 郡 3,726 45 8 383 398 1,715 26 174 43 934

福 江 市 1,527 4 1 117 92 843 22 55 5 388

五 島 計 6,028
`

55 13 584 544 2,897 57 261 55 1,551

L6交 通

五 島地 区 と本 土 との交通 は 船 と航 空機 に より、船 は佐 世保 、長 崎 を基 点 と して上 五 島地 区

へ は佐 世 保 か らが近 く、 下五 島地 区 へ は長 崎 か らが 近 くな ってい る。 現在 九 州 商船 の佐 世保

～上 五 島地 区 、長 崎 ～福 江～ 奈 留 島、長 崎～ 奈 良尾 ～福 江 、長 崎 ～奈 良尾 ～ 鯛 ノ補 間 の4航

路 が あ り、 五 島～本 土間 お よび 五 島地 区 内 の各港 とを結 ん で い る。 また野 母 商 船が 博 田 ～上

五 島 ～福 江 間 に就航 してい るが 、運 航 回数 は す べ て1回 で ある 。航 空 機 は本 土 の大 村 空港 と

福 江空 港 間 に全 日空 が1日2便 運 航 してne・り、大 村 一 福 江 間 を30分 で結 ん でい る。

五 島地 区 内 の交通 は 、離 島相互 の航路 お よび1離 島 内の 各部 落 間相 互 の航 路 と して県 道 航

路 が8、 市 町 村道航 路が13、 公 営 航路 が11あ り、各 航 路1日1便 ～20便 運 航 してい る

が 、特 別 な航 路 を除91～3優 位が 多 い。

図5-3に 五 島地 区 の航 路 図 を、表5-9に 運 航 時刻 表 を示 す 。
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長 崎 一 五 島 時 刻 表

表5-9五 島 一 本 土 間 運 航 時 刻 表

五島航路時刻 ・運賃表

佐 世 保 一 五 島 時 刻 表
コ叱呵 」工 商 町 ス」示

船 名 フェ リー五 島 楓丸(旅 客船) 藤丸(旅 客船) 船 名 フェ リーおお しお 柏丸(旅 客船) 鯨}皮丸(旅 客船)

運航 日奇数 日偶 数 日 毎 日 毎 日 運航 日 偶 数 日 奇数 日 毎 日 毎 日

佐世保 830 14.20 12.20 13.00
長 崎 8.30 830

'12
.20 13.00

)
12.00 13.OO

有 川
12.00

13.OO

10.50

10.30
12.40 12.50 9.40 15.40

奈良尾 11.40 ↓ ↑ ↓ 8150 16.20

福 江

12.50 12.05 830 16.50 A 榎 津 13.20

14.10
A 12.30 ↓ ↑・… ↓16…

13.10 13.OO 8.10 17.10 立 串 ↓ ↑
(小 串)
13.20 8.50 16.30

奈留島
.

↓ 7.30 17.50
小値賀 15.30

16.∞

9.oo

8.50
11.20 14.20 8.10 17.20

奈 良尾 14.25 w

平 16.50 8.00 10.40 15.OO 7.30 17.50一

網之浦 曹 ↓ 8.00 17.∞

佐世保 (注)榎 津港 は車

輌航 送 しません・
8.00 17.30

一

長 崎 16.40 17.15.

佐 世 保 一 五 島

(特2等 は2等 の倍)

運 賃 表 ㈲ フェリー鹸 しおは319は 運休

長 崎 一 五 島

(特2等 は2等 の倍)

旅 客

平 港名
区分奈留島

港名
区分

小値賀
330

.130

1等
2等福 江

330

130

1等

2等

榎 津
530
210

780
310

1等
2等鯛 之浦 一 一一

1等
2等 ●

有 川
160

65

550

220

850
340

ユ 等
2等奈良尾 300

120

500

200
一 1等

2等

佐世保 L550
620

1,550
620

1,550

620

1,550
620

1等
2等長 崎

L800
720

1,800

720

1,800

720

L930
770

1等

2等
ルナー 但1虫 一 束 り讐 后γ)1笙15m)

車輌運賃 表
一

車 両 の 長
長 崎.・さ

五 島
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1.7情 報 ・水 道 ・電 力

]工高地 区 に お・け る電 話 台数 は9,385台 で世 帯 普 及率 は27.7%で 長 崎 県 の47.9%(昭47.

3.31)と 比較 す る とか な り普 及 率 は低 くな ってい る。 テ レ ビの普 及率 は79.1%で 長 崎県

の85.3%と ほ ぼ 同程 度 の普 及 率 で ある。 な お 五島地 区 内 の市 町村 別普 及率 を表5-10に

示 す 。

・ 五島地 区 におけ る水道 普 及率 は86 .2%で 長 崎県 の79.9%よ り高 くな ってい る。特 に宇

久 町 で は100%の 普L及率 を示 して い る。 なfo五 島地 区 内 の市 町村 別 水道 普 及率 を表5-11

に示 す。

表5-10電 話 、 テ レ ビ 普 及 率

(昭47,3.31現 在)
シ

電 話 テ レ ビ
市 町 村 名

保有台数 ⇔ 世帯普及率% 保有台数 ⇔ 世帯普及率%

福 江 市 3,610 38.0 7,276' 76.6

小 値 賀 町 365 20.4 1,526 83.3

宇 久 町 299 13.5 1,687 75.8

富 江 町 627 21.4 2,410 81.7

玉 之 浦 町 .206 16.6 992 77.1

三 井 楽 町 275 14.7 1,461 76.9

岐 宿 町 1,072 58.5 1,372 74.2

奈 留 町 337 19.8 1,421 82.4

若 松 町 208 10.7 1,361 69.3

上 五'島 町 672 28.4 1,971 84.3

新 魚 目 町 351 16.2 1,671 76.5

有 川 町 898 340 2,252 84.7

奈 良 尾 町 ・465 26.2 1,386 ・76 .2

総'計 9,385 27.7 26,786 79.1

表511水 道 普 及 率

(昭46.3、31現 在)

総 数1 上 水 道 簡易水道
市 町 村 名

給水人口
1

年間給水量子㎡ 給水人口 給水人口
普及率θ令

福 江 市 28,576 2,201 24,808 3,768 87.9

小 値 賀 町 7,115 204 一 7,115 98.0

宇 ・ 久 町 7,815 473 一 7,815 100

富 江 町 8,857 1,077 7,832 LO25 91.1

玉 之 浦 町 4,057 143 一 4,057 96.3

三 井 楽 、町 6,834 611 6,834 一 96.7

岐 宿 町 6β65
'342 一 6,365 95.0

奈 留 町 5,073 164 4,638 435 79.4

若 松 町 4,597 220 一 4,597 56.7

上 五 島 町 6β12 494 一 6,812 67.2

新 魚 目 町 7,583 339 一 7,583 83.5

有 川 町 9,848 551 一 9β48 92.6

奈 良 尾 町 7β02 504 5,027 2,275 92.6

総 計
'110

,932 49,139 61,795 86.2

r'
-292一
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1.8通 信 状 況

五島地 区 に関 す る通 信 伝送 略 図 を図6-4に 示 す。現 在 の公 社 回線 では 音 声伝 送 は 問題 な

いが 、映 像伝 送 はむ ず か しい 状 況 に ある 。
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娘宿町

△玉'
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図5-4五 島地 区 伝 送 略 図(昭 和45年 度 末)
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1.9財 政

五島地 区 の各 市 町 村 の 財政 能 力 と衛 生費投 入 の 限度 を示 した ものが表5-12で ある。 五

島地 区 の全 市 町 村 の歳 入 合計 は70億 円 で約43%が 地 方 交 付 税、 町 村税 に よる収 入 は約8

%で ある。

衛 生 費 の割 合 に 関 しては 、ほ とん どの 市町 村が4～5%程 度 で 五島地 区平 均 で5.2%に な

ってい る。 また小 値 賀 町 、 奈 良尾 町、 新魚 目町は 衛生 費 と して7～10%位 投 入 してい るが

有川 町 、玉 之 浦 町 、宇 久 町 は3～4%位 しか 投入 してい な い。 また各 市町 村 で衛 生費 の占め

る割 合 は 年 々増 加 す る傾 向 に ある。

表5-12市 町村 財 政状 況 と衛 生 費 の割 合

昭 和45,年 度

`

歳 入 歳 出
財政力 税 収

衛生費市 ㌦喰
指 数 地方税 地方交付税 譲与税等

小値賀町 408952' 398,552 0.11 26,245 197,399 2,375
(108)

43,082

宇 久 町 353,138 333,086 0.13 29,642 180551 2,519
(38)

12,739

富 江 町 520β96 500β35 0.13 34,081 215,944 3,352
(66)

33,302

玉之浦町 4ρ8β41 392,777 0.10 14,530 154,580 1,218 (36)
13,915

三井楽町 366,548 354,746 0.13 25,110 166,637 2,715
(53)

18,683

岐 宿 町 408200 395,013 0.13 26,524 171ρ79 2β38
(42)

16,596

奈 留 町 36bβ63 362,733 0.11 21,792 188035 1β72
(5.7)

20,489

若 松 町 533,039 483,253 0.08 23,107 228,097 2,195 (53)
25,603

上五島町 567,127 550254 0.15 38,141 ・223
,473 2,722 (40)

21,944

新魚目町 431,187 423,700 0.09 22β19 207,667 1,579 (76)
32,154

有 川 町 702β05 685,724 0ユ6 48470 248,161 3,875 (34)
23,525

奈良尾町 375,884
,

362,934 0.20 50,634 175,609 1,736 (87)
32,693

福 江 市 1596ρ93 1,691,426
'

0.23 190223 639,568 12,719 (44)
74,710

計 7,041,873 6,934,733 551ρ18 2,997,700 41,013 (5.2)
369,435

注1)衛 生 費 の()は 歳 出に 占め る衛生 費 の割合 で あ る、

2)本 費 は普通 会計 分 のみ で ある。

3)単 位:千 円

一294一
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2.五 島 地 区 の健 康 と医 療 の概 況

2.1五 島 地 区 の 医 療 の 特 色

五 島 地区 におい ては 、地 理 的 に悪 条件 に あ り、過 疎 化 が急激 に進 行 中 で あるた め に産 業、

文 化 す べ て の面 で発 展 が阻 害 さ れ てい る。 過疎 化現 象 の特 色 で あ る入 口の老令 化 、若 年 労働

者 の流 出 、高 い女性 比 率等 が 目だ ち、老 人 病 に よる死 亡 率が 全国平 均 よ りも高 くな ってい る。

五 島 地 区 の医療 の特 色 は、地 区 内に22カ 所 の無 医地 区が あ り、長 崎県 全体 の40%以 上

(54カ 所)を 占め てい る。最 近 では無 医 地 区 の住 民が集 団移 住 したケ ース もあ り、無 医地

区の 住 民 がい か に医療 を必 要 と してい るか が わ か る。 長 崎県 で は僻地 医療 対策 と して衛 生部

を中心 と して巡 回車(船)等 を利 用 して巡 回診 療 を実 施 して慢 性 疾 患の発 見 にっ とめ てい る。

また長 崎大 学 医学部 も僻地 診療 班 に よる活 動 を している。 また 僻地診療 所 が地 区 内 に9ヵ 所

あるが 、公 的 医療機 関の分 室 とい う形 で設 け られ て お り、医 師 は常勤 でな く週1～2回 こ こ

を訪 れ て診 療 し、 そ の他 の時 は看 護 婦 あ るい は保健 婦 が 医師 と電 話連絡 を と りっ っ 診療 に あ

た っ てい る。 ・

一 般 診療 は特 殊科 目(眼 科、 皮 層科 、 耳 鼻科 、 歯科等)の 医師 が少 ないか皆 無 に等 しく、一

般 医 も絶対 数 が不足 してい る。 五 島地 区 の 有 力な 病院 では 、'医師 不足 な どの解 消 と諸 問題 を

解決 す るた めに離 島医 療圏 組合 を結 成 し、 対外 折衝 に当 ってい る。 また長 崎 大 学 医学 部 では、

上 五 島 病院 へ医 師 を派遣 してい る。

救急 活動 は 、大 村 市 に 自衛隊 大 村基 地 と国立 大村 病 院 とが あ り、ヘ リコ プ タ ーに よる 患者

の搬 送体 制 が確立 しつ つ あ り、若 松 町、宇 久 町 、有 川町 ではヘ リポ ー トの整備 が され て 論 り

国 立 大 村病 院 もヘ リポ ー トを持 って い る。五 島地 区 では近 年20件 近 くヘ リコ プタ ーに ょっ

て救 急 患者 を本 土 の病 院へ搬 送 して い る。

五 島地 区 の健康 管 理 、衛生 指 導 等 は福 江保 健 所 と有川 保 健所 が 中心 とな って管 理運 営 され

てい るが 、各種検 診 の実 施 、対 象区域 の広 域化 、事 務 作業 量 の増 加等 に加 え て地 理 的条件 が

悪 い た め に各職員 は 働 きす ぎの状 態 に あ る。

五 島地 区 は、 かな り多 くの カ トリ ック地 区 が あ り、特 に僻地 に カ ト リ 。クが 多 い6ま た

カ トリ 。ク地 区 は子供 が多 く医療 対策 に も考慮 すべ き事 柄 で あ る。

2.2五 島地 区 の 医療 の 現 状

2.2.1五 島地 区 の医療 施 設 お よび 医療 関 係従 業 者数

五 島地 区 におけ る医療 施 設 の分布 は 図5-5に 示 され る よ うに福江 市 、中通 島 に集 中 し

てい るが特 定地 域 に集 中 して い るた め五 島地 区 内 に無 医地 区が22カ 所(昭 和4'8年4月

現在)も ある。五 島地 区 内 の最 大 の病 院 は福 江 市 の五 島病 院 で本 院 と分 院 を合 わ せ る と病

床数356床 、医 師数15入(内 非 常 勤7人)、 内科 、外科 、小 児科 、整形 外科 、産 婦人

一295一



科 、眼 科 、耳 鼻 い ん こ う科 、呼 吸器科 、精 神科 、神経 科 が ある。五 島地 区 の 医療施 設 お よ

び 医療 関 係従 業 者 を示 した もの が表5-13、 表5-14で あ る。 医療施 設 に関 しては 歯

科 診 療 所 数 が全 国平 均 の55.6%で か な り不足 してい る。

また五 島地 区 の 診療 科 目の状 況 と医療 施 設 の推 移 を表5-15、 表5-16に 示 す。 五

島地 区 の医療 施 設 は人 口が減 少 してい る のに対 して施 設数 は増 加 してお りそれ に と もな い

病床 数 も増 加 してい るが 、 べ 。ド当 り人 口は下 五 島圏 にお い ては長 崎 県平 均 に近 づ い た も

の の 、上 五 島圏 に お い ては県 平 均 の3倍 以 上 もあ る。

五 島地 区 の代 表 的 な病 院(五 島病 院 、富 江 病 院、 奈 留病 院 、上 五 島病 院、 奈良 尾病 院)

の 施 設概 要 、 医師 充 足 状 況、 入院 ・外来患 者 の状況 を表5-17～ 表5-19に 示 す。 以

上 の病 院 は 離 島医 療圏 組 合病 院 で あ るが、 医 師 がか な り不足 して い る。

五 島地 区tlcas,・け る無 医 地区一 覧表 を表5-20、 無 医 地 区分 布 状況 を図5-6に 表す 。

無 医地 区 は 下 五島 よ り も上 五 島に 多 ぐな ってい る。

◆

羅
(

⇔癖鍵

松ρ『

のセぽコ
`{'

.偏
ク

ぱ.

縛 白

図55医 療施設分布状況

軌.
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表5-13五 島 地 区 の 医 療 施 設

◆

病 院 数 診療所数 歯科診療所数 助産 所 数

小 値 賀 町 一 3 2

有
宇 久 町 一 3 2

川 若 松 町
一 5

≡1

保
健

上 五 島 町 1 6 1

所 新 魚 目 町
一 6 1

管
内

有 川 町
一 8 1

奈 良 尾 町 1 2 1

計 2 33 9

福 江 市 4 19 6

福 富 江 町 ユ 1 3

江
保

玉 ノ 浦 町 一 4 1

健 三 井 楽 町 一 4 1

所
管

岐 宿 町 一 4 一

内 奈 留 町 1 1 一

計 6 33 11

総 計 8 66 20

五 島 平 均
6.4 53.2

　

16.1

(対 人 口10万 人)

長 崎 県 平 均
10.2 75.5 26.5

(対 人 口10万 人)

全 国 平 均
7.6 66.5 28.9

(対 人 口10万 人)

五島i瓢
均

84.2% 80.0%
A

55.6%

表5-14五 島地 区 の病 床数 と医 師数

(昭47.12.31現 在)

施 設
病 床 数 *

医師数
医師率
(蝪 文ジ醐

計 精 神 結 核 ら い 伝 染 その他

有川保健所

管 内

病 院

一般診療所

2

34

143

125

一 28 一 25 90 4

32

6.8

54.4

計 36 268 36 61.2

福江保険所

管 内

病 院
一般診療所

6

35

538

311

50 86 一 20 382 26

34

L40
.2

52.6

計 41 849 60 92.8

*医 師数は常勤
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表5-15診 療 科 目 の 状 況

昭 和45年12月31日 現在

広域市町村

圏 名
人 口

施

設

数

内 科 系 外 科

1 2 3 4 5 6 7 1

計

1 2 3 4 5 6

内 呼 消 循 小 精 神 外 整形 脳 産 眼 耳

下 五 島 圏 68,649

病 院 6 6 1 1 3

・

1
』1 13 4

D

2 2 1 2

診療所 36 『ユ 1 2 1 22 57 18 3 6 1 1

計 42 37 2 3 1 25' 1 1 70 22 5 8 2 3

上 五 島圏 46,762

病 院 2 2 1 3 2 2

診療所 28 15 2 2 1 9 29 8 4 1 4

計 30 17 2 2 1 10 32 10 6 1 4

系 そ の 他 合

計

内科系1診

療科目対人口

外科系1診

療科目対人口

その他1診

療科目対人口
7 8 9 10 丑

計

1 2 3 4 5 皿

計気 皮 性 コ ウ 歯 理 放 麻 全

下 五 島圏

1 12 1 / 1 26

980.7 1560.2 17162.23 32 2 1 3 92

3 1 44 3 1 4 118

上 五 島圏

4 1 /
'

1 8

14613 2125.5 3340.11 18 1 12 13 60

1 22 1 1 12 14 68

/ ◆
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表5-16医 療 施 設 の 推 移

広域市町村

題 名

年

次

別

人 口

施

設

数

開 設 者 許 可 病 床 数

国 県

市

町

村

日

赤

等

公

益
法

人

医

療
法

人

会

社

;
他法

人

個

人

精

神

結

核

伝

染

一

般

計

下 五 島圏

35 87,232 33 4 4 1 3 21 148 23 370 541

40 78,642 35 16 1 18 50 142 20 591 803

45 68,649 42 4 13 1 24 50 142 20 695 907

上五 島圏

35 56,784 23 6 1 16 16 83 99

40 52,124 31 11 20 36 15 152 203

45 46,762 30 2 10 18 28 25 190 243

病 院 ・ 規 模 別 救

救

急

総

合

ベ ッ ド 当 り 人 口

0～19 .20～49 50～99 100～200 精

神

結

核

そ

の

他 .

一

般

精

ネ申

結

核

一

般

精

神

結

核

一

般

精

神

結

核

一

般

精

神

結

核

下五 島圏

0 5894 235.7

2 1 2 1 1 〉 L572.8 5538 13306

2 1 2 1 1 1,372.9 4834 98.7

上 五 島圏

3,549.0 684.1

1 2 1 1.4478 3429

1 2 1 0 0 1β70.1 246.1
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表5-17 離 島 医療 圏 組 合病 院 施 設 の概 要

ー

ω
O
O
ー

施 設 名
.五 島 病 院

富 江 病 院 奈 留 病 院 上 五 島 病 院 ・奈 良 尾 病 院 厳 原 病 院 上 対 馬 病 院 壱岐公立病院 国保生月町立病院

本 院

.
分'院

所 在 地
福江市木場 町

450
福江布上大津町

182
南松浦郡富江町

狩立郷489
南松浦郡奈留町

浦郷1644
南松浦郡上五島町
青方郷2338

南松 浦郡奈良尾町
奈良尾郷635-2

、

下県郡厳原町大字
中村633

上県郡上対馬町
比田勝180

壱岐郡郷ノ浦町
本村触682

北松浦郡生 月町大
字生 月免1637
の1

診 療 科 目

内科、外科 、小 児

科、整形外科 、産
婦人科 、眼 科、耳

鼻いん こ う科 、
(歯 科)

内科.呼 吸器科、
精神科 、神経 科

内科 、外科 内科、外科 内科(外 科)
産婦人科

内科 、小 児科 、外
科 、産婦人科 、放

射線 科

内科 、外科

(産 婦人 科)

'

内科、外科 、産婦
人 科、歯科

内科、小児科、外
科、産婦人科(眼
科)精 神科、耳 鼻
いん こう科 、放射

線科

内科 、小 児科(眼

科)(耳 鼻科)産
科 、婦人科(皮 ふ

科)放 射線科 、外
科

病 床 数

一 般 200
.■ 「

45 24 38 52 7.0 61 10↓) 39

精 神 50 55

結 核 106 }2 16

伝 染 (20) (10) (15) (】3) 30 7

計 (20)
200

156 45 24
(lo.)
50

(15)
68

7〔}
(13)
61 185 46

採 択 点 数 表 乙 乙 乙 乙 乙 乙 乙 乙 乙 乙

基 準 看 護 一 般1類

基 準 給 食 ○ ○ O ○ ○ ○

基 準 寝 具 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ =

指定医療機関の種類

保険、結核 、被爆

者、一般疾病.労
災、生保.原 子爆

弾 被爆者、 育成 、
養育

保 険、結 核、精 神
被爆 者一般疾病 、

生保

保険 、結 核、被爆
者一般疾病 、労災

生保

保険 、結 核、被爆

者 一般疾病、労災
生 保

保険 、結 核、被爆
者一般 疾病、労災

生保

保険 、結 核、 被爆
者一般疾 病、労 災

生保

保険 、結核 、被爆

者 一般疾病 、労 災
生保

保険 、結 核、被爆
者一般疾 病、労災

生保

保険、結核、精神
被爆者一般疾病、

労災、生保、養 育

保険、結核、被爆

者一般疾病、生保
労災

上 地㈲ 19,681.46 10,948.45 6,260.0 1,576.85 6,225.49 3,030.08 2,895.86 2,983.2 9,302.92 1,949.0

病院施設
耐火 4,642.38 5955 1,564.55 748.61 123.27 2」6・O.23 2,⑪69.06 2,898.00 L.166、0

木造 265.06 21668.64 93.35 L427.80 Il608.26 21.53 L523.00 222.0

職岐住宅
耐火 171.72 308.83 260.71 129.68 108.00 156.〔}

木造 7:35.68 128.16 622.83 215.20 448.29 165.62 96.40 501.00 55.0

∴1 5、8U.84 3,165.18 2,227.38 841.96 1,643.00 2,[79.82 2,612.69 2,294.78 5.〔}30,0〔} L899.0

職 ば 数
定 員 227 45 23 27 '59 37 43 89 25

現 員 210 38 19 27. 35 27 31 75 z4

備 考

・

'

原子爆弾被爆者指
定医療機関申請中

原子爆弾被爆者指
定医療機関申請中

の
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表5-18離 島医療圏組合病院医師充足状況(含 歯科医師)

'

施 設 名
条例
定員
(A)

法定
必要
数B)

現 員(C) 過 不 足 数 充 足 率 '

備 考
常勤 非常勤 計 A-C B-C £

A
ユ
B

五 島 病 院 1↑ 1; 含 今 、↑
人

△1
人

△4
%

938
%

789

富 江 病 院 7 6 1 3 4 △3 △2 57ユ 66.7

奈 留 病 院 3 3 2 2 △1 △1 66.7 66.7

上五島病院 3 4 1 1 2 △1 △2 66.7 50.0

奈良尾病院 7 5 3 3 △4 △2 42ご9 60.0

厳 原 病 院 4 5 4 4 0 △1 100.0 800

⊥対馬病院 5 6 2 2 4 △1 △2 80.0 66.7 定 員 、現 員共 歯

科1を 含 む 。

岐壱
公 立 病 院

6 10 5 5 △1 △5 833 50.0

国 保 生 月
町 立 病 院

3 4 3 3 0 △1 100.0

'

750

計 54 62 27 15 42 △12 △20 77β 67.7

注(1)法 定 必要 数 の算 定 は 、医 療法 施 行 規 則第19条 第1項 第1号 及び 医 療法 施 行 令第4条
・ の6に よる

。

(2)算 定 に用 い た患 者数 は昭 和45年 度 中 の平 均 患者数 に ょる。

一301-一



ー

ω
O
N
ー

表5-19 離 島 医療 圏 組 合 病 院 の 入 院 ・外 来 患 者 の 状況

年 度

入院.
病

院 外来別等
別

等

昭 和43年 度 '昭 和44年 度 昭 和45年 度

備 考延 患 者 数 1日平均患者数 延 患 者 数 1日平均患者数 延 患 者 数 1日 平均患者数

入 院 外 来 入 院 外 来 計 入 院 外 来 入 院 外 来 計' 入 院 外 来 入)院 外 来 計

五 島 病 院

一 般 (200)人
62,464

人

107,204

人

171.1

入

357.3

入

528.4 (200)人
64,341

人

90,258

人

176.3

人.
303.9

人

480.2

人(200)

58,850

人
78ρ97

人

16L2

人

261.2

人

4224

結 核 (106)
28,144 281 77.1 0.9 78.0 (106)

23,630
221 64.7 0.7 65.4 (106)

23,142
355 63.4 L2・6・1.6

■

精 神 (50)
18β30

2β95 50.2 8.2 58.4
(50)
18,751 2,947 51.4 9.9 61.3 (50)

18,911 3,087 51.8 10.3162.11

一

計 (356)
108,938 109,880 298.4 366.4 664.8

(356)
106,722 93,426 292.4 314.5 606.9 (356)

100,903 81,539 276.4 272.7 、549」

一一

.

富 江 病 院 一 般 (45)
12,235 611719

133
.5 205.7 239.2

(45)
12,161 57,660 33.3 194.1 227.4 (45)

ll,732 53,246 32.1 ゴ78.1 2102

奈 留 病 院 一 般 (24)
6,005 241896 16.5 83.0 99.5 (24～

6,469
251772 17.7 86.8 104.5 (24)

4,781 23,091 】3.1 77.2 90.3

}こ五 島 病 院

一 般 (18)
6,712

23,274

18.4

77.6 102.7

(26)
12,675

29,423

34.7

98.7 140.1

(26)
10,847

25,527

29.7

85.4 1248

・

9.7結 核 (20)
2,457 6.7

(12)
2,433 6.7

(12)
3,529

一

計 (38)

9コ69
25.1

(38)
15,108 41.4

(38)

1
.・1・376

39.4

奈良尾 病院

一 般 (52ン
9,531

42,707

26.1

142.4 176.8

(52)
12,262

33,410

33.6

112.5 151.6

(52)
10,870

28,832

29.8

96.4 13〔L6結 核 (16)
3,Ol6 8.3

(16)
1,992 5.5

(16)
1,625

4.4

'(68)

121547
34.4'

(68)
14,254 39.1

(68)
12,495 34.2

厳 原 病 院 一一 般 (55)
16,513 241594 50.o 90.4 140.4

(70)
20,131 29,739 55.2 1001 155.3

(70)
161923

28292 46.3 94.6 いlo.9

上対馬 病院 一 般 ((il)
17,786 49,920 48.7 143」 191.8

(61)
141199 42,722 38.9 143.8 182.7 (61)

ll,376 41,394 3L2 138.4 169.6

離.島 医 療 圏
組 合 病.院 計

(647)
183,193 336,990 506.6 1,108.6 L6]5.2

(662)
189,044 312,152 518.0 11050.5 1,568.5 (.662)

172,586 281,92j 472.7 942.8
－

L41こ 〕5

'1三[妓公 ・7:病院

一 般 (10川

2〔,1」15
42,982 55.1 141.9 197.0 (100)

19,790 461323 54.3 154.9 209.2
(100)
23,005

53,786 63.0 1799 242.9

精 神 (55)

29.〔〕56
],104 79.6 3.6 83.2

(55)

28」97
11025 77.3 3.4 80.7 (55)

26,589
1,207 72.8 4.0 76.8

(155)
49,171 44,n86 134.7 145.5 280.2

(155)
47,987

47,348 131.6 158.3 289.9 (155)
49,594 54,993 】35.8 1839 319.7

'1胆 い∫二病院 一 般 (39)
1】,179

33,778 38.8 92.5 1313 (39)
12,629 31,316 346 85.8 120.4 (39)

9,099 24,241 2.1.9 66.4 913

(注)()内 は、れ 可病 床数で ある。

'
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表5-20五 島 地 区 無 医 地 区 一 覧 表

(46.1.30現 在)

整 保 無, 市 世 人 面 人 産 利 用 し て い る 最 寄 り の 医 療 機 関

理 康
医

町 口 業 医 療 施 設 交 通 事 情

番 所
地

区 村
帯

密 形 病 院 一 般 診 療 所 距 離 時 間 備 考

号 名 名 名 数 口 積 度 態 施 設 名 開 設 者 病床
規模

施 設 名 開 設 者
病床
規模

ノくス 鉄道 船 徒歩 計 ノくス 鉄道 船 徒歩 計

6 福 江 半 泊 福 江 市 10 39

↓

1.0

,|

39.0已 漁1 鍋 島 医 院 鍋 島 和 雄 19 96 80 17.6 50 120 170

太 田 富 江 町 131 435 11.0 39.51農 離島医療圏 管 理 者 45 4.5 9.5 140 251| 1160 185 定期バ ス1日3往 復
7 〃

琴 石 `〃
`

組合富江病
院

長崎県知事
4.5 63 108

;25i 112・ 145 〃

8 〃 黒 島
〃

38 120 1.3192.3豊 漁

1.

〃

'

〃 〃 6.3 6.3 1

1
40 40 定期船1日2往 復

9 〃 屯 泊 玉 ノ浦町 11 37 Lol37,0
:

〃 近 藤 医 院 近 藤 宮 治 0 3.0 50 80 20 75 95

大 串 奈 留 町 121 534 121445.0 漁 〃 8.0 8.0 40
i

40 定 期パ ス1日4往 復
10

1

〃 ll
西江上 i〃 〃奈留病院 〃 24 8.0 10 9.0 40 ll5 55 〃43.9よ り

1`

11 〃 葛 島 〃 24 105 ・・:・1・.・ 已 〃 〃 〃 〃 3.5 5.0 8.5 20i70
1

90
定期船た し

各 自チ ーター

12 有 川 野 崎 小値賀町 47 217 7.3 29.7 震源 頴 原 医 院 頴 原 慶 孝 8 120 12.0 1 55 55 定期船1日1往 復

13 〃 六 島 〃 36 181 0.7 258.6 〃 〃 〃 〃 9.6 9.6 45 45

14 〃 大 島 〃 39 194 0.7 277.1 漁 〃 〃 〃 4.5 03 3.8 25 5 30

15 〃 斑 島 〃 161 746 16 466.2 〃 〃 〃 〃 08 3.7 4.5 10 45 55

16 〃 納 島 〃 30 158 0.7 225.7 〃 〃 〃 ク 15 3.2 4.7 15 40 55

17 〃 寺 島 宇 久 町 65 229 14 163.6 〃 近 藤 医 院 近 藤 晋 介 7 4.0 4.0 20 20 定期船1日3往 復

18 ク 木 場 〃 50 215 17 126.5 〃
'L

福 田 医 院 '福 田 英 敏 0 11.0 10 12.0 50 15 65

離島医療圏 管 理 者 佐尾へ き地診療所 は 、
19 〃 佐 尾 若 松 町 77 528 2.1 】23 〃 組合奈良尾 長崎県知事 83 5.5 5.5 80 80 42年4月 より休 診

病院

20 〃 .桐古 里 〃 226 640 2.5 256 〃 〃 〃 〃 1.5 L5 3.0 7 . 20 27

5.0 5.0 75 75
.

筒 ノ浦 〃 ,

6.5 6.5 95 95
,

〃 滝ケ原 219 644 3.8 169.5 農漁
町立神部
診 療 所

若 松 町 長 2 6.0 6.0 90 90

21 間 伏 〃 4.7 4.7 70 70 .

石 司 4.3 4.3 65165
!

船 崎 〃 〃 4.0 4.0 60160

22 〃 樽 見 上五島町 102 485 5.7 85.i 〃 上五島病院 〃 48 5.7 5.7 70'70

熊 高 7.7 7.7 100:100

青 木 55 1.8 73 301100'60
' .

23 〃 鶴 崎 121 512 6.0 85.3 〃 〃 〃 〃 5.5 33 8.8 3・ い575

飯ノ
瀬戸

ク 7.5 7.5

}

140{401

、

≡期船1日2往 復

24 〃 大 水 新魚目町 30 136 3.8 35.8 〃 中 村 医 院 中 村 信 勝 10 75 7.5
1い1n口 ・
ll

25 〃 江 袋 〃 36 209 0.6 3483 漁
仲知へき地
診 療 所

-

新魚目町長 0 30 3fl

1

3535

:
26 〃 赤波江 〃 24 144 0.3 4800 ク 〃 〃 〃 30 3.o

l

l
35 35

27 〃 頭 高 .有 川 町 29 144 L6 900 〃
崎浦へ き地

診 療 所
有 川 町 長 0 15 15 30

i
10 15 25

這 期 船 な し
ス ク ー ル ボ ー ト1日2往 復

`
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2.2.2五 島 地 区 の死 因分 類

五 島地 区 におけ る死 因分類 、死 亡 率 、乳 児死 亡率 に関す る資 料 を表5-21、 表5-22

表5-23に 示 した。

主要 死 因 に つい ては全 国 の死 因 順 位 と合 致 してお り脳 血 管疾 患 、 がん 、 心臓 病 とい った

成 人 病 が上 位 を しめて お・り、全 国 平 均 の死 亡率 と比較 す る と約1,5倍 の値 を示 してい る。

これ は過 疎 地 域 に おい て老 人 が 多い とい うこ とに加 えて住 民 の健 康 管理 の レベ ルが低 いた

め に全 国平 均 よ り も高 い死 亡率 を示 してい る。

乳 児 出生 、死 亡 率 に 関す る資料 を表5-23に 示 す。 出生率 、死 亡率 ともに長 崎県 平 均

よ り も高い 値 を示 してお り、出生 率 、死 亡 率 は五 島地 区 と長 崎県 平 均 に おい て年 々低率 化

の傾 向 を示 してい る。

`

表5-21昭 和44年 主 要死 因分 類

、 1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位

脳 血 管 肺 .炎
福 江 市 悪性新生物 心 臓 病 不慮の事故 老 す い 高 血 圧

疾 患 気管支炎

脳 血 管 肺 炎
南松浦 郡 悪性新生物 心 臓 病 不慮の事故 老 す い 高 血 圧

疾 患 気管支炎

脳 血 管 肺 炎
長 崎 県 悪性新生物 心 臓 病 老 す い 不慮の事故 高 血 圧

疾 患 気管支炎

脳 血 管 肺 炎
全,国 悪性新生物 心 臓 病 不慮の事故 老 す い 高 血 圧

疾 患 気管支炎

表5-22昭 和4・4年 死 亡 率(対10万 人)

順 位 1 2 3 4 5 6 7

死 因 脳 卒 中 が ん 心 臓 病 不慮の事故 老 す い
肺 炎
気管支 炎

高 血 圧

福 江 市 実数 92 48 38 22 22 15 12

南松浦郡実数 163 133 109 47 41 38 25

福江市死亡率 270.5 1412 1118 64.7 64.7 446 35.3

南松浦郡死亡率 2172 185.4 145.2 62.7 54.7 50.7 333

長崎県 〃 194.4 1275 939 42.1 492 36.2 25.2

全 国 〃 174.4 116.2 81.7 42.2 37.1 316 170
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表5-23乳 児 出生 ・死亡 率(対1000人)

ク
`

五島推定人口

出 生 児 死 亡 児

実 数 出生率 長崎県係) 実 数 死亡率 長崎県(率)

昭和41年 129,100 2,354 183 144 64 27.2 23.2

昭和42年 126,800 2,656 209 187 77 29.0 21.6

昭和43年 123,500 2,363 191 176 53 22.4 20.8

昭和44年 119,100 2,213 186 178 43 19.4 16.7

■

2.2.3五 島地 区 に おけ る結 核 予 防状況

五 島地 区 に おけ る結 核患 者 登録 者数 を表5-24に 活動 性結 核患者 の受 療 状況 を表5-

25に 示 す 。結 核患 者登 録 者数 は、 毎年 減 少 してk・り、対 人 口有病 率 も減 少 してい る。 ま

た 昭和41年 度 を100と した年 度比 率 で45年 度 には長 崎県 が75に 対 して福 江 保 健所

管 内 では53、 有川保 健 所 管 内 では71を 示 し、長 崎県 平 均 より も低 い値 を示 してい るが 、

定期 結 核検 診 の実 施 率 を考 慮 してい な いた め に潜 在 患者 の実態 が不 明 で あ り、必 ず し も長

崎県 平 均 よ り も良い 状況 に あ る とは言 え な い 。活 動性 結 核患 者 の受 療状 況 は60%以 上 が

在 宅 医療 に な って い る。 これ は五 島地 区 に結 核 病床 が114床 しか ない ため に地 区 内 では

収 容 で きな く、本 土 の病 院 に入 院 しなけ れ ば な らな いた め で ある。

結 核 予 防対 策 と しては 、地元 保 健 所が 中心 に な って健 診船 も運航 させ て結 核 健康 診 断 を

実施 してい る。表5-26に 有 川保健 所 管 内 で実 施 され た一 般 住民結 核健 康 診 断 の 成績 表

を示 す 。 全体 と して受 診率 は50%位 で あ り、 町村 別 でみ る と宇 久町 、若 松 町 、上 五 島町

は 受診 率 が20～30%と 非 常 に低 く、新 魚 目町 、奈 良尾町 では受 診率 が90%前 後 の高"

率 を示 して お り、地 域 に よる隔差 が 非常 に大 で あ る。 また発 見 患者数 は 受診 率 の 高 い 奈 良

尾 町 で最 高 を示 してい る点 に注 目す べ きで あ る。表5-27に 結核健 康診 断 予 防 接種 実 施

成 績表 を示 す 。

一307一



表5-24結 核患 者登 録数(保 健 所 管 内別)

年 結 核 病型 別 患者 数 対人 口 年度比率
プ ロ ソク別

次
人 口 総 数

感染性 非感染性
活動性
肺外結核

計 有病率
(41年 度 を

100)

41 77,249 1,438 201 713 86 1,000 0,013 100

42 76,100 1,421 169 698 72 936 0,012 92

福江保健所 43 73,700 1,242 154 568 72 794 0,011 84

44 70,900 1,114 139 451 54 644 0,009 69

45 68,649 936 104 360 45 509 0,007 53

41 69,613 1,485 145 813 51 1,009 0,014 100

42 68,400 1,494 152 643 40 835 0,012 85

有川保健所 43 66,800 1,425 139 613 22 774 0,012 85

44 64,400 1,240 122 541 30 693 0,011 78

45 63,362 1,248 99 469 34 602 0,010 71

41 1,637,519 35,572 5,146 13,172 1,031 19,349 0,012 100

42 1,632,000 30,728 5,066 12,197 919 18,182 0,011 92

長 崎 県 43 1,616,400 28,775 4,629 11,339 886 16,854 0,010 83

44 1,601,300 26,570 4,432 10,366 803 15,601 0,010 83

45 1.570245 24,342 4,146 9,345 692 14,183 0,0091 75

表5-25活 動 性結 核 患 者 の受療 状 況
45.12末 現 在

活 動 性 肺 結 核 活動性

肺 外

結 核

不 明 計感 染 性
非感染性

1型 皿皿型 計

福
江
保
健
所

入 院 63 63 68 10 141

在宅医療 36 36 255 33 324

医療なし 5 5 37 2 44

不 明

計 104 104 360 45 509

有
川
保
健
所

入 院 9 43 52 38 3 93

在宅医療 3 30 33 340 21 394

医療な し 2 12 14 91 10 115

不 明

計 14 85 99 469 34 602
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表5-26一 般住民結核健康診断実施成績表(有 川保健所管内)

、

年度別 対象者数 受診者数
(間 接)

受 診 率
(間 接) 要精密者数 精密受診者数 精密者受診率 発見者数

発 病 のお そ

れ あ る もの

46 3β72 2,203 56.9 63 58 92.0 8 15

小 値 賀 町
45 3,646 2,542 69.7 81 47 58.0 19 14

46 4,529 1,606 35.5 53 44 83.0 6 9

宇 久 町
45 5,114 1,274 24.9' 44 35 79.5 2 7

46 4,656 1,184 25.4 72 54 75.0 4 6

若 松 町
45 2β87 1,668 57.7 58 41 70.6 4 19

46 5,098 1,398 27.4 96 71 73.9 5 20

ヒ1〔 島 町

45 5,386 1,571 29.1 77 59 76.6 3 19

46 2,663 2,426 91.1 134 98 73.1 17 38

新 魚 目 町
45 2,734 2,424 88.6 128 94 73.4 22 3正

46 4,411
,L829

41.4 45 39 86.6 1 5

有 川 町
45 3,949 2,111 53.4 125 78 62.4

一
5

46 2,546 2,456 96.4 71 62 87.3 2 9

奈 良 尾 町
45 2,598 2,223 85.5 54 45 83.3 4 6

46 27,775 13,102 47.1 534 426 79.7 43 102

合 計 ●

45 26β14 13β13 52.4 567 399 70.7 54 101
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表5-27結 核健 康 診 断 ・予 防 接種 実 施 成 績表

昭 和46年 度

実 使 用 者 学 校 長 施 設 の 長 町 村 長 受 診 渚 計

施 乳 幼 児 6才 以上 ド1 1発 見患者

機 ツ反BCG 間接 直接 ツ反 BCG 間接 直接 ツ反 BCG 間接 直接 間接 直接 ツ反 BCG 間接 直接
おそれ

関
-

.

ツ反 BCG ツ反 BCG 患者 のある

者

i保 i 3 2ρ76 108
.

2203 58 4282 】66 8 115

小値賀町i
l

1他 1551 583
^、

825 314 2376 897

保 1 2,181 68 1β06 44 3フ88 Il217 11

宇 久 町
↓

1
他 1β71 945 1β71 945

保 27 2β40 ・42 1,184 54 3551 96 6 8

若 松 町

他 2ρ25 1,113 2ρ25 1,113

保 323 3 2238 70 255 13 1β98 71 4214

'

157 5 24

上五島町
}他 2211 773 235 152 2496 925
1

保 Il5 1 2761 132 299 0 2426 98 5,601 231 22.61

新魚目町

他 40 1β75 732 356 302 478 280 169 31 2441 1ρ65

保 677 13 2550 72 L829 39 5056 124 2 14

有 川 町

他 2533 IOI9 158 正52 2533 LOI9
'・

保 272 1β51 36 2メ56 62 4,383 98 2 10

奈良尾町

他 1β20 518 591 562 1β20 518

保 1422 15,797 525 554 13 13,102 426 .
30β75 984 52 143

合 計

他 40 13β87 5613 641 454 1227 994 994 345 15362 6482
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2.2.4成 人 病 対 策

五島地 区 有川 保健 所 管 内 で実 施 され た 成人 病検 診結 果 、子 宮 がん検 診 状況 、 胃がん 検 診

状況 を示 した もの を表5-28～ 表5-29に 示 す 。

成人 病検 診 に関 して血 圧は65才 以上 にtoVaて 正常 は350人 中69人 で 、 その他 は 高

血 圧 か境 界域 に あ り、65才 以 上 の老 人 の大部 分が要 注 意 の状 態 に ある。 以 上 の資 料 では

実 施率 が不 明 で あ り疑 問 が あ るが 、保健 所 の仕 事量 の増 大 、地 理 的条件 等 で完 全実 施 を行

な って追跡 調 査 を実 施 す る事 は 困難 な状況 に あ る と思 う。

ワ

表5-28成 人 病検 診 結果(昭 和46年 度)

町 名 年 令

血 圧 検 尿 血 色 素

総

数

正

常

境

界

域

高

血

圧

検査

総
数

蛋
白
陽
性

糖

陽

性'

ウ陽

匡
リ性

総

数

%
以
上

酵
以
下

総 数

65才 以上 350 69 131 150 342 10 14 3 65 61 4

64才 以下 1,071 677 214 180 1ρ59 39 21 8 434 405 29

小値賀町

65才 以上 168 42 82 44 162 2 5 2 6 4 2

64才 以下 67 33 24 10 65 1 2 一一 3 2 1

宇 久 町

65才 以上 110 16 22 72 1.; 3 6 一

64才 以下 52 11 13 28 52 2 4 一

若松 町

65才 以上 29 8 14 7 28 2 1 1 27 26 1

64才 以下 65 43 10 12 63 2 2 1 64 62 2

上五島町

65才 以上 2 一 1 1 2 一 一 一 2 1 1

64才 以下 185 115 40
、

30 185 6 5 1 185 167 18

新魚目町

65才 以上

64才 以下
、

有 川 町

65才 以上 13 13 一

64才 以下 20 14 4 2 20 　 2 一 6 6
,

_

奈良尾町

65才 以上 41 3 12 26 40 3 2 一 17 17 一

64才 以下 682 461 123 98 674 28 6 6 176 168 8
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表529が ん 検 診 状 況

昭和46年 度子宮がん検診状況

町 別
受 診 者 数 異 常 者 数

管 内 計 371 15

小 値 賀 町
,

180 7

宇 久 町 85 7

若 松 『町 70

上 五 島 町
一 一

新 魚 目 町 36 1

有 川 町
一 一

奈 良 尾 町
一 一

略

2.2.5母 子 衛 生 ・

五島地 区(有 川保 健 所管 内)に お け る妊娠 届 出及び 健 康 診断 実施 状況 、妊産 婦乳 幼 児保

健 指導 状況 、妊婦 乳 児健 康 診査 状 況 、三 才 児健康 診査 実 施 状況 を表5-30～ 表5-33

に示 す。

五 島地 区 の歴 史 、文 化 的 特 色 と してカ トリ 。ク教 徒 が 多 く人 工 妊 娠 中絶 は 少 な くな って

い る。 その た め に カ ト リ 。ク地 区 では子 供 が多 い。

五 島地 区 の 母子 衛 生 状況 は、 町 に よって各種 健診 の実 施 率 に差 が ある こ とで、結 核健 診

と同様 な状 況 に ある。 また産 婦 人科 医の不 足 等 に よ り、異 常分 娩 産 婦 や未 熟 児が発 生 した

場 合 には 自衛 隊 ヘ リコ プ タ ーで本 土 の病 院へ 搬送 す る場 合が 多 く、長 崎県 全体 で毎年30

件 位 自衛 隊 ヘ リコ プタ ーを要請 してお り、 そ の半 数 以上 が五 島地 区 に該 当 し、そ の大部 分

が 未 熟 児 を本 土 に搬 送 してい る。
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表5-30妊 娠届出及び健康診断受診状況(有 川保健所管内)

日召末日46年 度

町

名

届 総

出 数

妊 娠 届 出 月 数 健 康 診 断 受 診 状 況

3ケ 月以 内 4～5ケ 月 6～7ケ 月 8ケ 月以降
^、

性 病 検 診 結 核 検 診

実 数 率 実 数 率 実 数' 率 実 率 実 数 率 実 数 率

管 内 936 53 5.7 436 46.7 316 33.8 128 13.8 731 78.3 703 75.0

宇 久 町 86 3 3.5
念27 31.4 36 41.8 20 23.3 28 325 37 43.0

小 値 賀 町 102 3 2.9 34 33.3 36 35.3 29 28.5 34 33.3 98 96.1

若 松 町 ll3 8 7.1 52 46.0 29 25.1 24 21.2

奈 良 尾 町 105 24 22.9 45 42.8 21 20.0 15 14.3 94 89.5 84 80.0

新 魚 目 町 149 3 2.0 72 48.3 65

-

436 9 6.1 127 85.2 114 76.5

有 川 町 193 8 4.2 116 60.1 57 29.5 12 6.2 190 98.4 119 61.5

.

上 五.島 町 185 4 2.2 90 48.6 72 38.9 19 10.3 185 100.0 179 90
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義5-31妊 産婦乳幼児保健指導状況(有 川保健所管内)

昭和46年 度

妊 産 婦 乳 幼 児

町 名 指 導 人 員 異 常 の ある もの 指 導 人 員 異 常 の
対象人員 対象人員

実人員θ 延 人 員 高血壬 蛋白 そ の 他 実人員(%) 延 人 員 ある もの

251 1,205 111

計 880 355 21 2,082 2,613

' (28.5) 、 (57.9) (9.2)

12 95 9

小 値 賀 町 91 12 181 204

(13.2) (52.5) (9.5)

63 180 2

宇 久 町 76 90 204 344

(82.9) (88.2) (1.1)

58 210 15

若 松 町 106 101 7 260 483

(54.7) (80.8) (7.1)

3 60 18

上 五 島 町 188 3 3 429 205

(1,6) (14.0) (30.0)

68 258 24

新 魚 目 町 132 92 8 356 529

(51.5). (72,5) (9.3)

有 川 町 180
・

393'
.259

350

20

(659) (7.7)

47 143 23

奈 良 尾 町 107 57 3 259 498

(43.9) (552) (16.1)

※ 上 五 島町 、有 川町 は 町 実施 分 を計上 してい ない 。

'
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表5-32 妊婦、乳児健康診査状況(有 川保健所管内)

町 名

妊 婦 健 康 診 査. 乳 児 健 康 診 査

対象人員

一 般 健 康 診 査 精 密 健 康 診 査

対象人員

精 密 健 康 診 査

交 付 数

(交 付率)

受 診 数

(受 診率)
要指導数 交 付 数 受 診 数

受 診 者

内 訳

交 付 数

(交 付率)

受 診 数

(受 診率)
内 訳

.

計 880

456

(51.8)

377

(82.6)
10 6 2 2,082

30

(1.4)

10

(33.3)

小値賀町 91

53

(58.2)

35

(66.0)
10

`

181.

2

(1.1)

1

(50.0)
異常なし

宇 久 町 76

42

(55.3)

19

(45.2)
6 1 204

若 松 町 106

38

(35.8)

28

(73,6)
6 260

3

(1.2)

2

(66.6)
不明

・ヒ'三島 町 188

117

(62.3)

121

(103.4)
25 429

3

(o.7)

2

(66.6)

1人脳性 まひの疑
v・

1人心臓疾患

新魚目町 132

85・

(64.2)

65

(76.4)
11 5 2

ユ人

貧血の疑い
356

20

(.5.6)

4

(20.0)

1人 心室 中隔欠損

1人 口蓋破裂

{煙讐籍 ㍑

有 川 町 180

46

(25.5)

27

(58.6)
2 393

2

(o.5)

1

(50.0)
異常なし

奈良尾町 10 .7

75

(70,1)

82

(109.3)
10 259 1 1 異常なし
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表5-33三 才児健康診査実施状況(有 川保健所管内)

日召禾046年 度

町 別 対象名 受診数
(%)

検 診 時 の 判 定 区 分 精 密 検 査 受 診 状 況

正常
要 指 導 要 精 密

内科 整形外科 その他
A B C A B C

小 値 賀 町 106
92

(86.8)
43 26 11 12

宇 久 町 116

64

、

(552)
45 14 3 2

若 松 町 169

110

(650)
50 30 20 9 1 1

上 五 島 町 218
191

(87.6)
110 23 34 24

新 魚 目 町 137
113

(82.5)
62 18 18 15

有 川 町 275
261

(94.9)
193 33 2.6 4 5

,

5

奈 良 尾 町 136
108

(79.4)
65 26 9 9

計 1,157
937

(81.1)
568 169 121 75 6 1 5

〈注〉 検診時の判定区分

要

指

導

A 精神発達上の欠陥 要

精

密

A 精神発達上の欠陥

B 身 体 的 欠 陥 B 身体 的 欠 陥

C 精神発達上の欠陥と身体的欠陥 C 精神発達上の欠陥と身体的欠陥

◎



2.2.6精 神 衛 生

五 島地 区 に おけ る精 神衛 生 に関 す る資料 と して表5-34に 精 神 病院 病床 ・患者 調 、表

5-35に 五 島病 院大 津分 院病床 利 用状況 、 表5-36に 保 健 所精 神衛 生業 務 実施 状 況、

表5-37に 有 川保 健 所 管 内精 神 障害者取 扱件数 ・登 録 患 者調 を示 す。 五 島地 区 に は精神

病 院が福 江 市 に1カ 所(五 島病 院 大津分 院)あ るだけ で病 床数 は50床 で五 島地 区 と して

は絶 対数 が 不 足 してお り、 本 土 の病 院へ外 来愚 老 と して入 院 してい る現 状 に あ る。 また人

口1万 人対 患 者措 置 率 は全 国平 均 よ りも50%以 上高 くな ってい る。

● 表5-34 精 神 病院 病床 ・患者調(保 健 所 別)

(昭45年12月 末 日現在)
一

区分

保健所

人 口

病
院
数

病 床 患 者

病床数
1人・一万
人対向末
普 及 率

入院 患者

(昭45.

12末)

保健所
別措置
患者数

人口1

万人対
措置率

新入 院 患 退 院 患者

者(昭45.(昭45.1

1～12)～12)

外来 患者

延数(昭

45.1～12)

福 江 68,648 1 50 7.3 50 83 12.1 37 35 0

有 川 62,358 0 0 一 一 63 10.1 　 一 　

長 崎 県 1.569084 37, 6ρ86 38.8 6,135 1,349 8.6 3,447 3,184 45,979

全国平均 239 7.4

表5-35五 島 病院大 津 分 院病 床利 用 状況

(昭和45年1月 ～12月)

S45.12末

病 床 数(
A)

S45.12末

.

在院患者数(
B)

B/A

病床利用率

S45.1～45
.r2

在院患者延
数(a)

〃

新入患者数
(b)

〃

退院 患者数
(c)

1

ク

外来患者
延 数

※

平均在 院
日 数

50
人

50
%

100.0
人

18,918 、冷 、♂ 一
日

525.5

a

※ 平 均在 院 日数=%×(b+
c)

表5-36保 健所精神衛生業務実施状況

(45年4月 ～46年3月)

区分

保健
所別

精 神 衛 生 相 談 精 神 衛生 訪 問 指 導

本年度初
回被相談
実 人 員

相談回数
処 置(延 回数) 訪問指導

実施回数

訪 問 指 導

紹介委託医学的指導 ケース ワーク 受診勧奨 生活指導

福江保健所 44 44 3 27 2 410 67 353

有 川 ク 2 4 0 0 2 44 1 43
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表5-37 有 川保 健 所 管 内精 神 障害 者取扱 件 数 、登 録 患 者調

(S.46.4.1～S.47.3.31)

町 別

発生患者措置状況(本 年取扱)

計
現 在 の

登録患者数

現 在 の

入院患者数㌶饗禦酷
そ の 他

自己入院 自己療養

小 値 賀 町 5 4 9 35 (9)
21

宇 久 町 8 3 11 41 (3)
20

若 松 町 (1)
3 5 7 15 54 (16)

29

上 五 島 町 (1) 6 3 9 43 (7)
24

新 魚 目 町 3 5 1 9 37 (9)
31

有 川 町 (3)
5 11 4 20 64 (15)

29

奈 良 尾 町 (2) 5 1 6 31 (6)
16

計 (7)
11 45 23 79 305 (65)

170

四L第29条 の欄 の()内 は 不要 措置 と鑑定 され た もの を示 す 。

2、 現在 入 院 患者 数欄 の()内 数 字 は措置 患者 の再 掲 。

2.2.7伝 染病予防状況

一般に伝染病の発生は周期的に集団発生をみるのが現在までの傾向である
。従って保健

所では集団防衛 ・個人防衛の施策を怠 りなく推進することが必要であり、とくに赤痢の予

防対策として感染源対策 と感染経路対策が重要であるとともに、個人防衛として手洗いの

励行、飲食物の注意、衛生思想の普及等をはかり、伝染病予防を推進 している。

また有川保健所管内の赤痢の発生状況を表5-38に 示す。

表5-38赤 痢発生状況(有 川保健所管内)

一
年度

種別
41 42 43 44 45 46 47(

4月ト10月)
計

患 者(人) 47 3 1 1 8 5 0 65

保菌者(人) 2 26 3 17 18 17 0 83

死 者(人) 0

計(人) 49 29 4 18 26 22 0 148
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2.2.8五 島地区の地域健康管理状況

(1)特 定地域健康管理対策事業実施状況

この事業の目的は、低所得地域の所得向上を目的とする総合的な行政施策の基本問題 と

して地域住民の健康調査及び保健指導を実施 し、地域住民の健康増進をはかるために実施

されるもので事業の概要を以下に述べる。

健康管理:聴 打診、腹部所見、栄養状態、視力、尿定性検査、糞便検査、血液検査、血圧

測定、レントゲン検査など。

保健指導:栄 養指導、環境衛生指導、母子保健指導、成人病保健指導。

実施状況(五 島地区)

年 度 実 施 保 健 所 実 施 市 町 村 実 施 部 落 数

42年 度 有 川 保 健 所 上 五 島 町 上五島町2地 区

44年 度 有 川 保 健 所 若 松 町 若 松 町3地 区
●

若 松 町 若 松 町2地 区

45年 度 有 川 保 健 所 新 魚 ノ 目 町 新魚ノ目町3地 区

奈 ・良 尾 町 奈良尾町2地 区

富 江 町 富 江 町3地 区

福 江 保 健 所

奈 留 町 奈 留 町1地 区
46年 度

新 魚 ノ 目 町 新魚ノ目町2地 区

有 川 保 健 所

奈 良 尾 町 奈良尾町2地 区

奈 留 町 奈 留 町2地 区

福 江 保 健 所 富 江 町 富 江 町3地 区

47年 度 福 江 市 福 江 町1地 区

有 川 保 健 所
有 川 町 有 川 町1地 区 」

i.

小 値 賀 町 小値賀町1地 区
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47年 度 の実 施結 果 は表5-39の 通 りで ある。

表5-39五 島 地 区 健 康 調 査 の 結 果

聴 打 診 尿 定 性 ,検 査 血 圧 検 査 心 電 図

蹴
異 常

者 数
検診数

蛋 白

検 出
糖検出

ウロビリ

ノーゲン

検 出

蹴
異 、常

者 数

繊
異 常

者 数

奈 留 町 11 7 11 一 一 } 11 7 一 一

有 川 町 42 1 42 一 一 一 42 3 一 　

小 値 賀 町 　 　 一 一 一 一 一 一 一 一

⑨

寄 生 虫 検 査 血液関係
.

そ の 他

蛆 虫 鉤 虫 そ の 他
検診数

異 常

者 数
検診数

異 常

者 数嚇 = 繊 = 轍 =

奈 留 町 24 一 24 一 24 一 11 2 一 一

有 川 町 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

小 値 賀 町 42 一 42
プ

2
一 一 一 一 一 一

(2)移 動 保 健 所

移動保健所は、保健所か ら遠隔の地であって、保健衛生上特に問題のある地区に保健所

活動を浸透し、住民の健康の保持及び増進を図ることを目的に行なっている。事業の内容は

以下である。

1)健 康相談(個 別健康診断及び保健指導)及 びこれに伴 う試験検査

2)衛 生教育

3)栄 養指導

4)食 品衛生相談及び環境衛生相談ならびにこれに伴 う試験検査

5)そ の他の生活環境、健康状況の把握など、地区にお・ける公衆衛生上の向上及び増進を

図るために必要な事業

五島地区における昭和47年 度移動保健所実施状況を表5-40に 示す。
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表5-40昭 和47年 度 移動保 健所実 施 状況

保 健 所 名 福 江 保健 所 有 川保 健 所

実 施 延 日 数(日) 14 12

来 所 者 人 員(人) 451 342

健

康

相

談

結 核 13 98

成 人 病 361 335

母 子 保 健 42 7

そ の 他 116 }

栄養関係個別指導実施件数 185
'

食 品 衛生 相 談実 施件数 ＼22 1

環境 衛生相談実 施件数 65 一

その他の相談叉は指導件数 69 『

衛 生 教 育 実 施 件 数 439 5

栄養関係集団指導実施件数 124 一

試 験 検 査 検 体 数 4,040 342

(3)保 健船(診 療船)運 行事業

移動保健所と同様な目的をもって長崎県では離島の地域医療対策として保健船を『保健

所に配置して診療を実施 している。五島地区に関しては、有川保健所には 「あさなぎ」を

福 江保 健所 には 「鳩 丸 」を配 してい る。

昭和47年 度 の保 健船 の運 行状 況 を表5-4]に 示 す。 また 昭和46年 度 の業 務 別 利用

状況 を表5-42に 示す 。
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表5-41

昭 和47年 度 保 健 船運 航 の

実 日数 ・延 日数 ・距 離数

表5-42

日召末日46年 度

業 務 別 利 用 状 況

船名

月別

あさ な ぎ(有 川) 鳩 丸(福 江)
あ さな ぎ

(有 川)

鳩 丸

(福 江)実日数 延 日数
距離

(㎞)
実日数延 日数

距離

(㎞)
栄 養 指導 2 3

4 11 13 173β 9 10 2695 衛 生 教 育 2 一

5 24 25 4236 7 7 207β 家 庭 訪 問 2 3

母 子 衛 生 4 　

6 15 16 7106 10 17 464β

食 品 衛 生 一 2

7 15 工8 5070 7 10 3392
環 境 衛 生 一 8

8 11 11 376ユ 8 8 352.1 薬 事 監 視 一 3

狂犬病予防 一 『

9 26 26 590.3 9 15 362.4

伝染病予防 一
5

10 16 16 595.8 17
〆

17 504.4
ろ ラリア検診 一 一

11 18 18 4978 20 21 424β 原 爆検 診 6 16

12 5 5 1925 9 11 287.1
寄生虫予防 一 一

成人病検診 一 2

1 8 8 8 12 28125364

結 核 検 診 77 52

2 6 6 1999 7 9 1705 巡 回 診 療 5 4

3 8 8 350.0 8 9 3679
移動保健所 11 10

1 一

計 163 170 4β736 118 146 4ρ28.1

採 血

三才児検診 3 8

月平均

s

136 142 4145 98 12.2 335ユ そ の 他 21 16

計 134 132

●

2.2.9救 急 活動 状 況

五 島地 区 に おい て救 急 病 院 を定 め る省令 に定 め られ た基 準 に 該当 し適 当 と認 め られた 救

急 医療 機 関が ま った くな ぐ、救 急 事態 が発 生 した場 合 に 自衛 隊 ヘ リコプ タ ーの 出動 を要請

して本 土 の病 院 へ救 急 患 者 を移送 す るケ ース が 多 くな ってい る。 表5二43
、図5-7に

自衛 隊 ヘ リコ プタ ー 出動 状況 を示 す。 また 救 急患 者 の傷 病 と しては 「未 熟 児 」が一 番 多 く
、
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次 い で 「そ の他 の疾 病 」で あるが これ には 流産 等 の 妊婦 も含 まれ てい る。収 容 病 院 は国立

大 村病 院 が一 番 多 く特殊 な傷 病 に関 してのみ 国立 大 村病 院以 外 の最 適 な病 院 に収 容 してい

る。

また ヘ リコ プタ ー 出動 は五 島地 区 の中 で も上 五 島地 区 に集 中的 に 出動 してい る。
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図5-7自 衛 隊ヘ リコプ ター 出動 状 況(昭 和40年 ～ 昭和47年)
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表5-43自 衛 隊 ヘ リコプ ター 出動 状 況

年
傷 病 名

交 通 事故 労 働 災 害 その他負傷 未 熟 児 その他疾病 計

1元

島

地

区

40
'2(2)

2(2)

41 1(1) 1(2) 1(1) 4(7) 2(2) 9(13)

42 1(1) 1(1) 2(2)

43 4(4) 2(2) 6(6)

44 1(1) 1(1) 2(2)

45 1(1) 1(1) 35(8) 10.5(11) 16(21)

46 4(4) 9(9) 13(13)

47
i
i 9(9)

1

6(6) 5(5) 20(20)

累

計

40 1(1) 1(45) 5(5) 7(51)

41 2(2) 2(3) 1(1) 8(12) 3(3) 16(21)

42 2(2) 1(]) 4(4) 3(3) 10(10)

43 2(2) 9(9) 8(8) 19(19)

44 1(1) 2(2) 3(4) 5(5) 11(12)

45 1(エ) 1(1) 2(2) 5.5(11) 14.5(15) 24(30)

46 5(5) 8(9) 14(14) 27(28)

47 10(10) 15(15) 8(8) 33(33)

※46年 と47年 の そ の他 の負 傷 は 交通 事 故 、労働 災害 も含 む 。

※ か っこ外 は 出動 件数 か っこ内は 搬送 人 数

2,2.10五 島地区 の保 健所 活 動 お よび 保健 婦 活 動

五爵地 区 には上 五 島 有 川町 に有 川保 健所 、下 五 島福 江 市に福 江 保 健所 が あ り、48年4

月1日 現 在 で有川 保 健 所 には 職 員 が30名 、福 江保 健所 には職 員 が27名 属 してい る。 有

川 保 健所 と福 江保 健 所 の 施設 概 要 と職 員配 置 状況 を表5-44、 表5-45に 示 す。

保 健所 の活 動 と しては 、地 域 健康 管 理 活動 、公 害対 策 、環境 衛生 、狂 犬病予 防対策 、 と

畜場 対策 、薬 事業 務 、精 神衛 生対 策 、伝 染 病予 防対策 、結 核予 防 対 策 、成 人 病対 策 、母 子

衛 生対 策 、原 爆 被爆 者 対 策 、栄 養改 善 事 業 な と種 々様 々な活動 を してい る。

LJi島地 区 には保{建婦 が14名(有 川8名 、福 江6名)配 置 され てい る。 有 川保 健所 の保

健婦 のlii.fsffyL'状況5・:?(5--46～ 表5-48に 示 す。
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表5-44施 設 概 要

48.4.1現 在

吟

保健所名事 項 有 川 福 江

所 在 地 南松浦郡有川町有川郷西原 福 江 市 開 田 町

管

内

人 口 58,790 64,602

・面 積(㎞2) 266.26 422.93

(48.4.1)市 町 村 数 7町 1市5町

庁

舎

建 築 年 月 S.37.7 S.41.3

建 築 構 造 鉄 筋 コン ク リー ト2階 建 鉄 筋 コンク リー ト2階 建

建 面 積(η τ2) 359.99 445.76

延 面 積(η τ2) 668.29 858.77

敷 地(ηL2) 2,649.81 一

倉

庫

構 造 木 造 コ ンク リー トブ ロ ック
●

建 面 積 35.99 56.11

倉

庫

構 造 一 一

建 面 積 一 一

自 動 車 2 1

レ ン ト ゲ ン 車 一 1

軽 自 動 車 1 1

船 舶 33.98t(あ さ な ぎ)木 造 39.22t(鳩 丸)木 造

表5-45職 員 配 置 状 況

48.4.21現 在

区 分 人員
職 種 別 人 員 配 置 状 況

事 医 獣 薬 X 検 栄 保 企 運 庁 船

福
江
保
健
所

定 員 29 7 1 2 2 2 1 1 7 1 1 1 3

現 員 27 7 1 2 2 2 1 1 6 1 1 1 2

過 不 足 一2 0 0 0 0 0 0 0 一1 0 0 0 二一1

有
川
保
健
所

定 員 31 7 1 2 2 2 1 1 9 1 1 1
'3

現 員 30 7 1 3 1 2 1 1 8 1 1 1 3

過 不 足 一1
9 0 十1 一1 0 0 0 一1 0 0 0 0
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政 令 市
保 健 婦

県立 保 健 所
保 健 婦

有 川保 健所
(派遣保建婦を含む

派遣保 健 婦

国 保保 健婦

保健所保健婦

表5-46保 健 婦 活 動

保 健 婦活 動状 況(時 間比) 衛 生教 育

1.3昭 和44年 度

健康 相談

19.2

集団検 診

6.8

家 庭 訪 問 教育研
3α2修58

そ の 他

37.6

＼＼//
2α4 1&0 11,17ス 62 46.2

//づ ラ/
)

14.2 130, 7.0 34 56.3

管内保健婦活動状況

1.1

その他[墨竃 欝欝
の

衛生 教 育27昭 和46年 度

健 康 相 談

ll.7

集団検
診58

家 庭 訪 問

15.5

教 育 研 修

168

そ の 他

47.5

//
6.3 6.1 5.1 27 15.8 640

＼
139 1&8 &7 α2 4&7

1
O.7

つ
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表5-47保 健 婦 活 動 状 況(時 間 比)

活動内

政 令 市
保 健 婦

44年

県立保健所
保 健 婦

44年

有 川,保 健 所 所 内 ・

44年 45年 46年 44年 45年 46年

.

総 時 間
89,151.5

(100%)

161,792.5

(100%)

12,404

(100%)

13,183.5

(100%)

15,478

(100%)

8,453

(100%)

9,213

(100%)

9,698

(100%)

健 康 相 談
17,173

(19.2)

32,986

(20.4)

17,602

(14.2)

1,578

(12.0)

2,023

(13.1)

1β83

(16,4)

1,210

(13」)

1,343

(13.9)

集 団 検 診
6,043.5

(6.8)

29,051.5

(18.0)

1,596

(13.0)

1,752

(13.3)

2,159.5

(13.9)

1,396

(16.5)

1,517

(16.5)

1,821

(18.8)

予 防 接 種
2,143

(2.4)

40&5

(o.3)

101

(o.8)

108

(o.8)

153.5

(1.o)

6

(o.1)

5

(o.1)

衛 生 教 育
1,156.5

(1,3)

2,770.5

(1.7)

.138.5

(n)

131

(1.o)

225.5

(1.5)

665

(o.8)

68

(o.7)

68

(o.7)

家 庭 訪 問
26,938

(30.2)

18,025

(11.1)

870.5

(7.o)・

、1,401.5

(10.6)

1,745

(11.2)

464

(5.5)

811

(8.8)

850

(8.7)

実際業務に
関するもの

14,080

(15.8)

34.'153.5

(2LD

2,908

(23.4)

3,404

(25.8)

3,801.5

(24.6)

1,685.5

(19.9)

2,067

(22.4)

2,047

(21.1)

会 議 連 絡
LO43

(L2)

4,495

(2.8)

444

(3.5)

325.5

(2.5)

602.5

(3.9)

198

(2.3)

178

(L9)

327

(3.4)

教 育研 修
5,153

(5.8)

10,102.5

(6.2)

1,048

(8,4)

1,222

(9.3)

1,861.5

(12.0)

646

(7.6)

825

(9.o)

889・

(9.2)

事 務
8,802

(9.9)

26,895

(16.6)

2,951

(23.9)

3,005

(22.8)

2,771

(17.9)

2,335

(27.6)

2,391

(2日)

2,288

(23.6)

そ の 他
㎡

6,619.5

(7.4)

2,905

(L8)

195

(1.6)

135

(o.9)

94

(1.2)

60

(o.6)
、

雑 務
390

(3.1)

141

(L9)

179

(2.1)

141

(1.5)
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表5-48保 健 婦 活 動 状 況

活動内

派 遣 県 下 国 保保
健 婦

44年

国 保 保 健 婦

44年 45年 46年 44年 45年 46年

総 時 間
3,951

(100%)

3,970.5

(100%)

5,780

(100%)

135.0313

(100%)

3,169

(100%)

4,269

(100%)

『1
,930

(100%)

健 康 相 談
379

(9.6)

368

(9.3)

675

(117)

14,822.5

(11.0)

188.5

(6.o)

337

(7.9)

121

(6.1)

集 団 検 診
200

(5.1)

235

(5.9)

338.5

(5.8)

10,989

(8,1)

228

(7.o)

239

(5.6)

117

(6.1)

予 防 接 種
95

(2.4)

103

(2.6)

153.5

(2.6)

7β10

(5,4)

303

(10.0)

274

(6.3)

45

(2.3)

衛 生 教 育
72

(18)

63

(1.6)

157.5

(2.7)

3,924.8

(2.9)

73.5

(2.o)

178

(4.2)

52

(2.7)

家 庭 訪 問
406.5

(10.3)

590.5

(14.7)

895

(15.5)

16,615.5

(12.3)

439

(14.0)

647

(15.2)

99

(5.1)

実 際 業 務 に
関 す る も の

L222.5

(30.9)

1β37

(33.7)

1,754.5

(30.4)

35,321

(26.2)

968

(30.5)

1,162

(27.2)

954

(49.4)

会 議 連 絡
246

(6.2)

147.5

(3.7)

275.5

(4.8)

5,176.5

(3.8)

35

(1.o)

98

(2.3)

21

(11)

教 育 研 修
402

(10.2)

397

(10.0)

972.5

(16,8)

12,247

(9.1)

382

(12,0)

607

(14.2)

304

(15.8)

事 務
616

(15.6)

614

(15.5)

483

(8.4)

23,712

(17.6)

280

(9.o)

719

(16.8)

209

(10,8)

そ の 他
101

(2.6)

75

(13)

4,913

(3、6)

239

(7.5)

・

雑 務
211

(5.3)

33

(1.o)

8

(o.2)

8

(α4)

、



3.五 島 地区 の 医 療 の 問題 点

3、1総 論

医療のレベルはその地域の地理的条件、生活水準、文化水準等に大きく影響を受ける。五

島地区は、離島の過疎地域として典型的な地域であり、五島地区の医療の問題を考えた場合

に僻地であるという理由からくる僻地共通の問題と五島地区特有の問題とがあるが、五島地

区特有の問題は少なく、大多数の問題が僻地であるという理由によっており、医療資源の不足

及び医療環境の不備による、一般診療の問題、救急医療の問題、健康管理の問題、無医地区

の問題等が起 っている。

医療資源の不足は、ただ単に医療施設や設備を増加し、医療従事者を養成すれば改善され

るといった簡単な問題でなく、医療環境を総合的に整備する必要があり複雑な要因を持って

いる。また医療環境を総合的に整備する事は、生活文化水準 を高めて僻地 を都市化すること

で解決されるが、都市化が進むと医療環境が整備されると考えることがより自然である。現

在の僻地は過疎化が急激に進行中であり都市化という事に対 して逆行 して拾り僻地におげる

医療のレベルと都市におけるレベルとの差は増大 している現状にあり、僻地の医療環境を整

備することは、より困難な状態にある。

3.2各 論

(1)一 般診療

福江市近郊及び中通島の特定地域の病院では比較的に診療科 目がそろっているが、特殊科

目の専 門 医が不 足 して い る。特 に眼 科、 耳鼻 科 、皮 ふ科 、 歯科 琴 の不 足 が めだ ち本 土 の病院

へ行 く患者 も多 く大 村病 院 に は離島 患者 宿 泊所 が あ る。 また 医師 の絶対数 が不 足 してお り長

崎大 学 では 上五 島病 院 に医師 を派遣 してい る状 態 に あ る。

福 江市 近 郊 及び 中通 島 の一部 地 域以 外 の ほ とん どの地 域 では 、私的 診療 所 や僻 地 診療 所 に

た よって い る状 態 で あ り、僻 地 診療所 で は医師 が週1～2回 巡 回診療 に当 っ てお り時 間的 に

無医 状 態 に な って い る。 また60才 以 上 の医師 が多 く、 医師 が死亡 したた め に診療 を中止 し

てい る診療 所 もある。 また診療 所 へ行 くの に交 通 の 便 が悪 く時 間 がか か る等 で医療 機 関 と縁

遠 くな っ てい る。

(2)救 急 医療

五 島地 区 に は救 急 指定 病院 が な く組 織 的 に整 備 され てい ない が 、福 江市 は 消防 法 に よ り救

急 隊 の設 置 を指定 され て お り福 江島 では 、普 通 の救 急 活 動 が 実施 され つつ あ るが、 ほ とん ど

の地 域 では、 生命 に関 す る救 急事 態 発生 時 には 、搬送 上の 問 題、 専門 医の 不足 、 大手 術 の設

備不 足 等 の理 由 に よっ て自衛隊 ヘ リコプタ ーで本 土 の病 院 へ 患者 を搬送 してい るが、 都 会 の

よ うに、 生 命 には別 状 ないが、早 く医療機 関 へ行 くため に救春 草 を利用 す る とい った救 急 活動

はほ とん ど行 なわれていな く、患者 の方 か ら医療 機 関に 自主 的 に行 くとい っ た状 態 に あ り救 急
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時 に医療機 関 を気軽 に利用 で きな い状 態 に あ り手 遅 れ にな るケ ース も多 い。

(3)健 康 管 理

保健 所 では毎 年結 核 健康 診 断 、成 人病 検 診 、 がん検 診 を実 施 して い るが、 結核 健 康 診断 に

関 しては、地 域 に よ って受 診 率 に大 き な隔差 が あ り、受 診率 が低 い とは断 定 で きない が 、高

受 診率 の地 域 ほ ど発見 患者 が多 く、 低受 診率 の地 域 には潜在 患 者 が多数 あ る と思 われ る。 し

たが って地 域 に よって受診 率 に隔差 が あ る点 に問題 が ある。 また要 精 密検 査 者 の受 診率 の平

均 値 が70～80%で あ り精 密 検 査 受 診者 の30～45%位 が要治 療 あ るいは要 観 察者 で あ

り精 密 検 査 の徹 底 及 び追 跡調 査 に問 題 が ある。

(4)衛 生 教 育

住 民 に対 す る衛生教 育は地 元 保 健所 を中心 と して婦入 会、 教 育委 員会 の協 力 の下で行なって

い る。 各町 に は会 員制 の栄 養改 善 グ ル ー プ が あ り研究 会 が1～2カ 月 に1回 開 かれ てい るが、

会員 数 がか ぎ られ て お・り一部 の婦人 だ けが 参 加 してい る状況 にあ り問題 が あ る。

(5)コ ンサ ルテ ーシ 。ン、 医療 関 係者 に対 す る教 育

距 離 的 ・時 間的 に本 土の 病院 と離 れ てい るた めに高 度 医療 に関す る コ ンサ ルテ ーシ.ン を

受 け る ことは困 難 な状況 に ある。 た とえ コ ンサ ルテ ーシ ョン を受 け た と して も設 備 等 に問題

が あ り患者 を本 土の病 院 に出向 か せ た ほ うが 良 い結果 に なっ てい る。'

医 療 関係 者 に対 す る教 育 に関 して も同 様 な理 由に よ りほ とん ど実施 され てい ない。 また教

育 を受 け る時 間 が ない状況 に あ る。

芦

4.医 療 機 器 シス テ ムへ の 手が か り

医療機器システムを設計するための重要なポイントとして、各種医療機関相互の関係、住民

と各種医療機関との関係を考慮する必要があり現状では、センター的医療機関として国立大村

病院と長崎大学附属病院がある。またサテライ ト的医療機関として福江市五島病院 ・上五島地

区の上五島病院、奈良尾病院がある。以上の病院は離島圏医療組合病院であり県立病院でもあ

り横のつながりも密であるが、本機器システムを導入する以前に島内で高度医療を実施可能と

するために医療資源、医療環境の整備が必要である。

(1)一 般診療

五島地区の死因を考えた場合に全国的な傾向と同様に成人病が上位 を占めている。 したがっ

てサテライトは成人病が十分に治療できる設備と医療関係者を配備 し、地域住民が安心 して治

療を受け られる体制を作 り病院のイメージアップをはかる。

専門医が不足 しているが、専門医を勧誘するとともに、一般医が専門医からの指示を受けら

れるとともに専門医による遠隔診察が行 なえるようにする。

医師、看護婦の多忙を助けるために機械的作業は機械化する。また事務的作業も省力化をは

かり医療関係者の流出をさける。、
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(2)救 急 医療

救急 医療 は 消防 署、 警 察署 、 自衛 隊 、 市役 所 、町 役場 等 の他機 関 と十分 な調整 をは か り組 織

化 す る必 要 が あ る。

サ テ ライ トは救 急 指定 病 院 に な り うる設 備 と医療 従 事者 を配 す る と と もに タ ー ミナル 、セ ン

ター間及 び他 関係 機 関 との情 報交 換 を密 に行 い救 急車 、ヘ リコプ タ ー、病 院 の手 配 を迅速 に行

い健 康 フ ァイル を活用 して応 急措 置の 指示 を行 う。 また同時 に受 け 入 れ病 院 では手 術 等 の受 け

入 れ準 備 を整 え られ る よ うにす る。

患者 の生命 に か かわ る救 急 対 策 と してヘ リコ プタ ーの 出動 が行 われ て お り、 ヘ リポ ー トの整

備 あ るいは新 設 が必要 であ る。

(3)健 康管 理

五 島地 区 では慢 性 病 の非 治療 者 数 が 多 く、定 期 診療 の 実施 が十分 に行 われ てい ない こと も原
原

因 の1つ で あ り、病 気 の早 期 発見 、 病気 の予 防対 策 か ら も各種 検 診 の完 全実施 が望 まれ る。 以

下 に各 種検診 の実施 を十分 に行 うた め に考 慮 す べ き ことを あげ る。

① 各種 検体 検 査 の 自動化

② 住 民 の立場 か ら実 施時 期 、 実 施回数 、実 施場 所 を検 討 し受 診率 を高 め る。

③ 総 合判 定結 果 に よる要 注 意者 、 要 精密 検 査 者等 の追 跡 調査 の完 全実 施。

④EDPS導 入 に より住 民健 康 フ ァイル を作成 し各種 デ ータの完 全保 管 をは か る。

⑤ 住 民健 康 フ ァイル を住 民 の救急 医療 、 一般 診療 へ活 用 す る。

⑥ 現 在各 種検 診 を実 施 してい る機 関の調 整 をは か り効 率 を よ くす る。

(4)住 民 に対 す る衛 生教 育

住民 に保 健 衛 生 に対 す る関心 を持 た せ る こ とが病 気 予 防、 早期 発 見に重 要 で あ り、住 民 に対

す る教 育 の必要 性 が生 ず る。 しか し一方 的 に教 育 を与 え て も効果 は得 られ な く住 民 側 に立 ち運

営す べ きで、OHP、 ス ライ ド、映 画 、TVIVTR等 の映 像機 器 を効 率 よ く利 用 し効 果 を上

げ る。

(5)コ ンサル テ ー シ ョン

FAX、 心電 図電 送 装置 、遠 隔 テ レ ビ診察 装 置 等 を利用 し距離的 時 間的 な問 題 を解 消 し、専

門 医 か ら一般 医 へ の コンサ ル テ ー シ.ン 、 サ テ ラ イ ト医師 か らタ ー ミナル の パ ラメデ ィカル に

対 す る指示 拾 よび監督 を行 い 医療 活動 上 の諸 問 題 を解 消 する。

(6)医 療 関係 者 へ の教 育

サ テ ラ イ ト、 ター ミナ ルの 医師 及 びパ ラメデ ィカル の必要 と してい る最 新 医学 情 報 な どを医

療全 般 に わた り、 情 報検 索 サ ー ビス を行 う。 また フ ァク シ ミ リ、 リクエス ト放映 装 置 等 を活 用

してセ ン ター が情報 の提 供 を行 い サテ ライ ト、 ター ミナル の医療 従 事者 の疑 問 を解 消 す る。

⑦ 管 理

本機 器 シス テ ムを運 営 す るた め の管 理業務 と して人 事 管 理、事 務 管理 が あ る。事 務 管 理 と し

ては 医療 実施 の スケ ジ ュ ー リング作 業 、僻 地 住民 へ の連 絡 等種 々 あ り住民 側 の立 場 を十 分考 慮
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す る必 要が あ る。 また 医療 材料 の在 庫 管理 も重 要 で ある。
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第6章 長 崎 県 五 島地 区 医 療 機 器 シ ス テ ム

1.シ ス テ ム 構 想

本 医 療 機 器 シ ス テ ムは 、 長 崎県 五島地 区を 対 象 と した モ デ ル シ ス テムで あ り、行 政 地域 全体

を 包括 す る 規 模 の もので な く、 原則 的 に は僻地 を中 心 に展 開 す る もの で あ る。 また 、医療 行為

その もの で な く医 療 を側 面か ら補助 す る もので あ る。・

長 崎県 は 離 島 が多 く、 さま ざ ま な医療 上 の問題 が広域 にわ た り発 生 して い る。 した が って、

本 シ ステ ムで取 りあ げ る五 島地 区 だけ で な く対馬 地 区 等 に もシス テ ムの 必要 性 が あ るが、 まず

第1段 階 と して医 療 補 助 を す るモ デ ル ケー ス と して 五島地 区 に おい て医療 の シス テ ム化を はか

り、 今 後 、 他の 地域 を含 む 総 合 的 な シス テ ム化 が 展開 され る事 を 望む もの で あ る。

本 シ ス テム の基本 的 な考 え方 と して

① 現在 の医 療 体 制 お よび計 画 中の 医療 体 制は 変 えな い もの と し、 将来 に変更 が あ れば それ に

した が うもの とす る 。

② 医 師 、 パ ラ メデ ィ カル、 保 守要 員 、 その 他本 シス テ ム に必要 な人 員 、お よび施 設 ・建 物等 は

す べ て充 足 され るも の とす る。

③ 本 シ ス テ ムの適 用 は 無医 地 区 周辺 の病院 、 診療 所等 の 医療 機 関 を対 象 と し、 それ らの 既存

施 設 に増 設 す る。 但 し、今 回 のモ デ ル地 区を 構成 す る地 域 は あ くまで も社会 的条 件(現 地 の

住 民 意識 、 行 政内 容 、 人 口調査 等)を 満 た した もので は ない ので 、今 後 の詳 細 設計 におい て

変 更 され る こ と もあ り うる 。

④ 今 回 の ∈ デ ル地 区 に おけ る回線 は現 状 を優 先 す るが、画 像 伝 送 に 関 しては 、で き るだけ 可

能 性 を 追 求す る。

以 上 の基 本 的 な考 え方 に も とつ い て シ ステ ムの 設 定 を 行 な うが 、 一 般 に僻 地に お け る医 療

施 設は以 下 の4種 類 に分 類 され る。

① 完 全 な無 医 地 区(パ ラ メデ ・カ ルもい ない)

② 僻 地 診療 所等 が あ り、 定 期的 に医 師 が来診 す る地 区(パ ラメデ ィカルが常駐 してい る場 合

が ほ とん どで あ る)

③ 医 師 が 常 勤 してい る診療 所 や開 業 医 の ある地 区(専 門医 は い な い)

④ 総 合 病 院 が あ る地域(全 科 が そ ろ ってい る)

以 上 の4種 類 の地 区 の 中で① 、② に関 しては 今 回 の シス テ ム設計 で は取 り上げ ない ことにす

る。 本 来 な らぽ 、① 、② の 地 区を本 シ ス テムに取 り入れ るべ きであ るが、 人 口動 態 調 査(季 節

的変 動 も)、 疾病 構 造 、 その 他 さま ざま な調 査 を 行 な い 実 際 に 試 行 してみ なけ れば 結論 が 出

な いた め で、 ③ 、④ の地 区 を対 象 と した シス テ ムの設定 を行 な う こ と と し た が、 これ を第1

ステ.ブ と して 次の 段階 で は 、① 、② の地 区を 含 有 す る シス テ ムを 構成 させ るぺ きで あ る。 ま

た 五 島地 区 に おい ては 、④ に該 当 す る病 院 は あ ま り存在 せ ず③ と④ の 中間 的 な位 置 に属 す る病
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院 が 多い 。

また本 シス テ ムで は 一般 診療 、 救 急診 療 、 健 康 管理 、 住民 に 対 する保 健 教 育 、 医療 関係者 へ

の教 育 、 コンサ ルテ ー シ 。ン、 管 理 の 機 能 を 十 分 に 運 営 す るた め に 、 通 信 機 器 、 映 像

機 器 、情 報 処理 機 器を 活用 して離 島の 診療 所 、地域 中 核病 院 、 本土 の基幹 病 院 相 互 の距 離 的 な

問 題 を 可能 なか ぎ り解 消す る こ とに よ って僻 地 住民 に よ りよい医 療 を提 供 す るものであ る。 長 崎

県 五 島地 区 の医 療 機 器 シ ス テ・ムでは 、健 康 管 理 、 医療 関係 者 の教 育 、 コ ンサ ル テー シ.ン 、 保

健教 育 に重 点を 置 い た。 そ れは 、 僻 地 の住 民 に 医療 に対す る関 心を 持 たせ るこ と が間 接 的に生

活 、 文イヒ水準 の向 上 につ ながるか らであ り、 医 学 情報 が簡 単 に 入 手で きる こ とが間 接 的で は あ る

が 、僻 地 に医 療 関係 者 を定 着 させ る こ とに もつ なが るか らで あ る。 また 特 に本 シ ステ ムの設 計

にあ た って は 映 像 情報 シス テ ムに重 点 を置 い た 。'そのため 可 能 なか ぎ りの映 像機 器 を活用 す る

こ とに した 。

L1長 崎 県 の 医 療 体 制 の 現 状 と 問 題 点

長 崎 県 全体 として 見た医 療 水 準 は 全国 平 均 よ り高 く、 長崎 大 学 医 学部 を 中心 と して、 医 師 、

パ ラ メデ ィカ ルの供 給体 制 もあ る程度 と との え られ てい る
。

こ の県は 日本 で一 番 多 くの離 島 を かか え、 面積 にお いて 長崎 県全 体 が約4,100磁 に 対 し、

離島 は 約rt.840㎡ で 約45%に も及 び 、 人 口にお い て も前者 が 約156万 人 に対 し、 後者 は

約32万 人 で約20%で あ る。 これ らの離 島 は対 馬 、壱 岐、 五 島 列 島 を中 心 と して散 在 し、

そ の 多 くが 過疎地 域 ・無 医地 区 を含 ん でい る。

表6-1'島 峡 面 積(単 位 嬬) 昭和46年

1島 が数市町村からなる島 常住老の

い る 島

常住者の

いない島
合 計

対 馬 島 福 江 島 中 通 島 壱 岐 島

69836 326.54 167.81 135.55 475.82 31.98 1,836.06

長崎県全体 4,095.07

注)対 馬 島、 壱 岐 島は 関係 全町 村 、福 江 島 は福 江 市 ・富 江町 ・玉 之 浦町 ・三井 楽

町 ・岐 宿町 、 中通 島 は 若松 町 ・上 五 島町 ・新 魚 目町 ・有川 町 ・奈 良尾 町 を 含む 。

一 方 医 師は 本 土地 区 で人 口10万 人 当 り153入 に対 し1離 島で は68入 とわ ず か半 数 にす

ぎな い。
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/ 表6-2長 崎県離島地区医療従事老状況(昭 和45年)

市 町 村 名 人 口
(10万 人 当)

医 師 数

(10万 人 当)

歯 科 医 師 数

(10万 人 当)
薬 剤 師 数

福 江 市

奈 留 町

岐 宿 町

三 井 楽 町

玉 ノ 浦 町

富 江 町

38,860

9,268

9,329

9,588

6,624

13,563

29174・ ・

13

132・4

4142.9

1

313L3

1

31453

6144.2

1

7118.0

1

1110.8

1

1110.7

1

2120.9

・1・ …

3122・

114

136.0

1110.8

1
-

「

21209

1 -一

1

5136・9

(下 五島圏計) 87,232 48155」 〕 16h8る 221252
1

若 松 町

奈 良 尾 町

新 魚 目 町

上 五 島 町

有 川 町

10,887

9,818

10,836

11,963

13,280

・1…

5150.9

1
5146.1

6150.2

1
7152・7

l

ll9・2

2120.3

1

2118.5

・い ・
|2

115・1

119・2

3!30.6

1 一一

1

-1-

1
21151

(上 五島圏計) 56,784 2814951
1

8114.1 6110.6

1 1
l
l

(壱 岐 圏 計) 50,497
1

32165.4 911ス8

1

101198|

(対 馬 圏 計) 69,556 451647
|

15121.6 15121.6

県 計 1,570,245

1
2,235口42.3

1

497151・7

1
834153.1

`

全 国(44年)
[
1115刀
1

!564
1 1393

注)医 師数 、 歯 科医 師数 、 薬 剤師数 の ワクの右 側 が実 数 、左 側 が10万 人 当 りの割 合

一方 離 島 地 区 にお け る過疎 化 の進 行 は医 療 自体 に は なはだ し く影響を 及 ぼ し、 各 離 島地 区

に全 部 の 診療 科 を そろ えた医 療 体制 が事 実上 困 難で あ る。 しか し、 同地 区 の医 療 従 事者 のみ

な らず 住 民 も都 市並 み の総 合病 院 を 島 内の 主要 地 に 設置 を望 む 声 は決 して小 さ くな いので あ

る。

また、人 口構成 の比重が、離 島 地域 では 老 人 、幼 年 者層 の比率 が増 加 し・女 子 の人 口の 割合

も大 き くな って いる。 この事 は 疾病 状況 の特 徴 に影 響 す る もの と思わ れ る。表6-3に よると

その様 子 と離 島 の疾病 の 状態 が うか がわ れ る。

又 、 結核 等 の慢 性病 の 非 治療 者 の数 が 比較 的多 い のは 定期 巡 回健診 の 実施 が不 十 分 で あ る

事 と医 療 の供 給 度数 が少 ない ことが 影響 して い る様 に 思わ れ る。

死 亡 率は 老人 が多 い ため か 、年 々増 加 す る傾 向 にあ り、 結核 、肺 炎、 胃腸 炎 等 の急性 疾 患

に よ る死 亡率 が 高い 地域 も見 られ る。
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表6-3 離 島 の 疾 病 状 況

町 村 名

全 結 核 悪性新生物 心 疾 患
高血圧性

疾 患
脳血管疾患

腎 炎 及 び

ネフローゼ
胃 腸 炎 老 衰 不慮の事故 自 殺

肺炎及び

気管支炎
出 生 死 亡

実数
10万

対
実 数

10万

対
実数

10万

対
実数

10万

対
実数

10万

対
実数

10万

対
実 数

10万

対
実 数

10万

対
実 数

、10万

対
実数

10万

対
実 数

10万

対
実 数

1㎜

対
実 数

1㏄o

対

全 国 15899 15.5 119077 1168 89メ11 87.0 18,303 17.8 18,315 176.5 9,188 8.9 8,587 8.4 3g,277 38.2 43,802 42.6 15728 153 3凱142 34.2 1.934239 18:8 712962 69

長 崎 県 360 22.9
.2』21

1351 L629 103.7 495 31.5 3,155 2009 195 12.4 183 ll.7 729 46.4 668 42.5 245 15.6 699 44.5 26700 17.0 13,183 8.4

南松浦郡

壱 岐 郡

対 馬 島

16

3

17

195

7.0

29.0

129

66

76

157μ

1535

1295

91

84

61

1110

19〔L4

1040

21

28

19

256

65.1

324

171

136

117

208.6

3164

199.4

17

5

22

20.7

1L3

37.5

12

5

11

14.6

1L6

18.7

41

12

51

50.0

27.9

86.9

40

26

25

48.8

60.5

42.6

9

9

6

110

20.9

10.2

35

32

31

46.7

74.4

52.8

1463

704

1038

17.8

16.4

17.7

778

486

431

9.5

113

7.3

、



「頃

医 療 状況 は あ る程 度人 口密 度 に比例 す る様 に思わ れ る。長崎 県全 体 の人 口密度 は388人 に

対 し上 五 島は218人 、対 馬 は 実に82人 で あ る。 これは 次の 自衛 隊 ヘ リコプ ター 出動 状況 の

図6-1で も示 唆 され る様 に島 内で は救 急時 にお いて、そ の症 病 に より完 全 な処 置 を本 土に

要請 せ ね ばな らない とい う事 と壱岐 ・下五 島 より上五 島、 また上 五 島 よ りも対馬が 医療 の需

要 に対 して 十 分な供 給 が な され てい ない の で はないか と思 われ る。

医 師数 は前 記表6-2で も明 らか な様 に長 崎県全体 と しては全 国 と比較 して も対 人 口比は

多 く、人 数 的 には年 々増 加す る傾 向に あ るが、離 島では 逆 に減 少 の傾 向 が見 られ 、特 に対馬

.は 深刻 であ る。

更 に医 師の老 令化 も重 要 な問題 で、 全国 の僻地 に も見 られ る様 に診療 活 動 に支 障 を きた し、

医 師の死 亡 に よ り無医 地区 に な る地 区 が 決 して少 な くない。'

表6-4長 崎 県 の 医 師 数 、 年 令 階 級 別

総 数
才90～

86
8㌃ 80～

76

75～

71

70～

66

65～

61

69㌃ 55～

51

50～

46

45～
41

40～

36

35～

31

、■
26

25

長 崎 県 2,255 8 15 27 73 115 158 161 181 345 242 277 '289 279 85

福江保健所

壱岐保健所

厳原保健所

有川保健所

53

26

26

33

一

ー

ー

一

一

一

ー

一

一

一

1

2

1

1

2

4

1

1

5

3

5

4

3

2

3

5

2

3

8

4

3

6

7・

5

4

7

3

5

3

4

5

-

1

1

10

1

1

1

9

-

1

}

1

-

一

一
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L2サ ー ビ ス 機 能 別 の 現 状 と 問 題 点

長 崎県 の医 療 体 制 を7サ ー ビス機 能 別 に なが めた場 合 に 次の様 に な る。

(1)一 般 診療

医 師不 足 や医 療 体 制 、 設備 の不 足 等 に対 処 す るた め 、県 お よび1市18町 村 で 自治法上 の

一 部事務 組 合 として離 島 医療 圏 組合 が 結成 され 、上 五 島、下 五 島、 壱 岐 、対 馬 等 に散在 す る

町 立あるいは市立病院が加入している。経 済的 に は独 立採 算 で あ る。

また、県ては 無医 地区 に僻 地 診療 所 を 設立 し、 そ の親 元 病院 か ら医 師を 定 期 的 に派 遣 し、 住

民 の 診療 を行 な ってい る。 しか し、医 師不 足で 休 診 中の 所 も あ る 。 そ こに勤務 す るパ ラ メ

デ ィカ ルに対 して も オー バ ー ワー ク は 必至 で 、 これ らに対 す る サ ポー トも望 まれ る。

離 島 か ら愚 老が 来院 した時 通 常 は 、 その 日の 内 に帰宅 す る事 は不 可 能 で あ る。国立 大村 病

院 で は現 在 、 病院 の施 設 の 一部 と して 、 このた めの 宿泊 所 を 建 設 中で あ る。

長 崎大 学 で は離 島病 院 ぺ 、 大学 病 院 か らrヵ 月交 代 で医 師 を 出向 させ てい るが、 人手 不 足

のた め十 分 に僻地 医 療 へ 協 力す る こ とが 難 か しい。

② 救 急 診療

離 島 にお け る救 急 診療 は ほ とん ど 自衛隊 の ヘ リコ プ ター 出動 にた よ ってい る。

陸路 と異 な り海路 で は救 急 に間 に合 わせ るに は ヘ リコ プター しか ない 。長 崎県 では海 上 自

衛隊大 村 基地 と近 接 して国 立 大 村病 院 が存 在 し、 我 国 では 最 も充実 した 救急 医療 ネ ッ トワー

ク が運 用 され て い る。

県 で は離 島 に ヘ リポ ー トを建 設す る と共 に、 国立 大 村病 院 に もヘ リポー トを 建設 した 。更

に ヘ リポー トの数 は 増 加 させ る予 定 で、 大型 ヘ リコプターの着 陸 できるヘリポー トも計画 中であ る。

(3)健 康 管理

長崎 県 では5隻 の 健診 船 を 用 い て巡 回診療 事 業 を 実施 してい る。

これ らは すべ て僻 地 協力 病 院 で あ る国立 大村 病院 を ヰ心 に長 崎 大 学医学部等の協力のもとに、

潜在 患者 の発 見 を第 一 義 に、 パ ラ メデ ィカル部 門 も含め 、質 量 と も高水 準 の健診 を 実施 し、

すべ て の 受診老 につ い て 健康 状 態 を健 康管 理 カー ドに 記 入、保 管 してい る。

これ らの デー タは その地 区を 担 当 す る医 師 が 管理 し、 医療 補助 の役 を果 してい る。 この僻

地 住 民 の 健 康 カ ー ドづ く り は 健 康 状 態 の 把 握 、 的 確 な 対 応 策 を た て る た め

に 重要 で あ る。 しか も地域 全体 を包括 医療 と して シス テ ム化 す る こ とが必要 な らば、 この デ

ー タは 重要 で あ ろ う。 長 崎 県 で は こ のデ ー タを コ ン ピ ュー タ に フ ァ イル す る事 も考 え て い

る。

(4)医 療 関係 者 教育

長 崎 県 には 長崎 大 学医 学 部 があ り、 その役 割は 主 に 高度 の医療 セ ン ター 、医師 養 成機 関 の

2点 で あ る。

医師 養 成機 関 と しての大 学 病 院 は 関連 病 院 と して長 崎 市民 病院 、原 爆 病院 、 国 立大村 病 院

等 を持 っ て い るが、 同 病院 は 昭和44年9月 か ら全 国 の 大学 病院 では じめ て 外来患 者 の紹 介
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制 を採 用 し、 一 般 外来 を廃 止 した。 そ の結果 、一般 の簡 単 な疾 病 を診療 す る機 会 が減 少 し、

この た め 前述 の様 な教 育 関連 病 院で この教育 を行 な う他 、'離島 の1つ であ る下 五 島 の五 島病

院 も長 崎大 学 と深 い 関係 に あ り、一 般教 育 のた め の一 役 を に な ってい る。

(5)コ ンサ ルテ ー シ 。ン

前 で も述 べた 様 に 高度 の医療 セ ン ター と しての長 崎大 学附 属病 院 は診療 科18科 、776床

の病院 で あ り、 現在で は 一般 外 来診 療 を廃 止 した。 そ して 昭 和50年 春 には 、病 院 内 に情報

資料 セ ン ターが 設立 され 、 コ ン ピ ュ ー タ の 導 入が な され る予 定 で あ る。

大 学病 院 の役 目 として考 え られ るのは僻 地 医 療の た め のア ドバ イザー の 役 目で あ ろ う。僻

地 医 療 シス テ ムの設計 か ら、 専 門医 に よ る診 療 の補 助 手段 の 開発 まで、 多 くの貢 献 で き る仕

事 が あ る と思 わ れ る。

また、離 島 では先 に述 べ た 医療 圏 組合 の病 院 間 で クループ ・プラクティス を行 ない 、あ たか も

同地域 内で1つ の総 合病 院 の 機能 を もた せ る計 画 もあ る。

(6)保 健教 育

各保 健所 は 現 在年2回 程 度 の移動 保 健所 を開 設 し、 健康相 談 、保 健 教育 、 栄養 指導、 食 品

・環 境 衛生相 談 指導 を行 な って い る。 これ ら の交通 手段 に健 診 船 が用 い られ る事 もあ る。

また、一定 期間 、 無医 地 区 に保 健 婦を派 遣 す る派遣 保 健 婦 制度 が長崎 に おい ては とられ てい

る。

以 上 各 サ ー ビス別 に抜 き出 した が、 こ れ らが本 シス テ ムに 示唆 する もの は多 々あ る。 その

中 で も特 に① 健 康 管理 、② 医療 関係者 教 育 、③ コ ンサ ル テー シ.ン 、④ 保 健教 育 、を重 点的

に 取 り上 げ る。

理 由は 離 島地 区の全 て の面で の レベ ル ア ップに あ る。また これ らのサ ー ビスは 特 に離 島地 区

に と って 必要 な もので あ るか らで あ る。
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表6-5 医 療 対'策

長 崎 県 の 離 島 医 療 の 対 策

県(保 健部、保健所、

離島医療圏組合) 国立大村病院 長崎大学医学部
本 シス テ ムの サ ポー ト

。無医地区へ僻地診 。離 島 の患 者 に対 ○僻 地 へ の医 師派 ○離島中心地へ総合

療所の設置と担当医 して病院内に宿泊 遣 病 院 を 設置 し、 無 医

の設 定。 所を提供 地区巡回診療には車、一般診療
○離島の公的病院を 船 を利 用 し、搭 載機

離島医療圏組合への 器 もあわせ 活用 す る。

編成 。

O僻 地 に ヘ リポ ー ト ○救急 セ ン ター的 O中 心地 へ 救急 セ ン

設 置 と ヘ リ コ プ タ ー 役 目とヘ リ収容 基 タ ーを 設置 し、 機動

救急診療 シス テ ムの運 用 地 病院 と して の性 的 な即 応体 制 を作 り、

格 時 に は ヘ リ コ プ タ ー

'

の 応 援 を求 め る。

。健 診 船 に よ る定 期 。巡回診療班の定 o巡 回診療班の定 。健 診 船、 健 診車 に

巡回診療 期健診に参加 期健診に参加 よる機動的な巡回と

健康管理 。無医地区住民の健
'

○離島地区の健康 回数増による潜在患
一

康 台 帳 の作 成 と フ ァ 台帳作成に関与 者の発見および病後

イ ル化 回 復 の促 進 。

○医 師 の教 育 ・養 o最 新情 報 、 資料 等
ノ

成 を 各医 師、 パ ラ メデ 重
医療関係

者 教 育
イ カ ル に 提 供 し、 医 点

療 レベ ルの 向上を は に

か る 。

○離島地区内の病院 ・高度 医療 セ ン タ o定 期 も し くは随 時 く

診療 所間 で の グノレー 一 的役 割 に質疑応答が可能な も
コ ン サ ル

プ ・ プ ラ ク テ ィス ○離島の特殊病例 状態で機器を設置す
テ ー シ ョン

の研究面で現地占 る 。

の 結 び つ き

○移 動保 健 所 に よ る 。従来 の方 法 よ り効

健康相談 保健教育 果 的 に する ため、 映
一

保健教育 等 。 像 機 器 を 主 力に す る。

○保健婦の無医地区 医 療 用以 外のプ ログラ

への派遣制度 ム も使 用 可 能 とす る。

一344一

方



L3離 島 医療 圏 組 合 病院 等 の概 要

L3.1組 合組織等の状況

① 構成団体(1県1市18町2村)

(1)長 崎県

(2)市 町村

(句 五島地域 福江市 富江町 玉之浦町 三井楽町 岐宿町 奈留町 若松町

上五島町 新魚目町 有川町 奈良尾町

(ロ)壱岐地域 郷ノ浦町 勝本町 芦辺町 石田町

をう 対馬地域 厳原町 美津島町 豊玉村 峰村 上県町 上対馬町

② 組 織

匡 合 議 会1船 事務局 事務願 課長

(定 数15入)

病院理事長.院 長

"

常 禰 院蹴 議会

任雀 病鴎 報 緩

i会≒:灘 理饗 富㊨ 、罐 金
事

奈 留 病 院 病院理事長 院長

奈留病院運営審議会

病院理事長 院長

上五島病院運営審議会

奈良尾病院 病院理事長 院長

公 平 委 員 「 組

(長 崎県人事委 運 奈良尾病院運営審議会
員会に魏)§

漂 ・ き 　 丁鷲 擁
病院理事長 院長

上対馬病院運営審議会
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● 上対馬町

豊玉村

●厳原町

● ヘリポート

。 主 要 市

壱岐空港

メ、生月町
〆

o
,9

占平戸市

古 川町
θ◇

若松町

図6-3

違

ヘ リ ポ ト と 空 港

表6-6救 急 ヘ リ コ プ ター 出 動 記 録

年 度 出 動 回 数

40年 11件

41 14

42 13

43 19

44 8

45 31

46 29

・ 計 125
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2.シ ステ ム を と りま く周辺 の 状 況

2.1社 会 的 諸 問題

2.Ll交 通.

(1)道 路建 設、 港湾 整備

無医 地 区 に は小 型 自動 車 が乗 り入 れ不 能 な地区 が 多 い ので 、 まず 自動車 道 を ひか ねば な

ら ない。また、離 島 内で も大 型健 診 車が 通 れ ない所 も あ るの で、道路 整 備 も必要 で あ る。

現 在 、各 保 健 所 の所 有 す る健診 船は 約3.ot程 度で あ るが、 これ で も乗 り入 れ 出来 な い

港 もあ るので 、 船着場 の建 設、改 良等 も必要 で あ る。 図6-4に 五 島地 区 の1時 間診 療 圏

を 示す 。

② 医 療交 通 費 の補 助

僻地 住敗 と 。て医 鰍 関へ 行 くため の交 通 費は 大 変 な もので、 例 えば バ ス・ タク シー

の無 い地 区 では徒 歩 で 、定 期 船 の無 い地区 で は 自己 負担 で チ ャ三 夕一般を使 わ ね ば な らな

い 。 そ こで 患者 用 の輸 送車 、輸 送 船が 必要 とな ろ う。

(3)空 港 、 ヘ リポー トの建 設 、整備

ヘ リポー トに関 しては 、現 在 多数 の 設置 が な され て い る し、充実 され つ つあ る のは先 に

述 べ た が、 空港 の建 設 も有 効 な手段で あ ろ う。 とい うの は医 療の足 に も使 え、医 師の研 修 、

医 療 情報 の伝達 等 に も便 利 で あ る。 い わば 本 土並 み とい った 生活水 準 の引上 げ が 先ず 必要

であ る事 は上記(1)～(2)で 判 明 す る。

2.1.2産 業 「

(1)集 落 集 中'・.

医療 問題 は 人 口密度 と関係 し、 人 口・が一 集落1,000人 以 下 ともな る と、 無 医地 区 とな る

可 能 性 もあ る。 そ こで 集落 の 集団移 動 等 によ る集 中化 も必要 と考 え られ るが、 これは 地元

住民 意、識 と も関 連 し、 現 実 には困 難 な要 素 もあ る。

(2)産 業 の振興J

離 島で あ る故.こ れ とい った 産業 形 態 が 見い だ せ な いが 、例 えば観 光 資源 を利 用 した産

業 振 興や 無 公 害企 業 の 誘致 も有効 か も しれ な い。
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2.2通 信 回 線

モ デ ル地区 の回線 状況 は この シス テ ム設計 の基 盤 と もな るべ き 重要 な フ ァクターで、 本 来

な ら十二 分 な調 査が これ に費 いや され るべ きで あ るが 、 こ こでは あ る程 度推測 の域 で考 え ら

れた もので あ る事を 断 わ ρ てお く。

従 っ て 、 あ くま で ここで描 か れ る も の は 現 状 と将 来 の 可 能 性 との 間 にず れ が あ る

か も しれ ない。

,

2.2.1現 状 と処 置

(1)本 土間(長 崎 一大 村)

この 間は 比較 的 回線 状況 は 良好 で あ るが 、4MHz帯 の 使用 は 現在 の所 、無 理 であ るが 、

1MHz帯 程度 の使用 は可 能 で あ る と推測 し、 テ レ ビ電 話 を相互 に設置 し、連 絡用 とす る。

また、デー タ通信等 に必要 な回線 は 確保 出来 る もの とす る。(長 崎 一大 村間 は線路 距離 に し

て 約40kmあ り、寛 々公社 の試 行 サ ー ビスは現 在 の とこ ろ受 け られ ない。)

(2)本 土 一五 島地 区 間

本土 よ り上 五 島(長 崎一 有川)、 お よび下 五 島(長 崎 一福江)の 間 は マ イク ロ回線 上 の

距離 に して、 前者 は 約100km、 後者 は 約130kmua及 ぶ 。

現 在 の マ イク ロ回線 で4MHz帯 の使 用は 許 可 され ない し、 また出来た として も、 端末 機 等

の 技 術 的問 題 等で 困難 で あ ろ う。また、新設す るに して も経 済 的 あ るい は法律 的問題 等 で無

理 と考 え られ る。

そ こで 、 この区間 は デー タ通 信 用 、相 互連 絡 用 の専 用回 線 が確 保 され るもの とす る。

本⊥ の セ ン ターか らの コ ンサル テ ー シ ・ン、住 民 教育 、 医療 従事 者教 育 、 一般 診療 の サ

ー ビス に対 して画 像 伝送 が 不可 能 なた め
、 大 幅 に後退 す る結果 となった。、従 って五 島地 区

内 で映像 サ ー ビスの 中心 とな る設備 を持 た なけ れ ば な らな い。 本土 と五 島地 区 で は コ ン ピ

ュー タの リモ ー トバ ッチ シス テ ムに よるデ ー タ処理 、 フ ァク シ ミリ、 手書 き書 画、 電 話 等

に よる交信 と航路 ⊂船 舶、 飛 行機)を 用 い た結 びつ きが考 え られ る。

(3)五 島地 区間

現 在 の同 地区 内 の回 線で は画 像 伝 送 は不 可 能で あ るが、 心電 図電 送 、デ ー タ通 信 は可 能

と推測 され る。

しか し、 本土 と画像 伝送 が② の理 由 に よ って無理 とな れば 、 五島 地区全 体 に及 ぶ 伝送 シ

ス テム が考 え られ る。

こ のモ デ ル地 区 で設 定 された サ テ ラ イ トとタ ー ミナルを 有 す る地 区 の電 話 が 全て 自動 化

され てい る と考 え る と、 島 内 の 電話 回 線 に同 軸 ケ ーブル を敷 設 す る事 が 考 え られ る。 そ れ

に は電 々公社 に依 頼 す る方 法 と私 設 に よる方法 が 考 え られ る が、 この モ デ ル シス テ ムの た

め に全 回線 長 約150々 加位 必要 と推 測 され 、 そ の規 模 か らい ってむ しろ、 私 設 同軸 ケ ～ ブ

ル が好 ま しい と思 われ る。
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〔===]現 在の公社回線 一 現 在 の 航 路
(1MHz帯 を使用)

習鑑 書舗 … 棚 設・れ・べき

(セ ン タ ー)

(サ テライ ト)

(タ ー ミナ～レ)

品

分室

大 村

図6-6

S1

福 江

S2

上 五 島

通 信 回 線 の 概 略 図

一351一



ろ.ジ ス テ ム 設 計

3,1各 レ ベ ル の 設 定

本 シ ステ ムでは 、1モ デ ル地 区 に セ ンタ ーが1カ 所、 サ テ ラ イ トが数ヵ 所 、 タ・・一ミナ ルが

多数 配 置 され る こ とが 原 則で あ り、長 崎地 区 に おい ては 、センターが1カ 所 、サ テ ラ イ トが2

カ 所 、 ター ミナ ルが8カ 所(各 サ テ ライ トに4カ 所つ つ)設 置 す る。以 下 に設置場 所(表6

-9)決 定 の理 由 につ い て述 べ る
。

(1)セ ン ター

長 崎大 学 医学 部 附属 病 院 は 、長 崎 県 に おけ る医 療 の主導 的 立 場 にあ り本 シ ステ ムの サ ー ビ

ス機 能 の健康 管理 、医 療 関係 者教 育 、 コン サ ルテー シ 、ン、保 健教 育 を実 施 す るためにセンタ

ーを 設 置 す るのに 最適 で あ り
、ここにセンターを置 く。 また本 医 療機 器 シ ステ ムに おい て救 急

診療 、一 般 診療 、健 康 管理 等 の機 能 を 十分 に持 たせ るため に は、 国立 大 村病 院 が絶 対 に 必要

で あ る。 本 モ デ ル地 区 に おい て は国 立大 村病 院 をセンターの分 室的存 在 で シス テ ムに組 み 込 む

こ とに した。 現時 点 に拾 い て はセンターの分室 とす るが、 将来 は 本 土地 区 の サ テ ライ トと して

の機 能を 持た せ る こと も検討 してい る。

(2)サ テ ラ イ ト

長 崎県 五 島地区 は 、一 般 に上五 島地 区 と下 五 島地 区 に分 割 され てお り、 サ テ ラ イ トの 設置

場 所 も各地 区 に1カ 所 ず つ 必要 であ り、そ れぞ れ代 表 的 な病 院 と して下 五 島福 江 市 の五 島病

院 と上 五 島では上 五島 町の上 五 島病 院 があ りここに設置 するが、上 五 島病 院 は 整備 が遅 れ てい る

の で整 備 が 必要 で あ る。 特 に本 シス テ ムでは 、 福江 市 の五 島病 院 に情報 処理 機 器 を 充実 させ

て 五 島地 区全域 の ファイルを管理する。また、救 急指 令装 置 を配 置 して五 島地 区全域 の救 急業 務 を

管 理 させ る事 に よ って 上 五 島病 院 との 重 複 を避 け るこ とに した 。上 記病 院 の概 要 を表6Ls

に掲 げ た。

(3)タ ー ミナ ル

ター ミナ ルの設定 に関 しては 、 本 シス テ ムの 導入 が 行 な え る可 能 性 の あ る有医 の医 療 機

関 を 選 択 した 。 無 医 の医 療機 関、 無 医 地 区 等 に も この シス テ ムを組 み 入れ るべ きであ ろ う

が 、 今 回は 特に 組み 入れ な か った。
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表6-8 五 島 地L区 の 病 院(離 島 医 療 圏 組 合)

施 設 名
五 島 病 院

富 江 病 院 奈 留 病 院 上 五 島 病 院 奈 良 尾 病 院本 院 分 院

所 在 地 福江 市木 場 町450 福江 市上 大津 町
182

南松浦郡富江町
狩立郷489

南松浦郡奈留町
浦郷1644

南松浦郡上五島町
育方郷2338

南松 浦郡 奈 良尾 町

奈 良尾 郷635-2

診 療 科 目

内科 外科 小児
科 整形外科 産
婦人科 眼科 耳
鼻いんこう科
(歯 科)

内科 呼吸器科
精神科 神経科

内科 外科 内科 外科 内科(外 科)
産婦人科

内科 小児科 外
科 産婦人科 放
射線科

病 床 数

一 般 200 45 24 38 52

精 神 50

結 核 106 12 16

伝 染 (20) (10) (15)

計 (20)200 156 45 24 (10)
50

(15)68

採 択 点 数 表 乙 乙 乙 乙 乙 乙
基 部.看 護 一 般1類

基 準 給 食 ○ ○ ○ 、 ○
基 準 寝 具 ○ ○ ○ ○

指定医療機関の種類

保険 結核 被爆
者一般疾病 労災
生保 原子爆弾被
爆者育成 養育

保険 結核 精神
被爆者一般疾病
生保

保険 結核 被爆
者一般疾病 労災
生保

保険 結核 被爆
者一般疾病 労災
生保

保険 結核 被爆
者一般疾病 労災
生保

保険 結核 被爆
者一般疾病 労災
生保

1.地(h　 2) 19,681.46 10,948.45 6,260,0 、 1,576.85 6,225.49 3,030.08

建

物

(㎡)
病院 施 設

耐火 4,642.38 59.55 1,564.55 748.61 123.27

木造 265.06 2,668.64 93.35 1,427.80 1,608.26

職員厩)
耐火 171.72 308.83

木造 735.68 128.16 622.83 215.20 448.29

計 5,814.84 3,165.18 2,227.38 84L96 L643.00 2,179.82

職 員 数
定 員 227 45 23 27 59

現 員 210 38 19 27 35

備 考



表6-9レ ベ ル 構 成 表

レ ベ.ル 場 所 名 称

本 セ ン タ ー(C) 長 崎 市 長 崎 大 学 附 属病 院

土 セ ン タ ー 分 室 大 村,市 国'立 大 村 病 院

下
サ テ ラ イ ト(S、) 福 江 市 医療圏組合五島病院

五 タ ー ミ ナ ル 富 江 町 〃 〃 富 江 〃

島 〃 奈 留 町 〃 〃 奈 留 〃

地 〃 三 井 楽 町 町 立 三井 楽 診 療 所

区 〃 玉 之 浦 町 〃 玉 之 浦 〃

上
'サ テ ラ イ ト(S

2)

◆

上 五 島 町 医療圏組合上五島病院

五 タ .一 ミ ナ ル 奈 良 尾 町 〃 〃 奈 良 尾 〃

島 〃 有 川 町 町 立 有 川 診 療 所

地 〃 若 松 町 〃 若 松 〃

区
〃 新 魚 目 町 〃 新 魚 目 〃

3・2機 能 分 析

3.2.1セ ン ター(Cと 略 す)

セ ンター の機 能を 挙 げ る と次の様 にな る。

(1)高 度 専 門分 野で の コンサ ルテ ー シ ョン

これ は 脳波 、 心音 等 の解析 のた めに 高 度生 体情 報 解 析装 置 を必要 とす る。特 に回線 の事

情 で サ テ ラ イ トか らの要 求 に対 して早 急 に コンサ ル トしな くて も良い ものや 、学 術上 必要

な もの を主 と して解析 す る。

また、医 師 の 指示 、 文 献等 を 伝 え るため に手書 き書画 伝 送 装 置 あ るい は ファク シ ミ リ装置

等 も配 置 され る必要 が あ る。

② 他 レベ ルの 医療 従 事者 へ の教育'

主 に離 島 の医 師 、 パ ラメデ ィカ ル等 の生 涯 教育 りた め定 期 的 に 書籍 を編 集 した り、 リク

エ ス ト放映 用 プ ログ ラ ム等 を 編集 して配 布す るが 、現 状では 船便 、 航 空便 等 を利 用す る。

(3)医 療 デー タの蓄 積 と高度 解析

サ テ ラ イ ト地 区 か らの全 デー タを蓄 積 し、特 に高 度 な解析 が 必要 な もの を ピ 。クア 。プ

す る。

これ に は住 民 デ ー タ、 各種 医療 資 材 デ ー タ等 の 総合 管理 デー タを扱 う高 速大 容量 情 報検

索装 置 が 必要 で あ り、 大 型電 算機 を設置 す るこ とに よ り、五 島地区 以 外 の離 島地 区(対 馬 、

壱 岐等)に も適 用 され るの が望 ま しい 。
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(4)保 健教 育 の ア レン ジ

主va巡 回診 療 時 に開 催 され る もの と して、離 島の 実 敵 照 ら した蜘 象用 プ ログ ラムのY#

成 と編鄭 当た る.ま た、機 器保 守、 修 理用 の た めのVlエ ス 順 映 用 の プ ロ グ ラム作 成 も

実 施 す る。

(5)距 離 的に 近 い大 村 市 の国 立大 村病 院 に分 室を持 ち 、 救急 診療 、一 般 診療 の機能 を 強 力

な もの とす る。

(6)本 シス テ ム全体 の運 営管 理

総 合管 理 デー タ に よ る資材管 理 や事 務管 理 お よび保 守要 員や シス テ ム要 員の養 成機 関の

役割 も果 たす 。

(7)巡 回 健診 に医 師を 派 遣 す る。

⑧ サ テ ラ イ トと の リモ ー トバ ッチ処理

保 守 、交通 事情 等 の制 約で 、離 島に大型 電算 機 を置 くことは困 難 である。そ こで セ ンタ ー、

サ テ ラ イ ト間 では リモ ー トバ ッチ方式 に よる情報 処 理 を行 な う。

3.2,2セ ン タ ーの 大 村 分 室(分 室 と 略 す)

(1)救 急診 療 の ア レ ンジ ・

これ には 大 別す る と次 の様 に な る。

a)ヘ リ コプ ターに よる医 師派 遣

b)重 症 患 者 の 受入 れ

c)高 度 の精 密検 査 の 受 入れ

以 上 の機 能を 満 た す ため には ヘ リ・ ブ タ鵡 載 腓 編(救 急 処理 て関 す る機器・ 患 者監

視用 機器 を含 め る)、 生体 情報 解 析装 置等 が必 要 で 、 時 には セ ンタ ーの デ ー タを検 索 す る

医 用情報 端 末 等 も必要 で ある。

② サ テ ラ イ ト、 ター ミナ ルへ の一 般 診療 補 助

下位 レベ ルの一 般 医師 か らの診療 補 助要 求 に対 して、生 体情 報 解 析装 置 に よる解析 を 実

施 した り、 ファ クシ ミ リ、 手書 き書 画 を使 って 回答 す る。

(3)セ ン ター との相 互 バ ック ア ップ

(4)将 来は 、本 土地 区 の サテ ラ イ トと しての機 能 を 持 たせ て独 立 す る。

3.2,3下 五 島サ テ ラ イ ト(S1と 略 す)

(1)遠 隔 装 置 に よ るタ ー ミナ ルの医 療補 助

こ のた め に は、 遠隔TV診 察装 置が 考 え られ る し、心 電 図等 の伝 送 結 果 を生 体 情報 解析

装置で判別 し、一 方 イメー ジ フ ァイル等 か ら代表 的 事例 を検 索表 示 し、 比較 す る事 もで き る

だ ろ う。 ま たS1で 処置 出来 ぬ時 は セ ン ターに依頼 す る。
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② 救 急 時 の判 断 と処 理

離 島の 中心 部 に救急 セン ターを 設置 し、各 ター ミナ ル、 サ テ ラ イ ト(S2)よ りの救急 要

請 に応 じて、 島 内 の適 当 な施 設 に 収容 す るか 、 セン タ'1・大 村 分室 に ヘ リコ プ ターの 出動 要

請 をす るか決 定 指 令 す る。 こ こには救 急 車(船)を 配 備 し、 民 間 か らの要 請 に も直接 受 入

れ が可 能 とす る。

使 用機 器 と して生体 情報 解 析装置、 救急指 令装置、移 動無 線装 置や 各 種搭 載 用 医療 機器 等

が考 え られ る。

(3)医 療 デ ー タの収 集 と集 中処 理

各 ター ミナ ル、 上 五 島サ テ ラ イ ト(S2)か ら入 力 され た デ ー タを下 五 島 サ テ ラ イ トの分

も含 め て、 デー タバ ン クに 蓄 積 し集 中 処 理 を行な う。 また、センタ ーか ら送 られ た定期 デ ー

タ も随 時 入力 し、 必要 な もの は各 下位 レベ ルの端 末へ 伝送 す る。

(4)住 民へ の保健 教育 の ア レン ジ

移 動保 健 所 実施 時や 巡 回 診療 等 の 際 に セ ン ターが編 集 した教 育 用 プ ロ グ ラムの リクエ ス

ト放 映 が可能 な状 態 にす る。 例 えば 共 同 受信地 区 等 へ放送 した り、 各 リクエス ト放映 端 末

へ 流 した りす る。また、必要 な教 育 プ ロ グ ラム作成 を センタ ーに要 求す る事 も出来 る。

(5)セ ンタ ーか ら の教 育 情報 、医療 情報 の ア レン ジ

セ ン ターか ら定 期 的 に 郵送 され る最新 医療 情 報 等を イメー ジ フ ァ イル、 リクエ ス ト放 映

の各 端末 で 受信 可 能 に す るた め の作 業 を行 な った り、 必要 に応 じてはファクシミリ等で ドキュメ

ン トと し使 用 出来 る様 に各 端 末 に手 配 す る。

(6)タ ー ミナルに 対 して専 門 科 目の コ ンサ ルテ ーシ ョン

タ ー ミナ ルの医 師 あ るい は パ ラメディカルに随 時 また は定 期 的 に サテ ラ イ トの専 門医 が コ

ン サ ル トす る。 これ に はTV装 置 を 使 っ た もの と
、 手書 き書 画装 置 等 を用 い た もの が考

え られる。また、保守 方 法 や 修理 方法 を リクエ ス ト放映 装 置を 利 用 して、 学 習 した り、 確認 す

る事 も出来 る。

(7)離 島地区 のデ ー タ バ ンク の役 目 と セン ター との リモー トバ ッチ処 理

セ ンタ ーの大 型計 算 機 と接 続 して、 処 理 を 行 な う フ ァ イル類 の 関係か ら、大 容量情 報

検 索装 置 等 が 必要 とな る。幽

(8)保 守 要員 の駐 在

保 守要 員 を駐 在 させ 五 島地 区全 域 にわた り設 備の保守、修 理 を 実施 す る。

(9)住 民の 健康 管 理 の ア レ ンジ

受持 つ サ テ ラ イ ト、 タ ー ミナ ル 周辺 の住 民 の健 康管 理 を定 期 的に 行 な う。 こ れ に は 健

診 車(船)を 利 用 し各 種搭 載用医 用 機 器 を活 用 し、 各種 情報 を カセ ッ ト収録 等の 方法 で、 サ

テ ライ トに持 ち帰 る。
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3.2.4上 五 島 サ テ ラ イ ト〔S2と 略す)

(1)遠 隔 装置 に よる タ ー ミナ ルの 医療補 助

qと 同程 度 の医療 補 助 を実施 す る。

② 救急 時 はS1の 指示 に基 づ い て活 動 す る。

救 急車 〔船)を 保 有す る。

(3)医 療デ ー タの収 集 と検 索

医 療 用各種 デ ー タをSl・N伝 送 し、随 時結果 を 出力す る。

(4)住 民 の健 康 管 理 の アレン ジ

S1と 同 程 度 の健 康 管理 を実 施 す る。

㈲ タ ー ミナ ルの 医療 関係者 へ の専 門科 目 コン サル テ ー シ ・ン

Slと 同程 度 の コンサ ル トを実 施す る。

3.2.5タ ー ミナル(Tと 略す)

(1)S又 はSの 指 示 、 援助 に よる医 療 活動 の 実 施。

(2)定 期 健 康管 理 で は セ ン タ ー派 遣 医 師 の補 助 を す る。

(3)一 般 診療 で定期 健 康 管理 時 に入力 した医 療 デ ー タを活用 す る。

(4)住 民へ の保 健教 育

リク エス ト放 映 端末 か ら移 動可 能 な ポ ー タ ブル受 像 機 等 へ放 映 し、機 動 的 にす る。 また、

受 像 不能 地域 では ポ ー タブル視 聴覚 装 置(AV)等 を用 い る。

●
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表6-・10 各 レ ベ ル 別 機'能 義

レ ベ ル 機 能

O高 度 専門 分野 で の コ ンサ ルテ ー シ ョン

セ
O他 レベ ルの医療 従事 者 へ の 教育 ン

ン
O医 療 デー タの蓄 積 と高度 解析 ,

タ

O保 健教 育 のア レン ジ

Oセ ン ター分 室 との相 互 バ ック ア ップ

|
o木 シス テ ム全 体 の運 営管 理

(C) O巡 回健診へ医師派遣

oSlと の リモ ー トバ ッチ処 理

セ
Oセ ン ター の救急 診療 、一 般診 療 の 機能 を バ ック ア ップす る。

ン

× タ
oS 、Tを生体情報伝送等の手段で診療補助

村1 Oセ ン タ ー と の 相 互 バ ッ ク ア ッ プ

分 の

室
O将 来 は本 土地 区 の サ テ ラ イ トと しての機 能 を 持 ち独立 す る。'

O遠 隔装 置 によ る ター ミナ ルの医療 補 助

サ

テ

ラ

イ

ト

O救 急 セ ン ターが 救 急 時 の判 断 と処 理 を行 な う

O医 療 デ ー タの 収集 と入力 によ る集 中処 理

O住 民 へ の保健 教 育 の ア レン ジ

○セ ン ターか ら の教 育情 報 、医 療 情 報 の ア レン ジ

oTに 対 して専 門 科 目 コ ンサ ル ト

o離 島地 区 の デ ー タバ ン クの役 目 とCと の リモ ー トバ ッチ処 理

(S1)
。保守要員の駐在

o住 民 の 健康 管 理 の ア レン ジ

サ

テ

○遠 隔装 置 に よ る ター ミナ ルの医療 補 助

o救 急 時はS1の 指示 に基 づ い て活 動 す る。

ラ

イ
○医 療 デ ー タの 収集 と検 索

.ト O住 民 の 健康管 理 の ア レ ン ジ

(S2) oTの 医 療 関係 者 へ の専 門科 目コ ンサ ル ト、'

タ oS1又 はS2の 指 示 、援 助 に よ る医 療 活 動

1 〇一般診療時に巡回診療実施時の健康管理データを活用

ミ ・

ナ
O巡 回 診療 で セ ンタ ー医 師 を ア シス ト

ノレ 。住民への保健教育

(T)
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表6-11 移 動'系 の 機 能 と 搭 載 機 器

搭 載 機 器
.∠へ 備 考搬 送 設備 口 数 機 能 と 運 用

医 療 機 器 情報処理機器 通 信 機 器

O患 者輸送車 1/T Tの 医師の往診 と患者輸送を 簡易応急処理装置
一 タ ク シ ー 無 線

(自 家用車
も可) 兼 ね る。(軽 装 備)

T
○患者輸送船 1/T 上 記 と同 じ(離 島 を 受持 っ て 〃

一 〃

(小 型)
い るTの み)

o救 急、 車 1/S Sの 地域 内 の 急患 収 容

(S、Tと 連 絡)

応 急 処 理 装 置 簡易生体情報
収集装置

双方向無線連絡装置

S

・救(§ 速撃 1/S 〃 〃 〃 〃

o健 診 車 1/S Sの 地域内の定期巡回用 各 種{建 診 機 器 〃 〃 視聴覚装置をもつ

o〃 船 1/S 〃 〃(各 機 現 在の もの を強化 〃 〃 〃

器 は 内装 無 し、運 搬 の み)

Oヘ リコプタ ー 1/CB S、Tの 処 置 出来 な い重 症患 者 簡易応急処理装置 簡易生体情報
収集装置

双方向無線連絡装置

の 収容 。(場 合 に よ っては 自
セン ターの

ノミ村 分 室 衛隊 ヘ リコプ ターの 使 用)
、

C =
一 一 一 一

'
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3.3シ ス テ ム 構 成

3.3.1シ ス テ ム構 成

五 島 地区 にお け る 医療 機 器 シ ステ ムの 構 図 を 図6-7に 示 す。 セ ン ターは 、 医療 関係

者教 育養 成 機 関 、 高度 医療 研究 機 関 として活動 中の 長 崎大 学医 学部 に 設置 す る。 また現 在

ヘ リコ プタ ー に よる救 急患 者 収容病 院
、離 島地区 の 親元 病 院 で あ る国立 大村 病 院 に大村 分

室 を持 ち救 急 診 療 、一 般 診療 の強 力化 を は か る。

サ テ ラ イ トは 、上 五 島 と下 五 島 に1ヵ 所 ず つ 必要 で あ るが 島 内で あ る程 度 の医療 が 実施

で きる病院 と して 下五 島福 江市 の 五 島病院 があ りこ こに サ テ ラ イ ト(S1)を 設置 す る。 ま

た 上五 島で は 数 ヵ所 の病院 で グ ルー プ ・プ ラクテ ィスを 行 うこ とに よ って1つ の総 合病 院

的 な 医 療が 実 施で き る 状況 にあ り、サ テ ラ イ トを設置 で き る病 院 は ない が、 今後 整備 され

るこ とを前 提 と して地 理 的条 件 を も考慮 して上 五 島町の上 五 島 病 院にS1よ り小規 模のサテライ

ト(S2)を 設置 す る。

ター ミナ ルは、 上 五 島、 下五 島にそ れ ぞれ4ヵ 所 ず つ設 置 す る。 設置 場 所を 以 下 に示 す 。

上_陰 言 ㌶ ㌘
(s2　 ミナル)ぽ 尾蕊 ㌶ 》錫 蹴 合)

奈 留 町 一 奈 留病 院(医 療 圏 組 合)

下 五 島 富 江 町 一 富 江病 院(同 上)

(Slの タ ー ミナ ル)三 井 楽 町 一 町 立三 井楽 診療 所

玉 ノ浦 町 一 町立 玉 ノ浦 診療 所

また各 レベ ルご との必 要 資源 を表6-12に 示 した。 また 同表 に 基づきセンター=大 村 分

室 の シ ステ ム構 成 を図6-8に 、 サ テ ラ イ ト(S1)=サ テ ラ イ ト(S2)=タ ー ミナルの シ

ス テ ム構成 を 図6-9に 示 した。

一360-一



ω
⑳
声

● センター
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図6-7五 島 地 区 シ ス テ ム 配 置 図(数 字 は 直線 距 離 を示 す)

● 大村



ー

ω
O
N
ー

・

表6-i2 五 島 地 区 必 要 資 源 表

人 的 資 源
1建 造 物 ㎡

医 療 機 器 通'信 機 器 映 像 機 器 情 報 処 理 機 器 搬 送 機 器

専 門 医 高度生体情報解析装置1 多重送受信装置1 イメー ジ フ ァ イル1 大型電子計算機1
パ ラメディカル2 ファク ンミリ1 リ トリー バ ル フ ァ イル1 大容量情報検索装置1

セ ン ター
コンら 一夕要員15 400 手 書き書画1 イ メー ジ フ ァ イル端 末1 COMl
保 守 要 員3 ネ7ト ワーク制御装 置1 入出力端末装置1

《C) 事 務.員6 TV電 話1
(管 理者 を含む)

専 門 医 生体情報解析装置1 ・多重送受信装置1 小型電子計算機1
パ ラメデ ィカル2 400 搭載用医用機器1 ファクシ ミリ1 入出力端末装置1 ヘ リ コ プ タ ー

センターの

大村 分 室
コンピュータ要員4

事 務 員2
・

手 書 き書 画1
TV電 話1

.

今 (目 蒲隊に要請)

.

一 般 医3 生体情報解析装置1 多重送受信装置1 イメー ジ フ ァ イル1 小型電子計算機1 救 急 車1・F －八 フ メア ィカ ル20 健診検査装置1 ファクシ ミリ1 リ トリー バ ル フ ァ イル1 大容量情報検索装置1 救 急.船1
コン ピュータ要 員10 自動細胞スクリーニング装置1 手 書 き書画1 イメー ジフ ァイル端末1 COM1 健 診 車1

サテライト 保 守 要 員3 700 搭載用医用機器2 高解像度画像伝送装置'1 リクエス ト放映装置1 入出力端末装置1 健 診 船1
(S1) 事 務 員6 愚老監視装置1 救急指令装置1 遠隔TV診 察装置1 携帯用人出力端末装置1

運 転 手4 遠隔制御付医用装置1 移動無線装置1
自動問診装置1 ネ7ト ワーク制御装置1

分娩監視装置1

一 般 医2 生体情報解析装置1 多重送受信装置1 イメージファイル端末1 小型電子計算機1 救 急 車1
パ ラ メデ ィ カル10 健診検査装置1 ファクシ ミリ1 遠隔TV診 察装置1 入出力端末装置1 救 急 船1
コンピュータ要員2 自動 細胞スクリーニング装置1 手書 き書画1 リクエス ト放映端末1 携帯用人出力端末装置1 健 診 車1

サテライト 事 務 員4 700 搭載用医}目機器2 高解像度画像伝送装置1 健 診 船1
S2 運 転.手4 患者監視装置1 移動無線装置1

遠隔制御付医用装置1
自動問診装置1

分娩監視装置1

生体情報収集伝送装置 各1
一 般 医8 簡易環境分所装置 各1 多重送受信装置 各1 イメージフ7イ ル端末 各1 入出力端末装置 各1 患 者 輸 送 車 各1
パラメデ ィカル8 各 タ ー ミナ ル ボ ー タ ブ 几診療 ユ ニ ッ ト 各1 フ ァク シ ミリ 各1 保健教内用AV装 置 各1 携帯用入出力端末装置 各1 患 者 輸 送 船 各1

. 運 転 手8 150 小型 レン トゲン装置 各1 手書 き書画 各1 遠隔TV診 察装置端末 各1
,.

ターミナル 簡易検体検査装置 各1 高解像度画像伝送装置 リクエス ト放映 端末 各1

(T) (各 ター ミナ ル 簡易応急処理装置 各1 端末"各1 ←

1名 ずつ) 愚老監視装置端末 各1 留 守番電 話 各1

分娩監視装置端末 各1

自動問診装置端末 各1

遠隔制御付医用端末 各1

・ 増 員 分 の 実 数 ・本 プ ロ ジ ェク ト ・ 既 存 の 機 器 は 除 く ・ 同 左

備 考 のために増 設する

分のみ

・

'
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3.3.2フ ロア プ ラン

セン ター(C)、 セ ン ターの 大 村 分室、 サ テ ラ イ ト(Sl)kよ び(S2)は 既 存 の 医療機 関 に

併 設 され る もの で あ り、太機 器 シス テ ムの機 能 に必要 と され る部屋 の 概要 の み を図示 す る

と と もに各 レベ ルの 部屋 名、 部屋 に設置 す る機器 、 部屋 の 広 さ を表 と して掲 げ た。 な お大

村 分室 とサ テ ラ イ ト(S2)に つ い ては セ ン ター(C)、 サ テ ラ イ ト(S1)の 図表 で代 用 す る

もの とす るが、 電算 機 室 等 に 多少 の変 更 が あ り全体 の規 模 も小 さ くな る。 ま た移動 系 と し

て健 診車 、健 診船 、 救急 車、 救 急船 の 概要 を図 示 す る とと もに必要 な装備 の概 略 仕様 を表

に掲げ る。

,

,

表6-13 五 島 地 区 セ ン タ ー の 設 置 機 器

部 屋 名 設 置 機'器 部屋 の大 きさ㎡ 備 考

大型電算機一式(医 療情報入出力装置含
・

む)、 高度生体情報解析装置(返 信用 力
計 算 機 室 200

プラを含む) 、高速 大 容量 情 報検 索装 置 、

イ ン タ ホ ー ン 、 空 調

イ メー ジ フ ァ イ ル 、 生 体 ア ナ ロ グ情 報 り '

フ ァ イ ル 室 ト リー バ ル フ ァ イル 、COM 、 書 籍 、 イ 50

ン タ ホー ン、情報 検 索端 末 装置

TVモ ニ タ装 置 、動画 像伝 送装 置、X線

モ ニ タ装 置、 遠隔 制 御装 置 、静 止画 像 伝
モ ニ 、タ 一 室 30

送 装 置 、 ハ ー ド コ ピ ー 、 イ ン タ ホ ー ン 、

情報検索端末装置

デ ー タ伝送 装 置 、双 方向 同時通 話装 置 、
'

通 信 室 医 用 フ ァ ク シ ミ リ、 テ レ メ ー ル、 広 帯 域 20

■
多重送受信機

休 息 室 イ ン タ ホ ー ン 、 急報 ベ ル 、 べ.ト 15

管 理 室 、 他 インタ ホ ーン、 一 テ,リ テ 磁 備 50

ヘ リコ プ ター 無 線 装 置

三

検体検査室等は病院の既存施設を利用する。

一365一
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表6-14 長 崎(五 島 地 区)サ テ ラ イ ト設 置 機 器

部 屋 名
部 屋
面積 ㎡

設 描 機 器 備 考

受 付 '般情 報 入lll力 端 末
、lD装 置、 窓U会 計装 置

健 診 室 192

健診検査装置、生体情報収集装 置、生体 アナログ情報入出力端 末、
***

カ ラーTV(入 出)、 イ メー ジフ ァ イル人 出力端 末

健診装置等は各通信 レベルに

応じた性能の ものを設置する

遠 隔 診 療 室 48

遠隔 診 療装 置:、生 体 アナ ロ グ情 報入 出力 端 末、 イ メー ジ フ7イ ノレ出

*亭*
力端 末(高 解像 度 カ ラー 静 止画 デ{ス プレイ)、 遠 隔 カラーTV(カ

メ ラ、モ ニター)、 フ ァク シ ミリ、 一般 情報 入出 力端 末

遠隔 カ ラーTVは レベ ル 】で

は サ テ ラ イ ト内で の み使 用 可

検 査 室 36 検体処理装置、各種検査装置、 ファクシミリ、一般情報入出力端末

－

X線 室 36 X線(カ メラ、モニター)、 カ ラ ーTV(カ メラ、 モニ ター)△ ムサテ ラ川 内でのみ使用

写 真 処 理 室 24
紳イ メー ジ フ ァ イル入 力端 末

'救 急 指 令 室
36 救 急 指 令 装 置

救急医指令室 24

医 用 デ ー タ入 出力端 末 、生 体 ア ナ ログ情報 入 出 力端 末 、 フ ァク シ ミ

リ、救 急医 指令 装置 、 一般 情 報 入 出力端 末 、 イ メー ジ フ7イ ル出 力

端末 〔 カ ラーTV(モ ニ タ ー、 カ メラ パ

カ ラーTVは サ テ ライ ト内 の
・

遠 隔 カ ラーTVと 兼 用 可

コン ビ,一 夕 室 :ハ6

ミニ コ ンお よび 周辺 機 器 、磁 気 テ ー プ装 置 等 、各 種 メモ リー、

フ7ク シ ミリ ・

周辺機器は レベルによ り規模

は異なる

イメー ジ

フ7イ ル室
.30

.

イ ・一 ジ ・ 。イ・π 作 成 、処 理、 ・.イ'・ 本体 検 職 置、 入 出力

端末 、 制 御盤)、 情 報 入 出 力端末

資 料 室 36

.

各 種 デー タ、 フ7イ ルの 蓄積

通 信 機 室
A

84

・

双方向広帯域送受装置、中継装置、画像情報伝送装置、通信系制御

盤、 デー タ通信装置、制御情報伝送装置'

各 科 診 察 室

生体 情 報 収集 装 置 、生 体 ア ナ ロ グ情 報 入 出力端 末 、 フ ァクシ ミ リ、

各種 診 察装 置 、 イ メージ7ァ イル 入 出力端 末で*カ ラーTV(カ メ

ラ、 モ ニ タ ー ∫'
・

手 術 室
傘

生体 情 報 収 集装 置、 カ ラーTV(カ メラ、 モ=グ ー)

カ ラーTVは レベ 九]、 口で

は サ テ ラ イ ト内で の み 使用 可

薬 局 ID、 フ7ク シ ミリ、 一般 情 報 入 出力 端末

会 議 室 カ ラーTVモ ニ タ*、 フ ァ クシ ミ リ、一 般 情 報入 出力端 末 会議資料表示用

図 書 室 フ ァ クシ ミリ、 一一般 情 報 入 出力 端 末

車 庫 救急車(船)、 健診車(船)、 救急指令受信装置

他 に

…般病院 施設

L-'

*サ テ ラ イ ト外 との交 信は カ ラー動 画 一ー レベ ルm(自 動 放映 シス テ ムの 一 部 と
.して動 作t・1)

白 黒 動 画 一一 レベ ルll以 上(レ ベ ル皿で は低 解像 度)

でi,]"E

**レ ベルi、ilで は 通 信 段階 で 方 式変 換 を行 な う。 レベ ル皿では応答が迅速である。

一367一
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表6-15 4一 ミ ナ ル'C長 崎 五 島 地 区)設 置 機 器

部 屋 名
レベル別 必要度

設 置 機 器 必要面積
㎡

従来面積増強の

場合
備 考

1 n m

受 付 ・一 般 事 務 室 ○ ○ ○
ID機 器 、 イン テ リジ ェ ン トタ ー ミナ ル、電 話(音 響 カ ブラ)、

留守 番 電 話装 置

12 30%増

ミニ コン等伝 送端末室 ○ ○ ○ ミニコン、端末制御装置、広帯域送 受信装置 10 新 設

薬 局 ○ ○ ○ ID 12
'10%増

一

医 家 用情 報 資料 室 ○ ○ ○

カラー テレビ受像機き ラ ァクシ ミリ、生体 アナ ログ情報 出力装置
A

高輪 度 カラーテ・亨 ・スル イPイ メー 縮 報入放 置ρ

移動無線送受装置、電話 、キーボー ド、病歴等出力装置

10

「

新 設

患者 の目のまえで医師がサテライ ト

に意 見を求めた りしては 体面にかか

わるので別 室で行 な うように した。

一 般 診 察 室 ○ ○ ○
生体 アナ ログ情報収集装置、音響 カプラ、 テ レビかメラ、

*カラーテ レビ受像 機、 心電図等伝送装置、電話
30 40%増

急 患 処 置 室 ○ ○ ○
簡 易 応急 処 置装 置 、 ポー タ ブル診療 ユ ニ ッ ト収納 棚 、 ・

テ レ ビ カ メ、ラご 患 者 監 視 装 置.

20 20%増
テ レ ビ カ メラは 一般 診 療 の もの と共

用 して も よい 。,

X線 室 ○ ○ ○

- ..～ ●～ A.

X線 装置、X線 テ ピピカヌラ* 12
,

X線 カメラ リモ コン室

＼

、 .

○ 、

X線 装 置 リモ ー トコン トロ ー ル装 置
・.!←

さ 線 テ レビモ ニ タご ・・一 ドコ ビ_!"

6

・

新 設
伝送 してサテラ イトに送 る場合はX

線伝送装置が加わ る。

検 査 室 ○ ○ ○ 簡易検体検査装置 13.5 30%増

集 会 室

(兼 保健婦研修室)
○ ○

, プ

○

保 健 教 育 用AV装 置(テ ー プ レ コー ダ ー、VTR等)

リク エ ス ト放 送 受像 機 ご リクエ ス ト用 キー ボ ー ド*

高解 像 度 カ ラー デ,ス プ レ イ㊥

28 新 設

集団検診 にも使用する。

予防接種

自 動 問 診 室 ○ ○ ○

テ レ ビ受像 機 ご 応 答 用 キー ボー ド*、

.電 話 『㌔

、

'

6

(2ユ ニ ッ ト)

.

新 設

有医 ター ミナ ノレを想定 しているので

必要 ない と思 うか設置するならば待

合室の片すみに設け る。

巡 回 車 用 車 庫 ○ ○ ○ 13.5

医 師 宿 直 室 ○ ○ σ 』
、馳. 、. 層、

、P 、 ◆
12 医 師1～2人 が寝 起 きで きる。

㊥印はレベ ル1、llで は方式変換を行 う。 レベ ル皿では応 答がはやい。

*印 は レベ ル皿以上 で必要で レベル皿では低解像度

●

'



o

ー

ω
や
一
一

●

急i§入 口

↓
簡易検体検査裳置

忘

め

、∀

ざ

、

ー

ミ

㊤

∀

車

庫

押 入

医
師
宿
直
室

大
型
×
線
装
置

谷

の'⇔ 懸

1'{…=コ 鶉

之
局
閉
園

貫

×
線

室

Xf泉

リモコ》室

検
査
室 口

訣

　

墾

⑤
古

聖
『

隔

}掴

ー

「

察

用
ベ
ッ
ド

ト
イ

レ
男

＼
検
援

出
窓
ロ

ト
イ

レ
女

待

合

91,弓945m

自動 問診 ユ=ツ ト

室

○ 囲圏
谷

(}圏
谷

麟 口

集会室

ぼ噸 、㈱ 綱
蕎解像
力テカスフM

圏
箒

黒

書

架

投薬ロ

イメージ
入出カ

テ

臨

医家用情報

資料室

芦 ミニコン等

伝送繊

受
付
三
聖

務
)

受

付
窓
口

ホ
1

ル

IP機 器

インテリジェント

ターミナル

竺4三 二L_L,。 二Lsm_L、 晋 玩
22m

入

口

尽

O
＼

●

図6-13五 島 地 区 タ ー ミ ナ ル フ ロ ア プ ラ ン



3.3.3移 動 系 の 設計

(1)巡 回診 療 車

健康 診断 に 必要 な機 材 を タ ー ミナ ルま で運搬 す る車 輌。
　

但 し設備の搬出の困難なX線 装置関係のみは車内にて撮影を行ない得る様にする。

表6-16巡 回 診 擦 車 装 備 概 略 仕 様

分類 名 称 要 求 仕 様

X

線

設

備

X線 室 外部に放射線の漏洩のない様防禦壁を設ける。

X線 照射装置/X線 カメラ 胸部 間 接撮 影 の み を行 な う。蓄 電 型 とす る。

オ ペ レ ー タ 室

X線 技 師 が簡 単 な筆 記 を 行 なえ るデス クを備 え

る。ま た、X線 の被 爆量 を 小 さ くす る様 留 意 す る。

X線 オ ペ レ ー タ コ ン ソー ル

X線 装置の操作を行なうためのコンソール(含 電

源),

格'

納

庫

診療 資材格納庫/更 衣室

健診機材/病 歴ファイルを現地まで運搬する。

機材搬出後はX線 受診者の為の更衣室 として使

用する。

健

診

用

機

材
⑧

ポ ー タ ブ ル 心 電 計 循環器疾患の発見

血 圧 計/脈 拍 計 金 上

内 視 鏡 、 胃 ガ ス トロ カ メ ラ 消化器系悪性新生物の早期発見

採 血 設 備 伝染性疾患、肝機能異常等の発見

検 尿 設 備 伝染性疾患、肝/腎 機能異常、糖尿病等の発見

検 便 設 備 伝染性疾患、消化器系障害、寄生虫等の発見

肺 機 能 測 定 装 置 呼吸器系疾患の発見

眼 科 検 診 設 備 眼底検査設備を含む

歯 科 検 診 設 備

そ の 他 一般身体測定装置一式(身 長、体重等)

フ
ァ
イ
ル

病 歴 フ ァ イ ル 特に中枢神経系血管損傷の発見に重要

X線 写 真 フ ァ イ ル (上 に含 まれ る)

無線
設備 行先指令等受令用無線設備

(*)上 記 健 診用 機 材 の うち 、携行 す るも のは医 師 の判 断 に よ り決 め る。'

携 行機 材 が 多 い場 合 、 人 員は別 途 乗 用 車 等 を利 用す る もの と し、車体 は 極 力小 型

化 す る。

令

■

二372一

●



② 救 急 車

緊 急加 療 を 必要 とす る愚 老 を 最寄 りの ター ミナ ルあ るいは サ テ ラ イ トまで運 搬 し、 その

途上 若干 の 応急 処 置 を行 な うこ とを 目的 とす る亜 輌 。

■

○

5

表6-17 救 急 車 装 備 概 略 仕 様

分 績 名 称 要 求 仕 様
・

A

愚 老 用 可 動 型 ベ ン ド 車体 外 まで引 き 出せ る事。

看 護 用 ベ ン チ

パ ラメデ ィカルおよび 愚 老近 親 者 が2～3名 添乗 で

き る事 。

B

応 急 処 置 用 装 置類 酸素吸入器、血圧/脈 拍計、心電計等

応 急 処 置 用 コ ン ソ ー ル 金上用操作パネルおよび加療内容記録装置

応急措置受令用無線装置 山 あい部 で も送 受可 能 な様 、HF帯 を使 用 したい

C 可 搬 型 診 療 ユ ニ ッ ト 応急止血用設備、簡易問診設備等

D 行先指令受令用無線装置 応急借置受令用無線装置と並行使用の可能性あり

A

B

C

D

*注 患者運搬用設備

移動中の応急加療設備

現地での応急診療設備

車輌用移動無線設備

〔そ の他 〕

狭隙 な 山 間路 走行のため、車長 、 車 幅は 可能 な限 り小 型化 す る。但 し、 これに よって患者の

安 静 お よび加 療 に支 障 の生 じな い様 にす る事 が 必要 であ る。

(3)救 急 船/巡 回 診療 船

装備 に つい てはそ れぞ れ救 急 車/巡 回 診療 船 とほ ぼ 同 じ。

救 急 船は 装備 、乗 員、 医 師、 患 者 等 を全装 備 状態 にお い て軽 快 か つ安 定 に 行動 し得 る性

能 を有 す る船舶 であ る こ と。

巡 回診療 船 は 既存 船 に追 加 装 備 を行 な う。

一373一
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第7章 医療 機器 シ ス テ ム開 発 ・運 営 コス トの試算

1コ ス ト試算 における考え方

一般 に、製 品 や シス テ ムを開発 し よ うとす る場 合 に、 それ らが 実 際 に開発 され る場 合 を想 定 し

て、 全体 と して どの程 度 の 開発 費 が必 要 とされ、 そ の費用 が どの よ うな配 分の上 に 成 り立 つ かは

一 つ の重要 な問 題 で あ り、 大 きな システ ムの 開発 に はそ の よ うな 算 定 な しで は開 発 に着手 す る こ

とはで きな い。

こ の医 療 機 器 シス テ ムは、 お よそ5年 の開 発期 間を想 定 した大 きな プ ・ジ ェク トで あ り、 シス

テ ム導 入時 点 で の 環境 条件 には大 きな不 確 定 性 が あ る こ とや技 術開 発 の可能 性 につL .・て も予 断が

許 され な い こ とな どか ら、 現 時 点 にお い て全体 の開 発 コス トを算 定 す る こ とは非 常 に難 し く、危

険 が大 きい 。

しか し、 こ こで 敢 えて これ を算 定 し よ うとす る 目的は 、 当 シス テ ムを単 に調 査研 究 に お け るプ

ラン に止 め る こ とな く、 実地 に応 用 された場 合 の費 用 面か らの評 価 を行 ない 、 その 実 現 性 を探 っ

て設 計へ の フィ ー ドバ ックを可 能 にす る と と もに、他 の同 様な シス テム に対 し、 一 つ の プ ロ シェ

ク ト費 用 算 出の・手懸 りを提供 す る こ とにあ る。

当医 療 機器 シス テ ムの現地 設 計 に おい ては、 必要 とされ る機能 を重 点 に、 カバ ー範 囲、 対 象人

口等 につ い て は現 地 の事 情 にあわ せ て設 計 した た め、 各 現地 ごとに 必要 とされ る全 体費 用 は 規定

され ていな い。 そ こで、 実 際 にそ の よ うな シ ステ ムが 現地 に適用 さ れて開発 され る場 合 を考 慮 し

て、 その 開 発 な ら び に必要 な運営 期 間 を含 め て費 用 を算 出す る必要 があ る。

そ れ らの 費用 は 、 開発 ・運 営 の 段階 に応 じて、 い くつか に区 分 して考 えら れ る ので、 ここでは

当医 療 機 器 シス テ ムの 当初 の構 想 に従 い 、以 下 の よ うな部 分 に区 分 す る。

① 新 規 に開発 され る ソ フ トウ ェア お よび機 器 の費用'、

これ は、 当調 査研 究報 告① 「医療 機 器 シス テ ム開 発 の基 本構 想 」 に示 され た当 医療 機器 システ,

ム の構想 の うち、 新規 に開発 が必 要 な もの と して考 え られ た5つ の技術分 野 を48の サ ブテ ーマ

に分 け て取 り上 げた もの であ る。 ここで開 発 され た 第1号 試作機 は原形 とな る もの であ って、 実'

際略 現地噸 用されるものは・れを修正改良 された第2号 勘 もの以齢 使用される・

② 医 療機 器 シス テ ムの導 入 にあ た って必要 と な る費用

これは 当 医 療 機 器 システムが,前 章 ま でに 述 べ た 各現 地 に 適 用 され る 時に 必 要 とな る現地 詳細 シス

テ ム設計 費、 既存 の各 種医 療 機器 、 ① に述 べた第1号 試 作機 の修 正 ・改良 費 、土 地 ・建 物 等 が含

まれ る。

,、

(注)本 章では 「山間型僻地における医療機器システム」(社 会開発システム調査研究報告書②)

で と りあ げ た秋 田県鷹 巣 ・阿 仁 地 区、岩 手 県 岩泉 地 区お よび和 歌山 県御 坊地 区 にお け る医

療 機器 シス テ ム の コス ト試算 にっい て もふれ て い る。
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③ 医療 機 器 シス テ ム の運営 費

当 シス テ ムは、 現地 に持 ち込 まれ、 据付 け を行 な って 実施 され る現 地総 合テ ス ト、 シス テ ム ・

サ ー ビス、 デ ータ に よる分析 ・評 価 を 含 め て、 こ こでは2年 間 の運営 期間 を想 定 してい る。

計 上 され る運営 費 と して は、 当シス テ ム に必 要 と され る医 師、 パ ラメデ ィカル、SE、 事 務員

等 の人件 費 、情 報 処理 機 器 の レンタル 料、 通 信回 線 の借用 料 、各 種機 器 の保守 費 等が 含 まれ る。

以 上 の もの につ いて、 各個 の機 器、 ソ フ トウ ェア等 の単 価 を現 在最 も信 頼 のお け る各種 のデ ー

タ を も とに定 め、 積 上 げ方式 に よ り全 体 の費 用 につい て概 算 見積 りを行 な った もの であ り、 これ

は あ くまで も調査 研 究 の段階 で、 全 体 予算 の概 略 費用 を把 握 す るため に行 な った 試算 であ る。 ま

た、 各 試算 で 算 出 され た 数値 は、現 時 点 で の価 格 をベ ース に した もの であ って、 実際 の開発 段階

で の数値 を得 るた めに は、経 済の成 長 、 技術 進歩 等 に伴 う数 値 の補 正 が必 要 と な る。

しか し、 こ の試 算 方法 にお い て、 それ ぞ れ の単価 を入 れ替 え るこ とに よって、'他の同 様 の シス

テ ム に対 して も、全 体 の 費用算 出が 可能 とな る。

,
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2単 価 算 出 の 方 法

当調 査研 究の対 象 であ る医 療機器 シ ステ ムは、総 合技 術的 かつ 未 来型社 会 的 大 シ ステ ムで あ り、

数年 の開 発期 間 を 目途 と してい る もの であ るため、 技 術的 、 社会 的 、経 済的 に未 確定 な 要因 を 多

く含 み、 システ ムの形 態 も現地 の事情 、 技 術的 な 開発 の程 度、 社会 的 制約 に対 す る考 え 方等 に よ

り大 きな相 異が 生ず る可 能 性が あ る。

そ のた め当試 算 にお い て は、 で き るだ け多 くの人 の意 見 と、 多 数 の資料 に基 づ い て算 出を 行 な

った。

① 新規 に 開 発 され る ソフ トウェ アお よび 機器

標 記 の もの につ い ては 、 不確 定要 素が 多 く、 単 な る積上 げ方 式 を用 い てそ の 開発 費用 を算 出す

る ことは、誤 差 の累 積 を招 き、 必 ず し も妥 当 な数 値 を得 る こ とは 困難 で あ るの で、 多数 の専 門家

に よる投 票方 式 を用 いて 費 用 を決 定 した。

算定 にあ た っては、 当 調 査研 究 の主 体 であ る医療 機器 シス テ ム本 部 調査 研 究 員 な らび に各技 術

テ ーマご との技 術的 専門 家 、 または 営 業担 当者等 の協 力者 が会 し、 各技 術 テ ー マ ご との概 況 説 明、

テ ー マの範 囲、 定義 等 を 参 加者全 員 に十 分解 説.討 論 し、 趣 旨が十 分徹底 した とこ ろで、技 術 テ

ーマ専 門 家 に は重点 票 を 一 票付加 し て
、 投 票 ○集 計 を行 な った。 集 計 にあ た って は、算 定額 の中

庸 を保 つため に、 上 下 の最 大 値、 最 小 値 を除 い て残 りの票 の値 の平 均 値を求 め て、各 サブテ ーマ

の開発 費 と した。 こ の全体 開発 費の 中 には機 器 開発 費お よび1号 機 作 成費が 含 まれ る。一

また、機 器 につい ては2号 機 以 降 を実 用機 と して、 そ の作 成 費を 、 また ソ フ トウ ェア につい て

は 開 発 された ものを 現地 に適 用 す るた め の 費用 を修正 費 と して上 記 と同 じ投 票 方 式 に よって 見積

りを行 な った。(表7-1参 照)

② 医 療 機器 シス テ ムの導 入 に あた って 必要 とな る費用

シ ステ ム導 入 に おけ る各 種機器 、 電 々公社 提 供 の通 信 回線 に対 す る初 期 費 用等 につ い ては 、 関

係 す る各種 資 料 を も とに、 当医療 機器 シ ステ ムの構 想 に合 わせ て算 出を行 な った。

しか し、既 存 の機 器 で あ って も、 当 システ ム と直 接結合 して使 用 しない も の、 当 シ ステ ム のた

め に特 に改 造 を 必要 とされ な い もの、 そ の他各 現地 シス テ ムで必 須 の もの以 外は 、当 シス テ ムが

あ くまで も現 状 の医 療 サ ー ビス を側 面か らサ ポ ー トす る もの であ る とい う意 味か ら、 見積 りの範

囲 か ら除外 した。

また、各 種 施 設 に 必要 とな る土 地 につ い て は、既 存 の医 療機 関 の敷 地内 に併 設 した り、 地 方公

共 団体等 よ り提供 さ れ る もの と して無 償 扱い と した 。

地 理的 事情 そ の他 に よ り、電 々公 社 の サ ー ビスを受 け られ ない場 合 につ い て は、 私 設の ケーブ

ルを架 設 す る こ と と し、 距離 に よ りその 費用 を算 出 した。

現 地 にあ わせ て医 療 機器 シス テ ムを よ り詳細 に設 計す るた めの シス テ ム設 計 費 は ご新 設 回線 関

係 費 用を除 く設備 費 の10%と して概 略 計上 した。
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③'医 療 機 器 シ ス テ ムの 運 営 費'-t』'"ttt:

こ の 費 用 は 、 当 シ ス テ ム の テ ス ト、 評 価 の た め の 維 持 ・運 営 に 必 要 な 費 用 で あ る が 、 こ こ で は

・主法項目ラ)夜を1どり{あげる
。 ・'

コ だ 当・≒ 辻 おいても諜 品、医翻 鰐 擁 の鴎 品や光熱 、ガソリ.等が臓 と

語 お 善 ジ 訪 ヂ ピパ 現状の医翻 ゴ 。の酪 とみあ。た雌 情 料とレ それを

これ ら医療 関 係 消耗 品 等 の 費用 に あ て る こ と とす る。
一・t

'一 ・ ・i『'{-H人 件 費 に つ
い ては、 俸 給 、 賞与 、 厚 生福 利 費 等 を含 め る こ とと し、平 均給 与 月 額 の2倍 を 計上

した。 医 師 な らび にパ ラメデ ィカルの 給与 は、 「昭和47年 度 民 間給 与 の実 態 」(人 事 院 給与 局

編)を 参 考 として決 定 した。

ぼ た∴ 注 二 ご 員ならび確 守要員につい・は、 「・。,ウ 。アの剛 幽 する調査報

告 書 」 〔(財)日 本 情 報処 理 開発 セ ン ター編)を 参考 と した。

情報 処理 関係機 器 は レン タル と し、寛 々公 社 回 線 は回 線使 用料 を公社 規定 の 方式 に よ り計算 し

た。 コ ン ビnご タ関係 消耗 品の 費用 は 月間 レン タル料 の5%と した 。

!爵 敵 づ(・ては漣 造批 含む設備醐 の,%と し
、私設回綱 ついては 、。%観 込んで

ある1:1'・L'一
'庁'ご 碗 遥 扁

か柄 会瀬 瀬 等の搬 管麟 描 鹸 紬 の、。%と して計上 した。

命

'(:二=.膓 ミ.・

、?,二 ・:::'t}'

～

サ

、

声
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2単 価 算 出 の 方 法

当調 査研 究 の対 象 で あ る医 療機器 シ ステ ムは、総 合 技 術的 か つ 未来 型社会 的大 システ ムで あ り、

数年 の開 発期 間 を 目途 と してい る もの であ る ため、 技 術的 、社 会 的 、経済的 に未 確 定 な要 因 を 多

く含 み、 シス テ ムの 形態 も現地 の事情 、 技 術的 な 開発 の 程 度、 社会 的 制約に対す る考 え 方等 に よ

り大 き な相異 が 生 ず る可 能 性が あ る。

そ のた め当試 算 にお い て は、 で き るだ け多 くの人 の意 見 と、 多 数 の資 料 に基 づい て算 出を 行 な

っ た。

① 新 規 に開 発 され る ソ フ トウェ アお よび・機器

標 記 の ものにつ い ては、 不確 定要 素が 多 く、 単 な る積上 げ方式 を用 いて その 開発 費用 を算 出す

る こ とは、.誤差 の累 積 を 招 き、 必 ず し も妥 当 な数 値 を得 る こ とは 困難 であ るの で、 多数 の専 門家

に よる投票 方式 を用 い て費 用 を決 定 した。

算 定 に あた っては 、 当調 査研 究の主 体 であ る医療 機 器 シス テ ム本 部 調査研 究員 な らび に各 技術

テ ーマご との技 術的 専門 家 、ま たは営 業担 当者等 の協 力者 が会 し、 各技 術 テ ーマ ご との概 況 説 明 、

テー マの範 囲、 定 義 等 を参 加 者全員 に十 分解 説 、討 論 し、 趣 旨が十 分 徹底 した とこ ろで、技 術 テ

ーマ専門 家 に は重 点 票 を 一票付 加 し て
、 投 票 ・集 計 を行 な った。 集 計 にあ た っては、 算 定額 の中

庸 を 保 つた め に、上 下 の最 大値 、最 小 値 を除 い て残 りの票 の値 の平 均 値を求 め て、 各 サ ブ テ ーマ

の 開発 費 とした。 こ の全 体 開発 費 の 中 には機器 開発 費お よび1号 機 作 成費が 含 まれ るポ

また、'機器 につ い ては2号 機以 降 を実 用機 と して、 そ の作 成 費を 、 また ソ フ トヴ ェァ につ い て

は 開 発 され た も のを 現地 に適用 す るた め の費 用 を修正 費 として上 記 と同 じ投 票 方 式 に よって 見積

りを行な った。,(表7-1参 照)

② 医療 機 器 システ ムの導 入 にあた って 必要 とな る費 用

シ ステ ム導 入 に.おけ る各 種機 器、 寛 々公社 提 供 の通 信 回線 に対 す る初期 費 用 等 につ い ては 、 関

係 す る各 種 資料 を も とに、 当医 療 機器 シ ステ ムの構 想 に 合 わせ て算 出を行 な った。

しか し、 既存 の機器 で あ って も、 当 システ ム と直接結 合 して使 用 しない も の、 当 シ ステ ムのた

め に特 に改 造 を 必要 と されな い もの、 そ の他各 現地 シス テム で必 須 の もの以外は 、当 シス テ ムが

あ くまで も現状 の医 療 サ ー ビスを側 面か らサ ポ ー トす る もの であ る とい う意 味 か ら、 見積 りの範

囲 か ら除外 した。

また、 各 種 施設 に必要 とな る土 地 につ い て は、既 存 の医 療機 関 の敷 地内 に併 設 した り、 地 方 公

共 団 体等 よ り提 供 さ れ る もの として無 償 扱い と した 。

地 理的 事 情 そ の他 に よ り、 電 々公社 の サ ー ビスを 受 け られ な い場 合 につい ては 、私 設の ケ ーブ

ルを 架設 す るこ とと し、 距 離 に よ りその 費用 を 算 出 した。

現地 に あわ せ て医 療機 器 シ ステ ムを よ り詳細 に設 計 す るた めの シス テ ム設 計 費 は 、新 設 回線 関

係 費 用を 除 く設 備 費 の10%と して概 略 計上 した。
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③ 医療機 器 シス テ ムの運 営 費

この費 用 は、 当 シ ステ ムの テ ス ト、 評価 のた め の維 持 ・運 営 に必 要な 費 用 で あ るが、 こ こでは

'生績 自滅 を茜 ・劫 あ ・ ・'tt・ 』 ・1・

渓 だ 玄銭 三己 ・己ごおいても諜 品、睡 材構 各種:の睡 品や嫌 鉱'ガ,リ.等 が瀕 と

給 ぶ 窮 碧 訪 サ..ビロ 現状の医療サロ ○ 酪 とみあ。疎 画 有料とL亘 を

これ ら医療 関 係 消 耗品 等 の 費用 に あ て る こ ととす る。

㌦4勧 パ 遠 海 絵 賞与 駐 ネ畠利酷 治 ある。ととし、平均結 願 の、酷 計上

した。 医 師 な らび にパ ラメデ ィカルの給 与 は 、 「昭 和47年 度 民 間 給与 の 実 態 」(人 事 院 給与 局

編)を 参 考 と して決 定 した。
べ鉱 ㌔ 完 こづ

要員ならびに保守宴飲 つい。は、 「シ。、ウ。アの評価に紺 る調査報

詩 」て(財已 縮 麺 醐 発。。。.編)惨 考とした。,

情報 処理 関係 機器 は レン タル と し、 麗 々公 社 回線 は回 線使 用 料 を公社 規定 の方 式 に よ り計算 し

た;tiン ピ ュ'一ソ関係 消耗 品の 費用 は 月間 レ ン タル料 の5%と した 。

∴端 敵 瓠 どほき 造励 含澱 備酬 の,批 し
、私設回綱 ついては、。%を見込んで

∵ ギ ＼ バr:∴t-・-t'1,

あ る 。

・'{.:い オ1.∴:バ:,,、:『i'-tt

三?嘩 當『讐 る会議 搬 等の一般管理費を運営費総即10%と して計上L'e・

二5・ ∫r:ξ 三,,・1、 ・

㌻ ・ノぐ ・=バ.ζ い 三"rご ー ・ 二;.t幽:'・.'r

立 ほ1》 ・こ ∴=,∴ 、∴1㌔i,・i'

.、
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表7-1医 療 機器 シス テ ム開 発 ・運営 に伴 ウ費用 の単価

〔単 位:万 円 〕

|

テ ー マi サ ブテ ー マ(詳 細 は 第1部3章 参 照), 1号 機 2号 機以降

】.多 重化、変調等. 13000 式600

4

多

重

2ア ン テ ナ関 係'

鋭 移 動携 帯 無線

7,∩00

3,000

訊300

1,100

化 4,ネ 。 トワ ー ク 制 御 8,000 4,500

● 5ミ 順 送受信 3,000 1,100

変

調
6衛 星 利用 通 信

リフ レク タ利 用 通 信

20,000

7,500

6,000

式000
■

伝 7高 性 能 フ ァ ク シ ミ リ 1,500 500

送 &手 書き書画伝送 600 100

方
gメ ッ セ ー ジ集 配 信 用 ソ フ ト 4,000 1,700 ,

式
合 計 67,600 24,900

1.検 索 装 置(コ ン ト ロ ール)

'

2900 2,000

5

プ

ア

〃(デ バ イス)

2入 出力端 末 装置

1,400

2600

L200

500

イ

リ

ン

3.機 密保 護お よびID装 置

4.量 子 化 画 像処 理

2,400

4400

500

900

グ 5携 帯用人出力端末装置 1,200 200
●

ア 6デ ー タ ベ ー ス管 理 用 ソ フ ト(セ ン タ ー) 4,600 600

ク

セ

ス

〃(サ テ ラ イ ト)

7.タ ス ク マ ネ ジ メ ン ト用 ソ フ ト(セ ン タ ー)

3,600

4,300

600

600

・

保

護

〃(サ テ ラ イ ト)

8コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン コ ン ト ロ ー ル ソ フ ト(セ ン タ ー)

2,800

2,300

500

500

方 "〔 サ テ ライ ト) 1,200 300

式
合 計 33,700 8,400

1.イ メ ー ジ フ ァ イ ル 装 置 &400 4,800
6

'

画
2イ メ ー ジ ファ イル入 出 力 用端 末 4,000 1,400

像 aリ ト リ ー バ ル ・ フ ァ イ ル 4,000
』L600

蓄 4,リ ク エ ス ト放 映 装 置 6,400 2,800

積
合 計 22β00 10,600

一383一



テ ー マ サ ブ テ ー マ(詳 細 は第1部3章 参照) 1号 機 2号機以降

7. 1.量 子 化画 像 伝送 9ρ00 4,200

面 カ

ラ
2高 解像度画像伝送 9800 ぴ400

像i 3遠 隔 テ レ ビ診 察 装置 6,400 2500

合 計 25,200 10,100

1,自 動 問 診装 置 8,400 3,200

2愚 老監視装置(単 体) 昼500 亀400

&

〃(伝 送)

a健 診検 査 装 置

9200

50,000

4,000

31,000

機 4細 胞 ス ク リ ーニ ング装置 1⑤000 5,800

器 5生 体情報解析装置 9800 4,600

等

の

イ

6高 度 生 体 情 報 解 析装 置

τ 救急 指令 装 置 お よび ソ フ トウェ ア

19,000

1⑤800

7,400

10,000

ン &健 康管 理 ソフ トウェ ア 3700 800

タ a携 帯 用 診 療 ユ ニ 。 ト 1,300 200

フ 10遠 隔制御付医用装置 15,000 6800
工

1

11.生 体 情 報収 集 伝送 装置 3,500 1,100

ス 12小 型X線 装置(可 搬型) 1,000 300

〃(据 置型) 1,500 400

13簡 易検体検査装置 2600 800

14簡 易応急処理装置 1,300 300

15搭 載用医用機器 4,800 1,200

16携 帯用分娩監視装置 12000 4,700
一

17簡 易環境用分析装置 2100 700

合 計 184,500 86,700

総 合 計 333β00 140700

一384一
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5開 発 お よび運 営 コ ス トの試 算

■

当調 査 研究 にお いて設 計 され た地 区別医 療 機器 システ ムにつ い て、 その実 現 に は どの程 度 の費

用が 必要 で あ る かを把 握 す るため に、各機 器 等 の 開発 とテ ス ト評 価 、運 営 の費 用 を概 略試算 した。

試 算 の 中 には 、各 種機 器 等 の 開発 費、運 営 開 始 のた め の各 種 機 器 等導 入 費、 運営 のた め の人 件

費・同齢 等が含馳 共通蝉 価旋 めて現地別に議 することとした・ また運 営期間は

24カ 月 と した 。

これ らの各 現 地 別 の総 額 が表7-2に 示 してあ る。

表7-2各 地 区 コ ス ト試 算 総 括 表
－wt .

〔単 位:万 円 〕

地区別

費目別
宗谷 地 区

鷹巣阿仁地区
岩泉地区 御坊地区 隠岐地区 五島地区

主 案 副 案

開 発 費 1β98,361 482210 450,780 578,300 334,300 576,800 520,550

運 営 費 308ユ11 92,020 94,950 219β00 133,500 86544 140,880

シ ステ ム設計 費 147,336 46,465 44β81 53,420 32430 53680 46β05

運営旅費会i議費 30β11 9202 9495 2L980

「

13,350 8,654 14,088

合 計 1β84,619 629,897 600」06 873,500 513β80 725,678 722,323

▲

また、 表7-4～9に は表7-2の 基礎 とな った 各地 区 の開 発 費、 運営 費 の明細 を示す 。

これ らは 、 設 計者 の設 計 思想 や 現 地の事 情 の相違 の た ～ら、 各 シス テ ムで総 額 に差 がみ ら れ る。

宗谷地 区 は総 額で約188億 円と大 きいが、これ は4千 雄 の広 い 面 積 を カバ ー し、 人 口 も12万 人

と比 較的 多い 数 を対 象 と して、 全 部 で32の ター ミナル を配 してい るため で あ る。宗 谷地 区 の人

口1人 あ た りの開発 運営 費は157万 円 とな ってい る。

そ の他 の地 区 につい ては 、60億 円な いし87億 円の 総額 にな ってい る。

秋 田地 区 は、 サ テ ラ イ ト・ ター ミナル 間を 同軸 ケ ー ブルで 結 んだ場 合 を主 案 と し、公 社 回 線 を

利 用 した 場 合 を 副案 と してお り、 そ の差 は 約3億 円であ る。

岩 泉 と御 坊 地 区 は 、 ター ミナ ル対 象人 口お よび ター ミナ.fレあた りの費 用 が ほ ぼ近い 値 とな って

い る。

隠岐 地 区 につ いて は比較 的 狭 い地域 と人 口 に2サ テ ライ ト、12タ ー ミナ ルを 配 してお り、 タ

ー ミナ ルあ た りの対 象 人口が2 ,500人 と少 な く、 人 口 あた りの開 発運 営 費 が高 い金額 どな って

い る。

長崎 では 、対 象人 口が 多 く、 ター ミナ ルは少 な く配 してあ るた め、1タ ー ミナ ルあ た りめ 人 口

と、1タ ー ミナルあ た りの 費用 は 大 きい。(以 上 表7-3参 照)

一385一



表7-3地 区 別 医 療機 器 シ ス テ ム ・ コ ス ト対 照 表

ω
o◎
ひ
ー

総 額

(百 万円)

サテライ ト・

ターミナル対

象 人口(千 人)

サテ ライト・タ

ターミナル カ

バー面積 〔克θ

サテ ライ ト/

ター ミナ ル

数

ターミナル

あた り対象

人口(人)

ターミナルあ

あた り費 用
(百万円)

ターミナル

あた り対象

面積(た ゐ

人 口あた り

開i発運用 費
(千 円)

備 考

北海道

宗 谷
18βOO 120 4,077 1/32 3,740 687 127 157

タ ー ミナ ル ー サ ブ ・ タ ー ミ ナ ル間:

同 軸 ケ ー ブ ル(延75た η)

秋 田
主 案6β00

測 索6,000

60 1,405 1/7 8,570 903 201 106

主 案:同 軸 ケ ーブ ル利 用(S-T間)

副案:電 々公 社 サ ー ビス利 用

岩 手 8,740 100 1,652 3/9 11,110 971 183 87

.

S-T間:同 軸 ケ ー ブル(延90克 班)

C-S間:電 々公社 専 用 回 線

和歌山 5,140 79 578

固定5

%{準 移動2 11,300 734 83 65

C-S間:寛 々公社 試 行 サ ー ビス等

S-T間:寛 々公社 サ ー ビス、1部 加 入

電 話 新設

隠 岐 7,260 30 347 2/12 2,500

.

605 29 242

長 崎 7,220 124 670 2/8 15,450 903 86 59

)

・.

.

し

ト

lce



ー

ω
o。
や
ー

∫「.{

、

)

「

ぼ

」.
　コ

/∫

")設 備 畳

表7-41 宗 谷 地 区 コ ス ト 試 算

〔単位:万 円〕

睡 造 物 関 係 医 療 機 器 通 信 機 器 映 像 機 器
情 報 処 理 機 器 関 係

搬 送 機 器 新 設回線関係 そ の 他 計
ハ ー ド ソ フ ト

セ ン ター

ω
τ200 1q200 lO720 &400 68β00 7α000 10,000

サ テ ラ イ ト

川 8LOOO 42L400 13710 Z800

`

37,900

、,

52050

タ

ー

ミ

ナ

ル

Ta

{9)
21,600 99,900 143b154 82800 6,300 2700

・

祷
Tb

(7[
13L440 94,080 81,214 11,200

、

4,900 7,000 72500

Tb

暗
30,720

、

67,200
・

18S632 0 lL200

一

16,000

計

80,960 313780 454,430 103,200

、、

,

12a600 70000 871750 72謁00 87.,4, 1、398ほ61

備'考
.一.一

.

'



(2)運 営 費

表74宗 谷 地 区 コ ス ト試 算
x

〔単位:万 円 〕

人 的資 源 回線使用料 消 .耗 品 保 守 費 計

セ ン タ ー

(1)

34,648

サ テ ラ イ ト

(1)

1'0,880 6,841

タ

|

.

ミ

ナ

ノレ

Ta

(9}

21,600 7,821

苦

Tb

(7}

13,440 2,622

Tb

O6)

30,720

、

7,469

計 111,288 24,753 10,000 162,070 308,111

備 考

一388一
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表7-5 鷹 巣 ■ 阿 仁 地 区 コ ス ト 試 算

〔単位 万円 〕.

種類

レベル

: 医 療 機 器 通 信 機 器
映 像機 器関係

情 報 処 理 機 器 関 係
搬送機器

新設回線関係 そ ・の 他 合 計建造物
関 係 主 薬1 割 栗 ハ ー ト' ソ フ ト 主 薬 勘 案 主案 勘案 主薬 勘案

C

セン ター
400㎡

高度生体情報解析装置

自動細胞スクリーニング装盾

自動問診装置

1

1

1

|
.

雀羅1
プアクシミリ

手書き⑭

1「

'1

1

;

.同 友

イメージワナゴル1

同上 端末1

・

コン ピュ ー
タシステム

響欝
欝

ワー

1式

1式

1

2

1

開 発ソフ 川1式

乙プ七二痴 配
アーヂ ース
タスク可トー〃 ント
コミ3ニケrン∋ン

作成ソフ ト
(医 療医車

関係)

1式

回線一
時経費,

同 左

1小計 6L200 16㎡00 7,600 7,600 6200 98β00 113,400
.

30130 3ρ20 3ρ20 25165《251650

S

サテライ ト

532㎡

生体情報解析装置

患者監視装置

遠隔制御用医用機器

自動問診装置

健診検査装置
診療ユニ ット、応急.
処理装置、搭載用医
用機器、携帯X線 分
娩按祝 理培 分析

1

】

1

1

1

各1

多重送気言

醐 郷 家

ファクンミリ

手 書 き

・

1

1

1

1

一

同左
回左

同友

一

1

1

1

一
遠隔TV
診察装置

イメ⇒刀アイル

同上端末
ljクエスト

放映装置

2

1

1

1

コンピョー

タシス テム

魏 量検索
アナログリ
トリーバル

医用情報入
出力端末
携帯用人出
撒

1式

1式

1

1

1

開発ソ7ト

作成ソフト

(黙

1式

1式

健診車

救急診
療車

歯科診
療車

雪上車

1式

2

1

1

医療
機器
.忙含 同 上 同 上

147380 14鍋20「」・計 8妬0 60謁00 7,600 4,000 14ρ00 25,700 21,900 1β00 30 30 a200 7β40

T8

タ～ミナル 222㎡

患者監視端末
生体情報収集伝送装置

自動問診装置端末

遠隔制御用医用機器端『末

簡 易検体検査装置

(診 療ユニ・ト、応急

処理、携帯X線)

1

1

1

1

1

各1

(sに 含 》

(Sに 含)

〔Sに含)

多繊 言

ファクシミリ

手 書 き

繍 期 末

1

1

1

1 (§K}ヨ

一

1司左

同左

回左

一

1

1

1

一

一

遠隔TV
診察装置

イメージフ
ァイル端末

、

2

R

・

医用情報
人出力端末

携 帯 用
人出力端末

1

1

救急診
療車

1

司軸
ケーブル

同 上

1

24β腕1小 計 s440 弐000 4,200 600 6,400 700 100 5巡00 350
1
1β60 1ρ00 15590

T8i3

下 位
ターミナル

36㎡

自動問診端末

生体情報収集伝送装置
簡易検体検査装置

簡易応急処理装置

3

3

3

3

(Sに 含} 多鋤 信

ファクンミリ

手 書 き

3

3

3

一

1司左

回左

一 一 遠隔TV診
察装置端末

3 (Sに 含〕
医用情報
入出力端末

3

一 一 一
同 上 同 上

24470 132701小 計 L670 鼠6001 5,400 1,800
'

一 1" ,00 一 8ユ00 860 1,200 840

Tb1

ターミナル
162㎡

患者監視端末

生体情報収集伝送装置

日動問診装置端末

簡 易検体検査装置
(小 型X紗 、診療ユニ

・ト、応急処理)

ll(sに 含)

i1'
lIl(s泌 含}

1i

各1

多i曲 言

(碧酬 端

フ7クシミリ

手 書 き

1

1

1

1

罷
一

同左

回左

1"j左

一 一 遠隔TV診
察装置端末

インーンフ
了イル端末

1

1

:Sに 含) 医用情報
人出力端末

携 帯 用
人出力端末

1

1

救急診
療車

患者輸
送箪

1

2

■

.

同 上 同 上

1655C 92go1小 計 25H) 2800 4.2f}O 600 1400 700 500 a600 300 840 480

Tbi2
[卜t

・2ター ミナル

8㎡

250

自動問診装端 末 21〔s臨)

」
一 一 一 一 一 一 一

250 勘

そ の 他 一

、

|
i-

1

救急指令

携帯無線

1

1

同 左
一 一

臼ミ用端末2

.400 400 1,110 U10 17β10 17二到o

精 轍端末11一

' 1UOO 1UOO 4,700

合 計
22320 1・92・ ・

主 案 副 案

28,000 132100 135300 1β00

玉 案 鯖|」案 鎌 創案

14290482210 150フ加40」00 25,700 17560 1,970 15730



(2)運 営 費

表7-5鷹 巣 ・ 阿 仁 地 区 コ ス ト試 算

〔単 位:万 円 〕

種類

レペ ノレ

人 的 資 源 回線使用料 消 耗 品 費 保 守 費 合 計

職 種 数 全集 創案 主薬 副案 主業 副案 主案 副案

C

パ ラ メデ ィ カ ル

コンピコ一 夕 要 員

保 守 要 員

事 務'員

2

12

2

2

10 10 4050 4050 15990 15990 32240 32240

■
月 計508

2年 計12ユ90

s

医 師

パ ラ メデ ィカ ル

運 転 手

コン ピュータ要 員

保 守 要 員

事 務 員

4

20

5

4

2

5

3970 3970 81。 810 12AOO 12POO

'

43β00 43400

月 計1幻9

2年 計26β20

Ta

一 2β90 一 一 3POO 1,520 3poO 4210

Tai

i=1～3

パ ラ メ デ ィ カ ル13

一 3β20

.

一 一 3260 1240 5130 6,930

月 計78

2年 計1β70

Tb

パ ラ メデ ィカル

運 転 手

5

1

一 1440 一 一 2P20 900 5790 6ユ10

月 計157

2年 計3770

Tbi

i=1～2
『 一 一 『 30 30 30 30

そ の 他 250 250 190 190 1590 1590 2P30 2P30

合 計

月 計1β52
主薬 副案 主 薬 創案 主案 副案

92ρ20 94,950
4230 12ユ80 5P50 5ρ50 38290

F

33270
∨

年 計44450

一390一
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0 表7-6
の
石 泉 地 区 コ ス ト 試 算

〔単位:万 円〕

設置場所

種 類

セ ン'一

1

小 計

サ テ ラ イ ト

3『

合

計

1サテラ ト

3サテ ライト

計

タ ミ ナ ル

9

小

計

1ターミナル

ルナ
計

、ミータ
合

9

合 》 十一=一〇

備 考

建 物 関 係

500㎡

7βoe

210㎡

3400

1q20e

180㎡

之SOO

2520e

43」200

医 療 機 器

高度生体情報
解析装置

1

生体情報
解析装置

遠隔制脚付
医用装置

健診検査装置

自動細胞 スク
リーニング郷

7.4eo

1

1

1

1

4W200

144fiOO

ボ ータブ九診療
ユニット

自動問診装置

小型X線 装置

簡 易応急処理
.fi置

簡易検体検査
残置

生体情報収集
伝送装置

i

1

1

)

1

1

6000

・54
.OOO

206.00〔}

通 信 機 器

o

高性能フTrク ス

手書き書画
伝送装置

量子化画像
処理装置

1

1

1

ハ

置
縷

置

蔵
置
ト

ッ
画
装
画
装
線
装
線
装
装
フ

わ
譲
鰭
魑
馨

.

聞
書

解

子

子

急

高
手

高

量

量

救

1500

1

1

1

1

1

9.100

27.300

高性能ファック

手書き書画
伝送装置

量子化画像
伝送装置

1

1

1

4SOO

43200

7aooo

映 像 機 器

o

.

ル

ル

イ

バー

ア

ー

フ

ト

1

イメーンファイル

装 置

イメーンファイル

入出 力端 末

1.600

1

1

6200

1&600

遠隔テ レビ
診察装置

イメーシファイル

人 出 力端末

1

1

3900

35.100

55βOO

情 報 処 理 機 器 関 係

ソ、 一 ト.ク ェ ア

㊤

大型 計算機

高速大容量
検索装置

周 辺 装 置

通信制御装置

医用情報
人出力端末

1式

1式

1式

1

2

(買取価絡合計82200

レンタルの2年 分43800

中型 計算 機

高速大容量
検索装置

周 辺 装 置

通信制御装置

医用情報
入出力端末

1式

1式

1式

1

1

29.700

89.10
レンタルの2年 分4700
'医用情報

入出力端末

携需用
入出力端末

1

1

7eo

レンタルの2年 分 弐4eo

94SOO

ノ フ ト ウ ェ ア

ク

ア
式

一

九

}
ワト

トフ

ッ

ソ

念

ア一夕ペ ース
用

タスクマ ネ・ド

..画
n月

一

ン

ジ

ケ

ヨ

一

二

セ

、
ミ

フ

コ

メ

その他 シ ス
ム

各種アブ リ
ーシ.'

価格について
はその概室珂直
をセンターとサ
テライトに切
半する。

(備 考)

センター数1、

サテ ライ ト数

3の ため サテ

ライ ト1ケ 所

当 りの規枚は

小 さいが白[辞

す るとほほ

祉 なるもの
と仮定、

3LOOO

31,000

62POO

搬iき 機 器

G

健 診 車

(健診検査装置)に含まれ◎
いる

救急診療車

患者輸送車

Ix

1

t

養に まれる300

900

900

新設回線関係

/
/ /

同軸ケーブル
〔架線)

同軸 ケーブル
〔地下}

14

16

1{?OO

44.100

4"'eo

合

9alOO

324.300

160βOO

ST&30e
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(2)運 営 費

表7-6 岩 泉 地 区 コ ス ト 試 算

〔単 位:万 円 〕

＼ 種類
蹴 新＼

人 的 資 源
回 線 使 用 料 消 耗 品 費

保 守 費
合 計

職 種 人数 麹 合計 私設回線以外 私 設 回 線

セ ン タ ー

1

医 師
パ ラメ デ ィ カル

コンピコー タ要 員

保 守 要 員

事 務 員

3

2

5

3

5

46

26

30

30

18

138

52

150

90

90

計算機価格の5% 誠 費の5塚

33500
月 計520 年9400

12年 計 12500 2200 18β00.

サ テ ラ イ ト

(3ケ 所)

医 師
・ 一 一"ハ フ メァ ィカル

コンピュータ要 員

保 守 要 員

事 務 員

運 転 手

18

30

6

9

15

6

46

26

30

30

18

27

828

780

、180

270

270

162

セ ン ターe→ ナテライ ト間 は

平 均80冷 灰で あ り、『こ の 間

でD-7回 線 を 使 用 す る

も の と す る 。
同 上 同 上' 設備費の10%

年

月 計a490 月 計45 年29900 年4,400
131鳥00

1・年計 59,800 UOO 2400 598σ0 8,800

タ ー ミ ナ ル

(9ケ 所)
一

医 師

パ ラメデ ィカ ル

工 務 員

9

9

9

46

26

18

414

234

162

サ テ ラ イ ト<→ター ミナル

間の 通信 は 全 て私 設 の 同

軸 ケ ーブ ノヒを使 用す る も
の とす る。なお センター ⇔

タ ー ミナ ル間 で公 衆 回 線

を使 うが頻 度 が少 く費 用

は 無 視 で き る。

同 上 同 上

月 計 810 一 ・ 年1τ400
54,400

1珪 計 19,400 200 3▲800

合 計 91700 1ユ00 4β00 ll3,400 8β00 219,800

備 考
∨

・ ひ
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義7-7 御 坊 地 区 コ ス ト 試 算

〔単位:万 円 〕

情 報 処 理 機 器 '

計＼ 建 造 物 医 療 機 器 通 信 機 器 映 像 機 器
,、 一 ト' ソ フ ト

織 元き物 新設回 線関係

(高 度生体情報解析) 1台 広帯域送受信装置 1台 動画像伝送装置 1台 大坦CPU－ 式(レ ンタル〕 開発 ソ フ ト
、

〔C-S間 〕
建物

770㎡

電源空調

770㎡

生体情報処理装置

(自 動細胞スクリーニング)

自動問診装置

1

1

1

双方向同時通話装置

ネ プトワーク制御装置

ファクシミリ

1

1

3

遠隔診療用TV装 置

量子化画像装置

イメージフ ァイル装置

1

1

1

アナログリトリーバルファイル

高速大容量検索装置
情報人出力用端末及び
ID装 置

デ 一 夕ベ ー ス
タスク マネ ーンメン ト

コミュニコ ントロール

メ ・セ ージ集 配信
ノ

検体輸送

車1台

(50hと する)

試行 サービス4MHz
2回 線新規架設費

」規格1回 線

遠隔制脚 付医・q喰器 1 カプラ付端末装置 4 同上端末装置 2 ミ ニ コ ン ピ コ ー タ 作成 ソ フ ト 公衆回線2回 線
135β00

1小 計 11900 1」00 10ρ00 19,400 39200 4a400 300 500

検 知 ∈置 1シラげム 広帯域送受信装置 1台 動画像伝送装置 1台 ミニコンコンゾ レンクス
(レ ン タル) 開 発 ソ フ ト 健診車 〔S-T間 〕

S 建物 、重隔制御付医用機器 1 ネプトワーク制御装置 1 遠隔診療用TV装 置 1 情報人出力用端末及び 一式 D-7観 梅7回 線

1 735㎡ 生体情報収'4汲 置 2 救急指令装置 1 量子化画像装置 1 ID・ 隻置
作成ソフト 患者輸送

.患者監視装敦 1 フ γク シ ミリ 4 イ メー ジ フ ァイル ま毛置 1
アナログリト`,一パルファイル

「 車1台 公衆回線新設区間距離

電源空調1生 体情報酬1.魑
'

1 カプラ付端末装置 4 同上端末装置 2
ミニ コン ピ ュ ー タ

検 査 用X6
検体輸送 合計5㎞

735㎡ `}娩監視装置 1 IJクエス ト放映装置 1 制御用×1 車1台

通信用 ×1 134,600

レト計 H400 24,600 20500 22200 24,900 2agOO 6600 500

簡.易X線 装置 1台 フ ァ クシ ミリ 1台 教育用TV装 置 1台 イ ンテ リシェ ン トター 自家用車
、
.

T
建 物 』

簡易検体検 査装置 1 カゾラ付端末装置 1 TVカ セ ッ ト装 置 1
ミナル

1台

5 簡易頃境分析装置 1 移動無線装置 2 簡易救急.
126㎡

ρ

(分 娩監視 装置} 1 車1台

電源等
(患 者監視装置) 1 簡易患者

128㎡
ポー タブル診 療 ーニッ ト ` 輸送車

簡易応急.処理 装置 1
、

1台

生体情報収集1バ送 1
'

4agOO
.

十}・計
9鳥oo 18500 、4,ooo 500 乞500 a500

、

・

TM

2

コ ンテ ナ

4体

12

麟 湶 装置一式

X線 装置一式

手術畏置一式

1台

1

1

フ γ クン ミ リ

1ド・1ラ付瑞 木装 置

移動 無線 装 置

1台

1

2

教育用TV装 置

TVカ セッ ト装置

1台

1

インテ リンェ ン トタ ー

ミナ ル
移動用 ト
ラ7ク1台

簡易患者
輸送車

診療器具一式 1 ち
1台 15ρ00

1小 計 a400 3600 5,600 200 1,000 Z200
、

↓

合 計 35600
1＼

57β00 50』0.0 42」300 134夕00

・

12600 1ρ00 33⇔00

ハ



(2)運 営 費

表7-7御 坊 地 区 コ ス ト試 算

〔単位:万 円 〕

人 的 資 源 回 線使 用 料 消 耗 品 保 守 費 計

パ ラ メ デ ィ カ ル 2人 〔C-S間 〕 層
C

試 行 サ ー ビス
コ ン ピュー タ要 員 8 4MHz2回 線

保 守 要 員 2 2×24×50た π

回 線 ヵ月
286×5=1400 1,493×5=7,500

事 務 員 2
J規 格1回 線

運 転 手 1 公衆回線

'小 計
26β00 11,300 1,400 7,500 49,500

S
医'師 2人 〔S-T間 〕

'

〇 一 一"ハ フ メァ ィ カ ル 5 D-7規 格

コン ピュー タ要 員 8 (計180㍍)

保 守 要 員 2
133×5÷700 1480×5=7,400

事 務 員 3 公衆回線
.

運 転 手 4

小計 31200 L300 700 7,400 44,700

T
医 師 1人

パ ラ メ デ ィ カ ル 1 受益者負担 106×5‡500

運 転 手 1

小計 19,000 2,500 21,500

医 師 内 科'
TM

外 科. 3入

歯科
'

o-_"ハ フ メァ ィ カル 3

保 守 要 員 1

事 務 員 1
受益者負担 83×5÷400

運 転 手 1

現地湖テム設計費 8

旅費、謝金等

小計 17,000 800 17,800

合 計 94,000 12,600 2,100 18,200 133,500

一394一

艇
、

塊
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表7-8 隠 岐 地 区 コ ス ト 試 算

・j'設 備 ☆

〔単位:乃 円 〕

醜類 ; 情 報 処 理 機 器 関 係
建造物関係 医 療 機 器 通 信 機 器 映 像 機 器 搬 送 機 器 新 設 回 線関 係 合 計

㊧〆ベ ル ハ ー ト' ・ ソ フ ト ウ ェ ア

高度生体情 報解析装置1 双方向同時通話装置3 イメーンフ ァイル1 電算機システム1式 開発/フ ト

七ン タ ー1
-

600㎡
ヘ リコプタ搭 載医療 機器2

自重顔自国胞～ペク1)一二ンク甜1

静止画画像伝送装置3 生体 アナ 。グ情 報1

リトリーバ ル装 置

高趣 溶量情報検無 置1
量子化画像処理装置1

アブリケーシ ∂ンソフト ヘ リ コ フ『タ

236200

小計 9300 15β00 24ρ00 7β00 117,100 51,400 11ρ00

健診検査装置1 電算機システム1式 開 発 ソ フ ト

遠隔 制御付医用機 器1 医療情報入出力端末装置1 アフ『リケーシ ョンソフト 救・急 軍 マ イクoウ ェ ーブ回 線

自動細胞スク`}一二ンク装置1
一アー タバンク 健 診 車 1対 向

サテライト'
,1

.100㎡ 検体処理装置1
1入出力端末装置

生体情報解析装置1 インテリジェントターミナル1 153β00

救急指令装置1
自動問診装置1

小計 `7ρ0〔, 62,400 一
31,900 2a400 200 20AOO

.

自動問診装置1 双方向同時通話装置1 医療情報入出力端末装置1
サブ
サテライ ト1、

500㎡ 遠隔制御付医用機器1 手書 き書画1
ファクシミリ1

静止画画像伝送装 置1

データシク入 出力端 末装置1

インテ リジェントターミナル1
救 急、 船
救 急 車

マイク ロ ウエ ーブ回 線

1対 向 5agOO
、

小計 7β00 10,000 8,600 6,500 、 1ρ00 20ρ00

分娩監視装置1 双方向同時通話装置1 インテ リジェントターミナル1

ターミナル

4
130㎡

患者監視装置1
応急処理 装置1
生体情報収集伝送装置1

手書 き書画1
7ァ クシミリ1

デ ー タバ ン ク1
』入 出力端 末 装 置

A1 ボ ー .タフ'ルレ ン トゲ ン1

&000

ボ一夕ヴル診療ユニット1

簡易検体検 査装置1
87200

簡易環境分析装芭1

単価 2000 ・1a200 a600 5ρ00

づ・計 &ooo 48β00 10400
⑱
20ρ00

タ ー ミナ ル

8

100η 「
応急処理苦i置1
生体情報収集伝送装置1

双方向同時辿」占・衰世1
手書き書画1

`

Aっ お.よびB ポ ータブ私診療 ユニ ノト1 ファ クシ ミ`∫1
〔 .

45β00 .

iり ㌧価
|5〔 ハo 5{i.UI}o Z600

1

レ ・・計 laωo ハ2附 《)1, 21)βOf)

}

合 計 54」OO 149.6{}0 63β00 7β00 175.51}0 73、81レ0 1220040ρ00
…

526β00

一'

、 セ ン ター用1エε斉生会 病 院 ・ヒン ダー の大 型CPUはL
健診車は健診伎変装1公 江口線ITV使 用

備 考 A および日赤病院用 セ ン タ斗 、逐]辺の他 の地 域 置に含む
の バ ソク ゾ ソ ゾも可能 lll

o
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(2)運 営 費

表7-8隠 岐 地 区 コ ス ト 試 算

〔単 位:万 円 〕

人 的 資 源 回 線 使 用 料 消耗品 保守費 その他 合 計

医 師2
パ ラ メ デ ィ カ ル1 電話回線一式

セ ン タ コ ン ピュータ要 員10

l

I

保 守 要 員1

事 務 員.2
30β65

運 転 手1
1

小計 12,300 720 5,800 12,045

医 師3
パ ラ メ デ ィ カ'ル18 電話回線一式
`

サテ ライト コン ピュー タ要 員2 「

1 保 守 要 員2 31,525

事 務 員4
運 転 手2

小計 20400 720 1,400 g,005

・

医 師 村

サブ パ ラ メ デ ィ カ ル2 電話回線一式
サテライ! 保 守 要 員1

1
事 務 員3 8,982

運 転 手1

小計 5ρ00 192 3,790 8982

ターミナル ITV公 社回線使用料
4 ITV公 社装置使用料

A1 電話回線 5,812

小計 1ρ56 4,756

ター ミナル

8
A2及 びB

パ ラ メデ ィ カ ル1 同 上
9,360

小計 41800 2,112 2,448 936

合 計 42,500 4,800 7,200 32P44 9β59 86,544

、

サ テ ラ イ ト、サ プサ テ ラ oマ イ ク ロ ウ ェ ー ブ に
■ 一 一@

イ トの ハ フ メ ァ ィ カ ル ついて新設費を計上
および保守要員、事務員 したので回線使用料

備 考
は ター ミナ ルを循 環 す

る。

を除 い たITVは カ

ラで 双方 向 の計 算
。ITV公 社 回 線使 用料

22万/月
1

'

24ケ 月

ITV公 社装置使用料
4.8万/月 o

電話回線4万/月

一396一

、

<
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表7-9 五 島 地 区 コ ス ト 試 算
〔単位:万 円 〕

レベル
種類

セ ンタ ●
`

C

小計

七ン ター

大 村 分室

1

小計

サテ ラ イト

.1

S1

小言f

サテ ラ イ ト

l

S2

'卜計

タ ーttナ ル

8

T

'」・計

合 計

備

建造物関係

400ロ1

q200

400㎡

620e

700㎡

1e,835

700㎡

10.S35

医 療 機 器

高度生体情報解析1

7.400

生体情報解析装置1
搭載用医療機器1

5.800

生体情報解析装置
健診検査獲鷹

-

1

自動細胞スクリーニング1
搭載医療機器2
患着艦祝襲置1
遠隔制御付医用装置1
自動問診装置1
分娩監視.摸版1

6S.900

生体情報制¶薩 置1
健診検奔影置1
自動細胞:■クリー=ン グ1
搭載医療機 器2
患9者監視・蛯置1
遠隔制面川 医用.装置1
自動問診装置1
分娩監視寝殿1

6Z400

160㎡1簡 易応急処P膿 澱

生体 情 報取111伝 送装 置1

簡 易環 境Jiflr.陛 置1
ポー タブル診 療ユニ,ト1

小型 レ ン"グ ン・}ミ置1

簡 易検 体破 鳶寝 置1

1

19S40

「e539i"

:.。 鍔 ク
トびた

認
ハ
　㌫

慾

麗
麗

遣
月

W
接
疫
朕

麟
識

鑛
鰭

2SOOO

166500

・既存の機器を除 く

従って資源表κあるも
ののみを る

通 信 機 器

通信機器一式

鍵謝
&70e

通信機器一式

i議当
4200

通侶機器一式
多重送受信装置1
ファクシミ),1

手書 き書画1

鷺腰 許i
移動無線装置1
ネクトワーク制}醐

Z3ZOO

通信機器一式
多重送受信装置

(

ファクンミリ
手㊤き書画

高解像度 画像伝送
端末移

動無線装置

1
1

1

1

〔S1に 含 む)

1

5300

通信機器一式
多重送受 信装置r
フ ァ ク シ ミ`i

|
手 挽き書画
1「う解像度画1家
伝之…端末

l

1

1

(S1に 含む)

33fiOO

75.OOO

・同 友
'伝 送関田ま貸出※の該当

機器のところに楕負 る

映 像 機 器

映像機器一式
イメー・ンプアイル

(]ぱ 確i

7βOO

映像機器一式

嚢灘i>
i3toO

映像機器一式

踊 躍 瓢.{

3,900

輻臨
慧

灘
漂

ル
A
察
ら

式
〆
用
診
s

－
フ
育

V
(

驚
麟

囎匡

4240

29P4e

・同 左

・河 左

情 報 処 理 機 器 関 係
ハ ー ド ソ フ ト

電 算 機 一式'
コンヒェ～タシステム

(蒜 ・当
入出力端末装置1
検索装置1

3a300

電算機一式

に㌫ ㌘㌫)

入出力端末装置

5.50

電算機一式

(=言 偏;)
検索装置1
入出力端末装置.1
携滞 用人出力端末 】
COM.1

14.goo

電算機一式

(議㌶篇;)
入出力端末装置1

携帯 用入出力端末1

3JOo

人出力端末装置1
携帯川人出力端末1

ノ.

5.600

65POt,

ソフト一式

ぱ;;:':)

2&400

ソ フ ト一 式

開発 ソフ ト

(作成ソフト

ー
1

1

5.600

ソ フ ト一式

開発 ソ7ト

(作成 ソフト

ー
1

1

6.900

・ノ フ ト 一 式 .

開 発 ソ フ ト

(作成 ソフ ト

ー
[

-

4.600

45soo

む汀を☆事
.
工●

左

左

費備

へ弓

司

セ

・l

l

=
.O

・

●

●

搬 送 機 器

ヘ リコプ ター1

(自 衛隊κ要請,

救急連1
救急船1
健診車1
健診船(既 存)

3700

救急車1
救急船1
健診単1
健診船(既 存)

3700

患者輸送車

患者輸送船

1

2

eρOO

15.40

・1司 丘

・同 友

新 設 回 線 関 係

同軸ケーブル
(SA-SB間59h)

17,700

循
65
飼

80

60

"

90

&o

　
　

エ

エ

　

　

ヨ

間

間

間
間

間

間

間

間

ル
川
鵠

松
留
ぜ

湾

ブ
有
新
宗
着
京
三
富
玉

75

「

∠

ミ

/
《
N

ー

ケ

島

江

軸

五

拾

同

上

.福

5ZsOO

7q200

合 計

gaβoe

273eo

t3&535

11勾35

14a7SO

総髪5。



(2)運 営 費

表7-9 五 島 地 区 コ ス ト 試 算

〔単 位:万 円 〕

種 類
レベル

人 的 資 源
: 回 線 使 用 料

消 耗 品 保 守 費 合 計

パ ラメデ ィカル2人 CA-CB間D-1規 格 ・機 器 関係2,390

セ ン タ ← コエ →要員5人 〔CB項 と 同)359・5

C 保 守要 員3人
事 務 員6人

CA-SB間D-1規 格

(SB項 と 同)1ρ31.5
23241

小計 16,800 1,391 2,660 2β90

パ ラ メディカル2人 CB-CA間D-1規 格 ・欄 書関係1ρOO

セ ン タ ー コンピゴ タ要員4人 回線保蹴 置0.55×2=Ll

大村分室 事 務 員2人 設 備 費4×2=・8
回 線 専用 料7.3×2×24月) 9,01L5

(30ヘ ー40た初)=359.5

小計 4,992

`

359.5 2,660 1,000

一 般 医3人 ・機 器関 係10 ,590

サテ ライ ト パラメディカ ル20人

S1
コンビ⊂タ要員10人

保 守 要 員3人

事 務 員6人
44,126

運 転 手4人

小計 30,336 一
a200 10,590

一 般 医2人 SB-CA間 ・D-1 ・機器 関 係7 ,530

サテライ ト パ ラメディカル10人 (4線 式2回 線)

S2
コンピュータ要員2人

事 務 員4人

運 転 手4人

設 備 費2、
回線保護装置2
回線専用料2ノ

・回 線 関係3 ,540

27.9095

(120～160㍍)

小計 14208 1.0315 1,600 11070

一 般 医8人 ・機器関係7ρ84

ター ミナル パ ラメディカル8人

T 運 転 手8人

(各 ターミナル1名つつ)

・匡粥 潤 係lq500
36592

小計 19ρ08 一 一 17,584

合 計 85,344 2,782 10,120 42,634 140β80

・電 算 機 関係 ・購 入 した全

以外は受益 部の機器を
者 負担 と し、 対 象 と して
レ ン タ ル料 5%〆 年 で2

備 考
の5%/年 或

は レン タル

年 分 を計 上

(レンタルす
で きな い も るものな省 く)

のは全体価 ・回 線関 係 は

格 の24/45 10(μEで

を計上 計 上 し た。

一398一

'
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